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さよならの言い方なんて知らない。　ＢＯＯＫ ２
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　　　プロローグ






　まだ、上う手まく眠れない。

　枕まくらが変わったから、なんて繊細なわけじゃない。でも不安が目を冴さえさせる。そういえば小学生のときも、中学生のときも、修学旅行ではいつも寝不足だった。

　香か屋や歩あゆむは内心でぼやく。

　──だから、こんな環境ですやすやと眠れるわけがないんだ。

　どれだけ清潔なシーツと、ふわふわの枕があったとしても。こんな、言ってみれば敵地の真ん中で、まともに身体からだを休められるはずがない。

　窓からみえる空は、馬ば鹿かげた青さだった。その光が寝不足の目に染しみる。香屋が顔をしかめると、トーマが言った。

「まだ、痛むの？」

　香屋は首を振る。

「眠いだけ」

　ふたりがいるのは、それなりに立派なマンションの最上階だった。二〇畳はあるＬＤＫの、大きな南向きの窓まど際ぎわだ。部屋の片隅には保存食やミネラルウォーターの段ボールが積まれていて、なんだか引っ越ししたてみたいだ。

　香屋は三人掛けの、トーマは一人掛けのソファーに腰を下ろし、テーブルを挟んで向かい合っている。テーブルには三つのゲームボードが並んでいる。それぞれ、チェス、将棋、オセロのものだ。だが駒こまは複数の盤上に、無秩序に散らばり、まともにゲームを遊んでいる様子でもない。

「眠いなら、寝ればいい」

　そう言いながら、トーマは細い指先でポーンをつまみ上げて盤から外す。代わりに、そのマスに桂けい馬まを置いた。

　香屋はオセロの黒を三つ、まとめてひとマスずつ上に進めた。

「もう少し、頭が冴えたらね」

「聞いた話じゃ、人は頭が冴えているときは眠れないようだよ」

「安心したいんだよ。安心しなきゃ、眠れない」

「君が？　安心？　冗談でしょ？」

「まっ白に安心できなくても、納得してから眠りたい」

　香屋は臆おく病びょう者ものを自認している。

　何事でも一歩ずつ、足を踏み出すたびに怯おびえている。

　それでいいんだ。生き方を変えられないなら、考え方を変えるしかない。臆病な自分を受け入れて、なんとかそれを武器にするしかない。だいたい、恐怖が生きる上で不必要なら、長い進化の過程で失われているはずだ。でも世界には、勇気ある人間より臆病な人間の方がずっと多いだろう。なら生きることに恐怖は有益だ。そんな風に信じるしかない。

　それからはしばらく、会話が途切れていた。

　かつん、かつんと駒がボードを打つ音だけが聞こえた。そのゲームはふたりにしかわからないタイミングで終わり、駒を並べ直してまたスタートする。たまにトーマが感嘆の息を吐き、たまに香屋があくびを嚙かみ殺す。

「そういえば、キドさんのことなんだけど」

　と、トーマが口を開く。

　香屋は目をこすりながら先を促す。

「ああ。どう？」

「一応、私たちの要望通りになっている」

「一応？」

「平穏な国も、一枚岩ではないからね。私が知るだけでも三人、ナンバー２の座を狙ねらっている。それにこのチームじゃ、ナンバー２が本当に二番目に偉いのかわからない」

「ナンバー１は？」

「聖女リリィ」

「そう。その聖女様」

「彼女は平穏な国の偶像だ。あまりに絶対で、あまりに正しい信仰の対象。ひとりの人間が常に正しくあるためには、どうすればいいかわかる？」

　香屋は頷うなずく。

「なにもしない」

　それに、トーマも頷き返した。

「うん。彼女はなにも主張しない。ただ周りが解釈するだけだ。その呼吸の意味を、その瞳ひとみの意味を。だからリリィを味方にするのは難しい」

「でも、君はそうした」

　香屋はこつんと王将を動かす。

　トーマは呆あきれた風に笑う。

「王は、そんな風には動かない」

「成ったんだよ。君が飛車を取るから」

「私が取ったわけじゃないけどね」

「ほら。このままじゃ、王様がクイーンのところまで飛んでいくよ？」

「うん。困ったね」

　トーマは細い指先で、白いクイーンを愛いとおしそうに撫なでる。

　柔らかな声でつぶやいた。

「この子はまだ、手放したくないな」

　平穏な国は、言ってみれば宗教国家だ。架か見み崎さきでもっとも広い領土を持つこのチームは、クイーンへの──いや、神さまみたいに絶対的な聖女への信仰で成り立っている。

　そして、香屋歩が今もまだ生きていられるのは、その聖女のおかげだとも言える。
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　物事に始まりなんてない。すべてが繫つながり、重なって、本当のきっかけは誰も知らない遥はるか遠い過去にしかないはずだ。

　でもこの「架見崎」と呼ばれる世界に巻き込まれた、一連の出来事の始まりを強引に定義するなら、それは先月になるだろう。香屋自身と、幼おさな馴な染じみ──秋あき穂ほ栞しおりの元に一通の招待状が届いた、あの日だ。

　招待状に導かれて、香屋と秋穂は奇妙な世界に迷い込んだ。運営者からポイントを与えられ、そのポイントで獲得した能力で陣取り合戦をしている、殺伐としたこの世界に。

　架見崎は崩壊した世界だ。そんな風に、運営者は言っていた。街並みはその説明の通りの印象ではある。家屋の多くが崩壊し、あちこちに瓦が礫れきが散らばっている。そこで香屋たちと同じように、外の世界から迷い込んだ一〇〇〇人くらいがどうにか暮らしている。

　架見崎で人々が生きていけるのは、この世界が八月をループしているからだ。八月三一日が終われば、また八月一日がやってくる。それはカレンダー上だけの話ではない。たとえばコンビニに残されているわずかな食料は、一度食べてしまっても、ループが発生すれば元に戻る。ひと月ごとに資源が回復するわけだ。だから架見崎で生きていくには、こういった「資源を生む施設」を手に入れる必要がある。

　加えて架見崎には、「領土」という概念がある。運営から与えられる能力は、自分たちのチームの領土、あるいは交戦中の相手の領土でしか使用できない。目の前にコンビニがみえていてもそこが自分たちの領土でなければ、踏み込むのは無謀だ。相手だけが一方的に能力を使える状況では、まず勝ち目がないのだから。そのため架見崎の住民たちは、領土を巡って争うことになる。

　さらに相手を倒した場合──より直接的な表現では殺した場合、相手の総ポイントの半分を奪い取ることができる。ポイントがあれば能力を強化し、さらに広い領土を獲得することもできるだろう。

　ループ、領土、ポイント。

　この三つの要素で、架見崎は構成されている。

　そしてこれらはすべて、殺し合いを示し唆さしている。

　香屋と秋穂がまず拾われたのは、「キネマ俱く楽ら部ぶ」という弱小チームだった。小さな映画館を拠点にした、飲食物といえばコーラとポップコーンしかないようなチームだ。だがこのチームは、架見崎の最大手のひとつ「平穏な国」に目をつけられ、勝ち目のない戦いに巻き込まれた。

　結果、キネマ俱楽部のメンバーは隣接するチーム「ミケ帝国」に逃げ込んだが、リーダーであるキドと、加えて香屋は平穏な国に捕らえられた。

　これは、香屋が意図した通りの出来事だった。

　平穏な国で、トーマが有力者のひとりになっていることを知った香屋は、彼女に「守ってもらう」ことに決めた。トーマを頼るのが、いちばん生存率が高そうだったから。

　そのため、香屋はふたりきりでトーマに会い──

　そして、刺された。


＊



　テーブルの盤を眺めながら、香屋は腹部に手をやった。

　傷は、もうない。Ｔシャツのさらりとした感触があるだけだ。でも痛みと、それ以上に鮮烈な、刃やいばが体内に侵入する冷ややかな異物感を覚えている。

「そんな顔、しないでよ」

　トーマが寂しげに笑う。

「君だから、ああしたんだ。他の誰にもあんな方法は選ばない」

　香屋はＴシャツから指を離す。

「トーマには感謝してるよ」

　本当に。あれが最適手だった、というのも、わかる。

　トーマは平穏な国の有力者だが、外と様ざまでもある。このチームに合流したのは、半年──六ループほど前のことだと聞いている。だから平穏な国において、なにもかもがトーマの思い通りになるわけではない。

　そこでトーマは、平穏な国における絶対者──聖女リリィの許可を取ることにした。

　リリィは、聖女と呼ばれるだけあって、優しい。いや、本当に優しいのか、会ったこともない香屋にはわからない。でも平穏な国において、リリィは正しさと優しさの象徴として信仰されている。だから傷ついた人間を放ってはおけない。

　そして平穏な国において、もっとも強力な治癒能力を持つのは、トーマだ。つまり彼女は、自作したシーンを自分で演じたのだ。

　香屋の腹にナイフを突き立てて、瀕ひん死しの重傷を負わせ、涙ながらに「彼を救いたい」と訴えた。リリィが許可すれば、瀕死の香屋はトーマに委ゆだねられることになる。

「あれは、君にしか使えない方法だった」

　そう言いながらトーマは、クイーンを守るように、ナイトを前に出した。

「私は別に、演技が上手いわけじゃないから。自分で刺しておいて涙を流せるのは、君くらいだよ」

「あんまり光栄だとも思えないな」

　できるなら、刺されたくなんかない。

　でももちろん、死ぬよりはましだ。香屋の所属は未いまだキネマ俱楽部になっている。そのことを理由に、本当に殺されてしまうことだってあり得た。死ぬくらいならどのチームにだって寝返るけれど、その処理には運営から渡された端末が必要だ。そして香屋は現在、自身の端末を持っていない。秋穂たちと共にミケ帝国にあるはずだ。

　トーマがいたずら好きな猫みたいにほほ笑む。

「君はどこまで、ああなることを予想していたの？」

　香屋は、顔をしかめた。

「まったくだよ。僕の守り方は、君に任せていたから」

「へぇ。香屋らしくないね」

「そう？」

「だって、自分の命に関わることだよ？」

「ひとりで抱え込むな。赤子は母親を信じて泣き声を上げる──」

「それが生きる術すべというものだ」

　顔を見合わせ、ふたりは笑う。

　香屋とトーマ、それから秋穂。三人が愛している名作アニメ──「ウォーター＆ビスケットの冒険」で使われた台詞せりふだ。第五話、サブタイトルは「くらやみとてのひら」。我慢強く孤独に耐える子供たちを描いた、美しいエピソードだった。

「さすがにトーマの能力が、回復系だってことくらいはわかってた」

「そう。そうでしょうね」

「だから刺されたときに、こういうことかもなとは思ったよ。半信半疑だったけど」

「おや。半分しか信じてもらえなかったの？」

「全面的に信じていたら、それこそ僕らしくないでしょ」

「たしかに」

　トーマに命を預けたのは、いちばん勝率が高いと思える方法だったからだ。でも、もちろん一〇割じゃない。具体的な数字なんか算出しようもないけれど、感覚では七、八割というところだった。この七、八割を信頼と呼べないのなら、香屋にとって、この世界に信じられる相手なんかいない。

　ふたりはまた黙り込み、こつり、こつりと駒を動かす。

　やがて日が傾き、部屋の白い壁が薄紅色に染まる。

「明かりをつけようか？」

　とトーマが言った。

「どちらでも」

　と香屋は応こたえた。

　それから、手にしていたポーンをボードの上に投げ出す。

「これじゃやっぱり、駒が足りない」

　将棋、チェス、オセロで三種類。チェスとオセロは白黒に別れているから、そこまで使って五種類。でも、五じゃ足りない。

　トーマはソファーのアームで頰ほお杖づえをついた。

「欲しいのは？」

「決まってるだろ」

「月」

「それ」

「ちょうどトランプのジョーカーが、月に腰かけているイラストだったな」

「よし。ジョーカーを入れて、もう一回」

　架見崎には「三大」と呼ばれているチームがある。

　面積が最大、総ポイントで二位の、平穏な国。

　メンバー数および総ポイントで一位の、チームとしては最強といわれるＰＯＲＴ。

　そして、最後のひとつ。

　特殊なチームだ。極めて、特殊な。

　領土は全チームの中でも最小、駅ひとつだけ。それも圧倒的な勢力を誇る平穏な国とＰＯＲＴに挟まれた立地だ。さらにチーム人数は、たったひとり。だが、チームの総ポイントは架見崎内で三位。つまりたったひとりで、ＰＯＲＴ、平穏な国に次ぐ戦力を持つプレイヤー。もちろん個人での所有ポイントは架見崎中でいちばんだ。

　チーム名は「架見崎駅南改札前」、プレイヤーの名前は「月げっ生しょう」と登録されている。

　香屋は言った。

「月生を取らないと、僕のゲームが続かない」

　おそらく間もなく起こる戦いで、平穏な国かＰＯＲＴのどちらかが、架見崎の勝者になってしまう。









　　　第一話　彼は時計のように同じ日々を暮らす
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　犬猿の仲、という言葉が、いまいちしっくりこない。現代日本じゃ、猿なんて身近にいないから。そりゃ、なんとなく仲が良くはないのだろうという気がするけれど、やっぱり相対する犬と猿というのはイメージしづらい。

　英語では同じことを、like Cat and Dogと言うらしい。猫と犬のように。こちらの方がしっくりくるなと、秋あき穂ほ栞しおりは思う。

　濁点混じりの均一な音で、シャワーの水が床を叩たたいている。水は冷たい。だが八月ばかりの架か見み崎さきでは、とくに不便にも感じない。それを頭から浴びながら、秋穂は考える。

　今日もまた、ミケ帝国とブルドッグスの戦闘が発生した。ミケ側はひとり死に、三人が負傷した。向こうには倍の被害が出たと聞く。架見崎では小こ競ぜり合いの範はん疇ちゅうだろう。

　頻繁にミケ帝国に宣戦布告してくるブルドッグスだが、本気で「ミケを落とそう」としているわけではないように、秋穂は感じる。

　先ほどの戦闘にしてもそうだ。

　自チームの領土外で能力を使うためには、相手チームに宣戦布告して「交戦状態」になっている必要がある。だが交戦状態は七二時間で解除される。

　ブルドッグスは三日前に、ミケ帝国に宣戦布告したが、これといった動きはみせなかった。言い訳のように戦いに出てきたのが、交戦の解除の三〇分ほど前。もちろんブルドッグスも、たった三〇分間でミケ帝国を落とせるとは思っていないだろう。二チームの戦力は拮きっ抗こうしているが、どちらかというとミケの方が上だ。

　ミケ帝国も、ブルドッグスを本気で相手にしているわけではないようだ。負けはしないし、本気で戦って彼らを落としたとしてもあまり意味がない。変に勢力を増して大手に目をつけられる方が厄介だ、というくらいの認識に思える。

　実際、引き分けという形で交戦状態が解かれても、ミケ帝国内の雰囲気に変化はなかった。ブルドッグスとの交戦は、すでにこのチームでは日常の一部として処理されており、特別に神経を張り詰めるようなことでもないのだろう。

　──それは、悪い状態ではない。

　と、秋穂は思う。

　ずっと身体からだを強こわ張ばらせて、疲労ばかりを溜ため込むより、リラックスして日々を送る方がいい。

　──でも、危険な状態だ。

　そんな風に、香か屋やなら言うだろう。

　異常が日常化するのは、危険だ。

　交戦状態が解けたのが、今日──二四日の午後一時。架見崎のルールでは、どんな形であれ終戦から二四時間は宣戦布告をすることも受けることもできない。これまで通りであれば、ブルドッグスから次の宣戦布告があるのが、明日の午後一時ごろ。宣戦布告から交戦開始まで二時間の猶ゆう予よがあるため、開戦は午後三時。

　このときブルドッグスがどう振る舞うのか、本当のところはわからない。なんらかの理由で、覚悟を持ってミケ帝国を落とそうとするかもしれない。今のミケ帝国は、その可能性を想定できているだろうか？

　そこまで考えたところで、ノックの音が聞こえた。

「時間だ」

　はい、と答えて、秋穂はシャワーを止める。

　使っていたのは学校の敷地内の、プールに併設されたシャワールームだ。隣が更衣室になっており、磨すりガラスのドアで仕切られている。そのガラス越しに、背の高い女性のシルエットがぼんやりとみえる。

　黒くろ猫ねこ。用意していたタオルで頭を拭ふきながら、秋穂は言った。

「ずいぶんリッチな待遇ですね」

「ああ？」

「わざわざ見張りに、トップのひとりがつくなんて」

　秋穂たち、キネマ俱く楽ら部ぶのメンバーは現在、ミケ帝国に養ってもらっている立場だ。とはいえ、扱いとしては捕虜に近い。与えられた居住スペースから出ることは許されておらず、汗を流すにもいちいち見張りがつく。

　対して黒猫は、ミケ帝国内の、三人の責任者のうちのひとりだ。

　ルール上のリーダーである白しろ猫ねこ。

　内政を担当しているコゲ。

　そして、外交の黒猫。

　不穏な話だが、ミケ帝国の外交には戦闘も含まれるらしい。交戦中、トップに立つのも黒猫で、もちろんそれなりに多忙だろう。通常ならシャワーの見張りにつくような立場ではない。

「もしかして私、気に入られちゃいましたか？」

　と秋穂は声をかける。

　ドアの向こうからは苛いら立だたしげな声が返ってきた。

「無駄口を叩くな。さっさと出てこい」

　はいはいと応こたえながら、秋穂は内心で首をひねる。

　黒猫のリアクションが、少し意外だったのだ。ふざけた言い方ではあったけれど、わざわざ彼女がここにきた理由を尋ねたつもりだった。でも、会話がそちらに進まなかった。秘ひ匿とく性せいの高い理由があるのか、反対に、具体的な理由はひとつもないのか。どちらかではないか、という気がする。

　──これは、本当に気に入られちゃいましたか？

　いや、それはないか。理由に思い当たらない。

　ともかく秋穂は、手早く服を身に着けた。ミケ帝国から支給された、白いブラウスと深いグリーンのロングスカートだ。ブラウスは大きすぎ、ロングスカートは八月に穿はくにしては生地が厚い。そもそも身動きがとりづらいロングスカートは、架見崎に向いた服装ではないだろう。とはいえ別段、不満もない。そもそも走り回らなければならないような状況にはなりたくない。

　ドアを開けると、鋭い目つきの黒猫がこちらをみていた。

「休日のピクニック、という感じだな」

　そっちが用意したくせに、と思ったけれど、素直には答えない。

「公園でお茶会でもしますか？　できれば、麦わら帽子がほしいですね」

「お前、自分の立場がわかっているのか？」

「もちろん。貴女あなたが紅茶を淹いれろといえば淹れるし、バスケットにサンドイッチを詰めろと言ったらそうしますよ」

　剣けん呑のんな表情を作っていた黒猫が、ふいに、柔らかにほほ笑む。

「その余裕はどこから来るんだ？」

　黒猫の表情に気をとられて、秋穂はつい正直に答えた。

「義務感から」

「ん？」

「いえ」

　こんなやり取りで黒猫が笑う、というのも、意外な反応だった。

　──私はまだ、この人をイメージし切れていないようですね。

　ただ職務に忠実な、固いタイプの女性だと思っていた。でも、違うのかもしれない。黒猫は本当に、こちらを気に入っているのかもしれない。秋穂自身というより、秋穂の立場を。ミケ帝国のメンバーでもなく、キネマ俱楽部にもまだ馴な染じみ切らない、様々な意味でグレイがかった秋穂の立場。それは、ミケ帝国で大きな責任を背負った黒猫が、ふっと素顔をみせても許される相手だ、とも解釈できる。

　間もなく黒猫は、クールな表情を作り直した。

「義務感というのは、どういう意味だ？」

　仕方なく秋穂は答える。

「コンビでバランスを取ってるんですよ」

「香屋か？」

「ま、そうですね」

　別に意図して、この性格を演じているわけではない。素ではある。

　でも今の秋穂の人格が形成されたのは、やっぱり彼の影響だろう。彼とふたりでバランスがとれるように、意識、無意識を問わず自分を作り替えてきた。だいたい、秋穂が「ビスケット派」になったのだって、香屋の影響だと言える。

「そのコンビの片割れから、手紙が届いた」

　と、黒猫は言った。


＊



　私自身と、私にとってもっとも大切な人。

　そのふたつを比べたとき、いったいどちらを、より強く愛せるだろう？

　秋穂栞はアニメ「ウォーター＆ビスケットの冒険」を愛している。その愛情のサイズで香屋やトーマに劣っているとは思わない。でもあのふたりとは、明らかに愛し方の性質が違う。

　香屋もトーマも、きっとあの作品を、まるで自分自身のように愛している。自身の血であり、肉であり、心であるように。でも秋穂はあくまで最愛の友人として、「ウォーター＆ビスケットの冒険」に触れてきた。

　香屋やトーマと出会うまで、秋穂は特別、ビスケットに思い入れがあったわけではなかった。もちろん好ましいキャラクターだと思っていたけれど、やはりどちらかというと、主人公として扱われるウォーターの視点で物語を追っていたように思う。

　でも、あのふたりと知り合って。

　三人でアニメを見返したとき、圧倒的に、ビスケットに共感を覚えた。自分自身の投影というよりは、同じ苦しみを負った友人として、彼女に感情移入した。

　ウォーターはクールに立ち振る舞うけれど、根は熱く、強固な正義感を胸に秘めた凄すご腕うでのガンマンだ。対してビスケットはいつも、彼の隣で笑っている。とび抜けて明るく、でも本質はウォーターよりもずっとニヒルな少女。

　ふたりの関係が作中ではっきり描かれることはない。どうして共に旅をしているのかさえわからない。だがウォーターにとって、ビスケットが唯ゆい一いつ、心を許せる友人なのは間違いない。彼が弱みをみせるのは、ビスケットを相手にしているときだけだから。

　一方でビスケットは、いつだって強がっている。とくにウォーターには意地を張り続けている。その理由に気づいたのは、香屋たちに出会って、秋穂自身が同じ立場になったからだ。

　きっと。

　──ビスケットは、自分がウォーターの隣にいる資格がないと思っている。

　本心からヒーローでいられるウォーターに対して、負い目を感じている。よりはっきり言ってしまうなら、劣等感を。

　ビスケットは、ウォーターに愛されたいわけではないだろう。

　彼のようになりたいわけでもないだろう。

　ただ、並び立っていたいのだ。ウォーターにとって、遠慮のない相手でありたいのだ。でもいずれその資格を失うことを、能力や価値観が理由で彼の隣にいられなくなることを、ビスケットは察している。

　同じことを秋穂は、長い間、香屋歩あゆむに対して感じていた。

　出会ったころから彼は特別だった。トーマも同じように。秋穂にはあのふたりと一緒にいる資格なんてないのだと思っていた。でもふたりはじゃれ合うように争うたび、秋穂を巻き込もうとした。秋穂は内心では、自身の価値が認められているようで嬉うれしかった。

　秋穂はいつも気のないふりをして、そうするとふたりは、それぞれ秋穂を味方に引き込もうとした。香屋は最初、風船を使った。他にはキャンディーだとか、チョコレートだとか。そんな、つまらないもので買収されるのが好きだった。でもいずれ私には見向きもしなくなるだろう、という寂しい予感もあった。

　一度だけ、ビスケットがウォーターに対して感情を顕あらわにするシーンがある。

　はっきりと怒り、声を荒げることがある。

　二一話、「優しいライラックの景色」。ビスケットと仲良くなった子供たちが人質に取られるエピソードだ。敵役はウォーターの旧友だった。ウォーターとビスケットは子供たちを救出するが、脱出の途中でその旧友にみつかる。ビスケットが捕らえられ、ウォーターは助けようとしていた子供たちとの二者択一を迫られる。

　そこで、ウォーターはビスケットを選ぶ。

　物語は悲劇的な結末を迎え、そして、ビスケットはウォーターに叫ぶ。

　──どうして？

　どうして。

　初め、その言葉は、子供たちを助けられなかったウォーターを責めるものだと思っていた。でも、きっと違う。

　──どうして、私から資格を奪ったの？

　ビスケットが言いたかったのは、そういうことではないか。彼の相棒でいる資格。信頼という名の資格。選択を強いられたなら、もっともぞんざいに扱われ、もっとも迷惑をかけられる立場にビスケットはいたかったのではないか。

　秋穂栞があのアニメで唯一涙を流したのは、彼女の心情に気づいたときだった。

　彼女に共感し、彼女に同情した。

　そして、やはり私とビスケットは違うのだ、と確信した。

　──だって、私は選ばれたいもの。

　誰が相手であれ、二者択一で、常に選ばれる側でありたい。

　信頼なんてものが理由であれ、切り捨てられたくはない。

　──だから私はビスケットになりたいわけじゃない。

　類似した不安を抱えているだけだ。

　私は香屋歩の相棒のままではいられないだろう。いずれその役目を背負いきれなくなるだろう。それがどんな形になるにせよ、彼を見送るときがくるだろう。

　だからまるで秘密を打ち明け合った親友のように、秋穂はビスケットを愛している。


＊



　黒猫に案内されたのは、校舎の屋上だった。

　そこに椅い子すと机が出されている。よく学校で使われる、古臭い、鉄パイプと木の板を組み合わせたものだ。その椅子のひとつに、日傘をさした白猫が座っていた。彼女の向かいにはコゲがいる。

　白猫がぼやいた。

「暇だ」

　黒猫が返す。

「それはよかった。貴女が忙しい場面というのは、うちにとって最悪ですから」

「たまには運動につき合わないか？」

「私が？　冗談でしょう」

「怪け我がはさせないよ。昔はよく組手をしただろ」

「ええ。二度ほど、骨を折りましたね」

「綺き麗れいに折れればすぐ繫つながる」

　白猫の言葉に、黒猫はため息を返す。

「嫌ですよ。貴女の腕が何本折れようが、ミケ帝国に問題はありません。でもそれが私なら、このチームは維持できません」

「能力を使えばすぐに治るよ」

「威厳の問題だ、と言っているんです」

　黒猫が、白猫を睨にらむ。

　苛立たしげな目だ。黒猫がその手の感情を白猫に向けるのは、珍しいなと秋穂は思う。たいていはもう少し柔らかな、呆あきれの眼差しで白猫をみている印象だ。

「貴女は、どうなろうが別にいいんです。うちの絶対的な象徴ですからね。間違えようが怪我をしようが、生きてさえいればいい。貴女への信頼は揺らぎません。でも私は違います。常に力を示していなければ、誰も言うことを聞いてくれません」

　薄く、白猫が笑う。

「私も以前、手痛く負けているよ」

　平然と、黒猫は頷うなずく。

「ええ。それでも誰ひとりとして、貴女に失望しなかった」

「黒猫」

　と、コゲが割って入る。

「客の前で、喋しゃべり過ぎです」

　黒猫は親指で秋穂を指した。

「これが、客か？」

「同盟を結んだチームを迎え入れているのです。もちろん、大切な客人でしょう」

「外交は私の領分だ」

「このチーム内で生活している以上、こちらの担当です」

　秋穂は意識して作った笑顔で、三人のやり取りを観察していた。

　黒猫はなにに苛立っているんだろう？　彼女とコゲの関係は？　白猫が「象徴」というのは、どういう意味だ？　黒猫とコゲは役割が明確だが、白猫の立場はよくわからない。戦闘で前線に立つ機会が多い黒猫が、保険のためにリーダーの座を預けているだけかとも思っていたが、どうやら違うようだ。

　もう少し話を聞いていたかったが、コゲがため息をついて仕切り直した。

「あっきーに来ていただいたのは、これが理由です」

　あっきーとは、架見崎での秋穂の登録名だ。正式には後ろに音符がつく。コゲは、秋穂という名前も知っているだろうが、律儀に登録名で呼ぶ。

　彼はテーブルの上に載っていた、一通の封筒を手に取った。ひよこのイラストがついている、可か愛わいらしいものだ。表には「秋穂栞様」と書かれている。

「平穏な国にいる、香屋歩から届いたものです」

「郵便物が届くんですか？」

「タンブルが運んでくれます」

　タンブルとは、正式には「タンブル工業」という名のチームだ。家電修理の技術を持った数人組で、架見崎内でも特別な立場にいる。タンブルは家電を修理して回りながら行商人のような役割も果たしているらしい。

　なんにせよ、香屋からの手紙というのは不安になる。

「勝手ながら、中身を検あらためさせていただきました」

　とコゲが言う。

　秋穂は意図して顔をしかめた。

「もしラブレターだったらどうするんですか？」

「実際、そんな雰囲気ではありましたね」

　まあ、意外ではない。本当に香屋が書いたものであれば、そういった偽装をしていることも充分に考えられる。

「なら素直に渡してください」

「そんなもったいない。私たちも一緒に返事を考えますよ」

「本気で言ってます？」

「半ば。架見崎には、娯楽が少ないものですから」

　苦笑したコゲの向かいで、白猫は真顔で頷く。

「知恵を出し合って、いちばん心が折れる返事を書こう。きっと楽しい」

　それは、たしかに楽しそうではある。

「ともかく、それくださいよ」

　秋穂は右手を差し出す。

　コゲは封筒を、また机の上に戻した。

「この場で読んでください。読み終えれば、こちらで預かります」

「女子高生の常識では、ラブレターはひとりきりこっそり読むものです」

「ええ。もちろん、本物のラブレターであれば」

　飽きてきたのだろう、コゲはぞんざいに言った。

「私たちは、これがなにか、暗号のようなものだろうと考えています。なので貴女の意見を聞きたい。ですがデータは手元に残したい。おわかりですね？」

　もちろん、わかる。

　香屋からの手紙がただのラブレターだなんてことはあり得ない。当然、なにか仕込んでいる。そうでなければ別の誰かのいたずらだ。

　仕方なく秋穂は席につき、封筒から便びん箋せんを取り出した。




　ミケ帝国にいるあなたは、まるで新しい日常を押しつけられたようです

　トトはそれを売りつけて、自らの平穏にかえるでしょう

　そうなるのは、あまり遠い未来のことではないように思います




　いつか一緒に探した、ビスケットの缶を覚えていますか？

　あの日のビスケット泥棒がしたのと同じ目的で、

　貴女が模写した光はきっと、貴女と再会するでしょう




　そのとき、僕の思いが空に浮かんだなら、

　貴女はその中の、赤いものを受け取って

　貨幣の呪のろいだって解いてくれるでしょう




「なにかわかりましたか？」

　とコゲが言う。

「わかりました」

　と秋穂は答えた。すべてではない。でも頭の三行はわかったし、それだけで充分に重要な情報だ。

　黒猫が鋭い声を出す。

「なにがわかった？」

「ブルドッグスは、思いのほか頭が切れることが」

　あるいは平穏な国の指示に従っているだけなのかもしれない。わからないが、香屋の指摘には説得力がある。

「説明しろ」

　いつの間にか黒猫が、真横から手紙を覗のぞき込んでいた。

　横目で彼女に視線を向けて、秋穂は言った。

「つまりあのやる気のない宣戦布告で、ブルドッグスに高い値段をつけるチームがある、ということです」

　それはもちろん、平穏な国だ。




　　　　　２




　平穏な国は、架見崎の北側すべてを支配する巨大なチームだ。

　だがルール上は、メインチームと一〇の部隊、計一一のチームに別れている。

　トーマは現在、第八部隊のリーダーだが、半ばメインチームの領土で生活している。純粋にメインチームの領土の方が、建物の破損が少ない。綺麗なマンションの最上階を与えられている彼女の待遇は悪くない。

　だがうがった見方をするなら、トーマは能力を奪われている、とも取れる。あくまでトーマの領土は「平穏な国第八部隊」であり、メインチームでは能力を使えない。トーマは所持ポイントが三万を超える有力プレイヤーだが、ここではただの少女と身体能力では変わらない。

　とはいえ、能力が使えないという意味では、香屋歩の方がよりひどい。なんといっても自身の端末を手放しているのだから。端末がなければ、基本的には能力を使えない。

　そもそも香屋は、まともに使える能力を初めから持っていない。なら、端末なんてない方が気楽だ、とも言える。たとえば端末は、検索サーチにひっかかる。手ぶらであれば確実に位置情報を秘匿できるわけでもないだろうが、目くらましにはなるはずだ。

　香屋は平穏な国、メインチームの領土内をぷらぷらと歩く。できるだけ、このチームのことを知りたかった。

　平穏な国が力を持ったチームだということは、少し歩くだけでよくわかった。

　まず、まともな外観を保っている建物が多い。八割ほどは無傷で残っている印象だ。トーマが暮らしているマンションのような、高層の建物もある。架見崎全土で、面積当たりの人口が少ないからゴーストタウンのようではあるけれど、中には営業している食堂さえあった。通貨は生きていないが、平穏な国が配布する食券があれば、数種類のメニューから選んで食事ができるようだ。これは架見崎においては驚異的なことのように思える。キネマ俱楽部なんか、月の半分はポップコーンで飢えをしのぐような生活をしていたのだ。もし月に一度のループで肉体も元に戻るというルールがなければ、弱小チームにとってもっとも脅威なのは栄養失調だろう。

　平穏な国はその名の通り、静かで、落ち着いている。

　このチームをひと言で表すなら、宗教国家だとトーマは言った。

　架見崎の北部にある山の中腹には、教会が建っている。そこにはリーダー──聖女リリィが祀まつられている。人というよりは偶像のように。第一から第一〇までの部隊のリーダーは聖騎士と呼ばれ、しばしばその教会で集会が行われる。

　聖騎士は担当する部隊に応じて席順が決まるようだ。第一部隊のリーダーが聖騎士のトップであり、チーム全体ではナンバー２ということになる。なら第八部隊を担当するトーマは、みかけ上、平穏な国で九番目の序列にあたる。みかけ上、と注釈を入れたのは、聖騎士とは異なる権力体系も存在するからだ。明確な名前はないが、そちらの組織は、要するに聖女リリィの世話係だ。食事係、服飾係、掃除係、そして語り係。リリィ本人が、公おおやけに口を開くことはない。リリィから言葉を賜り、人々にそれを伝えるのが語り係の仕事らしい。リリィと会話することが許された唯一の役職で、このチームではずいぶんな名誉とされていると聞いた。

　馬ば鹿かげた話だが、たしかに平穏な国は、宗教国家として成り立っているようだ。

　教義と信仰をベースに、強い結束を誇っている。すべてまやかしだとしても、それを信じている限りこの国の平穏は保たれる。

　──いや。まやかしではないから、厄介なんだ。

　ポイントと能力がある架見崎は、宗教との相性がいい。

　聖騎士にせよ、世話係にせよ、選ばれる要素はただの一点だ。つまり、平穏な国の教義に忠実であること。より具体的には、聖女リリィが教える「愛」を理解していること。そして聖騎士になれば多くのポイントが与えられる。よって実際に、神の加護のように強い力を持つことになる。世話係は、ポイントの優遇という意味では聖騎士ほどではないが、もっとも安全なチームの最さい奥おうで安定した生活を送る権利を得られる。

　実益を生む信仰が、このチームの基盤だ。

　さらにひとつの噂うわさが、その構造をより強固にしている。

　──聖女リリィは、死者の蘇そ生せいができる。

　どうやら対象は「聖騎士」に限るようだが、このことは事実として信じられている。香屋としても、架見崎に能力がある以上、疑う理由がない。死者を蘇生する能力、というのが何ポイントで獲得できるのかはわからないが、いくつか制限をつけることで現実的なポイントになるように思う。たとえば、能力を使う対象は事前に指定しておく必要があり、その最大数は一〇人である。こういった制限がある能力なら、「聖騎士しか生き返らせられない」というのにも納得がいく。説得力があるから人々は聖騎士を目指し、そのために平穏な国の教えに忠実になる。リリィの愛を理解しようとする。実際、あちこちで勉強会が行われているらしい。香屋もこのチームの一員であれば、とりあえず勉強会に参加するだろう。そうした方が、生き残る確率が高そうだから。

　とはいえ。

　──愛ってなんだよ？

　そんなの、みたことも触ったこともない。

　リリィの愛を理解するって、なんだ？　どうやって証明するんだ？　さすがに漠然とし過ぎてないか？

　これはおそらく、洗脳の一環なのだろう。なんの疑問も持たず、素直な忠誠を誓う駒こまが優遇されるルールで、チームを統率している。

　愛を理由に殺し合いをするチームは、もちろん気持ち悪い。怖くて、不気味だ。

　そう考えながら、香屋は大通りを南下した。先には架見崎駅があり、駅前に近づくほど街は栄える。正確には、以前栄えていたのだろう、ということがわかる。ラーメン屋、レストラン、賃貸住宅紹介サービス、旅行代理店。みんな看板は出ているけれど、人がいる様子はない。自動ドアも開きはしないようだ。残された物資を獲得するために、ガラス戸のあちこちが割られているのにも終末感を覚える。

　だが平穏な国は、その終末に抗あらがっているチームでもあった。

　たとえば先ほど、ジョギングをする青年とすれ違った。プランターの花に水をやる女性さえみかけた。ふたりとも笑顔で、香屋に挨あい拶さつをしてくれた。架見崎に、そういった社会性が残っているとは思っていなかった。

　──どこもかしこも野生なんだよ。

　と、あのアニメヒーローは言う。

　──人がいても、ビルが建っていても、その野生は薄まらないんだ。牙きばを持った強い獣が、弱い獣を食う世界だってことは変わらない。

　彼の意見に、香屋も全面的に賛成している。

　綺麗に整備された街も、発達した交通網や通信設備も文明の本質じゃない。人間社会を作っているのは、法律とそれを守ろうとする意識だ。個人的な力の強弱を超越する、集団の強いルールが文明だ。

　平穏な国の信仰は、文明になり得るほど強固なものだろうか？

　充分に強いなら、利用できる。怖くて気持ちの悪いこのチームは、香屋の目的のために必要なピースのひとつになる。

　香屋は大通りから路地に入った。

　その先に、目指していた書店がある。小さなビルの一階に入っている書店だが、外壁にわざわざ無む垢く材ざいの板を張りつけた洒落しゃれた店で、カフェスペースも併設されていることが前に出ている黒板でわかる。日替わりのおすすめコーヒーはマンデリン。とはいえその看板は明日も明後日あさっても、同じようにマンデリンをすすめているだろう。

　ドアを押し開けると、中には待ち合わせの相手がいた。トーマ。彼女はコーヒーを傾けながら、手にした紙の資料に目を落としている。

　向かいに座ると、トーマは言った。

「感想は？」

「架見崎の気候に、ホットコーヒーは似合わない」

「氷は貴重なんだよ。冷蔵庫を修理しないといけないから。平穏な国を実際に歩いてみた感想は？」

　と、トーマが尋ね直す。

　今度は香屋も、素直に答えた。

「怖いチームだね」

　正直、ジョギングにはぞくりとした。

　架見崎において、あそこまで死が薄まるものなのか。生きる上では無意味な行動をとれるのか。この世界では、肉体的なトレーニングは成立しない。なぜならひと月ごとにループが起こり、身体が元に戻るから。ジョギングはただ健康的なだけで、実際の健康には繫がらない。

　トーマは頷く。

「平穏は、架見崎でいちばん怖いチームだよ」

「うん。だから、魅力的だ」

「ここが欲しくなった？」

「信仰を法律に置き換えたいな」

「どっちも同じようなものじゃない？」

「違うよ。与えられるものが違う」

　平穏な国では、信仰に対して力が与えられる。

　でもそれじゃ安心できない。気持ちよく眠れない。法律は反対だ。わがままな個人から力を奪うことで平和を与える。そうでなければいけない。人々は力ではなく、平和に対して忠誠を誓うべきだ。

　トーマが笑う。

「どう作り替えるにせよ、ここを手にいれるなら急いだ方が良さそうだよ。架見崎の時間の進み方は、私が思っていたより少し早い」

　彼女が一人称に「私」を使ったから、今は冬とう間ま美み咲さきとして振る舞っているのだとわかった。彼女は架見崎では、ウォーターという名前で登録されている。もちろん由来は、香屋と彼女が信仰するアニメのヒーローだ。

　でも架見崎において、ウォーターは別の意味で特別だ。平穏な国、第八部隊リーダー、ウォーター。およそ三年前に架見崎に現れて、小さなチームを作り、瞬く間に成り上がった。そして築いたものを平穏な国に売り渡して権力を手にした実在する伝説のひとつ。そちらの頭で話すとき、彼女は一人称に「オレ」を使う。

「裏は取れた？」

　香屋が尋ねると、トーマは頷いた。

「明日の会食のあと、架見崎の未来が決まるかもしれない」

　明日、二五日に行われる会食。

　平穏な国とＰＯＲＴ、二大チームのリーダーの会食だ。

　それは特別、秘匿されているものではない。架見崎中が知っている。少なくとも、それなりに優秀な検索士サーチャーを抱えているチームであれば、どこでも。

　問題はその内容だった。トーマは続ける。

「平穏とＰＯＲＴが条約を結ぶことが、大枠では決まってる。明日の会食はその確認、というか、ただ握手を交わすためにセッティングされたみたい」

「条約の内容は？」

「互いのチームが関与する戦闘への不干渉。次のループの頭から、三ループ間になる予定だよ」

「細かいところまで決まっているの？」

「だいたいね。テキストにしておいた」

　トーマが手にしていた資料の一枚を差し出す。

　そこには平穏とＰＯＲＴのあいだで約束される項目が、丁寧に羅列されている。ざっと目を通して、香屋は言った。

「平穏に不利だね」

「もちろん」

　この条約の意図は、明白だ。

　平穏な国とＰＯＲＴがそれぞれ、互いを気にせず架見崎中のポイントをかき集めよう、という話だ。三ループもあれば、架見崎に残るチームが、このふたつだけになっていておかしくない。

　そして、両チームが同じようにポイントを集め合ったなら、最終的にはＰＯＲＴが勝利する。だって現状で、平穏な国よりもＰＯＲＴの方が強いチームだから。平穏な国の総ポイントがおよそ九五万、対してＰＯＲＴは一一五万。フェアに取り合う限り、この、二〇万ポイントの差を埋めるのは難しい。

　現状、架見崎の王者はＰＯＲＴだ。

　なのにまだＰＯＲＴが架見崎を支配していないのは、あのチームの内部でもめ事が起こっているからだ、と聞いている。

　外に敵がいないチームは内側に敵が生まれる。「勝利チームのリーダー」の座を争うことになる。それでＰＯＲＴが足を止めているあいだに、平穏はずいぶん勢力を伸ばした。でも、この辺りが限界なのだろう。条約および明日の会食は、ＰＯＲＴの目がついに外に向いた、ということだ。

「平穏の意図は？」

「私も知らないけど、想像はつくよ。ひとつは、ＰＯＲＴの内輪もめが、まだ完全に鎮静化したわけではないこと」

「つまり身内で足を引っ張り合っているから、思いのほかポイント集めがはかどらないだろう、って話？」

「そんな風に楽観視する声もある。それから、月げっ生しょうの問題」

　架見崎第三位、個人的な最強、月生。たったひとりで七〇万以上のポイントを持つ、ＰＯＲＴにとってさえ脅威になり得るプレイヤー。

「今回の条約は、もちろんＰＯＲＴ側から提案されてる。平穏はそれを受ける代わりに、ひとつ注文を付け足した」

「対月生？」

「うん。両チームが同じだけポイントを出し合って連合軍を作り、月生を倒す。六〇万Ｐずつという辺りに落ち着きそうかな。月生を倒して得られるポイントは、二チームで平等に分け合う」

　それもまた、平穏に不利なように思える。

　ＰＯＲＴは六〇万ポイントぶんのプレイヤーを出しても、五五万、自チームに残る。平穏は三五万しか残らない。

　──いや。そもそもこんな条約、成立するはずがない。

　月生を倒すだけで、彼が所持するポイントの半分──少なくとも三五万ポイントは獲得できるのだから。それは、ＰＯＲＴが手にしたなら架見崎に敵がいなくなり、平穏が手にしたならＰＯＲＴとの戦力差を逆転するポイントだ。

　なら、どちらかのチームのプレイヤーが月生を倒した瞬間、条約は壊れる。勝ちが決まったなら、そんなもの相手を裏切るに決まっている。

　トーマは続けた。

「月生のポイントの配分のために、オリジナルの能力が作られるみたい。詳細は未定だけどね。これから二チームで、話し合って詰める予定」

　なるほど。互いに約束を守るための能力を作るわけか。

「でも、本当にフェアに進めば、やっぱり平穏が不利だ」

「うん。実は平穏はもうひとつ、ポイントを底上げする計画を持っている」

「ブルドッグス？」

「あのチームは今のところ、忠実に働いている」

　トーマから聞いていた。

　平穏な国はすでに、ブルドッグスを抱き込んでいる。

「ＰＯＲＴはどこまで、平穏の動きを読んでいるの？」

「さすがにそれはわからないよ。香屋はどう思ってるの？」

「みんな、読んでいる」

「どうして？」

「理由なんてない。でも、そっちの方が、怖い」

　すべて平穏な国の思い通りに事が進むより、ＰＯＲＴがそれを上回っている方が、香屋にとっては不利だ。だから、推測も推理もいらない。安全だ、と確信できる理由がない限り、より怖い方に備えて動く。

　トーマが笑う。

「向こうがすべてを読んでいたなら、平穏な国とＰＯＲＴがぶつかり合うのは──」

「おそらく、明日の会食の直後だ」

「関わるのは？」

「このままいけば、ブルとミケ。それからキネマ」

「でもそれじゃ、決着がつく」

「うん。引き分けるのは難しい」

　香屋とトーマは、それぞれ異なる目的を持っている。おそらく異なるのだろう、と香屋は思う。トーマはこちらにも、手のうちをすべて明かしているわけではない。香屋の方も同じだ。目的の根っこは、彼女に伝えていない。

　でも、少なくとも今はまだ、同じ方向を目指している。

　香屋もトーマも、準備が整ってはいない。架見崎に決着が着くのは、困る。

　平穏とＰＯＲＴがぶつかり合うなら、結果を引き分けに調整しなければならない。

「じゃ、これが本題」

　トーマは手にしていた資料を、こちらに差し出した。

「私たちは、月生を取ろう」

　受け取り、目を落とす。

　月生のデータを手に入れられるだけ持ってきてほしい、と頼んでいたのだ。しばらく黙読して、顔をしかめて、それから香屋は言った。

「よし。今から、会いにいこう」

「月生に？」

「もちろん。なんのためにこんな場所で会ったと思ってるの？」

　トーマの部屋では、平穏な国の監視を受けるかもしれない、というのもある。だから外で会った。でもわざわざ駅近くを待ち合わせ場所にしたのは、そのまま月生に会いに行くつもりでいたからだ。

「なんだ、デートじゃなかったのか」

　笑って、トーマが席を立つ。

　彼女だってこのタイミングで月生に会う重要性は理解しているはずだ。

　香屋も立ち上がりながら、尋ねる。

「月生に会う許可は、取れた？」

「それは無理だよ。時間がかかる。私が第一部隊のリーダーになる必要があるからね」

　第一部隊のリーダーは、平穏な国で二番目の序列に当たる。

　その部隊の領土は、架見崎駅に隣接している。つまり、月生に。言い方を変えるなら、平穏な国のナンバー２が対月生を担当する。

「勝手に動いて、大丈夫？」

「別に殺されはしないよ」

「でも点数を下げると、明日以降、動きにくくなるかもしれない」

「問題ない。第一部隊のリーダーは友達だから、なんとかなる」

「君は友達が多いな」

「親友は歩だけだよ」

「みんなにそう言ってるんでしょ？」

「まさか。私、噓うそは嫌いだもの」

　ふたり、一緒に店を出る。

　隣に並んだトーマが、口元で微笑ほほえむ。

「手、握ってあげようか？」

「ん？」

「震えてるよ」

「いい。安心したくない」

　おそらく危険なことにはならない、という見立てだ。でもこれから、架見崎でもっとも大きな戦力を持つ個人に会おうとしているのだから、怖くて当然だ。

「そ」

　トーマは素っ気なく答えて、少し歩調を早め、前に出た。

　その背中に、香屋は尋ねる。

「秋穂は？」

「ん？」

「彼女は、親友じゃないの？」

　トーマは、その質問には答えなかった。

　ただ、前を向いたまま言った。

「秋穂は君の期待に、きちんと応こたえられるかな？」

「当たり前でしょ。秋穂だよ」

「どうかな。一〇〇点を取るのは、難しいんじゃない？」

「いや。当然、取る」

　香屋は誰かを、一〇〇パーセント信頼することはない。相手が秋穂であれ、トーマであれ同じだ。でも一〇〇パーセントとして予定を立てることはある。

　赤子は母親を信じて泣き声を上げる。それが、生きる術すべというものだ。




　　　　　３




　理解度でいうなら、三〇パーセントといったところだ。

　あるいはもっと低いのかもしれない。現状では手がかりが足りない。

　でも香屋からのメッセージの、頭三行だけは読み解ける。




　ミケ帝国にいるあなたは、まるで新しい日常を押しつけられたようです

　トトはそれを売りつけて、自らの平穏にかえるでしょう

　そうなるのは、あまり遠い未来のことではないように思います




　中でも理解しやすいのは二行目だ。

　そこを指さして、秋穂は言った。

「トト、というのは、犬の名前です」

　より正確には盲導犬の名前だが、ここは単純に犬だと考えてよいだろう。

「犬？」

　と白猫が眉まゆを寄せた。

「アニメのキャラクターですよ」

　もちろん、「ウォーター＆ビスケットの冒険」だ。第一二話、「盲導犬が吠ほえるのはただ一度」に登場する。

　なにか読みこぼしはないか？　勘違いはしていないか？　便箋をみつめて考えながら、秋穂は続ける。

「二行目を読み替えてみましょう。犬がそれを売りつけて、自らの平穏にかえる」

　コゲが口を開いた。

「犬というのは、ブルドッグスですか？」

「ほかには思い当たりません」

「平穏はそのまま、平穏な国」

「もちろん」

「つまりブルドッグスは、なにかを売りつけることで、平穏な国の一員になろうとしている」

　そう。たぶん、そういうことだ。

　横から黒猫が言う。

「いったい、ブルドッグスはなにを売りつける？」

　答えは一行目に書かれている。

「ミケ帝国にいる私たちが、押しつけられている日常。おそらくあの、繰り返される宣戦布告です」

　互いに本気で勝利を目指しているわけじゃない、みかけだけの宣戦布告。ミケ帝国とブルドッグスが交戦状態になるのは、架見崎中で「ああ、またか」と流してしまうような出来事だ。でも平穏な国は、そこに高い値段をつけてもおかしくない。

「平穏な国は架見崎のナンバー２です。もちろんＰＯＲＴとの差をなんとか詰めたいはずです。でも、表立って行動することは難しい。平穏が力をつけすぎると、ＰＯＲＴが動くかもしれないから」

　現状、平穏な国は、秘密裏に力を蓄える必要がある。ＰＯＲＴに充分勝てるだけの戦力を、こっそり蓄えるのが目的になる。

「もしブルドッグスと平穏な国が裏で繫がっているなら、あの宣戦布告の意味がわかります」

　横目でみると、黒猫が目を見開いていた。

「平穏な国は、ＰＯＲＴに気づかれずにうちを取るつもりか？」

　ほかには考えられない。

「たとえば、こういうことです。ブルドッグスはミケ帝国に、無意味な宣戦布告を繰り返す。裏側では平穏な国にすり寄って、こんな風に提案する。──私たちを仲間に加えてくれませんか？　もしあなた達が力を貸してくれるなら、ミケ帝国を落とすのは難しくない。そうなると平穏な国は、みかけ上は戦闘に参加しないまま、ブルドッグスとミケ帝国の両方を手にすることができます」

　他のチームが異変に気づくのは、ブルドッグスがミケ帝国に勝利する瞬間だ。しかも、それでもまだ架見崎の本当の勢力図は表面化しない。長かったミケ帝国とブルドッグスの戦いにようやく決着がつき、ブルドッグスが勢力を伸ばしたようにしかみえない。

　でも実際は違うのだ。もう何ループ間もミケ帝国に宣戦布告を繰り返しているのは、ただ名前が違うだけの、平穏な国の部隊のひとつだ。

　ブルドッグスがミケ帝国を取れば、合わせておよそ二〇万ポイント。それがまとめて平穏な国のものになる。

　──そうなるのは、あまり遠い未来のことではないように思います。

　と、香屋は言っている。

　つまらなそうに黙り込んでいた白猫が、ようやく口を開く。

「なんだ。つまり負けなければいいんだろう？　私たちが、ブルの連中に」

　その通りだが、簡単なことではない。

「なんらかの形で、平穏な国はブルドッグスを支援しますよ。ブルドッグスの後ろに平穏の九五万ポイントがあるなら、ミケ帝国は落とされます」

「それは違うだろ」

　眠たげな白猫が、あくびを嚙かみ殺す。

「平穏は、ブルと繫がってるのを気づかれたくないんだろ。なら露骨なことはできない。気にするだけ無駄だ」

　白猫は、香屋とは正反対の性質を持っている。常に怯おびえず、常に慌あわてない。ポイントでみると一〇倍もある平穏な国が敵だと指摘しても普段となにも変わらない。これも強さのひとつの形ではある。

　秋穂の立場からすれば、平穏とミケのどちらに肩入れするべきなのか判断が難しい。もしミケがブルに取り込まれ、そのブルが平穏に取り込まれ──という展開になるなら、苦労をせずに香屋、トーマと合流できるかもしれない。そちらを目指す方が気は楽だ。

　でも、香屋はどう考えている？　平穏の思惑を伝えてきたのだから、秋穂がミケ側に手を貸すことを求めているようでもある。だが、そう決めてかかるのも早計だ。この手紙が白猫たちに読まれることは、もちろん香屋も想定していたはずだ。だから彼の真意がなんであれ、みかけ上はミケ帝国に有益な情報になっているのが自然だ。

　──わからない。

　なんてゲームだ、と秋穂は内心で毒づく。

　ミケ対ブルも、平穏の思惑も、その先にいるＰＯＲＴも関係ない。今、課されているのは、この九行から香屋の思惑を読み解くことだ。彼は秋穂になら、それができると思っている。平気な顔をして、彼の想定通りに働くものだと信じている。

　だから、もしもできなければ。

　──私は、香屋の想定を下回っている。

　それはさすがに、少し悔しい。

　秋穂は軽く息を吸った。

「より大切な情報は、あとの六行に書かれています」

　白猫が頷く。

「解説してくれ」

「わかりません」

「わからない？」

「はい。今はまだ、わかりません」

　隣で黒猫がため息をつく。

「そうか。ならいい。部屋に戻れ」

「いえ」

　秋穂は首を振った。

「トトが犬の名前だと、知っていましたか？　わかりませんよね？　これを読み解けるのは私だけです。平穏な国の狙ねらいを知りたいなら、私を自由にしてください」

　今はきっと、こんな風に話を進めるのが正解だ。このタイミングで手紙が届いたことにだって香屋の意図がある。それに乗り、この手紙を最大限利用する必要がある。

「この手紙を読み解くために情報が必要です。私に、ミケ帝国の領土をみて回る許可をください。それから、検索士サーチャーからブルと平穏の情報を聞きたいです」

　コゲが顎あごに手を当てる。

「どうして手紙を読み解くのに、うちのチームを知る必要があるんですか？」

「後ろの六行に書かれているのは、平穏な国がどんな風にミケ帝国を落とそうとしているのか、という内容だと思います。なら、こちら側の状況がわからないと、考えようもありません」

　根拠のない推測だが、コゲはとりあえず納得したようだった。

　軽く視線を落として答える。

「このチームでもっともポイントを持つ検索士サーチャーは私です。ご質問があれば、どうぞ。それにミケ帝国の観光くらいであれば、こちらの人間をひとりつければ──」

　彼の言葉を遮って、黒猫が口を開く。

「待て。私は反対だ」

　冷ややかな目つきで、コゲは黒猫をみつめた。

「チーム内のことは、私の担当です」

「秋穂は他チームの人間だ。なら外交の領分だろう」

「ゲストの案内は私ですよ。タンブル工業への対応だって、交渉は貴女あなたがメインですが、食事や寝室の手配は私が担当しています」

「タンブルとは話が違う」

　ふたりの口論に挟まれて、白猫がまたあくびをする。

「その話、長くなるのか？」

　黒猫とコゲが口々に答える。

「コゲが折れればすぐに終わります」

「黒猫は物事を杓しゃく子し定規に考えすぎです。もしも本当に、ブルドッグスと平穏な国が手を組んでいるなら、非常事態ではありますよ」

　ふん、と白猫は鼻を鳴らす。

　ひと呼吸ほどのあいだ、考えて、彼女は言った。

「基本的には黒猫が正しい。キネマの扱いは、黒猫に任せている」

「ほら」

　と黒猫は得意げに笑う。そんな風な表情だと、彼女は少女のようにもみえる。

　白猫は続けた。

「ところでこれは旧友からの頼みなんだが、秋穂に手を貸してやってくれないか？」

　一転、黒猫の表情が曇った。

「リーダー。少しは私の立場も──」

「わかっているよ。だから我わが儘ままだと言っている」

　しばらくふたりは黙り込む。黒猫は睨にらむように、白猫は相変わらず眠たげな目つきで互いをみつめていた。

　やがて黒猫の方が、息を吐き出す。

「どうして？　秋穂の話は想像の域を出ません。もしすべて真実でも、貴女が言う通り、うちがブルドッグスに負けなければ問題のない話です」

「だって気になるだろ？」

　白猫は、秋穂の手元から便箋を取り上げる。

「この恥ずかしいポエムにどんな意味があるか、知りたいだろ」

「香屋歩に興味がある、ということですか？」

「それだけじゃないよ。この手紙、差し出し人は香屋になっているが──」

　白猫がぴらぴらと、ぞんざいな手つきで便箋を振る。

「タンブルの連中は、ウォーターからだと言っていた」

　その名前で、黒猫の表情が変わる。

　ウォーター。トーマ。冬間美咲。架見崎内でも著名なプレイヤーのひとり。

　秋穂は胸の中でため息をつく。

　香屋とトーマが組んでいるなら、間違いない。秋穂自身が生き残るためにも、あのふたりから与えられた役割に忠実でいよう。それがいちばん、勝率が高い。

　──いや。本当に、そうだろうか？

　香屋とトーマは、性質が違う。きっと命というものの捉とらえ方が違う。

　生きろ、とウォーターが言う。なんのために？　と誰かが尋ねる。ウォーターはいつも決まった言葉で答える。

　──そんなこともわからないまま、死ぬんじゃない。

　だから香屋は、なによりも生き残ることを重要視していて。だからトーマは、生きているうちに、自分が生きる意味をみつけだそうとする。

　ずっと、あのふたりはそうだった。
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　月生は同じ日々を送る。

　起床のためのアラームがなるのは、午前五時三〇分だ。ぽぽぽぽぽ、と短い音が五つ連なるアラームだった。それを三セットぶん聞き終えてから、音を止める。

　駅ビルの四階より上は、ビジネスホテルになっている。その一室だ。シングルサイズのベッドから身を起こし、床に立って、一度だけ大きく伸びをする。バスルームに入り、丁寧に髭ひげを剃そる。顔を洗い、歯を磨いて、整髪用のクリーム──これは、駅内のコンビニで手に入れたものだ──を使い短い髪をオールバックにまとめる。

　バスルームを出ると、枕元のデジタル時計は五時三五分を指している。

　月生は眼鏡をかけて、クローゼットから着替えを取り出す。まずはワイシャツ。毎朝、新品のものを下ろす。次にスーツのズボン。こちらは三日ずつ同じものを着る。毎夜、プレッサーを使っているため、しっかりと折り目が入っている。

　ネクタイを締め、スーツと揃そろいのベストを身に着け、ワイシャツの袖そでをカフスボタンで留めてジャケットに袖を通す。衣類はすべて駅ビルの三階に入っているメンズ服売り場のものだ。六日ごとに購入している。店員はいないから、レジに金を置く。

　最後にジャケットのポケットに懐中時計を入れて、深いブラウンのビジネスバッグを手に取り、部屋を出る。エレベーターの前に立つのが五時四五分だ。

　エレベーターはいつも、月生が寝起きしているフロア──七階に止まっている。そのまま四階まで下りて、フロントの隣にあるラウンジに入る。

　ラウンジの入口にはケーキのショーケースがある。だがケースの中は空だ。ショーケースはカウンターの役割も果たしていて、奥にレジスターがある。

　月生はカウンターの上に、毎朝一六〇〇円を綺き麗れいに並べる。奇数の日には千円札を一枚と、五百円玉、百円玉を一枚ずつ。偶数の日には千円札を二枚、百円玉を一枚置き、前日の五百円玉を回収する。ただし四日に一度は百円玉が四枚になっているから、そちらを受け取って千円札を二枚置く。同じように千円札が溜たまると一万円札を使う。

　一六〇〇円はホットコーヒーと、クッキーひと袋の料金だ。

　ホテルのコーヒーは高すぎる。そう感じることもある。だがループのたびに、すべての金が財布の中に戻ってくるのだから、別に困りもしない。

　そのまま厨ちゅう房ぼうに入り、自分の手でコーヒーを淹いれ、クッキーを添える。それを決まった席──もっとも入口に近い席だ──に運び、ラックから新聞を取って、朝食を開始する。このタイミングでポケットから懐中時計を取り出し、時間を確認する。だいたい五時五五分。日によって前後に三〇秒ほどの誤差がある。

　英字のものもふくめて七社ぶんの新聞がこのラウンジにはあるが、月生は同じものを手に取る。朝食のあいだはたいてい新聞の誤植を探している。同じ文面であれ、もしかしたらまだ、自分が発見していない誤植があるかもしれない。あとは少しずつ増えていく新聞の皺しわを眺めてみたりする。

　朝食を終えるのは六時一五分だ。新聞をラックに、カップを厨房に戻して、ラウンジを後にする。手洗いの鏡でネクタイが歪ゆがんでいないかを確認し、それからエレベーターを使って一階に下りる。

　月生が架見崎駅の南改札前に立つのは、午前六時二〇分だ。

　六時二〇分は時刻表に記載されている、下り列車の最初の到着時刻でもある。

　月生はじっと自動改札の向こうをみつめて過ごす。看板みたいにまっすぐに立ち、たまに懐中時計に視線を落とすほかには微動だにしない。だが改札を通る人間はいない。そもそも架見崎は電車が動いていない。

　月生がホテルの一室に戻るのは、日づけが変わってからだ。最終電車の時刻を過ぎて、五分ほど待ってから足元に置いていたビジネスバッグを持ち上げる。改札口の向かいにある商業施設で夕食を見繕い──とはいえ、日づけごとに、食事のメニューも決めている──料金を払って持ち帰る。

　食事を終えて、ズボンにプレスを当ててからシャワーを浴びるころには、午前一時を回っている。毎日、四時間ほどしかベッドに入れないから、常に気だるい眠気が居座っている。だが慣れたと言えば慣れたし、暗くら闇やみの中であれこれと考える暇もなく眠りにつけるのは悪くない。その短い睡眠時間で夢をみるのを楽しみにしている。でも、期待に反して、夢の内容を覚えていることはあまりない。




　月生は同じ日々を送る。時計のように規則正しく、同じ場所を回って暮らす。

　それはもの悲しい日々でもある。だが、安らかな日々でもある。この生活が、どちらかというと気に入っている。

　なのにある日、声が聞こえた。

「電車を待っているんですか？」

　綺麗な声だ。月生はその声の元に顔を向ける前に、懐中時計を確認した。日づけを表示する小窓には「24」と表示されている。時刻は午後四時一五分。

　月生の日々が形を変えるのは、およそ二ループぶりのことだ。前回はたしかＰＯＲＴの人間が訪ねてきた。正確には覚えていないが、五、六〇日前のことだ。

　月生は顔を上げる。

　奇妙なふたり組が、こちらに歩いてくる。

　一方は、少女、だろうか。服装のせいで、性別がよくわからない。カウボーイハットを被った子供だった。もう一方も子供。こちらは少年だ。Ｔシャツにハーフパンツというラフな格好をしている。

　カウボーイハットの方が、口を開いた。

「こんにちは、月生さん。オレはウォーター。平穏な国の者です」

　月生は唇に人差し指を当てる。

「静かに」

　懐中時計が四時一六分を指した。電車がホームに到着する時刻のひとつだ。

　だが耳を澄ませても、やはり、車輪の音は聞こえなかった。









　　　第二話　だれの視界にも紛れ込む怪物
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　震える両手を、固く拳こぶしにした。

　香か屋や歩あゆむはトーマの後ろから、月げっ生しょうを観察する。

　彼は三〇代の前半ほどの、品の良いサラリーマンにみえた。濃紺色のスーツに、淡いブルーのワイシャツが良く合っていた。仕事ができそうではある。でも、特別、強そうではない。

　──これが架か見み崎さきで、最強のプレイヤー。

　胸が震える。

　月生はまるで、ただ改札で待ち合わせをしているだけの男性みたいだった。待っているのは仕事相手なのかもしれないし、恋人なのかもしれない。なんにせよ香屋が架見崎にやってくるまでの日常のワンシーンのようだった。だから強い違和感がある。今はもうただ黒い板になった電光掲示板、ランプの灯らない券売機、彼の他には誰もいない改札──すべてにそぐっていない。たとえば雨の中、鼻歌まじりで洗濯ものを干しているように。

「静かに」

　と言った彼は、手元の懐中時計をみつめて、一分間ほど沈黙した。

　それから顔を上げて、こちらに微笑ほほえむ。歳としに似合わずシャイにみえる、でも誰も嫌な気分にさせない種類の笑みだった。

「失礼しました。もう一度、名前を教えていただけますか？」

　トーマが答える。

「ウォーターです。彼は香屋歩」

　笑みを浮かべたまま、月生は頷うなずく。

「ありがとうございます」

　彼は懐中時計をしまい、代わりにジャケットの内ポケットから、赤いレザーの名刺ケースを取り出した。

「私は、月生と申します」

　身体からだに染しみついているのだろう、スムーズな動作で、こちらに名刺を差し出す。まずはトーマが、続いて香屋が、それを受け取った。





　株式会社アポリア　ライフデザイン研究調査室　外注社員　月生亘輝






　興味深げにトーマが笑う。

「アポリアというのは、どんなお仕事をされている会社ですか？」

「元々はコンピュータのソフトウェアを開発する企業ですが、現在の業務は多岐にわたります」

「ライフデザイン研究調査室」

「はい。お客様の、これまでのキャリアや生活を踏まえて、未来の計画図を描こう、という風な部署です」

「なるほど、素敵ですね。オレも頼んでみようかな」

「申し訳ありません。担当が決められているものですから、私の個人的な判断でお仕事をお受けすることはできないんです」

「それは残念」

　ふたりの会話を聞き流しながら、香屋は名刺を観察する。

　架見崎にある物は、三種類に大別できる。ひとつ目は元々、架見崎にあったもの。ふたつ目はプレイヤーが、ここに持ち込んだもの。みっつ目はポイントを使い、運営から獲得したもの。

　名刺は、普通に考えればふたつ目だ。プレイヤーが架見崎を訪れたとき、たまたまポケットに入っていた、と考えるのが自然だ。だが月生のものは、おそらくそうじゃない。名刺に当然あるべき情報──住所や電話番号なんかが書かれていない。

　月生はわざわざ架見崎で、これを作った？　どうしてそんなことをする必要がある？

　トーマが、彼に向かってほほ笑む。

「月生さんはここで、電車を待っているんですか？」

「ええ」

「架見崎を出るために？」

「それは違います」

「じゃあ、誰かを待っているんだ」

「そうですね」

「待ち合わせの時間は？」

　月生は笑みの種類を変化させた。それは苦笑のようだった。もう少し正確には、自じ嘲ちょうのようだった。でも品の良さは失われない。上品な自嘲なんてものを目にするのは、香屋にとって初めてのことだった。

「約束はしていないんです。私はただ、待っています」

「大切な人なんですね」

「はい」

　月生は誰を待っているのだろう。恋人？　親友？　あるいは血縁者？　どれであれ、彼の行動は不可解だ。もしもその相手が架見崎にいるのであれば、会いにいけばいい。月生は充分に我わが儘ままを通すだけの力を持っている。そして相手が架見崎にいないのであれば、周りのチームを侵略すればいい。このゲームを終わらせてしまえばいい。運営は勝者に対して「欲しいものをなんでもひとつ」与えると明言している。心から誰かとの再会を望んでいるのなら、それを頼めばいい。

　香屋は先ほど、月生の資料を確認した。

　今はもう、チームの総ポイントで月生──架見崎駅南改札前を上回るチームもある。ＰＯＲＴと平穏な国だ。だが、以前は違った。いくつものチームが集まってＰＯＲＴが生まれる前、平穏な国がまだ架見崎の北部に位置する小さなチームだったころ、月生は今とほとんど同じだけのポイントを持っていた。自然に考えれば彼は、架見崎のゲームに勝利することができた。なのにその機会を棒に振っている。

　なぜ、月生は動かなかった？

　──彼は、なにかを知っているのではないか？

　つまり架見崎の真実と言えるようななにかを。まるで矛盾するようだけど、月生には「欲しいものをなんでもひとつ」では叶かなわない願いがあり、架見崎のゲームを終わらせるわけにはいかないのではないか。

　トーマがまた口を開く。

「実は、月生さんに会いに来たのは、お伝えしたいことがあったからです」

「平穏な国との同盟であれば、お断りしたはずですが？」

「そういう種類の話ではありません。オレたちが持っている情報が、おそらく月生さんにも有益だろうと思ったので、お耳に入れたかったんです」

「そのために、わざわざご足労を？」

「もちろん、下心もあります。明日の会食をご存知ですか？」

「いえ」

「平穏な国とＰＯＲＴ、両チームのトップの会食です。おそらく──」

　トーマは笑顔を崩さないまま、真剣な表情を浮かべる。トーマは表情ひとつで言葉に説得力を持たせる術すべを知っている。

「おそらくその会食が終わった直後、平穏な国とＰＯＲＴは、交戦状態になります。この戦いは、一度始まってしまうと、止めるのがとても難しい。でも決着まで行ってしまうと困ります。架見崎のゲームが、終わってしまう」

　月生が初めて、笑みを消した。

　きっと彼はここで電車を待ち続けなければならないのだ。架見崎を走る電車はない。それでも待ち続けている。なら架見崎の終わりは、彼の望みにも反するはずだ。

　月生は軽く顔をしかめる。

「それはけっきょく、平穏な国と私との同盟の申し出ではありませんか？　手を組んでＰＯＲＴを抑え込もうと仰おっしゃっているように聞こえます」

　トーマは柔らかな動作で、頷く。

「もちろん、オレたちはそれを狙ねらっています。ですが約束が欲しいわけではありません。こちらはただ情報を渡すだけです。月生さんのご判断は自由です」

「なるほど」

　月生が、香屋に視線を向ける。

「そちらの彼は、検索士サーチャーですか？」

　トーマは首を振った。

「いえ。友人です」

「友人」

「オレがもっとも信頼しているプレイヤーですが、平穏な国の人間でさえありません」

「貴方あなたの端末を確認しても？」

　月生に目を見つめて尋ねられて、仕方なく香屋は口を開く。

「持っていないんです。チームメイトに預けているので」

　そう答えたが、緊張で声が上ずった。一音目が妙に小さく、二音目が甲高くなった。

　隣でトーマが苦笑する。

「ちっとも信頼できる人間にはみえないでしょう？　月生さんが、この世界でいちばん強いプレイヤーにみえないのと同じです」

　月生は足元のビジネスバッグを摑つかみ上げ、中から端末を取り出した。「失礼」と断って画面に触れる。香屋は慌ててトーマの背後に隠れる。月生はどうやら、検索サーチを起動したようだ。

　へぇ、と彼は、興味深げに頷いた。

「本当に、端末を持っていないようですね。ずいぶん豪胆だ」

　そんなわけあるか。ずっと怖い。

　トーマが顔をこちらに向けて、言った。

「ほら、褒められてるよ。なにか言ったら？」

　彼女の背中に隠れたまま、香屋は答える。

「端末があっても、どうせ能力を使えないので。同じです」

　能力は自分たちのチームの領土か、交戦中のチームの領土でしか使えない。香屋の所属はまだキネマ俱く楽ら部ぶだ。平穏な国やこの駅ではなにもできない。

「平穏な国とＰＯＲＴが──」

　トーマの言葉を、月生が遮る。

「失礼。静かに」

　彼は懐中時計をみつめ、そのまましばらく身動きを取らなかった。しばらく沈黙し、顔を上げる。

「お待たせしました」

　気にした風もなく、トーマが言い直す。

「平穏な国とＰＯＲＴが戦うことになれば、香屋がここに来ます」

「つまり彼が情報源になる、ということですね」

「はい」

「ですが、端末も持たないままですか？　連絡役として適切だとは思えません」

「検索サーチでわかることなんか、貴方にとって無価値でしょう」

　月生の総ポイントは七〇万を超える。その中で、検索サーチに割り振っているポイントは三万程度だ。割合でみれば数パーセントだが、絶対値でみれば、単独でこれほど多くのポイントを持つ検索士サーチャーは滅多にいない。抱えているのはＰＯＲＴくらいのはずだ。

　トーマが香屋の腕をつかみ、月生の前に押し出す。

「オレと香屋とで、これから架見崎に起こることをシミュレーションしました。メインは香屋で、オレはあくまで補佐です。つまりこちらは、能力ではわからない情報を差し出す準備がある、ということです」

　月生は、顎あごに軽く左手を添える。

「おふたりが架見崎にいらしたのは、いつですか？」

　トーマと香屋が、順に答える。

「二七ループと少し前です」

「僕は、前回の三〇日」

「まだまだ若い」

　それは、ここでの経験のことを言っているのだろうか。それとも実際の年齢のことを言っているのだろうか。

　架見崎では、外見と実年齢が比例しない。トーマが架見崎に来たのは一五歳のときだ。ループするこの世界では、今も外見は一五歳のままだが、実際には一七歳になる。

「歳が重要ですか？」

　とトーマは尋ねる。

　月生は頷いた。

「それなりには。架見崎はまだ、終わりません」

「どうしてわかるんですか？」

「経験ですよ。平穏な国とＰＯＲＴの戦いに決着がついたとしても。どちらか一方が完全に勝利し、二チームが統一されたとしても、このゲームは終わりません」

　月生。個人で最多ポイントを持つプレイヤー。そして彼は、確認できる中で、最古参プレイヤーでもある。正確な過去のデータは平穏な国にもない。彼は平穏な国ができるよりも前から架見崎にいて、今と同じように──あるいは、今よりもさらに絶対的に──最強だった。

　彼の言葉に、香屋が応こたえる。

「勝利条件の話ですか？」

　月生はまた口元を微笑の形に結んで、頷く。

「その通りです」

　架見崎の勝利条件はシンプルだ。少し、シンプルすぎる。

　──架見崎の全土を支配すること。

　支配、とはおそらく、ひとつのチームで架見崎をまとめ上げるということなのだろう。では勝者になるのは、そのチームのメンバー全員なのか？　いや、常識的に考えるとあり得ない。だってそれなら争う理由がない。全員でひとつのチームに所属すればいい。

　自然に「支配」という言葉を受け取るなら、たったひとつのチームの、たったひとりのリーダーだけが勝者に選ばれるのだろう。

　なら、全チームの統一の前に、必ず起こることがある。

　チーム内の抗争。リーダーの座の争奪戦。これが、言ってみれば、架見崎のゲームの第二ラウンドだ。実際にＰＯＲＴはそれで足を止めている。リーダーとナンバー２がそれぞれ別の思惑を持っていたなら、このゲームは終わらない。チーム内の意思の統一というのが途方もなく高い壁になる。

　構造上、強いチームは反乱分子を内側に抱えるようにできている。チームの人数に制限がないこのゲームは、戦い、取り込み、膨れ上がることで力を手にする。だがそれは同時に、火種を抱え続けるということだ。そして目の前に具体的な勝利がみえたとき、その火種は大きく燃え上がる。

　でも。

　香屋は言った。

「平穏な国は、それに備えているチームです」

　偶像として崇あがめられる聖女リリィの、平穏な国。あのチームは気持ちが悪い。根底に、信仰を使った洗脳がある。危ういやり方だが、それが強固なものであれば、あっさり意思の統一という壁を飛び越えられるかもしれない。

「かもしれませんね」

　月生は頷き、付け加える。

「とはいえ平穏な国とＰＯＲＴが戦うなら、勝つのはＰＯＲＴでしょう。そしてあのチームは、平穏な国という外敵を失うと、ふたつに割れる。そのことに自覚的だから外側を取り込むのをやめて、内側に目を向けました」

　トーマが答える。

「ええ。状況が変わらなければ、そうなるでしょうね」

「どう変わるんですか？」

「それは、また明日。架見崎が慌ただしくなるころに、香屋が伝えに来ます」

　香屋は内心で息を吐き出す。

　──今日のところは、これでいい。

　必要だったのは、月生を実際にみること。それからトーマと月生を面会させること。明日の準備はこれでできた。

　もう充分だと思っていたけれど、トーマはさらに言った。

「ところで、月生さん。ゼロ番目のイドラは、みつかりましたか？」

　香屋は内心で顔をしかめる。

　──ゼロ番目のイドラ？

　初めて聞く言葉だ。

　だが月生は、その言葉を知っているようだ。

「ウォーター。それを気安く、口にするべきではありません」

　薄く笑って彼は、唇に人差し指を当てた。


＊



　駅を出ると、八月の暑さが戻ってきたようだった。

　実際のところは、あの改札前も空調が効いていたわけではない。直射日光は遮られていたとはいえ、それなりの気温だったはずだ。でも月生を前にしていると、暑いなんて感じている余裕はなかった。

「どうだった？」

　と前を行くトーマが言う。

　うつむいて香屋は答える。

「悪くない。とりあえず、欲しかったカードのうちの一枚は手に入りそうだ」

「カード？」

「本当は五枚欲しい。でも四枚で妥協する。その四枚のうちの一枚だよ」

「ああ」

　納得した様子で、トーマは頷く。

「あとの三枚は、どうするの？」

「一枚はまだどうしようもない。一枚は開戦のあとで探す方がリスクを生まない。もう一枚は、今作ってる」

「作る」

「みつけてくるより、自分たちで用意した方が早い」

「イカサマをするわけだね」

「これが本当に、ゲームならね」

　現実に、イカサマはない。ルールがあって初めて反則は生まれる。

「つまり私が頼まれたあれこれは、その材料集めだったわけだ」

「もちろん。わかってたでしょ？」

「でも歩は、大切なことを秘密にしてる」

　彼女は肩越しにこちらをみて、笑った。光の当たり方で、彼女が輝いているようにみえた。少し眩まぶしい。

「ねぇ。君は、架見崎でなにをするつもりなの？」

「なにって？」

「どんなゴールを思い描いているのかってことだよ」

「そんなの、ひとつきりだろ」

「生き残ること」

「うん。穏やかに生きていくこと」

　初めから、いつだって、それ以外の目標はない。強いて言うならトーマとの再会も架見崎に来た理由のひとつだけど、それはもう果たされた。

　こちらをみたまま歩いていたせいだろう、トーマは道路に入った亀き裂れつに足をとられて、声を上げる。倒れそうになる彼女の手を香屋はつかんだ。その亀裂は視界に入っていて、危ないなと思っていたのだ。

「ありがとう」

　彼女は倒れかけの姿勢のままで、言った。

「それで？　具体的には、どんな風に平和な日常を作るつもりなの？」

「秘密」

「強いチームの重要なポストに就いて、みんなに守ってもらうっていうのが君っぽい。でも違うよね？」

「いいから、ちゃんと立ってよ」

　トーマの姿勢を支えているのは、手が痛い。

　彼女はようやく両足で立ち、でも香屋の手は離さないまま、正面からこちらをみた。

「君なら、相手がＰＯＲＴでも平穏を勝たせるくらいのことはできる。その手柄で、平穏内の重要人物──たとえば聖女の世話係になるルートはみえている。でも月生を引き込んででも、わざわざ引き分けを作ろうとしている」

「それは、トーマも同じでしょ？」

　あえて引き分けを狙っているのは、ふたりに共通する目標だ。

「私がやりたいことを話したら、歩のも教えてくれる？」

「さすがに、それは僕に不利だ」

　トーマは二年以上もここにいる。そのあいだにずいぶん準備を積み重ねているはずだ。目にみえるものも、みえないものも。ここでこちらの目的を開示してしまうと、簡単に握りつぶされるかもしれない。

「じゃあ、次の戦いの目的だけ」

「お互いに？」

「お互いに。せえので言い合おう」

　香屋が答える前に、トーマは「せえの」と言った。

　それに合わせて、香屋は口を開いたけれど、言葉にはならなかった。

　トーマだけが言う。

「語り係シモンの排除」

　口をぱくぱくさせる香屋をみて、トーマは吹き出すように笑う。それでようやく、彼女は香屋の手を放した。

「私にだけ言わせるのはずるい」

「びっくりして反応できなかったんだよ」

「で、君の目的は？」

　いくつかあるけれど。

「リリィに名前を覚えてもらうこと、かな」

「そんなのでいいの？」

「物事には順序がある」

「でもあんまりゆっくりしていると、私だけ先にいっちゃうよ？」

「それは初めから諦めているよ」

　もともと、トーマの前をいこうなんて考えていない。

　──僕は、彼女の後ろでいい。

　本当に大切な場面で、ただの一歩。トーマが疲れ果てて足を止めたとき、ほんの一歩だけ前に出られればいい。

「私たちは、仲良く手を取り合うことはできないのかな？」

「もちろんできる。大歓迎だよ。君がそれを望んでくれるなら」

「そっか。覚えておくよ」

「トーマが少しだけ、僕に歩み寄ってくれればいいんだ」

「香屋がそうするっていうのは、ないの？」

「僕はいつだって、最大限に譲歩しているつもりだよ」

「なら、なかなか難しいね」

　わかっている。

　──僕とトーマは、気が合わない。

　いや。だいたいは合う。かなり良いところまではいく。でも、必ずどこかで齟そ齬ごが生まれる。そしてその齟齬を、互いに受け入れることができない。だからこれまで何度も勝負してきた。くだらないことで、子供じみたことで、大切なことで。

「とはいえ、今は仲間だ」

　とトーマは言った。

「僕はいつまでだって、仲間のつもりだよ」

　と香屋は答えた。

「それは嬉うれしいな」

「さて、仲の良い僕に、もうひとつ教えて欲しいことがあるんだけど」

「うん？」

「ゼロ番目のイドラってなに？」

　トーマと月生の会話が、気になっていたのだ。

「イドラは知ってるでしょ。授業で習ったはずだよ」

　なんとなく聞き覚えがある。世界史で習ったように思うけれど、哲学だったかもしれない。テストが終わったらだいたい忘れてしまった。

「たしか、思い込みみたいなことだっけ？」

「そ。いわゆる先入観とか、偏見とかだね。フランシス・ベーコンいわく、イドラは四種類ある。種族のイドラ、洞どう窟くつのイドラ、市場のイドラ、劇場のイドラ」

「うっすら思い出してきたよ」

「種族のイドラっていうのは、要するに人間だから持っている先入観かな。両手の指を合わせて一〇本だから一〇を切りがいい数字だと思ってる、みたいなことだと思う。もしみんなの指が一二本なら、きっと一二進法が一般的だっただろうね」

「なるほど」

「洞窟のイドラは、私たちはみんな狭い洞窟から外を眺めているようなものだってこと。一部分しかみえていないのに、それで世界のすべてがわかったような気になってる。市場のイドラは伝聞というか、噂うわさ話ばなしで生まれる思い込み。劇場のイドラは社会的な物語が作った思い込み。それで天動説が信じられたり、神さまが生まれたり死んだりする」

　言っていることは、わからないでもない。つまり偏見というのはどうしても生まれるから、せめてそのことに自覚的でいましょう、みたいな話だろう。

「それの、ゼロ番目？」

「うん」

「どんな内容なの？」

「さあね。君のことかもしれない」

　まともに答えてくれるつもりはなさそうだ。

　──ま、いいさ。

　月生も、その言葉を知っていた。

　おそらく架見崎の深いところまで踏み込んでいけば、いずれ答えがみえてくるだろう。
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　キネマ俱楽部のメンバーは、現状で九人だ。

　このうちリーダーであるキドと、香屋歩は平穏な国に捕らえられている。よってミケ帝国で生活しているのは七人ということになる。

　キネマ俱楽部には、校舎ひとつが丸々与えられていた。七人で使うには明らかに広すぎる。とはいえ架見崎では、ここだけが特別に人口密度が低いというわけでもないだろう。五キロ四方ほどの街に、たった一〇〇〇人程度が暮らしているのだから。

　秋あき穂ほは足音を立てて廊下を歩く。午後六時三〇分になるころだ。八月を繰り返す架見崎では、日没の時刻だった。窓から夕陽が射しこみ、影を引き延ばしている。人の気配を感じない夕暮れの校舎というのも、終末のイメージのひとつではある。

　前方のドアのひとつが開き、見知った青年が顔を出した。

「リャマさん」

　キネマ俱楽部の検索士サーチャーだ。秋穂は彼に歩み寄り、声をかける。

「具合はどうですか？」

　平穏な国から宣戦布告を受け、ミケ帝国に逃げ込む途中で、リャマは腕に傷を負った。止血してしまえば命に関わる怪け我がではないが、かなり深いものだったようで、しばらくは体調を崩し寝込んでいた。

「動かすと痛くてたまらんね。次のループまではおとなしくしてるよ」

　架見崎には、傷を回復できる能力もある。だがミケ帝国の領土では、キネマ俱楽部のメンバーは能力を使えない。加えて回復系の能力は使用できる回数が少ない。さすがにミケ帝国に、腕が痛いから治してくれと言っても聞き入れてもらえないだろう。

「なら、じっとしてればいいのに」

「藤ふじ永ながさんに定時報告があるんだよ」

　藤永はキネマ俱楽部の副リーダーだ。ルール上、副リーダーなんて役職はないが、キネマ俱楽部の面々は自然と彼女をそう扱う。キドがいない今、ミケ帝国内でのキネマ俱楽部を取り仕切っているのも藤永だった。

　並んで歩き出す。リャマは続けた。

「たいていは静かにしてるよ。生まれて初めて、教科書を熟読した」

「どうでしたか？」

「意外と面白い。国語の教科書ってのは名作ぞろいだな」

　それはよかった。

　リャマは左手で口元をおさえてあくびをした。傷を負ったのは右腕だ。

「でもさすがに、二周目を読む気にはならない。それでネットに入り浸っていた」

「ネット？」

「掲示板があんだよ。いろんなチームの検索士サーチャーが書き込む」

「能力が使えなくても接続できるんですか？」

「できてるからできるんだろ。専用アプリを落とすのにポイントがかかったが、落としちまえばあとは端末の性能だからな」

　なるほど。たしかに、チームの領土外に出ても端末が起動しなくなるわけではない。

「でも他チームの言うことなんか、あてになるんですか？」

「敵の敵は味方──ってわけでもないが、流しておいた方が有効な情報ってのもあるんだよ。基本は匿とく名めいの掲示板だが、込み入った話をするときには、ふたりきりでチャットルームに入る。そこで登録名を晒さらし合ってまで噓うそをつくことは滅多にない」

「たまにはあるんだ」

「もちろん。だから繊細に進める。何通りかの方法で裏を取る。とはいえ今は、取引材料に事欠かないからな。それなりに確度の高い情報が手に入る」

「取引材料？」

「オレたちがミケ帝国にいる理由」

「ああ」

　キネマ俱楽部のメンバーがミケ帝国に逃げ込み、そこで安穏と生活を送っている。事情を知らないチームにしてみれば、この状況は奇妙にみえるだろう。ミケ帝国はそれなりに大きなチームだ。大きなチームが奇妙な行動をとっていたなら、もちろん気になる。

　ふたり並んで、ドアの前で足を止める。藤永が使っている部屋だ。

「お前も藤永さんに？」

「はい。報告があります」

「やばい内容か？」

「おそらく。香屋絡がらみなので」

「あいつ、生きてんの？」

「たぶん」

「そりゃよかった」

　ノックをして、入室する。一般的なサイズの教室だ。

　椅い子すや机の大半は教室の後ろに集められている。残った数脚のうちのひとつに、藤永が腰を下ろしている。スーツを着ているせいだろうか、純粋に年齢が理由だろうか、彼女は新任間もない教師のようにみえた。

　藤永の方が言った。

「こんばんは。どうした？」

　ドアを閉めて、藤永に歩み寄りながらリャマが答える。

「こんばんは。報告に来ました」

「キドさんは？」

「生きてます」

「そんなことはわかっているよ」

「それ以上は、なんにも」

「そうか」

　藤永はため息をついた。

「では、食事会の方は？」

「そっちは、まあ少しだけ」

　食事会？　と秋穂は首をかしげる。意図的に動作を大げさにした。秋穂の場合、実年齢よりも子供っぽいふるまいをした方が、相手の反応が良い。

　とくに隠すようなことでもないのだろう、藤永が教えてくれる。

「明日、ＰＯＲＴと平穏な国のリーダーが同じテーブルで昼食をとる」

「大事じゃないですか」

「内容次第ではな。リャマ、なにがわかった？」

「ほぼ確定なのは、参加者ですね。テーブルに着くのは両チームから三名ずつ」

　リャマは名前を羅列する。

　平穏側はリーダー、リリィ。ナンバー２、高こう路ろ木ぎ。語り係、シモン。一方でＰＯＲＴ側は、リーダーのユーリイ。参謀タリホー。それからイド。

「イド？」

　と藤永が尋ねる。著名なプレイヤーではないようだ。

　リャマが答えた。

「詳細不明っす。ポイントは一万程度。充分有力プレイヤーですが、ＰＯＲＴのトップ集団ではないっぽいです」

「どうして、そいつが呼ばれた？」

「最近のユーリイのお気に入りみたいですよ。でも能力的にはその他オリジナルもない、ただの検索士サーチャーメインです」

「気になるな」

「あくまで噂ですが、平穏な国との話をまとめたのもイドだって話もあります」

「どうまとまった？」

「期間を切った不可侵条約なのはほぼ間違いありません。具体的なことは、なにも」

「ＰＯＲＴが動くのか」

「とはいえあのチーム、ナンバー２が勢力を伸ばしてるって話もありますから、まだなんとも。平穏と揃そろってタンブル同盟を抜けるって噂もあります」

「なるほど。他には？」

「こんなもんっすね」

　ふん、とつぶやいて、藤永は顎に手を当てる。

「で、秋穂はどうした？」

「私も報告です」

　厄介な内容だ。リャマの報告よりも、よほど。

「香屋から手紙が届きました。ブルドッグスの背後には平穏な国がいます」

　藤永が露骨に息を呑のむ。

「確かか？」

「はい」

　と、言い切れるほどの確信はない。だが面倒だから言い切る。

「どうします？　おそらくブルドッグスは、こっそり平穏な国の力を借りて、ミケ帝国を攻め落とすつもりですよ？」

「ミケはそのことを知っているのか？」

「はい。目の前で手紙を読まされたので」

「白しろ猫ねこの反応は？」

「普段通りでしたよ。ブルドッグスに負けなければいいって」

　彼女は常にナチュラルだ。中堅チームとしてはやや落ち着きすぎているくらいに。

　秋穂が白猫の言葉を説明していると、隣からリャマが口を挟んだ。

「それ、コゲはなにも言わなかったのか？」

「とくには。コゲさんがどうかしましたか？」

「検索士サーチャーは、他の検索士サーチャーの反応が気になるもんなんだよ。とくに格上ならな」

　なるほど。リャマよりもコゲの方が、平穏な国の動きを正確に予想している、という見立てなのだろう。

　リャマは気持ち悪そうに顔をしかめる。

「普通に考えりゃ、ＰＯＲＴの検索士サーチャーにひっかからないレベルじゃ、平穏にだって大したことはできない」

「普通じゃない考え方もあるんですか？」

「平穏のリーダーは、死者を蘇そ生せいできるって話を知ってるか？」

「いえ」

　でも、それほど意外ではない。架見崎には傷を癒いやす能力があるのだから、死者を生き返らせる能力があるのも自然だ。

「それが、どうかしたんですか？」

「その先が本題だよ。問題は生き返ったプレイヤーがどうなるのか、だ。実はこれまで、生き返ったプレイヤーってのはみつかっていない」

「なら、蘇生能力というのが噓なのでは？」

「だといいが、不思議なことに戦果は出ている。平穏な国のメンバーがいないところで、敵チームが勝手に死んでいく」

　なんだ、それ。

　つまり──

「生き返ったプレイヤーは、検索サーチにひっかからない、ということですか？」

「わかんねぇよ。でも噂がある。平穏な国は見かけ上、メインチームと一〇の部隊しか持たないが、本当の主力は生き返った死者たちで形成された一一番目の部隊だって噂だ」

　その噂が真実なら、話が嚙かみ合う。観測できない部隊があるのなら、平穏は動きを察知されないまま、ブルドッグスに大きな戦力を貸し与えることができるのかもしれない。

　リャマが顔をしかめる。

「コゲならオレより、平穏の第一一部隊のことをよく知っているかもしれない。だからあいつの判断を優先するべきだよ。コゲが問題ないと言っているなら、そっちに乗っかった方が確率は高い」

「いえ」

　短く、秋穂は否定した。

「コゲさんも平穏な国を警戒していたのかもしれません」

　少なくとも彼は、秋穂に手を貸してくれようとしていた。あの三人の中ではもっとも、香屋の手紙を重要視していたように思う。内心では彼も第一一部隊を警戒していたのかもしれない。

　藤永がため息をついた。

「黒くろ猫ねこに会ってくる。うちの身の振り方を固めておかないとな」

　キネマ俱楽部とミケ帝国は、香屋が作成した契約に従って手を結んでいる。

　内容は、こうだ。




　ミケ帝国は領土内のキネマ俱楽部の人員に対し、一切の危害を加えてはなりません。また、ミケ帝国はキネマ俱楽部の人員の安全と生活を保証し、領土を出る意思を示した場合はそれを阻害してはなりません。

　これが守られている限り、キネマ俱楽部の人員は、ミケ帝国の指示に従います。つまり安全と生活に支障をきたさない範囲であれば、指示のままに働き、情報を隠さず、可能であれば能力も指示通りに使用します。ミケ帝国を出る場合には返還される、という条件付きで、端末を差し出すことにも応じます。

　この契約に同意するのであれば、ミケ帝国は計三万Ｐを登録名「あっきー♪」に譲渡してください。

　今後、キネマ俱楽部の人員が自らの意思でミケ帝国の領土を出る場合、その人物が持つのと同じだけのポイントを、「あっきー♪」からミケ帝国に返還します。また、すべてのキネマ俱楽部の人員がミケ帝国を出る場合、返還ポイントの合計が三万になるように調整します。




　ミケ帝国からの要求に応えて、秋穂は端末を提出している。領土外では能力は使えないが、その他の端末の機能──たとえば、ポイントの受け渡しなどはできる。ミケ側が預けている三万Ｐを守るには、秋穂から端末を奪うのが確実だ。

　さらに交渉の結果、契約文にもう一行付け加えている。

　──もしミケ帝国が総ポイント一〇万以上のチームから宣戦布告を受けた場合、キネマ俱楽部は速やかに、預かっているポイントを返還します。

　なんにせよ文面通りであれば、キネマ俱楽部がミケ帝国の戦闘に参加する必要はない。

「私たちは、あの映画館に帰るべきなのかもしれないな」

　と藤永が言った。映画館。本来の、キネマ俱楽部のホームだ。

　だが秋穂は首を振る。

「いえ。今、ミケ帝国を離れるべきではないと思います」

「なぜだ？　ここの状況は不安定だ」

「キネマ俱楽部とミケ帝国は、とっても仲良しにみえるからですよ」

　キネマ俱楽部のメンバーが、交戦中ではないチームの領土──ミケ帝国に逃げ込んだ。架見崎の常識では考えられないことが成立した。なら、反対も起こるかもしれない。いざとなればミケ帝国は、キネマ俱楽部に逃げ込んで難を逃れるかもしれない。これくらい誰だって想像する。

　藤永が言った。

「本気でミケ帝国を落とすつもりなら、ブルドッグスはうちに対しても宣戦布告する、ということか」

　秋穂は頷うなずく。

「そして、本当にブルドッグスと平穏な国が手を組んでいるなら、うちは間違いなく落とされます。だってうちのリーダーは今、平穏な国にいるんですから」

　キネマ俱楽部とブルドッグスが交戦中になったとき、もっとも危険なのはキドだ。平穏な国は手元にいるキドを殺せばいい。キドが死ねばキネマ俱楽部は消えてなくなり、戦いにもならないまますべてを平穏な国が奪い取る。

　秋穂は微笑ほほえむ。

「丁寧に進めましょう。動き方を間違えると、キドさんが危険です」

　言動では余裕を装いながら、秋穂は内心で顔をしかめていた。

　──本当は、わからない。

　もしかしたら今すぐにあの映画館に逃げ帰るべきなのかもしれない。あるいはミケ帝国と手を切り、平穏な国に寝返るべきなのかもしない。

　秋穂には、状況を整理することならできる。客観的にみえていると思う。でもそれをベースに、未来を組み立てることができない。そこは香屋に頼ってきた。

　今だって彼は、まったく違う視点からこの盤面をみているはずだ。

　──盤面。

　と秋穂は、自身の思考を繰り返す。

　架見崎に迷い込んだ人々は、プレイヤーと呼ばれる。

　だが、実情は違う。大勢は、きっと白猫も黒猫もコゲも、藤永やリャマや秋穂自身も、あくまで盤面に並ぶ駒こまでしかないのだと思う。

　本当にプレイヤーとしての視点で盤面を眺めているのは、香屋だ。あるいはトーマだ。彼らと同じ側にいられないことが、少し悔しい。でもいい。

　──ともかく、自身の役割に徹しよう。

　香屋からの手紙を、読み解かなければならない。


＊



　気分を変えたくて、その夜は校庭に出てみた。

　校舎の窓からは光が漏れている。でも校庭を照らすライトはない。設備はあるようだが点灯していない。地上よりも、半月が浮かぶ空の方がよほど明るくみえた。

　秋穂はベンチに腰を下ろして、香屋からの手紙のことを考えていた。

　まだ意味がわからない、後ろの六行。だが、ひっかかる単語はいくつかある。それは秋穂の体験と密接にかかわっている。なにか、思考のとっかかりをつかめそうな予感がしていた。だけどその感覚を、不機嫌そうな声が叩たたき壊した。

「おい。いつまで、こんなところにいるつもりなんだよ？」

　秋穂は顔をしかめる。

　キネマ俱楽部の面々は、校舎から出ることが許されていない。秋穂だけが特例だ。あの手紙を読み解くための手がかりをみつけることが理由だった。

　とはいえもちろん、まったく自由の身というわけではない。今もベンチの隣には、ふたりの見張りが立っている。背が小さいのと、太っているの。太っている方が言う。

「オレら、晩メシがまだなんだよ。ちょっとは気を遣ってくれよ」

　その見張りは、秋穂がミケ帝国に来て、まず顔を合わせた三人組のうちのふたりだ。名前は、聞いたはずだが思い出せない。

　考え事を阻害されたことが苛いら立だたしくて、秋穂はぶっきらぼうに尋ねる。

「もうひとりはどうしたんですか？」

　校舎に閉じ込められていた秋穂が、ミケ帝国のメンバーと顔を合わせる機会は少ない。でも彼らはいつも、バランスの良い三人組で行動している印象だ。チビと、デブと、ノッポ。そのうちのノッポがいない。

　チビが、外見には似合わない、低い声で答える。

「死んだよ」

　とっさには、上う手まく言葉の意味を呑み込めなかった。なにか知らない国の言葉を聞いたようだった。悲しくも、寂しくもない。驚きさえしない。ただ思考が止まる。

「死んだって、どうして」

　チビはつまらなそうに答える。

「そりゃ殺されたからだろ。殺し合いをしてんだよ、オレたちは。戦場じゃ確率で死ぬ。それなりにやりあって、死者がひとりやふたりなら、まあよかったなって話になる。それが今回はたまたま、マフラーマンだっただけだ」

　そうだ、マフラーマン。そんな名前だった。馬ば鹿かみたいな。

　あのノッポがマフラーをしているところなんて、みたことがなかった。運営者たちは架見崎の説明をする前に、名前の登録を求める。それで、適当に決めたのだろう。もしかしたらマフラーをトレードマークにするつもりだったのかもしれない。マフラーに、なにか思い入れがあったのかもしれない。彼は架見崎にきて、きっと顔をしかめたことだろう。だってここは八月をループしているんだから、マフラーなんかいらない。

　マフラーマンにつられて、あとのふたりの名前も思い出す。チビがファイブ、デブがコッチ。

　平気な顔をしていたファイブが、ふいに顔を歪ゆがめた。泣き顔かと思ったけれど、どうやらそうでもないようだった。でもなんらかの感情を堪こらえている、余計に感情的にみえる顔で彼は言った。

「泣くなよ。別に、仲間ってわけでもないだろ」

　泣く？　誰が。

　──私が？

　あり得ない、と思った。なのに、たしかに視界がぼやけていた。

　涙が流れたわけではない。でも目が潤うるんでいる。秋穂は目元を拭ぬぐう。

「ちょっと、驚いただけです」

　悲しいわけじゃない。本当に。いずれ起こることだともわかっていた。架見崎では人が死ぬ。データでは、一ループ間で死ぬ確率は平均で五パーセント前後だという。つまり一〇〇〇人のうち、五〇人が死んでいる。途方もない数字だ。

　だから知っている人だって、いずれ死ぬとわかっていた。マフラーマンなんて、ついさっきまで名前も忘れていたような相手だ。まともに言葉を交わした記憶もなかった。それでも、こんなに、感情が揺さぶられるものなのか。

　──今日の戦闘で、一人が死に、三人が負傷した。

　すでに知っていた情報だ。架見崎では小こ競ぜり合あいの範はん疇ちゅうだ、なんて考えていた。まったく的外れだ。一人の人間が死んだ。どこであれ、この奇妙な世界であれ、その意味が薄まるはずがない。

　涙の理由に思い当たる。

　──もっと親しい人が死んだとき、私は耐えられるだろうか？

　たとえばキネマ俱く楽ら部ぶの面々──キドや、藤永や、リャマたちが死んだとき。そして、トーマや、香屋が死んだとき。正常でいられるだろうか。

　生きろ、とウォーターが言った。それは香屋の声で聞こえた。

　彼はいつだってこれをイメージしているのだ。自分たちの隣にこれがあることを知っているのだ。だから、臆おく病びょうで。だから、冷徹だ。

　互いに黙り込んでいるのが気まずくて、秋穂は小さな声で尋ねる。

「お葬式は、ないんですか？」

　デブ──コッチの方が口を開く。

「あるわけねぇだろ。ここで死んでも、現実に戻るだけだよ。なにが悲しいってんだ」

　言葉とは裏腹に、彼の声は震えていた。

「あいつの家は元々、酒屋だったんだ。でも売り上げが落ちてきて、コンビニになったんだ。やる気のないバイトと一緒に、夜中のシフトばっか入れられるって愚痴ってたよ。レジ打ちと商品の陳列の毎日だ。そういう生活に戻ったんだよ。つまんねぇけど、悪くもねぇだろ。当たり前に生きてんだ」

　コッチは自分に言い聞かせているようだった。

　その声を聞いたから、次はきっと、もっとやばい。秋穂自身の相関図を描けと言われたら、名前さえ載らないような彼が死んでも、たぶんもっと苦しい。

　部屋に戻ろうと思った。ひとりきり集中して考えたい。まるで他人のようなミケ帝国さえ、できるなら誰も死んで欲しくない。そのために香屋の手紙を読み解く必要がある。

　だが校舎の方に顔を向けると、そちらから歩いてくる人影があった。

　シルエットでわかる。黒猫だ。

　彼女は無言のまま、ベンチに座る秋穂の前に立つ。月光に照らされた彼女は、冷ややかな目でこちらを見下ろす。

　秋穂の方が尋ねた。

「なにか、用ですか？」

「ふたつある。まず明日、コゲがミケ帝国を案内することになった。いくつか重要施設を見て回る。いいな？」

「はい。ありがとうございます」

「ふたつ目の方が、本題だ。お前、ポイントを返せ」

　秋穂は白猫から、三万ものポイントを預かっている。ミケ帝国にいる、キネマ俱楽部の面々を守るためのポイントだ。

　架見崎では、倒した相手が持っていたポイントの半分を手に入れることができる。キネマ俱楽部のメンバーから、平穏な国にいる香屋、キドを除いたポイントの合計がおよそ一万二〇〇〇Ｐ。預かっている三万をたして、四万二〇〇〇Ｐ。強引に奪い返す──皆殺しにした場合、ミケ帝国に戻るのは二万一〇〇〇Ｐで、九〇〇〇Ｐの損が出ることになる。

　秋穂は当然、首を振った。

「嫌ですよ」

　平気な顔で黒猫は続ける。

「やはり白猫が、三万もポイントを下げているというのは、あり得ないんだよ。チームにも不安に思う者がいる」

「そりゃそうでしょうが、こちらも、最低限の保険ですから。約束通り、一〇万ポイントを超えるチームから宣戦布告を受ければお返ししますよ」

　ブルドッグスだけでは、一〇万Ｐは超えない。だがさらに平穏が一、二万Ｐほど戦力を貸し出せば、それで約束の通り、秋穂はポイントを白猫に返すことになる。

　黒猫は続ける。

「ポイントなんかなくても、お前らに手は出さないよ」

「私たち、そんなに仲、よかったでしたっけ？」

「あ？」

「口約束を信じられるほど、キネマとミケは仲良しでしたっけ？」

　挑発しているつもりはない。ただの事実の確認だ。でも秋穂は、自身の言葉が生意気に聞こえることもわかっていた。

「たしかに私たちは、仲良しってわけじゃないよな」

　黒猫は右手を背後に回し、なにかをつかんで秋穂につきつけた。

　──拳けん銃じゅう？

　リボルバー型の拳銃だ。まっ黒な銃口と目が合う。

　それは意外な展開だった。能力で支配されたこの世界では、端末を突きつけられることをイメージできても、リアルな拳銃というのは想像していなかった。

　黒猫はわずかに首をかしげてみせる。

「うん。たしかにこうした方が、しっくりくる」

「そんなもの、持ってたんですか？」

「たまたまだよ。今日、拾った」

　ブルドッグスとの戦闘か。あのチームの特徴は聞いていた。並んで立つ警察署と消防署をホームとしていること。つまり能力のほかに、拳銃やパトカー、消防車を持っている。それはもちろん、充分に武器になる。

「ポイントを差し出せ。出さなければ殺す」

「私を殺すと、およそ九〇〇〇Ｐの損です」

「そうだな。たった九〇〇〇Ｐで、私たちは不安を払ふっ拭しょくできる」

「冗談でしょう？」

「そう思うか？」

　ミケ帝国にとっても、九〇〇〇Ｐが重要なのは間違いない。戦況が不安定な今、簡単に手放せるポイントではない。

　秋穂は銃口の向こうの黒猫をみつめる。

「キネマ俱楽部にとって、私の仕事は死んでもポイントを手放さないことです」

「それはできない。ルールで決まっているからな。死ねばポイントは奪われる」

「なら、死ぬまで手放さないことです」

「試してみるか？」

「やめましょうよ。無意味です」

　黒猫は一歩、秋穂に近づく。

　真夏でも冷たい銃が、額の真ん中に触れる。

「実弾を撃った経験はないが、これで外しはしないだろう。五秒で決めろ」

　ご、と黒猫がカウントを始める。

　──黒猫さんは、本気じゃない。

　そのはずだ。手順がおかしい。よん。額に銃口を当てたのが間違いだ。一発目は、そこじゃない。さん。本当に撃つとしても、まずは手か、足か。もう少しきちんと脅す。預けているポイントを全額、取り戻そうとするはずだ。に。カウントダウンは有効だが、両手両足を順に撃っていく方がいい。いち。殺さないように注意深く、痛みで説得する。額に銃口を当てるのは、最後の最後になる。これが正しい手順だ。ぜろ。

　黒猫が引き金を絞る。

　かしゃん、と音がなり、リボルバーが回転する。弾は出ない。

「こういう風に殺すのは、白猫の好みじゃない」

　と、黒猫は言った。

「だと思いました」

　と、秋穂は答える。それに、きっと、黒猫の好みでもないだろう。

「だが必要になれば本当に殺す。白猫はあくまで象徴だ。具体的な決定権は、私の方が持っている」

　そう言い残して、黒猫は背を向ける。

　秋穂はそのまま、ベンチに座っていた。足が震えて上手く立てなかったのだ。理屈と感情は、やはり違う。

　ずいぶん小さくなった黒猫の背中を見送って、コッチが言った。

「あの人はうちのチームで、誰よりも優しいんだ」

　秋穂はうつむいて、息を吐き出す。

　──ええ。きっと、そうでしょうね。

　黒猫は優しい。それは、キネマ俱楽部にとっては、幸運なことだ。でも。

　ミケ帝国が本当に危機に陥ったとき、彼女はクレバーに振る舞えるのだろうか？　戦闘の責任者が優しすぎるのは、このチームの弱点に思える。

　きっと香屋であれば、腕の一本くらいは撃っている。

　──いや。そもそも、使う気のない銃なんて出さないか。

　凶器を突きつけるなら、血を流す覚悟が必要だ。
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　翌日──二五日。

　トーマは架見崎の北部の、なだらかな山の中腹にある教会にいた。

　背の高い教会だ。通常は開かれていない、正面の入口のドアが、今日は大きく開け放たれている。礼拝堂で新たな聖騎士が任命される式が行われることが理由だった。

　前のループで、当時の第七部隊のリーダーだった、アズチが死んだ。アズチが平穏な国に入ったのは最近のことだが、手土産が大きかったため、形だけは聖騎士ということになっていた。平穏はＰＯＲＴとの差を詰めるためにポイントをかき集めたがっている。

　けれど本来の手順──平穏な国の信仰と、聖女リリィの愛を理解する、という過程を踏まずに聖騎士になったアズチは、このチームに受け入れられているとは言いづらかった。さすがに誰も口には出さないが、彼の死はむしろ喜ばしいこととしてチームに受け入れられた。噂されている「死者の蘇生」も行われず、新たな聖騎士が選ばれることになった。

　他人を信じず、ポイントだけを信仰していた彼には、自然な末路なのかもしれない。

　でもトーマはアズチを気に入っていた。正義も仁義もない男だったが、歪んではいなかった。尾を切り離して逃げ惑うトカゲのように、生きることに対して誠実だった。リリィを信じていれば死をも克服できるとされるこのチームにおいて、アズチの姿勢は美しいものにさえみえた。だから彼の葬儀のような気持ちで今日の式に参加した。

　礼拝堂には、規則正しく長椅子が並んでいる。半数ほどが埋まっていた。

　まず、各部隊のリーダーとなる聖騎士が、トーマを含めて九人。トーマの他はそれぞれ部下を二、三人ずつ連れている。慣例的に、彼らは番号の小さなチームから前に詰めて座る。さらにリリィの世話係たちが、後ろの方に座っている。

　トーマが礼拝堂に入ったのは、午前一〇時──予定時刻のぎりぎりだった。席につき、カウボーイハットを取る。足を組んで、正面をみつめた。

　礼拝堂は薄暗い。だがずいぶん高い壁に、聖母を描いたステンドグラスがある。そこを通った光が、今はちょうど壇上を射している。それだけを理由に、リリィがここに姿を現すのは、晴れた日の午前中だと決まっている。

　やがて、パイプオルガンの音が鳴り響いた。スピーカーから流れるデジタルな音源だ。平穏な国は大型の量販店を領土に持っている。

　曲が流れると、一同は首を垂れる。トーマもそれに倣ならう。

　ゆっくりと足音が背後から近づき、隣を通り過ぎていく。リリィと、彼女に付き従う語り係シモンだ。この間、トーマはいつも笑いだしそうになってしまう。大人も子供も入り混じって、おままごとをしているようで。なんだか馬鹿らしくて、カウボーイハットで口元を隠す。

　パイプオルガンの音が鳴りやむ。

　充分に時間をおいて、シモンは言った。

「顔をお上げください」

　ステンドグラスから射す光の、ちょうど真ん中に置かれた椅子に、リリィが腰を下ろしている。

　彼女の外見は、まだ幼い少女だ。肉体の年齢は、中学三年生で架見崎を訪れたトーマよりもさらに下だろう。だがずいぶん早くから架見崎にいるらしいから、実年齢はわからない。

　背中の真ん中ほどまで伸びた長い髪は、綺き麗れいな金髪だ。これはループのたびに、時間をかけて染め直しているらしい。肌は化粧でまっ白になり、瞳ひとみはカラーコンタクトで深い緑色をしている。

　服は、いわゆる修道服に似ている。だがドレスもベールも純白だから、一般的なものではないだろう。ループのたびに縫い直しているのだろうか。そんな背景を想像すると冗談のようだが、見み栄ばえは悪くない。

　リリィに表情はなかった。じっと正面をむいている。向いているだけで、おそらくなにもみていないのだろうと思う。まるで忘れ物の人形みたいな彼女の姿は、トーマを無性に寂しくさせる。

　──この子は、なんのために生きているのだろう？

　人はパンのみにて生きるにあらず、という言葉を聞いたことがある。続きはなんだっけなと思っているあいだに、シモンが口を開いた。

「リリィからの言葉を賜っています」

　シモンは黒い修道服を着た男だ。顔は丸いが、太っているわけではない。目の下の隈くまでなんだか不健康そうにみえる。でも低く伸びやかな声だけは理性的で、綺麗だ。

　リリィは、人前では口を開かない。彼女の言葉を伝えるのが、語り係の仕事だ。

　シモンは脇わきに抱えていた、大きな本──ハードカバーの日記のようなものだろう──を開いて、読み上げる。

「愛はまるで、いくつもの意味を持つ言葉のように、お考えの方もいるかもしれません。ですが真実の愛というのは、唯ゆい一いつ絶対なものです。それは皆さんの胸を満たし、皆さんの日々を平穏で包むものです」

　トーマはまた、吹き出しそうになる。真実の愛。なかなか、真顔では言えない言葉だ。語り係というのも大変な仕事だなと思う。

「ワタツミ」

　とシモンは、あるメンバーの登録名を呼んだ。

　今日、新たに、聖騎士に加えられる男だ。平穏な国の古参で、アズチがいなければもう聖騎士になっていただろう。他の多くの聖騎士と同じように、真ま面じ目めなことが取り得の男だった。

　ワタツミが立ち上がるのが、気配でわかる。彼はトーマのちょうど真後ろにいた。

　シモンが尋ねる。

「愛とはなにか？」

　ワタツミは答える。

「自らを聖女の手足のように信じることです」

「では、聖女の手とはなにか？」

「それは穢けがれを払い、隣人に祝福を与えるものです」

「聖女の足とはなにか？」

「それは正しき道を行き、決して後退しないものです」

「よろしい。あなたが自らの愛を信じるなら、その通りになるでしょう」

「ありがとうございます」

　この、意味のわからないやり取りは、定型文がある。実はトーマも、同じ場面で、同じ言葉を口にした。真顔を保てた自分は役者の才能があるのではないかと思う。

　リリィがシモンの顔をみあげた。

　シモンは身を屈め、リリィの口元に耳を寄せる。これも決まった手順だ。

　身を起こしたシモンは、小さな咳せき払ばらいをする。

「聖女リリィの言葉により、ワタツミ、貴方あなたを聖騎士に任命いたします。前へ」

　ワタツミが壇上へと歩み寄る。

　彼がリリィの前で膝ひざをつくと、シモンは言った。

「皆さん、目を閉じて。リリィと、新たな聖騎士のために祈りましょう」

　トーマは目を閉じる。

　言われた通り、ふたりのために祈ってみる。

　──リリィが偶像から人間に戻れますように。ワタツミが押しつけられた愛を疑う賢さを持ち合わせていますように。

　全員が目を閉じているこの時間に、リリィがなにをしているのか、トーマはすでに知っている。

　リリィはほんの小さな声で、新たな聖騎士に語りかける。たいていは「頑張ってください」だとか、「期待しています」だとかの、とくに内容のないことをささやく。

　でも、トーマにだけは違った。

　──今度一緒に、お茶を飲みましょう。

　その言葉が意外で、うっすらと目を開けたとき、リリィは端末を操作していた。




　さらにしばらくのあいだ、シモンが「リリィの言葉」を読み上げていた。

　五分もすると飽きてしまって、トーマはあくびを嚙み殺すのに必死だった。やがて解散になり、一同がぱらぱらと席を立つ。

　──さて。

　とトーマは、内心でつぶやく。

　本番はここからだ。いや、本番ってほどでもないか。

　このあとは、聖騎士──各部隊の隊長たちの会議で、叱しかられる予定が入っている。
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　会議のテーマはふたつある。

　一方はもう間もなく始まる、リリィとＰＯＲＴリーダーの食事会だ。なんらかの、不測の事態が起こったとき、できるだけ早くそれに対応できるよう各部隊の責任者を集めておくことになっていた。

　もう一方はブルドッグスとミケ帝国のことだ。平穏な国はこっそりブルドッグスと手を組み、ミケ帝国を取り込む気でいる。その経過の報告だ。

　どちらも重要な話だが、会議は余談から入った。

　トーマが香屋を連れて、月生に会いに行ったことが理由だ。

「ウォーター。すでにナンバー２気どりですか？」

　と参加者のひとりが言った。

　平穏な国では、第一部隊のリーダーがナンバー２とされる。リリィは絶対的な象徴なので、さすがに誰もナンバー１を目指そうとは思わない。もしかしたら内心では考えているのかもしれないけれど、少なくとも態度にはださない。結果、ナンバー２の椅子取り合戦が行われることになる。

　そして第一部隊の、最大の役割は、月生への対策だ。勝手に月生に会いに行く、というのは、たしかにナンバー２を自称したがっているようにみえなくもない。

「そんなつもりはありませんよ。もちろん」

　と、トーマは微笑んだ。

「オレはただ、平穏な国を心配しているだけです。月生が動けば戦況が一変します」

　トーマは「登録名ウォーター」として振る舞う場合、一人称にオレを使う。つまり香屋と秋穂以外の、架見崎の全員を相手にする場合、ということだ。

　男性的な服装に身を包み、体型も中性的なトーマは、少年だと間違われることがよくある。だがここにいるメンバーは、さすがにトーマが女性だと知っている。

　トーマは続ける。

「月生がなにを目的としているのか。これからどんな立ち振る舞いをみせるのか。その調査の重要性は、皆さんおわかりですね？　架見崎を大きく動かそうとしている今、避けて通れない問題です」

　苛立った様子で、別の参加者が言う。

「貴女あなたのポイントは、貴女だけのものではない。ＰＯＲＴとの差を詰めようというこの時期だからこそ、軽率な動きをされては困ります」

　トーマは彼の方に向き直った。

「心配いりませんよ。過去のデータでも、月生は戦う意思のない相手は攻撃しません」

「過去のデータというのなら、月生は他チーム同士の交戦には参加しない。危険視する必要はないということになる」

「いえ。そちらは一〇〇パーセントではありません。彼から宣戦布告を行った例もあります」

「それで？」

　次に口を開いたのは、現在のナンバー２だった。

「実際に月生に会って、成果はありましたか？」

　登録名、高路木。口調にこちらを小馬鹿にするようなニュアンスが含まれている。

　──演技が上手いな。

　と、トーマは胸の中で、感心する。

　実のところ、高路木には事前に、月生に会いたいという相談をしていた。以前からトーマと高路木は裏で協力し合ってきた。今回もいくつかの取引をして、黙認してもらう約束になっている。

　トーマは答える。

「具体的な成果は、まだなにも」

　何人かが嘲ちょう笑しょうを浮かべ、もう何人かが安あん堵どの息を吐く。トーマは、会議の参加者の中では新参者の成り上がりだ。明確な異物──アズチがいなくなった今は、否定的な目が向きやすい。

　とはいえ、高路木と同じような「仲間」は、この場にもう三人いる。一〇人の聖騎士のうち、トーマを含めた五人は、内心ではこの話をさっさと終わらせたいと思っている。半数を取っていれば、そちらに誘導することは難しくない。

　その点で高路木は、よいサポート役だった。

　あくまで真顔を保ったまま、「まだ？」とトーマの言葉を反復する。

「また、月生に会いに行くつもりですか？」

　笑って、トーマは首を振る。

「いえ。オレが動く必要はもうありません」

　月生は香屋が操るから、とは言わなかった。

　代わりに、こんな風に説明した。

「魔法をかけてきましたからね。もしＰＯＲＴと交戦することになったなら、月生はうちを手助けしてくれます」

　反応はふたつに別れた。

　素直に驚く者が数名。あとは、顔をしかめている。

「見え透いた言い逃れだな、ウォーター」

　顔をしかめた中のひとりが、不快そうに言う。

「ＰＯＲＴとの交戦は、当分起こらない。そのための食事会だ。起こらないことなら、なんとでも言える」

　トーマはなにも答えず、ただほほ笑んだ。一同の反応が面白かったのだ。リトマス試験紙の実験をしたときみたいで。

　不快そうな面々は、現状を理解できていない。

　驚いた数名は、少なくともＰＯＲＴとの交戦の可能性までは思い至っている。

　でもその先はいない。ＰＯＲＴとの戦いが終わったあとの状況まで想像して行動している人間はいない。

　──私だって、ＰＯＲＴ戦の次くらいはイメージしているのにね。

　香屋はどこまで考えているだろう？　いったいどこまで、先を見通しているだろう？

　彼のやり口を考えれば、答えは決まっているようにも思う。

　香屋歩はゴールから逆算して計画を立てる。

　だとすれば架見崎の結末まで、だいたいみんなみえている。
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　思いのほか、コゲが乗り気だ。

　彼は得意げに説明する。

「市役所を領土にしたのは、そこに残されたデータが欲しかったからです」

　そのとき秋穂は、コゲにミケ帝国の領土を案内してもらっていた。

　白猫たちが自室を持っている学校から始まり、他のメンバーの多くが寝起きする団地、メインの食糧補給場所であるスーパーなどを巡り、市役所の敷地をざっと一周した。

　ミケ帝国の領土は、秋穂の想像以上に豊かなようだ。なんといっても食料が潤沢なのが強い。スーパーを押さえているし、学校には学食が、市役所には食堂がある。コンビニだって複数みかけた。キネマ俱楽部のような弱小とは違い、食料への不安は少ない。

　最後の目的地──海辺に立つ灯台に向かいながら、秋穂はコゲから話を聞いていた。

　彼は学者肌、というか、いわゆるオタク気質なのだろう。自身の調査結果を発表できる相手を求めていたようだ。面倒がる様子もなく説明してくれる。

「架見崎は奇妙な街です。八月をループしている、というだけではなくってね。あちこちでバランスがおかしい。たとえば駅ビルには、立派なホテルが入っています」

「ホテルくらい、それなりの街ならあるんじゃないですか？」

「ビジネスホテルなら違和感はありません。ですがラウンジで一杯が一〇〇〇円もするようなコーヒーが出てくるタイプのホテルは、そうそうない。ＰＯＲＴが領土にしている辺りのビル群はいっぱしのビジネス街のようですが、すぐそばの海辺はさびれた漁港といった雰囲気だし、駅の北側に目を向けると自然が多く残っている。そしてミケ帝国がある辺りは、一般的な住宅街です」

　たしかに架見崎の街並みは統一感がない。いくつもの地域をつぎはぎにしたようだ。

　コゲは続けた。

「私はこの街の成り立ちを知りたいのです。だから市役所と図書館が必要でした」

　ちなみに図書館は、今日のコースには含まれていない。平穏な国とブルドッグスのあいだを縫って、ＰＯＲＴに隣接するところまで領土を伸ばし、無理やり獲得した施設だ。さすがにこのタイミングで、平穏な国とＰＯＲＴに近づくことは許されないのだろう。

「市役所では、なにがわかったんですか？」

　秋穂もつい先ほどまで市役所を見学していたが、資料を詳細に読み込むような時間はなかった。

　コゲは楽しげに答える。

「色々なことが。たとえば架見崎市の人口は三〇万人弱で、面積は八〇平方キロメートルです。境界線が引かれているのが五キロ四方ですから、本来であれば外に五五平方キロメートルほど、この市は広がっていることになります。市税の歳入データでも、飛びぬけて経済規模が大きな市ではないことがわかります」

「やっぱり立派なホテルがあるのは変だ、ということですか」

　コゲは頷く。

「私は、架見崎がまるまる、ひとつのテーマパークのようなものではないかと考えていました。つまり私たちがしている陣取り合戦のために作られた、フィクションの街だ、と。今でもその可能性はあると思っていますが、一方で、いくつか違和感があります」

「たとえば？」

「たとえばデータが詳細すぎる。貴女が、架空の都市を作るとしましょう。あるゲームの舞台にするためです。そのとき、わざわざ三〇万人ぶんのデータを用意しますか？」

「いえ」

　もちろん、しない。まったく不必要なことにコストがかかり過ぎる。

「でしょう？　常識で考えれば、そんな労力は払わないんですよ。架見崎であれば、市役所なんて壊してしまえばいい。初めから用意しなくてもいい。なのに市役所には、どこかに消えた三〇万人ぶんの住民のデータが残されています」

「確認したんですか？」

「もちろん、すべてではありません。ですが無作為に開いたデータに抜けはありませんでした」

　秋穂は顎あごに手を添える。

「でもここが、現実に実在する市だとは思えません」

　楽しげにコゲが尋ねた。

「どうして？」

「だってそもそも、能力もループも無茶苦茶ですよ。そういう超常現象を別にしても、たとえば、県名さえみかけないのはへんです」

　町名や番地を目にすることはある。でも、ここがどの県に属しているのかわからない。道路にある案内標識でも、資料に残された住所でもいい。本来、県名なんて、街中に溢あふれているはずなのに。

　コゲは頷く。

「私も同意見です。つまりここは、異常に作り込まれた架空の街か、そうでなければ私たちの常識とは違う現実だということになります」

　秋穂は彼の言葉を反復した。

「常識とは違う現実？」

「いわゆる、パラレルワールドですよ」

　ＳＦの分野のフィクションで聞く言葉だ。科学でも、まったく聞かないわけではない。多世界解釈という概念があることくらいは知っている。

「それって、どこかで現実と分岐した世界、みたいな意味ですか？」

「かもしれません。たとえば私は、図書館で何冊かの本を読み返しました。すべてここにくる前に読んだことのある本です。私の記憶と照らし合わせた限りでは、まったく同じ内容でした」

「つまりここは、私たちの現実と、とてもよく似ているわけですね」

「なのに、理屈のわからない相違点もあります」

　コゲは未いまだ、薄く笑っている。

　なんだか皮肉げな顔のまま、言った。

「ひとつ、例を挙げましょう。この世界では、ある作家がデビューしていません。二五年ほど前の、児童書の新人賞を取った作家が別人になっています」

　たしかに、パラレルワールドじみた話ではある。

「コゲさんの記憶が間違っている可能性はありませんか？」

「まずないでしょうね。私はその作家のデビュー作を小学生のころに読んで、強く感銘をうけましたから。取った新人賞やその年くらいは覚えていますよ」

「なんて本ですか？」

「ひらがなで、『みらいのきのう』です。知ってますか？」

「いえ」

　聞いたこともない。

　コゲは落胆した様子もなく、続きを話してくれる。

「児童向けのＳＦなんですけどね。私の名前もそこから取っています。すぐに実験に失敗して、真っ黒こげになるコゲ博士」

　知らない本だ。とはいえ、図書館には現実と同じ小説が並んでいるのに、ある特定の作者だけいない、というのは気になる。

　ここがゲームのために、現実を模して作られた世界だとしたら、わざわざ違う部分を用意する必要はなんだ？　しかもごく一部の人にしかわからないような違いだ。いったい、どんな意図があれば、そんなことが起こる？

　意識の大半を思考に向けたまま、何気なく秋穂は言った。

「私の場合、コゲといったらカラスの名前ですね」

「カラス？」

「ええ。『パラチノース・セブンス』に出てくる。コゲさんは読んでいませんよね」

　いくら著名な作品とはいえ、児童向けファンタジーは、コゲには似合わない。

　彼は頷く。

「タイトルも知りませんね」

　え？　と秋穂は聞き返す。

「ホントに？」

「はい。それほど小説を読むわけではないので」

「でも、だって『パラチノース・セブンス』ですよ？」

　コゲはおそらく三〇代の前半だろう。秋穂よりも直撃した世代のはずだ。

　だが彼は首を振る。

「まったく知りません」

「世界で三億部も売れて、何年もかけてシリーズぜんぶ映画化したあれです」

　コゲが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「さすがにそこまで著名な作品なら、タイトルくらいは知っていそうなものですが──」

　まったくだ。パラチノース・セブンスを知らないのは、違和感がある。

　秋穂は尋ねる。

「夏目漱石は、知っていますよね？」

「はい。『こころ』は教科書にも載っていましたよ」

「じゃあ、芥川。太宰。乱歩。シェイクスピア。トルストイ。ルイス・キャロル」

「さすがに、名前くらいは」

「アーロン・ウッド、ニノン・ブロン、曽そ根ね崎ざき俊とし彦ひこ、山やま代しろ京きょう助すけ」

　コゲはまた、首を振る。

「ひとり、知りませんね」

「誰ですか？」

「山代京助」

　思わず顔をしかめて、秋穂は言った。

「ニノン・ブロンを知っていて、山代京助を知らないのは、へんです」

「へんと言われても。ＳＦはたまに読むんです。ニノンは、たしか火曜日がつくタイトルの作品が映画化されていたはずです」

　そんな問題ではない。最低限、ニュースに触れていたら見聞きしているはずの名前だ。

　秋穂は続けて尋ねた。

「ノーベル文学賞受賞者の名前を挙げてもらえますか？」

「あまり詳しくないんですが、たしかトーマス・マンは取っていたかな」

「じゃあ、日本人だと？」

「知りませんね。いないんじゃないですか？」

「最初のひとりが、山代京助です」

　こんなの、常識だ。新刊が出るたびにテレビで特集が組まれるような作家を、コゲが知らないのは違和感がある。『パラチノース・セブンス』を知らないと聞いたときから、ぼんやりと浮かんでいた想像が輪郭を持ち、ぞくりとする。

「私とコゲさんが言う『現実』って、同じ場所なんでしょうか？」

　もしも、パラレルワールドというものがあるのなら。架見崎だけではない。ここに迷い込んだ参加者たちが、元々、同じ世界にいたとは限らない。

　コゲが目を細める。

「なんて見落としだ。まず確認すべきことだった。簡単に検証しましょう。著名人でも企業名でも事件でもいい。互いに、常識的に知っているはずの単語を並べて──」

　秋穂は首を振る。

「それよりも先に、ブルドッグスのことです」

　優先順位が違う。死んでしまえば、この世界がなんだろうが関係なくなる。

　コゲはしばらく秋穂をみつめていたが、やがて頷うなずく。

「わかりました。では、手早く観光ツアーを終わらせてしまいましょう」

　最後は灯台です、とコゲは言った。




　それは、大きな灯台だった。

　どちらかというと展望台と呼んだ方がしっくりくる外観で、観光施設のひとつとして建てられたのではないか、という気がする。ミケ帝国はこの灯台を目指し、領土を細長く獲得したようだ。

「灯台はうちの最重要施設ともいえます」

　とコゲは言った。

　階段を半ばまで上ると、秋穂にもその言葉の意味がわかった。五キロ程度の架見崎であれば、この灯台からほぼ全景を見渡せる。他チームの領土を詳細に視認できるというのは、大きなメリットだろう。検索士サーチャーのデータと併用すれば、他所の戦闘の結果もずいぶん正確にわかるはずだ。

　階段を上りながら、秋穂は質問する。

「ここが、ミケ帝国の東端ですよね？」

「はい。そうなります」

「そこの海は？」

「別のチームの持ち物です。船を持っているチームがあって──」

　そんな話をしているあいだに、灯台の上部に出た。広い空間だ。ベンチなんかが置かれており、やはり展望台と言われた方がしっくりくる。片隅には、観光用の双眼鏡が備えつけられていた。コイン一枚で三分間つかえるらしい。

　灯台には先客がいた。コッチと、もうひとりは名前を知らないメンバーだ。

　ふたりがコゲに向かって言う。

「お疲れ様です」

　それに、コゲが応こたえた。

「お疲れ様です。異常はありませんか？」

「二時間ほど前、平穏の、各部隊のリーダーが山に入りました。たぶん教会です」

「はい。報告を受けています」

「ブルドッグスはメンバーの大半を警察署に集めています。いつも通りに、宣戦布告があるんだと思います」

　彼らのやり取りを聞きながら、秋穂は双眼鏡に近づく。財布から一〇〇円玉を取り出して、投入口に入れてみる。かちん、と音が鳴り、双眼鏡が使えるようになる。

　──通貨は、私たちの世界と同じだ。

　少なくとも現実から持ってきた一〇〇円玉で、架見崎の双眼鏡を動かせる。

　秋穂はまず双眼鏡を平穏な国の上空に向けて、それからビルのひとつひとつをざっと確認した。

　──そのとき、僕の思いが空に浮かんだなら。

　そんな風な文章が、香屋からの手紙には書かれていた。それで、双眼鏡には期待していたのだけど、これといって気になるものはみつからない。

「なにかわかりましたか？」

　とコゲが言う。

　秋穂は双眼鏡から顔を離して、首を振る。

「なにも」

「そろそろタイムアップです」

　コゲは手元の腕時計に視線を落とした。もうすぐ、正午になるというところだ。

「私はこのあと、白猫たちとの会議が入っています。一応、ブルドッグスからの宣戦布告に備えなければいけませんからね」

「もし宣戦布告にキネマ俱楽部が巻き込まれなければ、ミケの全員をうちの領地に逃がすよう提案してください。それで今回のループはやり過ごせるはずです」

　以前、香屋の指示でキネマ俱楽部がやったのと同じ方法だ。ミケとブルが交戦中になっても、キネマ俱楽部の領土は含まれない。どちらのチームも能力を使えない安全地帯になる。向こうの出方がわからない以上、とにかく守備的に動いた方がいい。

　でもコゲは首を振った。

「白猫が許可しませんよ」

　それはなんだか、少し意外だった。

「黒猫さんではなくて、ですか？」

「黒猫は理屈で説得できます。でも、状況がわからないから逃げる、というのは、白猫の好みじゃない」

　同じ言い回しを、黒猫も使っていた。──白猫の好み。

「それ、大事なことなんですか？」

「それ？」

「白猫さんの好み。もしあの人が嫌がったとしても、貴方と黒猫さんの意見が一致していれば、その通りになるのでは？」

　ミケ帝国内の力関係は、いまいちよくわからない。

　外交と戦闘の責任者が黒猫であり、内政の責任者がコゲである。それは、間違いない。ミケ帝国は基本的には、このふたりの考えで動いている。だがルール上のリーダーは白猫だ。そして白猫は、「飾られているだけのリーダー」にはみえない。

　コゲは、なんだかナイーブな表情で笑う。

「私も黒猫も、本当に大切にしているのは白猫の価値観ですよ。ミケ帝国は白猫のチームで、白猫はミケ帝国のすべてです。白猫の好みに反することを、私たちは選びません」

「そういう役割なわけですか？」

　白猫は象徴だ、と何度か聞いた。その「象徴」というものの役割を、コゲも黒猫も大切にしているのかもしれない。

　だがコゲは首を振る。

「役割なんて、理性的な言葉でまとめられるものではありません。純粋に、私も黒猫も、白猫を愛しているんです」

　愛。また、わかりづらい話になった。

　コゲは続ける。

「私たちだけじゃない。ミケ帝国の古参は全員、白猫を愛しています。信仰と言ってもいい。白猫は美しい。それは怖いくらいに、震えるくらいに、涙が流れるくらいに美しい。彼女に戦って死ねと言われれば、私たちはそうします」

　意外な言葉だ。

「白猫さんより、黒猫さんの方が綺麗じゃないですか？」

　ちゃかすような気持ちでそう尋ねた秋穂の言葉を、コゲは正面から否定する。

「まさか。貴女がそう思うのは、本当の白猫を知らないからです」

「でも死んじゃうと、架見崎の真実もわからないままですよ？」

「ええ。とても残念です」

　コゲはなによりも知識欲に忠実な人間なのだと思っていた。どちらかというと、白猫の方がコゲを気に入っていて、それでミケ帝国ではコゲの我わが儘ままが許されている印象だった。でも、違うようだ。コゲの価値観がわからなくなる。

　秋穂はコッチに尋ねてみる。

「貴方も、白猫さんを愛しているんですか？」

　口に出して馬ば鹿からしくなる。愛ってなんだ。ふたりきりの恋人だというのなら、まあイメージできなくもないけれど、チーム全体がそんなあやふやなもので本当にまとまるのだろうか。

　コッチはつまらなそうに口を歪ゆがめた。

「ま、愛ではないわな。オレは新参者だし、どっちかっていうと黒猫さん派だからな」

　そうなのか。なんとなく、古株のように思っていた。

　彼は太った腹に手を当てて、「満腹だ」というジェスチャーのようになでた。

「ここにでっかい穴があいて、ミケ帝国でぶっ倒れてたところを、黒猫さんに拾われたんだよ。敵チームだったんだけどな」

　その話にも、多少は興味がある。

　でも今は白猫のことを知りたかった。

「じゃあ、もし白猫さんと黒猫さん、どっちかにつくっていうことになれば、黒猫さんの方ですか？」

「そりゃ、迷うなぁ」

　コッチは腹に手を当てたまま、空を見上げる。

「オレは前のチームで、戦う白猫さんをみたことがあるからな。やっぱあの人は怖えよ」

　戦場の白猫というのを、秋穂はまだ知らない。ポイントの多くを秋穂が預かっているせいだろうか、ブルドッグスとの戦闘でも白猫が前に出ることはない。

　コゲが言う。

「白猫だって、まったく話が通じないわけではありません。充分な理屈があれば、あっきーが言うように、守備に専念することもあります。ですがあの手紙だけでは、弱い」

　まあ、それはそうだろう。

　──香屋が動くまでに、どれだけの準備ができるだろう？

　時間はもう、あまりない。




　　　　　５




　香屋には、一二時には戻るよと伝えていた。

　でもどうやら、少し遅れてしまいそうだ。

　理由は会議の終了後、語り係シモンに声をかけられたことだった。

　──リリィの言葉です。貴女に会いたい、と。

　断れる誘いではない。

　わかりましたと応えて、トーマは教会の二階に上った。二階はリリィの居住空間で、通常は立ち入りが禁止されている。だがトーマは月に二、三度の割合でここを訪れていた。

　それは異例中の異例と言える。日常的にリリィに近づけるのは、ごく一部の「世話係」だけだ。そして世話係は、聖騎士からは選ばないことに決まっている。ルールブックがあるわけではないが、あからさまな不文律だ。

　トーマとリリィが親しい関係だということを、シモンは隠したがっているようだった。平穏内の権力争いで「リリィの友人」というのは圧倒的に有利に働く。でも、トーマはシモンに乗ることにした。つまりリリィとの関係を、周囲には隠していた。

　リリィの友人というのは、このチームでは意味が大きすぎて、危険だ。味方も増えるだろうが、それ以上に敵を作るだろう。

　──いや。そんな理由でもないな。

　トーマはまだしばらく、リリィの純粋な友人でいたかった。リリィは悲しく、リリィは切ない。彼女のことを考えると胸が痛くなる。だから少しくらい彼女の望みに従いたい。リリィはトーマに、友人であることの他はなにも望んでいないだろう。彼女と親しくなったのだって、単純に、歳としの近い少女が聖騎士になったのはトーマが初めてだった、というだけのことでしかないのだから。

　相変わらず、シモンの人払いは完かん璧ぺきだ。教会の二階には世話係が何人か生活しているはずだが、開演前の遊園地のアトラクションみたいに人の気配がしなかった。

　トーマは迷いなく通路を進み、奥のドアをノックする。

「ウォーターです」

　早口の、やや高すぎる、威厳はないが魅力的な声が返ってきた。

「あ、やっときた。はやく入って」

　トーマは入室し、静かにドアを閉めて内側から鍵かぎをかけた。

「なんの御用ですか？　聖女さま」

「なに？　それ。リリィって呼んで」

　部屋の中にはあちこちに、色とりどりのドレスが散らばっていた。リリィは下着姿で大きな鏡の前に立ち、胸の前にまっ白なドレスを当てている。

「実はこれから、なんだか偉い人と食事をしないといけないみたいなんだけど」

「もちろん、存じ上げていますよ」

「もうあんまり時間がないのに、着ていく服が決まらないのよ」

「いつもの修道着ではいけないんですか？」

「でも招待状に、好きな服でって書いてあったんだもの。ねぇ、知らないおじさんに会うときって、どんな格好をすればいいの？」

「世話係はアドバイスをくれないんですか？」

「だって口を利きけるのは、シモンだけなんだもん。あの人、たぶんファッションのセンスないよ」

「おや。オレにセンスがあるとでも？」

　いつだってカウボーイハットで通しているトーマは、ファッションでいえば、架見崎でも屈指のひどさだろう。

　リリィは白いドレスを放り出し、とてもよく似た、でもごく薄く青が入ったドレスを手に取る。

「だってウォーターは、そんな恰好でも素敵だもの。それって普通に可か愛わいい服が似合うより、ずっとすごくない？」

「実はオレも、そう思ってるんです。なのに友人には馬鹿にされてばかりですよ」

　リリィはけらけらと笑う。

「友達って、貴女の大切な男の子？」

「ええ」

「その人は、恋人なの？」

「いえ。親友です」

「その男の子っぽい喋しゃべり方をやめたら、すぐに恋人になれるんじゃない？」

「残念ですが、そう簡単にはいかないみたいです」

　香屋の前では、一人称に「私」を使っている。とくに深い意図があるわけじゃない。ただ自然に喋るとそうなるだけだ。

　リリィは薄いブルーのドレスを放り出して、次はイエローのものを手にとる。

「あのときは、すごくびっくりした。だって貴女が泣くなんて、誰も想像もしていなかったもの」

　香屋を連れてきたときのことだ。

　腹から血を流す香屋をこの教会まで運び、大声でリリィに訴えたのだ。──彼はオレの親友です。このままじゃ死んでしまいます。オレなら彼を治せます。どうか、彼を治療する許可をください。

　平穏な国内で、香屋を手に入れるには、あれがもっとも勝率の高い方法だった。リリィ以外の誰を頼っても思い通りには事が進まなかった。でも、リスクの高いギャンブルでもある。平穏な国中に、ウォーターの弱点はあいつだと伝えてしまったのだから。

「たしか、香屋くん」

　とリリィは言った。

　香屋は自身の名前をリリィに覚えてもらうことが、当面の目的だと言っていた。だがそれはすでに達成されている。リリィは本質的に、ただ幼い女の子だ。友人の恋愛事情に興味を抱かないわけもない。

　──本音じゃ、私と香屋との関係を、恋愛なんてもので括くくって欲しくはないけれど。

　わざわざ訂正するほどのことでもない。言葉で上う手まく訂正できるとも思えない。

　黄色いドレスを放り出し、リリィはベッドに座り込んだ。枕元にあった、ウサギのぬいぐるみを両手で抱える。彼女はそのぬいぐるみが気に入っているようだ。

「私も、香屋くんに会ってみたいな」

「機会があれば、ぜひ。とはいえ、シモンが許さないでしょうね」

「私が誰に会おうが、私の勝手じゃない？」

「まったくです」

「ここをこっそり出ていっちゃおうかな。夜に変装して、窓から抜け出すの」

「いいですね。香屋と一緒に迎えに来ますよ」

「ホントに？」

「もちろん」

　それはそれで楽しそうだ。平穏な国の面々はずいぶん慌あわてるだろう。

「ついでにふたりで、平穏な国を乗っ取ってやります。オレたちが新しく作るチームに、リリィも入ればいい」

「それはとっても素敵なお誘いね」

　リリィはウサギのぬいぐるみの、耳と耳のあいだに顎をのせた。

「でも、だめ。私は聖女だもの」

　いったい貴女のどこが聖女なんですか？　と、尋ねてみたかった。

　でも、今はまだ早い。代わりに言った。

「やっぱり貴女には、白いドレスが似合いますよ」

　聖女には、白が似合う。疑いのない純白が。

　それは、架空の色だ。作り上げられた幻想の色だ。

　でもその幻想が、今はまだこのチームの平穏を築いている。




　教会を出ると、ひとりの少女がトーマに歩み寄った。

　パラポネラ。トーマがリーダーを務めている、第八部隊のメイン検索士サーチャーだ。

「遅くなって悪かったね」

　とトーマは彼女に声をかけた。

　パラポネラは軽くほほ笑んでみせる。

「いえ。では」

「うん。香屋に会わせてあげる」

　あいつはパラポネラのことなんか、ちっとも知りはしないだろう。でも香屋との面会は、この少女の強い希望だった。
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　秋穂はもうしばらく灯台で過ごしたかったけれど、コゲとの別行動が許されていなかったから、学校に戻った。

　ひとりきり自室に使っている教室に戻り、カーテンを引く。遮光性の低いカーテンで、夏の鋭い光に充分に対抗できるとは言い難い。それでも、できるだけ部屋を暗くして、目を閉じてノイズを払う。

　香屋からの手紙のことを考えていた。

　──いつか一緒に探した、ビスケットの缶を覚えていますか？

　この一文で、思い出したことがあったのだ。

　ビスケットの缶なんか知らない。でも、缶バッジならわかる。アニメ「ウォーター＆ビスケットの冒険」のファンアイテムだ。

　ビスケットの缶バッジ。

　秋穂がそれを失なくして、香屋とトーマが探してくれた。

　小学三年生の、冬のことだった。




　小学三年生。もう八年も前のことだ。

　当時から香屋とトーマの印象は、今とそれほど変わらなかった。

　香屋はクラスの中でも背が低く、友達付き合いが苦手だった。でも不思議な存在感があった。何気ない言動で周囲の様子を一変させる少年だった。一方のトーマは皆の中心で、口論になれば圧倒的に強かったけれど、そもそも彼女と対立するようなクラスメイトは稀まれだった。誰もが自然と彼女を愛した。

　秋穂だけが、今とはずいぶん違った。

　当時の秋穂は、ボーイッシュな少女だった。背はクラスの平均よりもやや高く、まさか六年生になるころには朝礼でいちばん前に立つなんて思いもしなかった。髪をベリーショートに切っていて、服装もハーフパンツなんかを好み、スカートは苦手だった。香屋とトーマを別にすれば友達を作らず、そのふたりとさえ教室ではほとんど話さなかった。

　孤立していた、と言っていいだろう。

　もちろん望んでそうなったわけではない。でも特別、問題だとも思っていなかった。当時の秋穂は、心のどこかで同年代のクラスメイトたちを馬鹿にしていた。おそらく、多少なりとも精神年齢が高かったのだと思う。加えて勉強もできた。だから同年代の子供たちとは話が合わないなと感じていた。

　生存競争は、いたるところにあるのだろう。

　もちろん、小学校の教室にだって。

　当時の秋穂は、自覚していなかったけれど、その生存競争の敗者だった。今の秋穂からみればもっとも愚かなタイプの子供だった。ただ周りを否定するばかりで、本当に大切なこと──つまり自分自身の勝利条件に、意識が及んでいなかった。

　友達の数だけが理由じゃない。周りと関わらなくても授業を楽しめていたならそれで充分だし、勉強に興味がなくても有意義な時間の使い方はいくらでもある。幸せになるための道筋をイメージできていたなら戦える。

　でも、あのころの秋穂はそうではなかった。毎日がつまらなくて仕方がなかった。

　なのに環境を変える術すべを知らなかったし、そもそも変えようとしなかった。無自覚的な敗者が、もっとも弱いのだと思う。次の一歩を踏み出すことの必要性にさえ気づいていないから。

　秋穂が缶バッジを失くしたのは、そんなつまらない日常のワンシーンだった。




　赤地に白で笑顔のマークがデザインされただけの、シンプルな缶バッジ。

　それはアニメ「ウォーター＆ビスケットの冒険」のファンアイテムだ。作中ではビスケットが、いつも大きな鞄かばんにつけていた。秋穂もそうしようかと思ったけれど、でもランドセルに缶バッジはつけられなかったから、笑顔の居場所に筆箱を選んだ。当時秋穂はデニム地の筆箱を使っていて、その青と缶バッジの赤がよく合うなと思っていた。

　バッジがなくなっていることに気づいたのは、五時間目が始まった直後のことだ。四時間目の授業が体育で、それから給食や昼休みなんかを挟んでいたから、いつ失くしたのか正確にはわからなかった。

　でも三時間目の授業のときには、たしかにあった。底抜けに明るくて迫力のある笑みをこちらに向けていた。バッジは筆箱ごと、机の中にしまったはずだ。もし金具が壊れたのだとしても、机の中か、席の周囲に落ちたのだと思う。でも、机の中にはない。床に落ちたなら厄介だ。秋穂たちの小学校では、給食と昼休みのあいだに清掃があった。もう捨てられているかもしれないし、誰かに拾われたのかもしれない。

　──でも。

　と、秋穂は内心で考える。

　──本当は誰かに、盗とられたんじゃないだろうか？

　ただ落としたと考えるよりも、そちらの想像の方に現実味があった。当時の秋穂はクラスメイトに嫌われていた。女の子は基本的に、グループにわかれて行動していたけれど、秋穂はどのグループにも属していなかったから。話しかけられてもそっけない返事ばかりで、そういうところが気に入らなかったのだろう。

　──この想像が当たっていたら、まったく馬鹿馬鹿しい。

　小学三年生がすることとはいえ、本当に子供っぽい。

　きっと盗んだ相手は、「ウォーター＆ビスケットの冒険」なんて知りはしないのだ。ふと目に留まって気に入ったか、そうでなければ嫌がらせだ。もしも秋穂が、困り顔を浮かべているのを喜んでいるのなら、心底気持ち悪い。無視してしまうのがいちばんだ。

　そんな言葉で胸を埋めながら、秋穂はふいに泣きそうになった。

　理由は秋穂自身、よくわからなかった。缶バッジがなくなったことが悲しかったわけではない。悪意を向けられたことが悔しかったのとも違う。もっと別の、よくわからない感情で、胸が内側から押しつぶされそうだった。

　──でも、ぜったい傷ついた素振りなんてみせてやるもんか。

　誰だか知らない馬鹿の、思い通りになんてならない。

　それは上手くいったと思っていた。クールな表情を装うのは得意だったから。

　なのに。

　五時間目が終わってすぐに、香屋に声をかけられた。

「どうしたの？」

　彼が学校で話しかけてくるのは珍しかったから、驚いたのを覚えている。

　別に、と答えたのに、香屋はすぐに事情を察したようだった。

「あ。バッジがない」

　秋穂が上手く答えられないでいるあいだに、彼はトーマの元に近づいて、なにか話をしていた。

　あのふたりが顔を合わせると、当時から秋穂はぞくりとした。

　別に、クラスメイトからみると、なんてことのない光景だっただろうと思う。でも秋穂はもう、ふたりのことを知っていたから、胸が騒いだ。

　まず動いたのはトーマだった。

　彼女はよく通る声で、クラス中に向かって言った。

「一緒に、ゲームをしようよ」

　彼女は笑みを浮かべていた。

　豊かな表情で、チャーミングな身振りをつけて続ける。

「宝探しゲームだよ。缶バッジをみつけた人の勝ち。でも手がかりは、たったひとつしかない。そのバッジは昼休みになるとき、秋穂の席の周りに落ちてたみたい。ゲームの進め方は、こんな感じかな」

　彼女は秋穂のすぐ後ろの席の生徒に歩み寄る。

「缶バッジをみた？　赤くて、笑顔のマークがついてるの」

　相手は「みていない」と答える。

「そう、ありがとう」

　とトーマは頷いて、それから周囲のクラスメイトたちに向き直る。

「こんな風に、手がかりを探すのがコツ。教室の掃除をしたのは誰だっけ？　机を運んだのは？　ごみ箱を持っていったのは？　昼休みに校庭にいかず、教室でお話ししていたのは？　もしも上手くみつけられたら、秋穂が算数の宿題をみせてくれる」

　そんなこと約束した覚えはない。

　でも、口出しできる雰囲気でもなかった。トーマが喋り始めると、彼女だけが主役になる。クラスメイトたちはみんな当たり前に脇わき役やくを受け入れる。

　間もなくあちこちで、「缶バッジをみた？」と質問が始まった。多くの生徒が、これは本当に楽しいゲームだと信じているようだった。

　でもその雰囲気に流されない何人かがいて、そのひとりが香屋だった。

「床に落ちたとは限らないよ」

　と彼は言った。当時から集団の中で発言するのは苦手だったようで、声が震えていたのを覚えている。

「秋穂。机の中はよく探した？　教科書とノートのあいだに挟まっていたりしない？」

　ないよ、と秋穂は答えた。秋穂や香屋が口を開くと、周囲の温度が下がる気がして、あまり良い気がしなかった。

　なのに香屋はしつこく続ける。

「本当に？　もう一度よく探してみて。もし本当にないなら、先生に言いに行こう。もしかしたら誰かが盗ったのかもしれないから、持ち物を調べてもらおう」

　その言葉で、クラスの雰囲気が一変した。

　ゲーム機やコミック雑誌なんかの、学校に持ち込んではいけないものを持っている生徒もいる。他の生徒だって、帰りのホームルームが長引くのは嫌だろう。

　──余計なこというなよ。

　誰もがきっと、そんな風に言いたかったのだと思う。

　でも真っ先に口を開いたのは、トーマだ。

「そんなの、つまらないよ。君だって余計なことで、みんなに恨まれたくないでしょ」

「どうして僕が恨まれるの？　悪いのはバッジを持っていて、まだ名乗り出てもいない奴やつだろ」

「そんな人がいるなら、その通りだね。でも、バッジはただ落としただけかもしれないでしょ。もしみつからなかったらどうするの？」

「全員の荷物を調べれば、絶対にみつかる」

「そう。ま、いいよ。宝探しゲームで上手くいかなかったら、そうすればいい」

「わかった。まずは君のやり方でいい。でも、みつからなかったら次は荷物検査だ」

「いいよ。みつからなければ、私たちも協力する」

　教室の雰囲気はトーマ対香屋、という形になっていた。もちろんクラスメイトの大半はトーマを支持していた。

　トーマは、笑って言った。

「バッジをみつければ、私たちの勝ちだ」

　結果は、間もなく出ることになる。

　だが、香屋とトーマ、どちらが勝利したのかは、意見がわかれるところだ。

　バッジは宝探しゲームでみつかった。

　そして、それをみつけたのは香屋だった。

　けっきょく教室にはなくて、共同のごみ収集場所からみつかった。




　あのときに起こったことが、今となってはよくわかる。

　香屋もトーマも、ビスケットのバッジは盗まれたのだと予想していたのだろう。

　だからまるで対立している風を装いながら、手を取り合って一緒にルールを作った。宝探しゲームでバッジをみつけられなければ、先生に言いつけてクラス全員の持ち物検査をする。これさえ通ってしまえば、犯人にとっても、その他のクラスメイトにとっても、最良の結末は「宝探しゲームでバッジがみつかること」になる。最悪でも犯人は、宝探しゲームの途中にバッジを手放さなければならない。

　──香屋はたぶん、最初から犯人に目星がついていた。

　きっと彼は犯人の後を追い、バッジを手放すところを盗み見ていたのだ。

　なにもかもが、ふたりの予定通りで。当時の秋穂だって、そのことにぼんやりと気づいていた。

　放課後、香屋はきっちり算数の宿題を写した。

　そのとき秋穂は、彼に訊きいた。

「けっきょく、誰が悪かったのかな？」

　犯人は誰だったの、と尋ねたつもりだった。

　香屋はたしか、こんな風に答えた。

「悪者なんか、どこにだっているよ。僕も秋穂も、たぶんたまには悪者になる」

　でも。と秋穂は言った。その続きは上手く言葉にならなかった。

　長い時間を置いてから、香屋は続けた。

「犯人をみつけて、つるし上げて、さんざん攻撃して。そういうのも、悪くはない。目的を間違っていなければ」

「目的？」

「つまり、なんていうのかな。それで安全になるなら。次に同じことが起こらないようになるなら、やってもいい。僕たちの環境がよくなるなら、そうしたらいい。でも変に恨まれるかもしれないから、今回はしなかった」

　小学三年生の秋穂には、香屋の言っていることが、よくわからなかった。それでもどうにか理解したいとは思っていた。

　彼は続ける。

「罪に、罰を与える意味ってことなんだけど。相手に反省させるとか、また同じことをすると大変だぞってわからせるとかならいいと思う。でも、ただすっきりしたいだけなら、僕は嫌だ。そういうのは、なんだか怖いよ」

　でも。と秋穂は思った。

　でも。でも。でも。バッジが盗まれたと思ったとき、どうして泣きたくなったのか、ようやく自覚した。

「でも、私は──」

　あのときの悲しさとか、悔しさとかを思い出して、秋穂は涙ぐむ。

「馬鹿で、つまらない、気持ち悪い奴がしたことを、無視した方が賢いって思うのが嫌だった」

　そんな風に、無理に納得しようとしている自分が、気持ち悪かった。

　香屋は笑う。

「なら、覚えていよう。次はもっと上手くやろう」

　アニメからの引用ではなかった。

　彼の言葉で、香屋は言った。

「無理に受け入れようとするから辛いんでしょ。嫌なことは、嫌なまま覚えていればいいんだ。上手いやり方がみつかるまで」

　こういうことの繰り返しが、秋穂を変えたのだろうと思う。

　周囲に内心で悪態をつきながら、でも自分からはなにも変えようとしない、弱者だという自覚もない鈍い弱者だったころから、もう少しだけ違う秋穂に変化するきっかけだ。

　香屋とトーマに出会ったから、秋穂も認めざるを得なかった。

　──ああ。私って、別に特別じゃないんだな。

　頭も良くないし、考え方が大人びているわけでもないんだな。もっと、ちゃんと、いろんなことを考えないといけないんだな。

　馬鹿みたいだけど、でも。あのふたりと一緒にいるために、秋穂は強くなりたかった。




　秋穂は感傷的になった意識を、強引に引き戻す。

　──あの日のビスケット泥棒がしたのと同じ目的で、

　と、香屋は手紙に書いていた。

　──貴女あなたが模写した光はきっと、貴女と再会するでしょう。

　模写した光、というのは、答えがわかっている。

　それはキドさんのことだ。他には思い当たらない。

　秋穂の能力はアイテムの作成だ。思い通りに光るライトを作ることができる。その能力で、秋穂は射撃シュートの攻撃を再現した。あのとき、サンプルにしたのがキドだった。

　つまり香屋は、キドとの再会を予言している。でもそれだけではない。

　──キドさんは、あのときのビスケット泥棒と同じ目的で、私と再会する。

　ビスケット泥棒。

　けっきょく今もまだ、秋穂は正体を知らない犯人。

　彼は、あるいは彼女は、あの日なにをしただろう？

　思い当たることがあった。それは悲しい推測だった。
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　香屋歩はマンションの一室で、ノートに向かっていた。

　これから起こることが不安で、不安で、ひたすらシャープペンシルを動かしていた。

　何度もトーマから預かった資料をめくり、メモを取り、場合によってはページを破り取って並び替える。見えるものすべてを見なければならない。それは難しいことだ。少しでもわかった気になると、必ず盲点が生まれる。

　時間を忘れて集中していた。

　やがてノックの音が聞こえて、香屋は反射的にノートを閉じ、椅い子すから立ち上がる。トーマなら、勝手にドアを開けて入ってくる。チーム内で彼女と対立する誰かが香屋を狙ねらってやってきたのかもしれない。その可能性に備えて逃走用のルートは用意している。

　ドアの向こうから聞こえたのは、少女の声だった。

「おーい、香屋くん。開けてもらえませんか？」

　モノ。かつてはアズチの部下だった検索士サーチャーで、一時的にキネマ俱く楽ら部ぶに捕らえられていた。

　香屋はとりあえず足音を忍ばせて、バルコニーに向かった。逃げ出すつもりだった。面識があるとはいえ、モノを信用する理由はない。

　だが香屋がバルコニーに出るよりも先に、モノがドアを開けた。

「返事してくださいよ。寂しいじゃないですか」

「返事がないのにドアを開けないでよ」

「許可なんてあろうがなかろうが、私はやりたいようにやりますよ。どちらかというと、許可があった方が気持ちいいだけですよ」

　みたところ、モノはひとりきりのようだ。

　安心はできないが、今すぐ逃げ出すほどでもない。モノはメインチームの所属ではないため、彼女もここで能力を使うことはできない。

「なんの用？」

「これ、運べって頼まれたんですよ」

　彼女の足元には、一抱えほどの段ボール箱が置かれている。蓋は開いていた。

「だれに？」

「ウォーター。聞いていませんか？」

　トーマがウォーターと呼ばれていることに、まだ慣れない。

「中身は？」

「風船と、ヘリウムガスです」

　それは、香屋が頼んでいたものだった。段ボールに近づいて、中を覗のぞき込む。モノの宣言に噓うそはないようだ。

「ありがと。助かったよ」

「こんなの、なにに使うんですか？」

「風船の使い方なんて、ひとつでしょ。子供を喜ばせるんだよ」

　香屋は段ボール箱をテーブルに運び、中身を丁寧に確認する。モノもソファーの向かいに座った。

「まだなにか？」

　と香屋は尋ねる。

　モノは自身を指さした。

「私。子供。喜ばせてください」

　たしかに彼女は、香屋よりもやや年下にみえる。子供と呼んでよい年齢だろう。

「トランプでもしてたら？」

「ふたりっきりで楽しめます？」

「僕はやる気ない。ソリティアって知ってる？」

「一緒に遊びましょうよ。暇なんですよ」

「すぐに暇じゃなくなるよ」

　というか、架見崎で「暇だ」なんて言えるのが信じられない。考えるべきことは無数にあるはずだ。

「僕はそこそこ、忙しい。夏休みの宿題を終わらせないと」

「夏休み？」

「二〇日間も休んでたからね」

　腹に穴が空いていた。トーマがその気なら、すぐに能力で全快させることもできたようだ。でも、香屋が元気になってしまうと、通常の捕虜の扱いに戻ってしまう危険がある。だから意図的に傷の回復を遅らせた。

「宿題は、月生の観察日記ですか？」

「それもある。よく知ってるね」

「ウォーターに頼まれて、資料集めを手伝いましたから。なんかわかりました？」

「まだまだ。でも、もしかしたら彼、今でも架見崎でいちばん強いんじゃない？」

　個人として最強、というだけではない。総ポイントで勝る平穏な国やＰＯＲＴと戦っても、月生が勝つのではないか。

　たったひとりが七〇万ポイントを持つというのは、それだけ規格外だ。過去のデータをみる限り、まともな戦闘では月生は倒せない。

「香屋くんなら、どうしますか？」

「月生さんと友達になる。友達が無理なら、手下でも愛あい玩がん動物でもいい」

「もし彼を倒さないといけないなら、ですよ」

　そんなこと、考えたくもなかったけれど。

「専用のその他能力オリジナルを作るかな。登録名が『月生』のプレイヤーを倒す、みたいな」

「それ、何ポイントで取れると思います？」

「見当もつかないな」

　運営者──あのカエルが相手であれば、ずいぶん足元をみてきそうだ。

　モノはこの話題に、多少なりとも興味を持ったようだった。

「じゃあ、月生と同じ、七〇万ポイント必要だったとしましょう。実現可能なチームはありますか？」

「今のところ、ないんじゃない？」

「どうして？」

「信頼が足りないから」

　月生を倒すためだけに、七〇万ポイントをひとりに集める。

　チームの総ポイントをみても、それが可能なのはＰＯＲＴと平穏な国だけだ。でもＰＯＲＴにはできない。なぜなら、内輪で権力争いをしているから。多数のポイントをひとりに集める判断はない。

　なら、平穏な国は？　リリィが望めば、可能性はあるのかもしれない。それくらい、このチームにとってリリィは絶対的なようにみえる。でも事実として平穏な国はその道を選ばなかった。ＰＯＲＴと手を組んででも正当な方法で月生を倒そうとしている。きっと平穏な国にも、なにかが欠けている。

「架見崎はまるで、信頼を試しているみたいだ。ここにいる誰もが、一〇〇パーセント善人で、一〇〇パーセント素直なら、架見崎に危険なんてないんだ」

　架見崎に外敵はいない。おそらく災害も起こらない。同じひと月をループしているのだから、過去に起こっていない災害はこれからも起こらないはずだ。食料も、分け合えたなら必要なぶんはあるだろう。足らなくても能力で作り出せばいい。石をパンに変える能力が、架見崎にいる全員で団結しても手が届かないほど高いとは思えない。さらに病気も怪け我がもループで癒いえる。寿命さえループで克服されているのかもしれない。

　──本当は、ここは楽園になり得る。

　どこよりも平和で、どこよりも安全な場所になっても、おかしくない。

　つまらなそうにモノが言う。

「ならどうして私たちは、殺し合いをしているんでしょうね？」

「みんな、洗脳されたんだよ」

「洗脳？」

　トーマとの会話を思い出す。

　イドラについての話だ。先入観。偏見。姿を変えながら、だれの視界にも紛れ込む幻影の怪物。それは架見崎の入口にも立っている。

「ここにくる前、能力の一覧をみせられるでしょ」

　強化士ブースターだとか射撃士シューターだとかの能力が並んでいるリストだ。

「あれがさ、豪華なディナーが二〇Ｐ、軽自動車が一〇〇〇Ｐ、みたいなリストならきっと、架見崎はこんな風にはならない。戦うことを覚悟して、戦うための能力を獲得して、それから架見崎に来たから、みんな戦おうとする」

　馬鹿ばかりだ、と香屋は思う。

　そして香屋も、その馬鹿のひとりだ。幸せになるには、全員が信じあえばいい。わかっていても信じられるわけがない。だからこうして戦闘に備える。誰もが同じように動くから、不必要なリスクばかりを抱え込むことになる。

　──みんな、運営の手のひらの上なんだ。

　たとえば、ポイントの譲渡のルールにしてもそうだ。

　ポイントは、倒すと半額だが、渡すと全額移動する。獲得している能力に必要なポイント以上を譲渡すると、後から獲得した能力から順に使えなくなる。これは架見崎では、一般的に「凍結」と呼ばれる。でも、新たに必要なだけのポイントを獲得すれば、即座に凍結していた能力を使用できるようになる。

　つまり月生を倒すための能力を獲得することに、ほとんどデメリットがない。一時的に仲間ひとりに多額のポイントを集めて、月生との戦いを終えたら再び元に戻せばいい。そうすればまた、ポイントを預けた人たちも能力を使えるようになるのだ。月生を倒す能力の必要ポイントがいくつであれ、コストは額面よりずっと少ない。

　問題は、信頼だけだ。

　ポイントを預けるひとりを信じられるのか？　ルールに守られていない、ただの口約束で、その相手が裏切らないと確信できるのか？　それだけが問われていて、イエスと応こたえられる人はまずいない。

　モノはわずかにほほ笑んでいた。

「本当は全員を信頼したいから、香屋くんは戦闘には使えない能力を選んだんですか？」

　香屋は顔をしかめる。

「誰から聞いたの？」

「なにがです？」

「僕の能力のことだよ」

　彼女には、能力を伝えていない。

　香屋が自ら能力を開示した相手は、一緒にそれを取った秋穂を別にすれば、ミケ帝国の上層部だけだ。

「ウォーターですよ。でも、貴方あなた──というか、ウォーターの恋人は注目されていますから。平穏の上の方は、だいたい知っているのでは？」

「恋人？」

「いつも余裕の表情で、性別さえ無視しているようなウォーターが、涙ながらに延命を訴えた相手ですからね。そりゃ、そういうみえ方になるでしょ」

「ま、なんでもいいけどね」

　香屋は、モノの質問には応えなかった。能力を獲得した意図は、ほとんど香屋の目的そのものだ。簡単に話せるものではない。

　今度はノックもなく、部屋のドアが開く。

「おや。モノもいたのか」

　現れたのはトーマだった。

　でも彼女の後ろにもうひとり、香屋が知らない少女がいる。

　その少女を手のひらで示してトーマは言った。

「彼女はパラポネラ。優秀な検索士サーチャーだよ。どうしても君に会いたかったらしい」

　眉まゆを寄せる香屋の前に、パラポネラが歩み出る。

　ほほ笑んで、彼女は言った。

「貴方が、香屋さん」

「はい。僕が、なにか？」

「感謝と、文句を言いたくて」

　わけがわからない。

　隣で、トーマが補足した。

「パラポネラは以前、アズチと同じチームにいた。アズチが裏切ってリーダーを殺し、平穏な国に身を売るまでいたチームだよ」

　なんだ、それ。

　笑顔を崩さないまま、パラポネラは言った。

「アズチを殺すことが、私の目標でした。自分の手でやれなかったのは残念ですが、とりあえず、ありがとうございます」

　そんなことで、感謝されても困る。

　──いや、それ以前に違和感がある。

　香屋は額を押さえて、トーマに尋ねる。

「彼女の名前、偶然？」

「いや。意図したものだよ」

　アズチは「蟻あり踏ふみ」と呼ばれていた。弱いチームばかりを踏み潰つぶす、蟻踏みアズチ。

　対してパラポネラは蟻の名前だ。毒を持ち、人を刺す。まるでアズチへの復ふく讐しゅうを誓うためにつけたような名前だ。

　でもそれは、本来であればあり得ない。登録名は架見崎に来る前に決めるから、時系列的に矛盾する。つまり彼女は、あとから名前を変更している。

　──ま、別に、そんな能力があっても不思議じゃない。

　プレイヤー名を付け替える能力。情報戦では充分意味があるだろう。

　トーマが、軽くパラポネラの肩に手を置いた。

「彼女は、最適な検索士サーチャーだよ。能力が高く、平穏な国への忠誠心がなく、君に感謝する理由がある」

「ついでに、文句を言われる理由もあるみたいだけど」

「パラポネラに頼むことにした」

　トーマがそう断言するなら、大丈夫なのだろう。

　ぜひとも手に入れたかった、でも香屋にはどうしようもなかったピースのひとつだ。

　トーマは笑う。

「次の戦闘が始まったら、彼女にリリィの『その他能力オリジナル』を暴あばいてもらう」

　こんなの、まともな平穏な国の検索士サーチャーには頼めない。

　香屋は思わず、モノに目を向けた。彼女の前で、話していいことなのか？

　だがモノは平然としている。部屋の時計に目を向けて、言った。

「そろそろ、食事会が始まる時間ですね。どうなると思います？」

　トーマが軽く答える。

「どうでもいい。メニューくらいにしか興味ないよ」

「おや。架見崎の未来が決まるような会議ですよ？」

「会議じゃなにも決まらないよ」

　カウボーイハットの下の唇が、皮肉げに歪ゆがむ。そんな表情をすると、トーマはずいぶんな悪人にだってみえる。

「食事会なんて、ゲームのオープニングムービーみたいなものだよ。オレならボタンひとつで飛ばす。本題はその次。だよね？　香屋」

　名指しで尋ねられて、仕方なく香屋は頷うなずく。

「最初の問題は、今日の宣戦布告に何チームが参加するか、だ」

　楽しそうに、トーマが言った。

「理想は？」

「二チーム。でもそんなの夢みたいだ」

「五チームなら？」

「どこが外れるのかにもよるけれど、まずない。本命は順当に六チーム」

「君の場合、最悪は四チームかな？」

「そこまでは想定してるよ。最悪っていうなら、それ以外の数字だ」

　ミケ帝国とブルドッグスの交戦が、数時間後に始まるのは既定路線だ。

　それにあと、何チーム乗るか。

　おそらく架見崎は、大きく動く。
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　食事会の会場は、平穏な国とＰＯＲＴの境界線上にあるレストランが選ばれた。

　境界線は性質上、道路に引かれることが多い。それが、レストランがまっぷたつにわかれるように引かれているのは、もちろん意図されたものだ。平穏とＰＯＲＴの会談は初めてではない。リーダー同士というのは異例だが、水面下での交渉はこれまで何度も行われてきた。

　白いクロスの大きなテーブルに、各チームが三人ずつ、向かい合って座っている。メニューはＰＯＲＴ側が希望し、平穏側が用意した。イタリアンのコースだが、ランチ用にボリュームを抑えている。

　前菜と、ほんの少しずつの二種類のパスタを終えて、メインディッシュが運ばれる。牛のすね肉を使った煮込み料理だ。

　それに口をつけて、白に近い金色の髪の男が笑う。

「平穏な国にも、腕のよい料理人がいるようだね」

　ＰＯＲＴリーダー、ユーリイ。

　彼はあくまで、リリィをみつめていた。

　語り係シモンが、リリィの口元に耳を寄せる。リリィは小さく口を開くが、実際には、なにも喋っていなかった。だがあくまでリリィの言葉として、シモンは答える。

「人材では、ＰＯＲＴには太刀打ちできません、とのことです」

「人だけは多いからね。次はぜひ、うちのレストランに招待したいよ。ラザニアが絶品なんだ」

「ええ、ぜひ。もう少し涼しくなるころに」

　その言葉に、ユーリイは声を出して笑う。

「美しいレディをお迎えするためだ。夏を終わらせる能力でも取ってみようか」

　どちらが料理を用意するのか、という点では、水面下でずいぶんもめた。もちろん架見崎の終わらない夏を終わらせる能力より、無色透明で味もない猛毒を獲得する方がずっと安い。

　シモンにしてみれば、ユーリイが平然と料理を口に運ぶ姿は異様にみえた。たいていのことでは死なない自信があるのだろう。ＰＯＲＴほどのポイントを抱えていたなら、小細工への安全を買うことくらいは難しくない。

　末席に座っていた、平穏な国ナンバー２、高路木が口を開く。

「ホミニニの様子は、いかがですか？」

　ホミニニとは、ＰＯＲＴの実質的なナンバー２だ。ユーリイへの最大の対抗勢力でもある。

　不快そうに、ユーリイの参謀──タリホーが言った。

「本日は、ただの懇親会と聞いています」

　タリホーは長い黒髪の女だ。形の良い眉を寄せ、高路木を睨にらんでいる。

「いい、いい。こんなもの、世間話の範はん疇ちゅうだ」

　ユーリイは軽く手を振った。

「彼は頑張ってくれているよ。ずいぶん部下からの信頼も厚いようだから、交戦になれば活躍してくれるのは間違いない。秘密主義なのが玉に瑕きずだがね」

　それからユーリイは頰ほお杖づえをつき、テーブルの上に身を乗り出す。

「それより僕は、美しいリリィの声を聞いてみたいねぇ。どうすれば、僕に語りかけてくれるんだろうね？」

　シモンも笑い、これは、シモン自身の言葉として答える。

「我がチームの聖騎士になっていただければ、リリィがお声がけいたします」

「なるほど。ホミニニに追い出されちゃったら、そうするのもいいねぇ」

　発言のひとつひとつにシナリオがあるように、予定通りに、食事会は進行する。各チームの参加者が、それぞれの役割を忠実に演じる。

　ユーリイは王者として、にこやかに。リリィは象徴として、寡か黙もくに。シモンはユーリイを牽けん制せいし、だが冗談の範疇に留める。本当に場を乱しそうな発言をするのは高路木の仕事だ。そしてそれにはタリホーが釘くぎを刺す。

　会話の内容に、意味はない。

　同盟の約束はすでに交わされている。周辺のチームに、ＰＯＲＴと平穏な国、大手二チームが握手を交わしたという事実を広めるためだけに用意された場だ。

　だからテーブルにつくのは全員、役者でいい。

　そうシモンは考えていた。

　──だが、ひとりだけ浮いている。

　ＰＯＲＴの末席に座る男だ。登録名、イド。白髪の初老の男だった。

　シモンは高路木に視線を送る。

　当たり障さわりのない質問を、高路木は口にした。

「イドさんは、どんな料理がお好きなんですか？」

　イドは上品にほほ笑んで、わずかに首をかしげてみせる。

「水と、ビスケット」

　え？　と誰かがささやいた。いや、それは間違いなく、リリィの声だ。だがそのことを誰も指摘はしなかった。

「もちろん、この料理も素晴らしい」

　そうつけ足して、イドはナプキンで口元を拭ぬぐった。


＊



　食事会は、一時間足らずで終えた。

　レストランを出たとたん、ユーリイは笑みを消す。

「イド」

　名を呼ぶと、初老の男が歩み寄る。

　小さな声で、短く、ユーリイは尋ねる。

「どうだった？」

　イドの方は、軽い調子で答える。

「ま、黒でしょうな」

「そうか」

　食事会とは違う、野性的な表情で、ユーリイは口を歪める。

「では、予定通りに」

「ええ。手配しております」

　現在、一二時五〇分。

　あと一〇分ほどで、ミケ帝国とブルドッグスのインターバルが終わる。









　　　第三話　猫に名前をつけるには覚悟がいる
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　そのとき秋あき穂ほ栞しおりは、リャマの部屋にいた。

　教室が貸し与えられているため、部屋は広い。独りきりだと寂しいくらいに。だから自然と、傷が癒いえきっていないリャマの元にキネマ俱く楽ら部ぶのメンバーが集まる。机にトランプを広げ、あるいは学校の本を読み、各々好き勝手に過ごしている。

　リャマは検索士サーチャーたちの掲示板を眺めていたようだ。端末を手にした彼がふいに、「まじかよ」と声を上げた。

「どうした？」

　そう声をかけたのは、大おお原はらという男だ。彼はキネマ俱楽部で唯ゆい一いつ、他者の傷を癒す能力を持っている。ミケ帝国にいるあいだは能力が使えないが、それでも責任を感じているのだろう、傷ついたリャマの傍を離れたがらない。

　リャマが端末をかかげて言う。

「ミケ帝国に、宣戦布告があった」

「ブルからだろ？」

「違う」

　リャマの声は上ずっていた。彼が目にみえて動揺するのは珍しい。

「ＰＯＲＴだ。ＰＯＲＴの主力チームが一斉に、ミケに宣戦布告した」

　ＰＯＲＴ。ブルドッグスでもなく、平穏な国でもなく、ＰＯＲＴ。架か見み崎さきでナンバー１のチーム。空気がざわつく。

「確かなのか？」

　と尋ねたのが誰だったのか、秋穂にはわからなかった。

　リャマが答える。

「掲示板が急に騒ぎ出した。さすがに、こんなデマは流れない」

　秋穂は短く尋ねる。

「ブルと平穏は？」

「わからない。くそ、ミケの領土じゃ、できることが少なすぎる」

　能力は自身の領土でしか使えない。それは基本的には、検索サーチも同じだ。

　おそらく平穏な国とブルドッグスは繫つながっている。彼らはミケ帝国を手に入れようとしている。その動きを察知したＰＯＲＴが、まず動いた？　だとすれば平穏も動かざるを得ない。ＰＯＲＴがミケまで取れば、二チームの差は絶望的に広がる。

　ミケ帝国対ＰＯＲＴ対平穏な国。ここまでは、ほぼ確定だろう。さらにブルドッグスも絡からんでくるか？

　そして、キネマ俱楽部は？　巻き込まれない方がおかしい。キネマの領土は丸々、ミケ帝国の安全地帯になる。ＰＯＲＴが本気でミケを落とす気だったとしても、ただの脅しだったとしても、キネマを放置という判断はないはずだ。

「藤ふじ永ながさんに連絡します」

　そう告げて、秋穂は椅い子すから立ち上がる。

　宣戦布告から開戦まで、二時間。架見崎が劇的に動くはずだ。


＊



　ＰＯＲＴからミケ帝国への宣戦布告があった一五分後、トーマは教会内の会議室に入った。すでに他の聖騎士たちは全員集まっている。元々、食事会のあとで会議の続きが開かれる予定だったのだ。それが少し早まった形だ。

「ブルドッグスはなんと言っている？」

　と高こう路ろ木ぎが叫んでいる。

　それに第六部隊の隊長が答える。

「混乱があるようです。ＰＯＲＴが仕掛けているミケには飛び込めない、と連絡が。まずはこちら側から動けと言っています」

「ブルドッグスを説得しろ。戦場を作るのは奴やつらだ。うちやＰＯＲＴの領土内でやり合うのはまだ早い」

　トーマは壁に背を預けて、高路木の言葉を聞いていた。

　やはり彼は、比較的冷静に状況がみえている。平穏にはまだ、正面からＰＯＲＴとやり合うだけの力はない。

　この戦闘にＰＯＲＴが絡んだ以上、平穏も静観はできない。だからこちらから戦場を定義する必要がある。実際にぶつかり合うのはあくまでブルとミケで、それぞれの後方支援を平穏とＰＯＲＴが行う形が望ましい。

　──ＰＯＲＴはきっと、それに乗るだろう。

　というのが、トーマと香屋の見立てだ。

　繰り返し、この戦闘をシミュレーションした。おそらくＰＯＲＴは本気ではない。あのチームは爆弾を抱えている。平穏を落とすところまでは一致団結できたとしても、その先で内側を制御しきれない。ならユーリイはまだ、平穏を落として架見崎の時間を進めるようなことはしない。

「うちが動くとして、宣戦布告の対象は？」

「もちろんミケだ。ＰＯＲＴに触れるべきじゃない」

「いや。抗議という意味では、ＰＯＲＴを相手にするべきだ。食事会の直後だぞ」

「なんとか先にブルドッグスを動かせないのか？」

　周囲のくだらないやり取りを、トーマは聞き流す。

　ミケかＰＯＲＴか。どちらに宣戦布告しようが、同じことだ。架見崎のルールでは、すでに交戦開始までのタイマーが回っているチームのひとつに宣戦布告を行うと、その戦闘に参加するすべてのチームに対して宣戦布告した場合と同じ処理になる。そこにどんなメッセージを込めようが、ユーリイの心証は変わらない。

　高路木が場を仕切り直す。

「交戦開始まで、一時間四〇分ほどだ。四〇分で方針をまとめる。一時間あれば戦闘の準備はできる」

「いえ」

　口を開いたのは、シモンだった。

　彼は部屋の入口に立っていた。今、到着したばかりなのか、発言するタイミングを計っていたのか。おそらく後者だろう、とトーマは感じた。

　シモンは言った。

「リリィ様からのお言葉です。まずはブルドッグスに対して宣戦布告を、と」

　ブルドッグス。

　平穏がブルドッグスに宣戦布告し、ブルドッグスがミケ帝国に宣戦布告する。それでけっきょく、平穏、ＰＯＲＴ、ミケ、ブルの四よつ巴どもえになる。

「ずいぶんつまらないことにこだわりますね」

　と、トーマは言った。思ったことがそのまま口から出た。

　部屋にいる全員の視線がトーマに向く。仕方なく先を続けた。

「誰がどこに宣戦布告をしようが、同じですよ。起こることは変わらない」

　そもそもの火種は、平穏とブルが水面下で手を組んでいたことなのだから。前提が変わらなければ、結果だって同じだ。

　表情を変えずに、シモンは答える。

「リリィはお優しい方です。未いまだ、ＰＯＲＴと敵対するつもりはありません」

　トーマはため息をつく。

「今、心証みたいなものを考慮するなら、それはブルドッグスのものですよ。他はもう立場が決まっている。ブルだけは、ＰＯＲＴに寝返る可能性がある」

「リリィの決定は絶対です。貴女あなただっておわかりですね？　ウォーター」

「もちろん。でも、彼女に提案することはできるはずです」

「どんな提案ですか？」

「平穏な国が宣戦布告をする相手は、ＰＯＲＴ以外にない」

「どこに宣戦布告をしようが同じだと言ったのは、貴女でしょう？」

「手順が違います」

　あいだに一手、別の出来事を挟むだけで、前提が大きく変わる。

「まず月げっ生しょうがＰＯＲＴに宣戦布告します。うちもそれに乗る。平穏と月生の連合軍は、ＰＯＲＴも想定していないでしょう」

　確実に、動きが止まる。あの巨大なチームを縛りつけることだってできる。

　声を上げたのは高路木だった。

「ウォーター。貴女は本当に、月生がうちの思い通りに動くと考えているんですか？」

　トーマは頷うなずく。

「会議でもそう言ったでしょう？　月生は必ず、ＰＯＲＴに宣戦布告します」

「どうして？」

「魔法をかけたんです。親友に、魔法使いがいるんですよ」

　信じられない、と誰かが言った。

　シモンはこちらをみつめていた視線を、室内の時計に移した。

「三〇分だけ、待ちましょう」

　笑って、トーマは首を振る。

「いえ。その言葉はおかしい。ですよね？　語り係」

　シモンの表情に一瞬、苛いら立だちが浮かんだ。人を苛立たせるのは好きだ。相手の心に近づいた気がするから。

　抑えた口調で、シモンは言い直す。

「リリィに、相談してまいります」

「はい。お願いします」

　その他に、彼がこの場で答えられる言葉はない。


＊



　香か屋やは二日続けて、架見崎駅を訪れた。

　最近架見崎は、連日よく晴れている。だがほとんど人のいない駅は、空気がひんやりしている。なんだか墓石に触れたみたいだ、という気もする。

　月生は昨日と同じように、改札の前にいた。まるで時間が流れていないようだ。三つ揃ぞろいのスーツに身を包み、姿勢を正して、懐中時計をみつめていた。

「月生さん」

　声をかけると、月生が懐中時計から顔を上げた。

「それは？」

　彼が視線で指したのは、香屋が両手で抱えていた段ボールの箱だった。

「風船です」

「どうして、そんなものを？」

「あとで使うかもしれないので」

　香屋は足元に、その段ボールを置いた。しゃがみ込んだまま彼を見上げる。

「ＰＯＲＴがミケ帝国に宣戦布告しました」

　小さな吐と息いきと共に、月生は首を傾かしげる。

「貴方あなたの話では、戦うのはＰＯＲＴと平穏な国ではありませんでしたか？」

「これから、そうなります」

　必ず。平穏な国が絡まないということはあり得ない。

　香屋は続けた。

「かなりまずい状況です。このままいけば、架見崎を支配するチームが生まれます」

「ＰＯＲＴは内部でもめていると聞いています。平穏を倒しきれますか？」

「むしろＰＯＲＴには、立ち止まるきっかけがありません」

　この戦いは、ＰＯＲＴが望んだものではない。違うはずだ。平穏が裏でこそこそ動いているから、ＰＯＲＴ側も手を出さざるを得なくなった。

「平穏が動かなければ、ＰＯＲＴも動かないかもしれません。でも、それもない。平穏はブルドッグスに対して自分たちの価値を示そうとします」

　香屋は自身の口調が早くなっていることに気づいた。

　月生が、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「待ってください。ブルドッグス？」

　あせると上う手まく喋しゃべれなくなる。悪い癖だ、とわかっていた。気負うのは仕方のないことだ。ここで月生を取り込めるのかが、未来を大きく左右するのだから。でも焦あせりを上手く乗りこなさなければならない。

　大きく息を吸って、香屋は言い直す。

「平穏とブルドッグスは、裏で手を組んでいます。表向きはブルが、でも実質はブルと平穏の連合軍がミケ帝国を手に入れようとした。それを察知したＰＯＲＴが先に動いた、というのが現状です」

「ええ。それで？」

「ここで平穏が引くと、ブルドッグスとの取り決めが破は綻たんします。トーマ──ウォーターの話では、平穏とブルの関係は、強固ではありません」

　月生は確認するようにゆっくりと頷く。

「つまり平穏は、自分たちがＰＯＲＴに対抗できることを、ブルドッグスに対して示さなければならない、ということですね？」

「はい。ＰＯＲＴを追いかける平穏は、ここでブルドッグスを手放す判断ができない。なので望んでいなくとも、体面上はＰＯＲＴと争います。そしてそうなると、ＰＯＲＴ側も戦力を動かさざるを得ません」

「睨にらみ合って引き分け、という形にはならないんですか？」

「二チームだけならあり得ます。でも、あいだでミケとブルが戦う。平穏はそれを無視できない。ブルを切り捨てれば、ＰＯＲＴとの差を詰める足場を失うから。そしてＰＯＲＴも宣戦布告した以上、結果を出さなければいけない。なぜならまだ、内輪もめが片付いていないから」

　平穏とＰＯＲＴには、それぞれ意地を張る相手がいる。

　平穏はすでに手中に収まりつつあるブルドッグスという戦力に対して、ＰＯＲＴはチームの内側にいる対抗勢力に対して、どちらも力をみせつけなければならない。だから、引けない。立ち止まりようがない。

　月生は顎あごに手を当てて、しばらく考え込んでいた。

　やがて彼は口を開く。

「昨日も言った通りです。私はＰＯＲＴの勝利を警戒していません。今、平穏がなくなれば、ＰＯＲＴはふたつに割れるでしょう。そして別れたチームが平穏の代わりを果たします」

　香屋は首を振った。

「平穏には、ウォーターがいます」

「それが？」

「彼女はこの戦闘が引き分けで終わることを求めています。でもそれが叶かなわないなら、平穏に勝たせる。ＰＯＲＴが勝つよりはましだから」

「わかりませんね」

　月生は少し不快そうだ。対応は丁寧だが、ひとりきりの時間を邪魔されている状況を、喜んではいないのだと思う。

「平穏が、ＰＯＲＴに勝てるとは思えません」

「平穏じゃない。ウォーターです」

　月生は根本的に、勘違いしている。

　ウォーターを。トーマを。冬とう間ま美み咲さきを。

「彼女は僕にも理解できません。でも、勝とうと決めて戦えば、必ず勝ちます」

　そう言い切って、香屋は息を吐き出す。

「いえ。必ず、は噓うそですね。一八回やって、一三回、勝ちます」

「ずいぶん具体的だ」

「実際に、やってみましたから」

　将棋とチェスとオセロを使って、繰り返しシミュレーションした。

「表面的なデータだけをみれば、ＰＯＲＴ側が優勢です。ですが彼女はもう、平穏が勝ち切るだけの準備を済ませています」

　これまで平穏な国は、ブルドッグスがミケ帝国に勝てるように、水面下で戦力を貸す準備をしてきた。でもそのこと自体が、トーマにとっては隠れ蓑みのだ。

　検索サーチされない方法を考えて、こっそり戦力を動かして。ブルドッグスと連絡を取り合い、情報と作戦を共有して。この手順は、実は、ミケ帝国を落とすためのものではない。

　初めからトーマは対ＰＯＲＴを想定していた。ブルドッグスを使って、ＰＯＲＴを落とすための道筋を用意してきた。

「貴方たちのシミュレーションが、確かだと言い切れますか？」

　尋ねられて、香屋は苦笑する。

　──失敗しても、これは僕だけの責任じゃない。

　間違えていたら彼女も悪い。そして香屋は、トーマと秋穂だけは信頼している。それぞれ別の意味で、だいたい同じだけ。七、八割は当てているはずだ。

「じゃあ、試してみましょう」

「なにを試すんですか？」

「検索サーチを使ってもらえますか？」

　月生が足元の鞄かばんから、端末を取り出す。

　彼が画面に触れるのを確認してから、香屋は続けた。

「まずＰＯＲＴ。最初はおよそ二〇万Ｐです。ＰＯＲＴ内の領土、西側にあるドラッグストアの屋上に、強化士ブースターを中心に配置します」

「たしかに、そういう配置になっていますね」

「ＰＯＲＴの検索士サーチャーのログを追えますか？　おそらく、ミケ帝国に対して通話履歴があるはずです」

「いえ。みつかりません」

「ならこれからですね」

　深く息を吸い、口早に、香屋は言った。

「通話の内容は降伏の勧告で、ミケ側はこれを拒否します。その直後にＰＯＲＴからブルドッグスへ宣戦布告。ほとんど同じタイミングで、ＰＯＲＴはブルドッグスのリーダーにも通話。これは短い。さらに平穏からブルへ通話。こちらは少し長引いて、そのあいだにミケ帝国が戦闘の準備を整える。ミケ領土の南東部に戦力を固めるはずです。もしその移動が完了する前に、平穏とブルの通話が終わっていたなら、平穏に動きがあります。ブルかキネマ俱楽部、どちらかに宣戦布告をする。ブルは交戦の開始を待たず、数名がミケ帝国に踏み込む。ですがこの攻撃では、ミケ帝国側にはほぼ被害が出ません。その後にブルドッグスがミケ、キネマの両チームに宣戦布告して、交戦開始。──もしも貴方が動かなければ、の話ですが」

　この予測に確信はなかった。でも少なくとも、前半は当たっているはずだ。各チームの今回の戦いへの動機とモチベーションを考えると、別のアクションは考えづらい。

　月生はじっと、端末のモニターをみつめていた。

　香屋の言葉を信じている風でも、馬ば鹿かにしている風でもなかった。彼が頭の中でなにを考えているのか、香屋にはわからない。そのまま続ける。

「貴方が動かないまま戦闘が始まれば、確実にＰＯＲＴはウォーターが仕掛けた罠わなにはまります。というかウォーターの方が、その罠を使わざるを得なくなる。ＰＯＲＴが取る行動は大きくわけて二通りで──」

「待って」

　月生は押しとどめるように、片手をこちらに向けた。

「今、ＰＯＲＴがミケ帝国に通話を開始しました」

　香屋は腕時計に視線を向ける。時刻は午後一時四〇分を少し回ったところだ。

　端末を手にしたまま、月生がこちらに視線を向ける。

「それで？　貴方は私に、なにをさせたいのですか？」

「ウォーターからＰＯＲＴを、守って欲しいんですよ」

　そこまで含めて、トーマの計画通りだ。彼女はあくまで、平穏とＰＯＲＴの戦いが引き分けで終わることを望んでいる。

「あいつは平穏、ブル、ミケそれぞれの領土に罠をしかけています。つまりＰＯＲＴは、自分たちの領土にいる限り負けない。だから月生さんは、ＰＯＲＴを彼らの領土に縛りつけてください」

「方法は？」

「たとえば、ユーリイとお茶を呑のむのはどうでしょう？」

　月生がＰＯＲＴに対して宣戦布告して、それからＰＯＲＴの領土内に足を踏み入れてくれれば、充分だ。

　でも月生は首を振った。

「駅を離れたくはありませんね」

「ならとりあえず、ＰＯＲＴに宣戦布告してくれるだけでかまいません」

　でも、それだけではどうなるかわからない。

　平穏な国に関しては、主要メンバーの考え方を詳細にトーマが教えてくれる。でも、さすがに彼女も、ＰＯＲＴにはそれほど詳しくない。

　もしＰＯＲＴに充分な勇気があるなら、宣戦布告だけでは弱い。月生は動かない、と想定して、戦闘に乗り出してくる可能性もある。彼らの足を確実に止めるには、できるなら月生に決定的なアクションをして欲しい。

　香屋は強引に笑う。

「それから、もしよければ、僕に検索サーチを使ってもらえませんか？」

　彼を説得するには、これがもっとも確実なように思える。

「月生さんに、僕の能力を知って欲しいんです」

　香屋の能力を知ったとき、月生がなにを求めるのか、知りたかった。
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「心配するな。はじめから、お前たちには期待していない」

　と、黒くろ猫ねこは言った。

　秋穂は藤永と共に、白しろ猫ねこに会いに向かった。学校の屋上だ。日陰に椅子と机を並べている。そこには黒猫とコゲもいた。ＰＯＲＴからの宣戦布告を受けたのだ。当然、対策が話し合われる。

　藤永が気にしていたのは、キネマ俱楽部のメンバーの扱いだった。香屋が用意した文面では、ミケ帝国は領土内のキネマ俱楽部メンバーの安全を守るとなっている。だが相手はＰＯＲＴだ。ミケにしてみれば少しでも戦力が欲しいはずだ。

　そして、キネマのメンバーを働かすのは難しいことではない。誰かひとりを人質にとればいいだけだ。キネマは仲の良いチームだ。リーダーのキドを始め、全員が甘い。たとえば腕の傷が癒えていないリャマに銃口をつきつければ、ある程度は思い通りに操れる。

　──ミケ帝国はキネマ俱楽部に、なにを求めている？

　藤永が口にした、その疑問への黒猫の返答が、先ほどのものだ。

　彼女は続ける。

「約束通りに話を進めてくれればいい。うちは一〇万ポイントを超えるチームから宣戦布告を受けた。預けている三万は返してもらう。あとは好きにしろ」

　白猫もコゲも、この話に異論はないようだった。

　ミケ帝国は、キネマ俱楽部を戦力としてカウントしていない。おそらく歯し牙がにもかけていない。その空気を察したからだろう、藤永の口元が苛立たしげに歪ゆがむが、反論するようなことではない。

　秋穂は息を吸って、言った。

「ポイントは返します。でも、本当に好きにしていいんですね？」

　黒猫が、眉を寄せた。

「ああ。ＰＯＲＴにつくつもりか？」

「まさか」

　緊張していた。

　──もしも、私の発言が通れば。

　そのせいで誰かが死ぬかもしれない。責任を負いたくはなかった。そういうのはみんな香屋に任せて、事務的な作業を確実にこなすのが自分の役割だったはずだ。だがここに香屋はいない。彼の考えを代弁しなければならない。その責任を負いながら。

「もしもこの戦闘に、キネマ俱楽部が巻き込まれなければ、私たちは映画館に帰ります。でも、キネマにも宣戦布告があったなら、ここに残って白猫さんの護衛につきます」

　黒猫が、冷ややかな口調で短く言った。

「なぜだ？」

　決まっている。その方が、生存確率が高いから。

「約束にありますよね？　ミケ帝国は、領土内にいるキネマ俱楽部の安全を守らなければならない」

　黒猫は不機嫌そうに鼻で笑う。

「口約束に、どこまで求めるんだ？」

「ミケ帝国の負担にはならないでしょう？　どうせ、白猫さんを守らなければならないんだから」

　ミケ帝国が襲い掛かってこないのなら、キネマの領土に戻るより、ここにいた方が安全だ。とくに白猫の近くがいい。ミケに、ついでに守ってもらえる。

　黒猫は、藤永に視線を向けた。

　キネマのリーダー代理は藤永だ。でも彼女は、なにも言わない。秋穂は事前に、藤永の説得を済ませている。こんな言葉で。

　──キドさんを取り返すために、必要なことです。

　キネマはみかけ上、ミケと近ければ近いほどいい。もしキドを殺し、キネマ俱楽部が消滅したなら、そのメンバーは全員ミケ帝国に入るだろう。そんな風に、他のチームには思わせておきたい。それが平穏にいるキドの命を守ることにもつながる。

　次に口を開いたのは白猫だった。

「ポイントが戻ってくるなら、私たちがお前らを守る理由はない。後ろから撃たれるかもしれないぞ？」

　彼女は表情も変えず、テーブルに頰ほお杖づえをついていた。

　秋穂は白猫に向かってほほ笑む。

「そんなことをしなくても、ちょっと脅されただけでポイントを差し出しますよ」

　ふん、と白猫は息を吐き出す。

　隣の黒猫を向いて、言った。

「そうするか？」

「もっとも効率的でしょうね。異論はありません」

　だが秋穂は首を振る。

「効率っていうなら、そのまま置いておいた方が得ですよ。うちのポイントをみんな奪っても、しょせんは一万ポイント少々です。でも放っておいてくれれば、優秀な射撃士シューター二人と、強化士ブースター三人と、検索士サーチャーと素敵なマスコット少女が白猫さんの護衛につきます。うちはミケ帝国と一いち蓮れん托たく生しょうみたいなものなんだから──」

　必要に迫られれば戦います、と続けようとして、その前に電子音が言葉を遮った。

　白猫の端末が鳴っている。彼女は端末を机においたまま、画面に触れる。すぐに声が聞こえてきた。陽気な男の声だった。

「ハローハロー、こちらユーリイ。久しぶりだね、白猫さん」

　ユーリイ。ＰＯＲＴの代表者。

　黒猫もコゲも藤永も、一様に表情が固まる。秋穂自身も同じような顔をしているだろう。白猫だけは頰杖をついたまま、気だるげに端末に向かって尋ねる。

「なんの用だ？」

　はは、とユーリイは笑う。

「素っ気ないねぇ。でも魅力的な声だ」

「お前たちから宣戦布告を受けたところだ。少し慌あわただしい」

「そう。そのことを説明したくてね。急なことだから驚いただろう？」

「架見崎でいちいち宣戦布告に驚いていられるか」

「実はあれには理由がある。僕たちはミケ帝国を守りたいんだ」

「そうか。なら、降伏してくれ」

「平穏がブルと手を組んで、君たちを狙ねらっているのは知っているかな？」

「噂うわさは聞いた」

「へぇ。猫は耳がいい」

「それでどうして、うちを狙う？　平穏とブルが問題なら、あいつらとやり合っていればいいだろう」

「そうしたかったんだけどね。ミケ帝国を守るために戦力を動かすのは、うちの議会が承認しない。そこで僕はひらめいたわけだ」

　ユーリイの声は楽しげに聞こえる。冷たくもなく、威圧的でもない。どちらかというと軽薄で、下心をうかがわせながらも優しい。その口調のまま、言った。

「ＰＯＲＴのものになってよ、白猫さん。といっても、チームの名前を変えるだけだ。頭に『ＰＯＲＴ所属』とでもつけてくれればいい。あとはまったくこれまで通り。身内になってくれさえすれば、ＰＯＲＴはミケ帝国を全力で守るよ」

　それでも白猫は、表情を変えなかった。

「名前だけ身内になればいいのなら、お前らがミケ帝国を名乗ればいい」

「それもいいね。でも、うちはなにをするにも会議ばかりだ。名前を変えるのだって、ずいぶんな重労働なんだよ」

「つまらないチームだな」

「まったく。うちはただ大きくて、ただ強いだけのチームだ。返事は？」

　黒猫、と白猫が言った。

「外交はお前の担当だ」

「好きにしても？」

「ああ。だが、気に入らなければ暴れるよ」

「それでは答えが決まっているようなものじゃないですか」

　黒猫がほほ笑んでいるのが、秋穂には意外だった。でも、彼女だけではない。コゲも薄く笑っている。苦笑に近いが柔らかな笑みだ。

　端末に向かって、黒猫は言った。

「猫を飼ったことは？」

「いや。でも、犬なら二匹」

「犬と一緒にするな。猫に名前をつけるには覚悟がいる。生涯に渡ってその猫を王とし、誠心誠意仕える覚悟だ。ひっかかれる前に立ち去れよ、でくのぼう」

　ユーリイは笑い声を上げる。

「可か愛わいいねぇ。でも、これだけは覚えておいて欲しい」

　彼の声は、心から楽しげだった。

「ＰＯＲＴは架見崎の安定を望んでいる。今回、加害者は平穏とブルで、被害者が君たちだ。もちろんうちは被害者の側につく。僕たちは敵対しあっているわけじゃない」

　戦場では仲よくしよう、と言い残して、通話が途切れる。

　ユーリイの言葉を疑う理由はない。ＰＯＲＴは架見崎の安定を求めているはずだ。現状で最強のチームなのだから、このまま波乱もなくゲームを終えたいだろう。

　白猫は顔をしかめた。

「私欲で正義の味方面づらする男は気持ち悪いな」

　まったく同意だったので、秋穂は頷く。ついでに言った。

「さて、キネマ俱楽部の話に戻りましょう」

　黒猫が顔をしかめ、白猫が笑う。

　ＰＯＲＴとキネマ俱楽部では、まったく格が違う。ＰＯＲＴからの通話の直後にキネマ俱楽部の話を始めるのは、明らかに間が抜けている。

　──でも、関係ない。

　今、必要な手順を踏むだけだ。

「これで香屋からの手紙が信用に足るとわかりましたよね？　あの手紙にあった通り、平穏とブルが繫がっていることを、ＰＯＲＴも認識していたんですから。うちをミケ帝国の領土内に置いておくことには価値があります」

　黒猫は白猫に視線を向ける。

　白猫はまだ、つまらなそうだった。

「好きにしろ」

　とだけ、短く答える。

「そうします」

　秋穂は頷く。

「私の端末を渡していただければ、預かっているポイントを白猫さんに返します。あとは互いに、好き勝手に生き残りましょう」

　これで正しいのか？　本当は、さっさと逃げ出した方がいいのではないか？

　まだ内心には迷いがあった。けれど。

　少なくとも香屋の意思には従っている、と確信してもいた。
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　通話を終えたユーリイは、愉快な気持ちで口を歪めた。

「次はブルだ。ひと言、釘くぎを刺しておく」

　隣に立つ、タリホーが頷く。

「はい。すぐに」

「ああ。それから──」

「通話の後に、ティータイムを。すでに準備しています」

「君はよく気が回る」

　二本の通話で、ユーリイの仕事はお終いだ。議会は戦闘を避けたがるくせに、いざ宣戦布告を打つと暑苦しくなっていけない。戦いたい奴が戦えばいい。勝つとわかっている戦闘の手柄なんて、取るに足らない。

　──できるなら多少、うちを苦しめて欲しいものだね。

　ユーリイが動くのは、それからでいい。チーム内の馬鹿と利口をある程度は仕分けられるだろう。

「ティータイムに要望があるんだけど、聞いてもらえるかな？」

「なんでしょう？」

「読書をしたい。猫の飼い方に関する本を、二、三冊、見繕っておいてよ」

　できれば本物の猫を飼いたかったが、架見崎に猫はいない。タイミングがあえばポイントで獲得してもよかったが、次のミケとの通話までには間に合わないだろう。

「承知いたしました」

　とタリホーが答えた。
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　まず、ＰＯＲＴがミケ帝国に通話。

　その後はＰＯＲＴがブルドッグスに、さらに平穏な国がブルドッグスに。

　状況は、香屋が宣言した通りに進んでいた。

「今、平穏とブルの通話が始まりました」

　と月生は言った。

　腕時計をみつめながら、香屋は頷く。

「ブルは少しごねるでしょう。一応、ＰＯＲＴから声をかけられたことで、選択肢が生まれましたからね。平穏と手を切って、ＰＯＲＴにつこうかと考えています」

「ですが貴方の予言では、けっきょくブルは平穏の駒こまとして動く」

「ウォーターが説得します」

　方法は今、目の前にいる。つまり月生だ。

　月生が明らかに平穏側につくアクションを取れば、ブルはもうごねないだろう。でもこんなことわざわざ、月生には説明しない。

　香屋は視線を、腕時計から月生に移した。

「そろそろ、動いてもらえませんか？　まずＰＯＲＴに宣戦布告。平穏とブルの通話が終わったくらいのタイミングがいい」

「その前に教えてください。いったいどんな風にすれば、平穏はＰＯＲＴに勝てるのですか？」

「では、いちばんシンプルなものを、ひとつだけ」

　月生に対してどこまでカードを切るのかも、判断が難しいところだ。でも、何よりも今は月生の説得が重要だ。彼が気に入りそうな答えを探す。

「ウォーターは男の子っぽいものが好きなんです。たとえばミニカーとか、工具セットとか、爆弾とか」

「爆弾」

「よく、水風船をぶつけ合って遊びました」

「つまり能力にカウントされない武器を、ポイントを使って獲得している、ということですか？」

　香屋は頷く。

　これは元々、平穏な国全体の意向でもあった。見かけ上、ポイントの移動がないまま、ブルドッグスに戦力を貸し与える。その方法を考えれば、まずは物理的な武器の獲得が答えになる。

　月生は首を振る。

「ＰＯＲＴが前線に出すような、優秀な強化士ブースターを、能力を使わず倒すことは困難です。爆風に巻き込まれたところで、ほとんど無傷でしょう」

　たしかにそれが、架見崎の常識なのだろう。

　ミケ帝国くらいの中堅チームであれば、全員が強いわけではない。銃も爆弾も効く。だがＰＯＲＴは、メンバーを大きく「市民」と「軍隊」にわけ、少数精鋭の軍隊に多くのポイントを渡して戦わせる方法を取っているようだ。戦場に出るメンバーは全員強い。

　それは利口なやり方だが、ある面では脆もろい。

「ひとつ、工夫しました」

「どんな？」

「爆弾を起動させる直前、平穏な国はその領土を放棄します」

　なんらかの方法でチームを解散すれば、その領土はどこのものでもなくなる。そして平穏はいくつもの部隊に分割されており、架見崎のルールでは、それぞれの部隊がひとつのチームとして扱われる。

「ＰＯＲＴの進軍ルートはほぼ予想できています。ＰＯＲＴの動きに合わせて領土を放棄するのは、難しくありません」

　能力は、自身のチームか、交戦中のチームの領土でしか使えない。どのチームにも所属していない土地では何ポイント持っていようがただの人間だ。そして物理的な爆弾は、どこでだって爆発する。ただの人間に爆風をかわすことはできない。

　月生は顎に手を当てた。

「それは、私でも死ぬかもしれませんね」

「貴方が駅から離れてくれるなら、そんな戦い方もあるかもしれません」

「少なくともこれまで、すべてのチームが貴方のいう通りに動いています。効果的なポイントに罠を仕掛けているんでしょうね」

「たぶん外さないと思います。ウォーターは、人の動きを読むのが上手いんです」

　実は、それだけじゃない。操るのも上手い。

　もしＰＯＲＴの進軍が香屋とトーマの見立てから外れていたとしても、彼女であれば後から誘導できる。そのための目や耳が、ブルドッグスやミケ帝国に仕込まれている。

　月生は頷く。

「いいでしょう。では、平穏とブルの通話が終わったら」

「はい。そのタイミングで宣戦布告を」

「約束は守ってくださいね？」

「僕は、強い相手を裏切りません」

　月生とはふたつの約束をしていた。

　ひとつは、この平穏対ＰＯＲＴの戦いを、必ず引き分けで終わらせること。

　そしてもうひとつは、香屋の能力に関することだ。

　──これだけは絶対に、運営には尋ねないでください。

　と、彼は言った。

　なんですか？　と香屋は尋ねた。

　──次に、電車が来る時間。

　それは意外な答えだった。むしろそれを尋ねろと言われるのかと思っていた。だが香屋は、月生の言葉の理由を尋ねもしなかった。

　強者に踏み込むのは、やはり怖い。「わかりました」と答えただけだ。

　生き抜くために強者には従う。どうしても裏をかかなければいけないなら、嫌われないようにやる。どうしても嫌われなければならないなら、相手を強者のままにはしておかない。

　でも月生に勝つ方法は、まだ思いつかなかった。

　だから香屋は、月生を裏切らない。
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　月生は必ずこちらにつく、とトーマは言った。

　平穏な国第八部隊隊長、ウォーターとしての言葉だった。

　通話の相手はブルドッグスのリーダーだ。何度か顔をみたことはある。サングラスをかけた、よく肌が焼けた男だった。

「月生がＰＯＲＴに宣戦布告したなら、こちらの言う通りに」

　そう言ってトーマは、通話を切るよう指示した。

　高路木が難しい表情を浮かべている。

「ウォーター。ここは、貴女のチームではない」

「ええ。リリィのチームです」

「勝手にギャンブルを始められても、困る」

「大丈夫ですよ。イカサマ台です」

　ブルドッグスとの通話を始めたのは高路木だった。

　ブルを先兵として動かしたい平穏と、ＰＯＲＴの存在をちらつかせて平穏からより有利な条件を引き出したいブル。その堂々巡りを続けるやり取りに、トーマが横から口を出した形だ。

　少なくともブルとの通話中、高路木から反論されないことはわかっていた。彼は常識人だ。体面を守る。みかけ上、ＰＯＲＴよりも平穏が優れているいちばんの点は、リリィを中心とした一枚岩だということだ。内側のいざこざは外にみせない。

「ほら。そろそろですよ」

　と、トーマは言った。

　香屋との約束では、月生の宣戦布告は、開戦の一時間前──午後二時ごろということになっていた。

　高路木とは、仲良くしてきたつもりだが、彼はまだ納得していないようだ。

「こうなればもう、意地でも月生の協力を取りつけるしかない。貴女も彼の説得に向かってください」

「必要ありません」

「どうしてそう──」

　高路木の言葉を、検索士サーチャーが遮る。

「月生、動きました」

　それは大きな叫び声だった。甲高く震える声だった。

「本当に、動きました。月生の、ＰＯＲＴへの宣戦布告です」

　一瞬ののちに、歓声が上がる。まるでそれだけでＰＯＲＴに勝利したように。そんなわけもないのに。こんなの、予定のほんの一段階目でしかないのに。

　トーマは声に出さずにつぶやく。

　──あんまり私と香屋を、舐なめないで欲しいな。

　今、架見崎で最強なのは、ＰＯＲＴでも月生でもない。もちろん平穏でもない。トーマと香屋の、理想をいえばそこに秋穂も加えた三人のチームだ。ルール上で定義されていない、名前さえない、でも強いていうなら世界平和創造部だ。

　このチームは、正面から戦えば簡単に負ける。総ポイントも大したものじゃない。目にみえる力は持たないチームだ。それでも、他のどこよりも絶対的に、状況を動かす。誰よりも適確な手順で目標を達成する。本当の強さとはそういうものだ。

　一同を鎮しずめるために、トーマは声を張り上げる。

「ですが、月生は戦いません。ＰＯＲＴの足を止めるだけです」

　平穏を上手く操る必要がある。それは難しいことではないだろう。ＰＯＲＴという敵がいて、月生を宣言通りに動かしたという実績ができた。少なくともこの戦闘に関しては、トーマは大きな発言力を手にした。

「まもなくブルドッグスが動きます。オレたちは、その後の準備を」

　口では目の前の戦闘について語りながら、頭の中では、その先を考えていた。

　──私は、二番目に強いチームを作ろう。

　香屋と秋穂とトーマ自身の三人組が最強で、その次に強いチームを。

　いつか、香屋との道はわかれるだろう。それで形のない最強のチームは、本当に消えてしまうだろう。その次に現れる、二番目に強いチームを作る。最強が消えたあと、最強に成り代われるチームだ。

　ずいぶん前から、準備を進めてきた。

　完成はそれほど先のことではない。
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　月生の、ＰＯＲＴへの宣戦布告。

　それは誰にとっても予想外だった。もちろんミケ帝国にとっても、秋穂にとっても。

　黒猫もコゲも言葉を詰まらせていた。白猫は「へぇ」と声を上げた。ささやかだが、彼女でさえ驚いているのだろう。

　その中で、秋穂だけは思考を続ける。

　──香屋と、トーマが関わっているんだから。

　この程度の予想外は、当たり前に起こる。予想外が、想定通りだ。

　秋穂には、あのふたりの思考を読み切ることはできない。想像することさえ難しいし、初めからそこを目指してはいない。同じルートでは届かないことは、これまでに繰り返し証明されてきた。だから逆算する。もちろん秋穂だって「月生がＰＯＲＴに宣戦布告した場合」なんて前提は思いつかなかった。だがそれに類似する項目はある。

　──ブルドッグスが平穏な国側につく、明らかな理由が生まれた場合。

　昨夜、散々考えたのだ。現状はこのルートに入っている。

　秋穂は尋ねた。

「ミケ側は、戦闘の準備が整っていますか？」

　月生のことに気をとられていたのだろう、黒猫が素直に答える。

「もう一〇分で前線が揃う。私も間もなく、そちらにいく。開戦には間に合う」

「いえ」

　開戦までは、まだ一時間近くある。

　でも、違う。平穏が月生と組んでいるなら、ブルドッグスは平穏への忠誠を示そうとする。きっとそのはずだ。

「先殴りがあります。備えてください」

　言いながら秋穂は、内心で安心していた。

　──これは、外れても誰も死なないから。

　堂々と言い切れる。
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　ブルドッグスもまた、特殊なチームだ。

　総ポイントは八万半ば。中堅チームの平均が一〇万Ｐ程度なので、その中ではやや見劣りする。能力の獲得にも特徴的なところはない。なんでもできる代わりに、これといった強みがない。

　だが、ブルドッグスはその領土が特殊だ。

　架見崎には、警察署と消防署が並んで立っている。ブルドッグスはその両方を手にしている。

　拳けん銃じゅうと消防車。このふたつが、ブルドッグス最大の武器だ。つまり能力で支配された架見崎において、能力を使わずに戦う術すべを持っている。相手にするのが弱小であれば、ブルドッグスは宣戦布告さえ必要としない。

　だからブルドッグスを相手にする場合、交戦開始までのタイマーは、絶対ではない。

　戦闘が始まる前の空くう隙げきに、彼らは一撃を加える。

　パトカーと消防車で敵陣に突っ込んで。放水で陣形を乱して。銃を撃って、あるいは消防車でぶつかって。かき乱すだけかき乱し、そのまま自陣に引いていく。

　この攻撃は「先殴り」と呼ばれる。
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　開戦の三〇分前──午後二時三〇分になるころ、トーマは第八部隊の領土に向かっていた。

　いくら架見崎が狭いといっても、そのおよそ半分を占める平穏の領土は歩いて移動するのには向かない。軽自動車の後部座席に座っていた。運転は隊員のひとりに頼んでいる。加えて隣に、パラポネラがいる。

　端末を操作していた彼女が言った。

「上から指示が出ました。ブル、動きます」

「ちょっと早いね。うちは、どれだけやらせるつもりなの？」

「存分に暴れろ、と」

「よくないな。まったく」

　高路木は慎重派だ。おそらくシモンと、何人かの隊長が騒いでいるんだろう。

　でも、ブルに無駄な被害を出してよいことはない。ミケ帝国は強い。数字以上に強い。簡単に不意を打てる相手ではないし、多少乱してもすぐ立て直す。おまけにあのチームには今、秋穂までいる。見え透いた攻撃じゃ、そもそも乱れない。

　たいていのことであれば、トーマは笑って見過ごす。

　でもこれは戦闘で、これから始まるのは殺し合いだ。勢いと雰囲気で人が死ぬのは面白くない。どんなに斜めからみても、なにひとつ面白くない。

「ブルに通話を」

「他チームとの交信は禁止されているのでは？」

「もちろん。責任は取るよ」

　とはいえこの程度の我わが儘まま、大した問題にはならない。少し嫌味を言われるくらいだ。そんなもの笑って聞き流していればいい。

「通話、繫つながりました」

　とパラポネラが言った。

　彼女は自身の端末をトーマに差し出す。こういった、秘書じみたことを仲間にさせるのは好みではない。だが他チームのメンバーに対して通話を繫げられるのは検索士サーチャーだけだから仕方がない。

「先殴りは延期です」

　一方的に、トーマは告げる。

「開始は、開戦の三分前。見え透いていた方がいい。ミケが警戒すればするほどいい。動かすのは消防車一台だけ。乗り込むのもひとりだけ。もっとも信頼できる人間を使ってください。そして、攻撃を受けたならすぐに逃げ帰ること」

　ブルドッグスの一手目に求めているのは、ミケ帝国の視線を戦場の一点に集めること。それだけだ。人が死ぬ必要はない。

　視線がぶつかり合う場所が、自然と戦場になる。
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「ブルにつられないで。前にでないで。もうすぐループです、建物なんかいくら壊されてもかまわないでしょ。ミケのメンバーがチーム境から離れているほど、先殴りは実行しづらくなります。視認してから充分対処できるだけの距離を取って」

　コゲの端末を覗のぞき込み、秋穂は喋しゃべり続けていた。

　学校の屋上だ。日はもう傾いているけれど、夕刻というほどではない。強い光の中で画面をみるのが苦痛だった。

　黒猫はもう学校を出て前線に向かった。だが彼女とは通話が繫がっている。秋穂がなにを言おうが、黒猫が従ってくれなければ無意味だが、デメリットのない無意味ならかまわない。

「向こうの動きは、明らかに陽動です。こちらの戦力を一か所に集めようとしています。ブルか平穏に、広範囲をまとめて破壊するような攻撃方法はありますか？」

　コゲが答える。

「ブルにはないはずです。平穏は、どうでしょうね。あそこは謎なぞが多いチームです。全体の二〇パーセントほどのポイントが、どう使われているのかわかりません」

「検索サーチできないんですか？」

「さあ。これまでは、試す機会がなかったものですから」

「機会？」

「検索サーチを検索サーチされます。うちだって、どこにでも喧けん嘩かを売るわけじゃない」

　なるほど。隠していることを無理に暴あばき立てようとすれば、向こうはよい気がしないだろう。

「平穏を検索サーチしましょうか？」

　と、コゲが白猫に尋ねる。

　白猫が頷うなずく。

「やれ。秘密を暴くのは好きだ」

「では、一時間ほど集中させてください」

「一時間で抜けるのか？」

「いえ。一時間あれば、私に抜けるかどうかがわかります」

　ふたりのやり取りを聞き流しながら、秋穂はコゲの端末を注視していた。

　月生のＰＯＲＴへの宣戦布告に続いて、ブルドッグスがミケ帝国に、平穏な国がＰＯＲＴに、それぞれ宣戦布告を行った。これで開戦時には、五チームが入り乱れて戦うことになる。

　──それも、大手三チームすべてを含む戦いだ。

　ポイントでみれば、架見崎の九割近くが参加する戦い。そんなものをイメージし切れるはずもないけれど、直近ではブルドッグスの動きが気になる。いかにもミケに攻撃を仕掛けそうにみえたのに、今はその足を止めている。

　──先に動かれた方がよかった。

　先殴りは、不意打ちが最大の効果だ。でも相手がそれに備えているなら、開戦に近ければ近いほど意味を持つ。来るとわかっていても、本当に来てしまえば、対応せざるを得ない。多少は陣形が崩れる。そのタイミングで戦闘が開始されると、敵の本体──今回の場合であれば平穏からの攻撃への対処が難しくなる。

　秋穂はコゲの端末に表示される、平穏側のデータに意識を向けた。大量の数値が複雑に移動している。香屋であればそこから、相手の思惑を想像することだってできるだろう。でも秋穂には無理だ。性能が違う。彼に引きずられるな、と内心でつぶやく。膨大なデータを正確に処理するだけなら、秋穂の方が得意だ。未来を予測できなくとも、相手が動いた瞬間、その意味を正確に理解することならできるはずだ。

　でも。

「失礼」

　そう言って、コゲが端末を操作する。

　とたん、画面の表示が消えた。

「あ。もうちょっと」

　秋穂は声を上げるが、コゲはなにも答えなかった。彼は椅い子すに座ったまま目を閉じている。検索サーチを使っているのだろう。

　検索士サーチャーは二種類に別れる、と以前リャマが言っていた。

　簡単に表現すれば、素人しろうとと専門家だ。

　検索サーチはポイントで、できることが増える。本業でない検索士サーチャーは、たとえば「一〇〇〇Ｐ以下のその他技能オリジナルを知る能力」なんかを獲得する。取りさえすれば誰にでも使える能力だ。起動させて対象を選んで、あとは結果がわかるまで待っていればいい。でも必要ポイントが大きいし、強制的に発生する待ち時間も長い。

　一方で、専門的な検索士サーチャーは、能力の性質がまったく違う。リャマの表現によれば、架見崎を「データの羅列」としてとらえることができるらしい。データというのは比ひ喩ゆ的てきな表現で、それは言語でも数字でもない。より感覚的な、五感の延長線上にあるものなのだという。

　架見崎がたったの五キロ四方とはいえ、そこにあるすべてのデータを正確に理解することは、人間には不可能だ。風の流れ、建物の構造、足音、呼吸、そのほかのありとあらゆるノイズ。専門的検索士サーチャーはその中から、目的の情報を拾い上げる。コンピュータにたとえるなら、素人はポイントでソフトを購入し、専門家はマシンのスペックを上げる。

　だから、できることが明確な検索士サーチャーは下級だ。上級者には、検索サーチしてみなければ手に入るのかわからない情報がある。他チームの検索サーチに対してジャミングを仕掛けたり、フェイクのデータを流すことも可能らしいから、ポイントの多た寡かですべてが決まるわけではない。技術を比べ合うことになる。

　──ま、超一流になると、だいたいできることがわかってるらしいけどな。

　とリャマは言った。

　秋穂は会ったことがないけれど、キネマ俱楽部の、初代リーダーは超一流の検索士サーチャーだったと聞いている。その教えを受けたから、リャマも弱小チームの検索士サーチャーとしては優秀だ。

　コゲは今、架見崎の「データ側」を覗いている。

　平穏な国の能力を暴くために。それは重要なことだ。でも。

　──情報が入ってこなくなっちゃったら、私はどうしたらいいんでしょうね。

　秋穂は顔をしかめる。簡単に言って拗すねていた。

　ミケ帝国の他の検索士サーチャーは前線に出ているようだ。リャマもミケ帝国内では能力を使えない。できることがないのが歯がゆい。

　いや。本当は、できることなんていくらでもあるはずなんだ。考えろ、と自分に言い聞かせる。だがそのとき、屋上のドアがノックされた。

　現れたのは、名前を知らない青年だ。彼は白猫に歩み寄り、「持ってきました」と厚紙製の箱を差し出す。トランプふた箱ぶんほどの、小さな箱だ。

　白猫はそれを受け取らず、秋穂に渡すよう身振りで指示した。

「預かっていた端末だ」

　それを受け取り、中身を確認する秋穂に白猫が言った。

「さて、ポイントを返してもらおうか」

　断りようもない。

「わかりました」

　開戦まで残された時間は、もう一五分ほどになっていた。

　──私に、なにができるだろう？

　ずっと無力感がつきまとっている。でも、あがかないわけにはいかない。

「ところでひとつ、お願いがあるんです」

　白猫は、やはり冷たい瞳ひとみで秋穂をみつめている。

「なんだ？」

　にっこり笑って、秋穂は答えた。

「ノートと、それからなにか書けるものをいただけませんか？」

　これもおそらく香屋の影響だろう。彼の戦いはいつだって、紙とペンから始まる。
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　そのとき香屋歩あゆむは、改札前の白いタイルの上に座り込み、柱に背を預けていた。立っていると足が疲れる。足が疲れていると、上う手まく走れないかもしれない。危険から逃げ出すときなんかに。

　一方で月生は、香屋の隣で直立したままだった。

　彼は長いあいだ無言で、自身の端末を覗き込んでいた。やがてぽつりと、どちらかというと感情のない声で言った。

「この規模の戦闘は、架見崎でも稀まれです」

　香屋は答える。

「みかけほど、大きな戦いにはしたくありません。実際、戦闘が起こるのは主にミケ帝国とブルドッグスの領土内でしょう」

「そうなりますか？」

「はい。月生さん次第で」

「私が、ＰＯＲＴにお茶を飲みに行く」

「ゆっくりしてきてください。電車が気になるなら、平穏の検索士サーチャーをひとりここに置いておきます。なにかあれば、すぐに連絡しますよ」

「いったい、どんな風に『引き分け』を作るつもりなんですか？」

「とても単純な話です」

　香屋にもトーマにも、戦況のすべてを思い通りに操るようなことはできない。

　ある程度の誘導は可能でも、大枠は流れに身を任せることになる。その流れを、トーマとは繰り返し話し合った。

「この戦闘に参加するのは、名目上六チーム。ＰＯＲＴ、平穏、ミケ、ブル、それから貴方あなたと、キネマ俱楽部。でも貴方は勝利を目指していないから、対処する必要はありません。加えてキネマも。こちらは弱すぎるから気にしなくていい」

「キネマというのが、貴方が所属しているチームでしたね」

「はい。リーダーは今、平穏な国に捕らえられています。平穏がその気になれば、今すぐにでも消えるチームです」

「それで？」

「残るのは四チーム。ＰＯＲＴ、平穏、ミケ、ブル。このすべてに対して切り札を用意する、というのが、本来の計画です」

「切り札、ですか」

「つまり、このうちのどこかのチームが勝ちそうになれば、オープンするだけで相手の足を止められるカードです」

「可能ですか？」

「実は、手が回り切っていません。ブルドッグスのぶんは諦あきらめました」

　代わりに、平穏用に二枚欲しい。結局、合わせて四枚いる。

　そのうちの一枚が月生だ。残り三枚はどれも微妙だった。一枚はほぼ完成しており、もう一枚はこれから作る。最後の一枚は、香屋にもまだみえていない。

「ブルドッグスが勝ちそうになった場合だけ、どうすることもできません」

「あのチームに勝ち目がありますか？」

「ないはずです。でも、わかりません。なにかが想像以上だったなら、とても困ります」

「なにか」

「たとえば、生き残る意志とか」

　想像できる中でいちばん怖いのは、ブルドッグスがＰＯＲＴと繫がっていることだ。平穏についたふりをしながら、実はＰＯＲＴの駒として動いている。そんなそぶりはなかった。どこにもみつからなかった。でも、上手く演じているだけなのかもしれない。そのまま演じ切り、平穏とＰＯＲＴを共に利用しながらミケ帝国に勝利する、という風なことになると、困る。あそこを止めるカードは想定にない。

　月生が首をかしげる。

「どれだけ上手く立ち回ろうが、ブルドッグスくらいであれば、平穏やＰＯＲＴの戦力で押し切れるのでは？」

「はい。そうなります。というかウォーターの第八部隊だけで、まず負けません。おまけにあのチームの領土にも、ウォーターが仕掛けた罠わながあります」

「なら問題ないでしょう」

「いえ、ブルドッグスが消えます。それは僕が目指す引き分けではありません」

　勝者がいなくても、敗者が生まれる。

　それは、よくない。とてもよくない。

「わかりませんね。貴方が、なにを問題にしているのか」

　説明が難しい話だ。

　香屋は、無理やり言葉を探す。

「誰かが死ぬと、怖いじゃないですか」

　月生は、呆あきれた風に笑う。

「この規模の戦いで、ひとりも死者を出さないつもりなんですか？」

「違います。それは無理です。でも、僕は殺さない。助けようのない人がいるだけで」

「なにが違うんですか？」

「だから、怖さですよ」

　架見崎で最強の男には、わからない話だろうか？

　いや。誰にだってわかるはずだ。簡単に想像がつくはずだ。

「ある女の子に会ったんです。パラポネラという名前の。彼女は、アズチという男に裏切られて、チームメイトを殺されて。それでアズチを殺すために名前を変えて、同じチームに所属したんです」

「アズチという名前は知っています。たしか平穏な国の」

「はい。だからパラポネラは、今も平穏にいます」

　つまり、怖いのは、これだ。

　パラポネラが怖いんだ。

「当たり前ですよね。誰かを殺すと、その親しい人に恨まれる。本当に、殺されるくらい恨まれるんです。そしてたぶん、アズチは、パラポネラのことなんか気にも留めていなかったんです」

　なんて背筋のふるえる話だろう。

　鋭利な、でもこちらからはみえない恨みが、怖い。

　もしかしたらすでに香屋だって、知らない誰かに恨まれているかもしれない。知らないあいだに、危機がすぐそこまで迫っているかもしれない。

「つまり貴方は、自分の身を守るために、誰にも恨まれたくないわけだ」

「ある程度ならいいんです。陰口くらいならかまいません。でも僕は、本当に強い恨みが向かないところに身を置いておきたいんです」

　架見崎を訪れる前、ニュースなんかで犯罪の話を聞くたびに、香屋がまず考えたのがそれだった。たいていの罪に、同じ感想を抱いた。

　──どうして、そんなことができるんだ？

　そんな、あからさまに人に恨まれるようなことが。

　だって、それで、敵を作るんだぞ。つまらないことで、くだらないことで、どうして自分に悪意を向ける人間を作れるんだ。どうして、わざわざ、リスクに近づくんだ。

　もちろん香屋も、一般的な意味の倫理観を持っている。純粋に犯罪は恨めしいもので、被害者は可か哀わい想そうだ。でも、まず感じるのは怒りだった。犯罪への怒りではなくて、自衛の意識から外れた行動に対する怒りだった。

　身を守るためには、善人でいた方がいい。

　少なくとも、悪いことはしない方がいい。

　だから戦場でも、ひとつのチームを滅ぼすような作戦は立てない。できる限り避けたいと思う。善意も正義も倫理観も、身を守る盾にする。

　ふ、と月生は息を吐き出した。

「貴方はまるで、怪物ですね」

　意外な言葉だ。

「どこが、ですか？」

　七〇万ポイントも持つ月生の方が、ずっと怪物に近いだろう。

「自分を正常な人間だと思っているところですよ。異常性に無自覚だから、危うくて、面白い」

　彼の言葉の意味が、よくわからなかった。

　──僕が、異常だって？

　どこが。ただ、臆おく病びょうなだけだ。
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　開戦が一〇分前に迫ったとき、モノはあるマンションの通路にいた。

　ウォーターと高路木の取引で発生した雑用のおつかいだ。

　モノはノックもせず、ドアを開ける。

　よくみれば奇妙なドアだった。鍵かぎがふたつ付いている。それだけであれば、珍しくはない。でも一方は向きが逆になっている。部屋の内側に鍵穴があり、外側にサムターンがついている。つまり中に入るときにも、外に出るときにも、それぞれ鍵が必要になる。

　部屋の中には、ひとりの男がいる。

　キネマ俱楽部リーダー、キド。彼はそのとき、フローリングに手をついて、腕立て伏せをしていた。趣味か暇つぶしだろう。架見崎で身体からだを鍛える意味はない。

「おや？　夕食には、ずいぶん早いね」

　そう言って彼は、額の汗を拭ぬぐう。

　キドは、捕虜としては真っ当な生活を送っている。ワンルームだが風ふ呂ろもトイレもついた部屋が与えられ、食事も三食供給される。メニューは平凡なものだが、キネマ俱楽部にいたころに比べればずっと豪華だろう。この好待遇には、もちろん理由がある。

　モノは言った。

「ひとつ、ご報告があってきました」

「そう。なに？」

「もうすぐ平穏な国も加わった戦闘が始まります」

「へぇ。どこと？」

「ＰＯＲＴ」

　キドが大げさに顔をしかめる。

　なんだかおかしくて、つい笑って、モノは続けた。

「と、ミケ帝国と、ブルドッグスと、架見崎駅南改札前。架見崎がひとつの世界なら、まあ世界大戦といって差し支えのないラインナップですね」

　キドはフローリングで胡坐あぐらをかき、手元にあったタオルをつかんだ。

「それ、本気で言ってる？」

「もちろん。データをみせてもかまいませんよ」

「ＰＯＲＴが仕掛けたの？」

「ひと言では言い表せませんね。色々、思惑が絡からみ合った結果みたいです」

「そう」

　口調は軽いまま、だがキドの目は真剣だ。

　モノからみても、キドは理解しきれないところがある。でも今は、ミケ帝国にいるキネマ俱楽部のメンバーのことを考えているのではないだろうか。

　彼をもう少し慌あわてさせたくて、モノは言った。

「ちなみに開戦は五分後です」

　正確には七分三〇秒ほどある。ま、たいした違いではないだろう。

　さすがにキドの表情が固まっていた。

「滅茶苦茶だ」

「ええ。わりと」

　みんな、混乱している。いや、例外もいるか。ウォーターと香屋はこうなることがわかっていたようだ。モノ自身も、まったくの予想外ではあったけれど、これといった動揺はない。別にどうなってもかまわない。

「平穏としても、厄介な事態です。そこでノイズを消すことを決めました」

「ノイズ」

「つまり、キネマ俱楽部です」

「どうしてうちが出てくるんだよ？」

「ミケと仲が良いからですよ。心当たりがあるでしょう？」

「まったく。外からの印象ほど、うちとミケは密接なわけじゃない。こんなこと、オレが説明するまでもない。君なら知ってるでしょ」

　もちろん、知っている。

　モノは一時的に、キネマ俱楽部に捕らえられていたのだから。キネマの面々がばたばたとミケ帝国に逃げ込む過程を、内側から観察していた。

「仲が良いことにしておいた方がいいと思いますよ。でないと、貴方を殺すことになります」

「というか、殺しに来たんじゃないの？」

　キネマ俱楽部というノイズの消去。いちばん簡単な方法は、リーダーであるキドを殺すことだ。でも、違う。

　にっこりとモノは笑う。

「誤解があるようですが、私はキドさんを助けにきたんですよ」

「え、ホント？」

「当たり前じゃないですか。短い時間とはいえ、同じ場所で生活していたんだから」

「ありがたいね。香屋くんなんかはずいぶん疑ってたけどさ、オレは君が良い子だって信じてたよ。端末も返してもらえるの？」

「はい。でもその前に、お願いがあります」

　笑みを崩さないまま、モノはポケットに手を入れる。

　そこから、一枚のコインを取り出して、キドに差し出した。

「まずはこれを、呑のみ込んでください」

　キネマ俱楽部リーダー、キド。

　彼はきっと、チームを守るためであれば、なんだってする。




　　　　　４




　架見崎中を巻き込むようなその戦闘に六チーム目が加わったのは、開戦のおよそ三分前だった。

　キネマ俱楽部。小さなチームだ。総ポイントでも、架見崎の一パーセント程度しか占めていない。ブルドッグスが宣戦布告し、それぞれのチームのリーダーに一行だけのシステムメッセ─ジが届いた。

　架見崎の大半が、そのことを気にも留めなかった。

　戦闘に加わったチームも、加わっていないチームも、他の五チームばかりに注目していた。

　そして、ルール上の開戦の三分前。

　最後の宣戦布告とまったく同時に、その大規模な戦闘は、すでに始まっていた。









　　　第四話　このチームを壊してしまうんだよ
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　猫は群れるのを嫌う。

　だから、というわけでもないが、ミケ帝国は戦闘中も単独行動を好む。

　おおよその配置と目的は指示されるが、その先は個人の判断になる。ひとりきりのゲリラ戦をチーム全員で行うようなものだ。潜み、隙すきを突き、戦い、逃げて、また潜む。例外的にリーダーである白しろ猫ねこの周囲には護衛がつくが、それも厚いものではない。ミケ帝国において最強のプレイヤーは白猫だ。よって、「彼女を守る」という状況が成立する機会は極めて稀だ。それでも一応、護衛を置くのは、白猫というより彼女の隣にいる検索士サーチャー──コゲを守るためのものだ。なぜだか白猫はコゲを気に入っている。

　交戦開始の直前、黒猫は三階建ての民家の屋根に立っていた。

　──平穏もＰＯＲＴも、ろくに動きはしないよ。

　と、白猫が言った。

　根拠は尋ねていない。だが、彼女の直感はよく当たる。そして直感と五感をできる限りスムーズに繫つなげるのが、うちのやり方だ。

　──まず動くのはブルだ。うちはブルを叩たたく。

　そう白猫が感じ、黒猫はその言葉を信じた。ならそれがすべてだ。白猫を、まるで自分自身の本能のように扱えばいい。少なくとも今は──白猫が象徴となった今は、彼女の言葉のままに振る舞うことがうちの在り方だ。

　ぶら下げるように右手でつかんだ端末から、コゲの声が聞こえた。

「ブルドッグスからキネマ俱く楽ら部ぶに対し、宣戦布告がありました」

　黒猫は返事をしなかった。

　関節を動かして身体からだをほぐしながら、ブルドッグスの陣地をみつめていた。

　コゲが続ける。

「開戦まで、残り三分。カウントダウンは一〇秒前から──」

　端末に向かって、黒猫は一方的に告げる。

「消防車一台、下本町通り。先殴りだ」

　開戦を待たずブルドッグスが動く可能性は、秋あき穂ほが繰り返し口にしていた。黒猫もそれを想定してメンバーを配置している。だから驚くことではない。来るとわかっている先制攻撃への対処は難しくない。銃も大型の自動車もそれなりの戦力ではあるけれど、こちらの陣地まで引き込んでしまえば、能力の方が強い。

　──妙だ。

　と直感が言った。

　同時に端末から、白猫の声が聞こえた。

「妙だ。距離を取って壊せ」

「了解」

　短く答え、黒猫は駆け出す。

　屋根の端が目の前に迫り、端末の画面を叩く。強化ブーストの起動。黒猫は、というかミケ帝国のメンバーの多くは、速度を中心とした強化ブーストを使う。ついていきようもない白猫になんとかついていくために。

　屋根を蹴けった、最後の一歩で重力が薄らぐ。

　使用者を強化するこの能力には副作用がある。その副作用を簡単な言葉で表すなら、多幸感と全能感だ。肉体が人間ではない何かになる。黒猫はこの感覚が嫌いだった。幼いころから、人間の肉体の動かし方を学んできたから。これまでの基礎を踏み外すのが気持ち悪い。でも、便利ではある。

　思考さえ「強化ブースト」された世界は、間延びしてみえる。黒猫はほんの一瞬で、先ほど感じた違和感の理由をまとめた。

　──なぜ、このタイミングで先殴りがある？

　こちらがそれを警戒していることを、むこうの検索士サーチャーは勘づいているだろう。なら、囮おとり？　こちらの陣形を壊すのが目的か、誘導が目的か。どちらでもいい。解答はひとつだ。向こうの狙ねらいごと、目め障ざわりなものを壊せばいい。

　屋根から跳んだ黒猫の肉体は、割れたアスファルトに向かって落下していた。黒猫は重心をわずかに傾け、ブロック塀の頭を足の裏で弾いた。

　顔を上げる。視界は開けている。次、どこに足をつくのがもっとも効率的なのか、景色に点が打たれるようにみえる。最小限の動きでその点をふみつけていく。黒猫は合計で二万少々のポイントを持つ。うち、強化ブーストに振っているのは八割ほどだ。強化士ブースターは元々の肉体でその性能が変わるが、黒猫の場合、一〇〇メートルを二秒足らずで飛び越える。時速に換算すると二二〇キロほど。直線の最高速度では、新幹線には勝てない。

　目的の地点は、二〇〇メートルほど先の通りだった。ブルの消防車が走る道路の一本手前、ほんの狭い路地だ。膝ひざを折って塀の上に着地し、薄く目を閉じる。周囲の家屋で視認できなくても、相手の位置は音でわかる。

　タイミングを合わせ、ブルの消防車がチームの境を通過した直後に、全身を伸ばすように塀を蹴る。二階建ての家屋を跳び越え、ようやく赤い車体が視界に入る。黒猫は道路の反対側にあった電柱に足をつく。軽く身を屈め、両足でその電柱を蹴る。スキンヘッドの男が運転席に座っているのがみえた。だが、彼とは目が合わなかった。

　スキンヘッドは横を向いていた。走行中の消防車から飛び降りようとしている。黒猫はフロントガラスに右足の踵かかとを突き立てる。破裂音が鳴り、ガラスが弾けて飛ひ沫まつのように輝く。そのときにはもう、黒猫はまた宙に跳んでいた。遅れてスキンヘッドがドアを開き、アスファルトに転がった。

　──私に、気づいていたのか？

　わからない。が、予定通りに処理するだけだ。

　先ほど足をついた電柱が折れ、ゆっくりと傾いている。空中で黒猫は、その電柱に手をかける。腕、というよりは前足で跳ぶ意識で、電柱を突いて後方に加速した。反対方向に電柱も加速し、無人になった消防車にぶつかる。

　車体がひしゃげ、直後。

　消防車が、爆発した。

　ダイナマイトのようなものだろうか、車体に物理的な仕掛けがあったようだ。だが、あまり意味はない。爆発の規模はそれなりに大きなものだったが、すでに充分、距離を取っている。飛来する破片のいくつかを手で払った。傷もつかない。

　黒猫がアスファルトに両足をつくと、すぐ隣を、白い光が走った。身内の射撃シュートだ。その光が立ち上る煙を切り裂く。消防車の残ざん骸がいにぶつかったようで、がしゃんとうるさい音が鳴った。乗っていたスキンヘッドの姿は、煙のせいでよくみえない。音もよく聞こえなかったが、肌の感覚で動いている気配は察した。

　──爆発は、煙幕代わりか？

　身の危険は想像できない。だがとりあえず、黒猫は民家の屋根に向かって跳ぶ。遅れて、ぱん、ぱんと間抜けな音が聞こえた。スキンヘッドが銃を撃った。でもその弾は見当違いの方向に飛んでいく。

　屋根から見下ろすと、ようやくスキンヘッドの姿がみえた。彼はすでに引き返し、通りの向こう──ブルドッグスの領土まで戻っている。

　──ずいぶん、逃げ腰だな。

　先制攻撃には向かない態度だ。

「開戦まで、残り二分です」

　と、端末の向こうのコゲが言った。

「それから──」

「みればわかる」

　コゲの声を、黒猫は遮る。

　通りの奥から消防車が三台近づいてくる。さらに後ろには、数台のパトカーも並んでいるようだ。

　その光景は少なくとも、まだ立ち上る爆発の煙にはよく似合っていた。


＊



「ブルドッグス、動きました。ミケは上手に対処したようです」

　とパラポネラが言った。

　トーマは軽自動車のボンネットに腰を下ろし、自身の端末を覗のぞいていた。

「被害は？」

「死者はゼロ。怪け我が人にんはわかりません。物損は、少なくとも消防車が一台」

「上出来だね」

　今日の戦いで、死者がでないということはないだろう。でも、極力、無意味な死は減らしたい。

　続けてパラポネラが報告する。

「こちらから指示した通り、ブルドッグスはミケ帝国とのチーム境に戦力を固めました。ミケ側はやや分散していますが、全体的に、ブル寄りの配置になっています」

　まずは予定通りと言っていいだろう。見かけ上は複数のチームが入り乱れる戦闘だが、少なくとも開戦直後は、シンプルなブル対ミケの構図になるはずだ。

「どうしますか？」

　尋ねられて、トーマは答える。

「様子をみるよ。まずブルとミケがやり合う。たぶん結果は、一方的だろうね」

「どちらの？」

「もちろんミケが強い」

「これまでの戦績では、二チームはほぼ互角です」

「それはミケの方に、ブルを落とす気がなかったからだよ。今日は違う。確実に、ブルは戦力を削られる。そうなると平穏が動く」

　とはいえ平穏も、自由にミケと戦えるわけじゃない。猫ばかりを追いかけていると後ろからＰＯＲＴが攻めてくる。今は大枠では、平穏とブルが、ＰＯＲＴとミケがそれぞれ手を組んでいる状況だ。そして平穏よりもＰＯＲＴが、ブルよりもミケが強い。ならどちらの陣営が勝つのかは自然に答えが出る。

　──ポイントは月生だ。

　月生を使って、ＰＯＲＴの動きを止める。このタイミングが難しい。

　早すぎると、戦況が平穏とブル側に有利に傾く。そうなるとＰＯＲＴがどう動くかわからない。最悪なのは月生を無視して攻勢に出るパターンだ。実のところ、それがＰＯＲＴにとっては最善手なのだから。月生は、本気でＰＯＲＴと戦おうとはしないだろう。そのことに気づかれてしまえば、ＰＯＲＴの足を止めるものはなくなる。

「時間です」

　とパラポネラが言った。

　同時に、トーマの端末に長いシステムメッセージが届く。平穏な国、ＰＯＲＴ、ミケ帝国、ブルドッグス、架か見み崎さき駅南改札前、それからキネマ俱楽部。この六チームの戦闘開始を告げるメッセージだ。平穏やＰＯＲＴはチームを複数の部隊にわけているから、参加チーム数だけでみるとさらに膨大な数になる。

　──なんにせよ、まずはミケ対ブル。ブルが追い込まれて、平穏が動く。

　ここまでは決まっている。

「本部の、高こう路ろ木ぎさんに連絡を。できれば内緒話をしたいな」

　被害をなるたけ少なく抑えるためには、平穏な国を上う手まく操る必要がある。


＊



　コゲのカウントダウンがゼロになる直前、黒猫はもう動いていた。

　遅れて、彼の声が「開戦しました」と告げる。黒猫はすでに戦場の先端にいる。

　強化ブーストはポイントでいくつかのパラメーターを伸ばせるが、ミケ帝国はまず速度を、次に感覚を重要視する。肉体の強きょう靭じんさは最低限だ。つまり全力で地を蹴っても切れない腱けんと、その速度で突き立てても壊れない拳こぶしがあればいい。

　黒猫は第六感を信じない。だが五感が重なり合う場所を、六つ目の感覚器官のように錯覚することはある。自身の身体がどう処理しているのか、正確にはわからなかったが、今は前後左右にかかわらず二〇メートル以内で起こっていることはすべて正確に把握できていた。右後ろにふたり、左後ろにひとり、仲間がいる。さらに後方に三人。前方の敵は強化士ブースターが八人、射撃士シューターが五人。

　まず味方の射撃士シューターが撃った。狙いは敵の射撃士シューターだ。乱戦では、強化士ブースターがオフェンスを、射撃士シューターがディフェンスを担当するのが定石だ。射撃シュートで敵の強化士ブースターの足を止め、自分たちに有利な戦場を作る。ミケ側が敵の射撃士シューターを狙うのは、それをさせないこと──つまり、強化士ブースター同士が殴り合う戦場を作ることを目指すからだ。

　──だがうちは、射撃シュートが上手いとはいえないな。

　三本の光線のうち、二本は軽く躱かわされ、一本はそもそも狙いを外している。向こうは、新人が混じっているのだろうか、ひとりだけばたついたが残りは落ち着いたものだ。

　ブルドッグスの、四人の射撃士シューターが同時に撃つ。うち三人は黒猫を狙っている。正面から黒猫を撃つのがひとり。あとのふたりは黒猫の回避を予想し、左右を塞ふさぐように。

　開いているのは上だけだった。黒猫は素直に跳んだ。連射される射撃シュートを、信号機に手をかけて、馬跳びの要領で加速してさらに回避する。次に目の前に現れたのは、つまらない光の筋ではなかった。スキンヘッドの男──黒猫が壊した消防車を運転していた男が、笑みを浮かべて目の前にいた。

　──悪くない強化士ブースターだ。

　こちらの動きについてきたのだから。充分に速く、力も強そうだ。

　スキンヘッドの右腕が黒猫の首に伸びた。体勢が不安定な空中では、打撃よりも摑つかみ技が有効だと判断したのだろう。その手の小指に、黒猫はてのひらを押し当てる。強化ブーストは掛け算だ。ポイントでいくらでも伸ばせるが、相対的には、元々弱いところがやはり弱い。手のひらで彼の指の骨が折れたのを感じる。振り払われた形になり、スキンヘッドの身体が流れた。黒猫は身体を回転させみぞおちに左肘ひじを打ち込む。感触でわかる。身体の芯しんまで、深く入った。

　スキンヘッドの身体が、衝撃で離れていこうとする。黒猫は彼のシャツをつかむ。肉体はようやく落下を開始する。敵の射撃シュートを一発、スキンヘッドの背で受けて、それから足の裏がアスファルトに触れた。

　黒猫はスキンヘッドの身体を、右側に突き放した。そちらから迫っていた敵の強化士ブースターが、慌ててスキンヘッドを受け止めた。その強化士ブースターの顔面を、ミケ帝国のひとりが踏みつけて跳んでいく。

　──さて。

　と、黒猫は考える。

　──射撃士シューターを目指すか。

　上手く狩れればよいが、結果はそれほど重要ではない。黒猫には理想とする姿がある。まだまだ届かない理想だが、相手からは多少はそれに似たものにみえることを知っている。

　存分に、派手にいこう。敵がこちらばかりをみるように。

　黒猫が狙われれば狙われるだけ、仲間の自由と安全が増えていく。

　まっすぐに、敵陣を突っ切る方向に駆け出したそのとき、ぎゅん、と音が聞こえた。エンジン音。並んだ消防車のあいだを縫って、一台のパトカーが走ってくる。

　──特攻？　また、あのダイナマイトか？

　だが、爆発しようが、知ったことではない。先ほどと同じように軽く躱せる。

　黒猫はまず横に跳んだ。

　パトカーの動きは緩慢だ。どうとでも仕留められるはずだった。だが。

「回避──」

　と、端末から声が聞こえた。コゲの声だ。

　黒猫は壁を蹴り、加速してパトカーに迫るつもりだった。目の前でそのパトカーが、不意に速度を増す。機械として違和感のある動きで、ぬるりとこちらに迫ってくる。

　黒猫は咄とっ嗟さに、壁についた足の角度を変えた。肩を回して強引にバランスを取り、できる限り真上に跳ぶ。間もなく、パトカーの車体が、民家の外壁をえぐりとった。スコップで土を掘るように。車体の方は、少しも傷ついていない。

　そのあいだも端末からは、コゲの声が聞こえていた。

「──してください。その他能力オリジナル。車体に強化ブーストを使っています」

　遅いんだよ、と黒猫は空中で顔をしかめる。

　──少し、面倒だ。

　無理をしたせいで、足を捻ひねったようだ。


＊



「黒猫、一時的に距離を取りました。それに合わせてうちのメンバーは散開しています」

　感情の起伏のない声で、コゲがそう言った。

　白猫はつまらなそうに頰ほお杖づえをついている。

「怪我か？」

「足首を痛めたようです。すぐに回復を」

「向こうの動きは？」

「黒猫を追っています」

「なら放っておけ。黒猫はこっちを誘い出す餌えさに使われているんだよ。回復能力者が近づけば、そちらから狙われる」

　学校の屋上だ。

　椅い子すに座った白猫とコゲを、一〇人ほどが取り囲んでいる。三人がミケ帝国の護衛で、残りはキネマ俱楽部の面々だった。

　秋穂は少し離れた位置に座り込み、シャープペンシルを握ってノートを開いていた。でも、ページはまだ白紙だ。それよりも白猫とコゲのやり取りが気になっていた。

　──意外だ。

　白猫の立ち位置のことだ。彼女はあくまでチームの象徴で、指揮権を持たない。そのはずだ。なのに戦闘が始まると、白猫は全権を握っているように振る舞う。

　同じ疑問を、コゲが指摘した。

「指揮権を持っているのは、貴女あなたではありません。黒猫です」

　白猫は平然と返す。

「あいつが援軍をよこせと言ったか？　そうでなければ余計なことはするな。これくらい勝手に立て直すよ」

「ですが黒猫の武器は、第一に脚力です。そこが損なわれては──」

「お前になにがわかる？」

　珍しく、不機嫌そうに白猫が目を細める。

「お前にあいつの、なにがわかる？　データだけでわかった風な口を利きくなよ」

　彼女が同じ言葉を繰り返すというのも、珍しいことではある。

　だが白猫は間もなく、ふっと息を吐き出し、笑った。

「お前は真ま面じ目めだな。だが、生真面目なのも私情は私情だ。良いことばかりじゃないぞ」

　コゲが口元に力を込める。

「はい。ですが、私のミスです」

「そんなわけあるか。お前は私の指示に従っただけだ」

　秋穂はようやく、ふたりがなにを言い争っていたのか理解した。

　──敵に、その他能力オリジナルがいる。

　コゲはそれをまず黒猫に伝えなければならなかった。だが、遅れた。理由は単純だ。彼はブルドッグスの分析と平行して、別の仕事を与えられていた。平穏な国のその他能力オリジナルの解明だ。

　白猫が続ける。

「心配いらないよ。黒猫は少しくらい弱っていた方がいい」

　元気なうちは先走り過ぎる、と彼女は笑う。

　秋穂は軽く息を吸って、口を開く。

「いえ。今のは明らかに、流していいミスじゃないでしょ」

　白猫とコゲ、のみならず、その場にいた全員がこちらを向く。ノートを閉じて、秋穂は立ち上がった。

「意識が回り切らなかったコゲさんのミスでもあるし、作業の割り振りを間違えた白猫さんのミスでもあります。なんにせよ、改善が必要です」

　白猫は楽しげに言った。

「そもそもうちは、戦場では検索士サーチャーを頼らない。まどろっこしいからな。だからいちばんは、相手の力を読み切れなかった黒猫のミスだ」

　彼女は反論されるのが好きなのではないか、と思うことがある。白猫についてそれほど詳しいわけではないけれど、自分とは違う考え方に興味を持つのだろう。

　だからかまわず、秋穂は首を振る。

「ミケ帝国の考え方なんか、知ったことじゃありません。もしミケ帝国が負けちゃうと、私たちも超ピンチですから、くだらないこだわりは捨ててもらいたいです」

「キネマのことなんか、それこそ知ったことじゃない。コゲには平穏な国の調査を優先させる。そちらに気を配るべきだと、私の直感が言っている」

「はい。それはかまいません。コゲさん以外の検索士サーチャーは？」

「もうひとりいるが、戦場に出ている。黒猫ほどは信頼できないメンバーもいるからな。そっちに付きっ切りだ」

「なら、うちからひとり出しましょう」

「キネマ？」

「知りませんでしたか？　うちは元々、検索サーチに特化したチームなんですよ」

　実は秋穂もよく知らないが、以前に聞いたことがある。キネマ俱楽部は銀ぎん縁ぶちという優秀な検索士サーチャーが作ったチームだ、と。

「コゲさんは平穏な国に集中してください。うちのリャマさんが、黒猫さんにつきます」

　やっぱりオレかよ、とリャマがぼやく。

　白猫はコゲに目を向けた。

「どう思う？」

「黒猫が受け入れるなら、かまいません」

　顔では普段通りに笑いながら、秋穂は内心で考える。

　──この話が通ったなら。

　リャマが堂々と検索サーチを使える。おまけに黒猫の状況をほぼ正確に知ることができる。

　──私だって、考える材料が手に入るかもしれない。

　闇やみ雲くもに手を伸ばしているだけだ。溺おぼれかけて、水面の方向もわからずに、必死に空気を求めているようなものだ。それでも今は情報が欲しい。
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　珍しく、ウォーターがやる気になっている。

　そのことが高路木には不思議だった。

　──いや。不思議に感じる方が、不思議か。

　架見崎中を巻き込む大戦闘が始まったのだから、誰だってその気になって当然だ。それでもあの少女だけは、こんなときでさえ無関心を貫くのではないかという予感もあった。

　その予感は外れたようだ。開戦直後から、ウォーターとの通信が繫がりっぱなしだ。

　端末の向こうで彼女は言う。

「ＰＯＲＴとミケ、どちらが相手でもかまいません。オレの部隊を前線に出してください。早くしなければ手遅れになります」

　やはり、彼女がこんな風に戦いたがるのは意外だ。

「手遅れとは？」

　と高路木は尋ねる。

　ウォーターは笑えるくらいに自信に満ちた声で答える。

「ＰＯＲＴが本腰を入れます」

「そうなれば、うちは負けるか？」

「オレに任せてくれればなんとかしますよ。だからはやくうちの部隊を動かせ、と言っているんです」

「君はどう動く？」

「状況に合わせて。話して聞かせても仕方ないでしょう？　昼の会議を忘れたんですか。オレは繰り返し、月げっ生しょうが動くと言った。誰も信じなかったけれど、実際にそうなった」

　──オレは信じていたよ。半信半疑ではあったけどね。

　と、高路木は言ってやろうかと思った。だが止めた。

　高路木とウォーター──教会に設置された本部と第八部隊の通話は、大勢が聞いている。この場だけでも二〇人ほどがいる。発言には注意が必要だ。とくに今、ウォーターとの接し方は難しい。

　月生に宣戦布告をさせた。これが、成果として鮮烈すぎる。実際にあの出来事が、ＰＯＲＴの動きを縛りつけている。この戦闘の終了後、ウォーターは確実に価値を増すだろう。何人かがすり寄り、何人かが押しつぶそうと躍起になるはずだ。

「高路木さん。貴方あなたのことは信頼しています。ご決断いただけませんか？」

　ありがたい話だ、と内心で笑う。

　高路木もウォーターを評価していた。チームのナンバー２を譲るつもりはないが、できるだけ仲良くしておきたいと思っていた。だが、今の彼女は明らかにおかしい。

　──貴方のことは、じゃないだろ。

　なら、いったい誰を信頼していないというんだ。筒抜けの会話で使っていい言い回しではない。この通話で気を悪くしたチームの権力者は、何人もいるはずだ。

　あくまで平穏のナンバー２として、高路木は答える。

「具体的な作戦があるなら、正規の書式に従って概要をまとめてください。こちらが責任をもって、リリィに提出いたします」

　高路木としては、こんな通話、さっさと切ってしまいたかった。

　そうしなかった理由はひとつだ。高路木はまだ、ウォーターを判断できていない。

　──ただ熱くなっているだけなのか。それとも熱いくらいに冷静なのか、わからない。

　言動だけなら、さらなる手柄を求めて状況も理解せずべらべらと喋しゃべり続けているようにみえる。だがそれは、あまりに彼女のイメージから外れる。水は冷たいものだ。はっきり彼女の狙いがわからなければ、高路木としても、彼女を取り込むべきなのか押しつぶすべきなのか判断できない。

　ウォーターが尋ねる。

「ブルドッグスの状況は？」

「よくないな。押されているよ」

「ほら。手順を気にしている場合じゃない。重要なのは速度です。オレの部隊を使ってください」

「うちの戦力は、貴女だけじゃない」

「なら、ほかの誰が動くっていうんですか？」

　つまらない会話を続けながら、高路木は周囲──平穏な国全体の本部となった作戦会議室を見渡していた。わずかにドアが開き、ひとりの男が退室したのがみえる。

　──シモン。

　語り係、シモン。

　ふ、と高路木は笑う。

　通話先のウォーターが、ほんの一瞬、沈黙した。

「どうかしたんですか？」

「いや」

　もしも彼女の狙いがこれだったなら、出来過ぎだ。あの、まだ幼くさえみえる少女が、本当にこのチームの実権を握ってもおかしくない。

　高路木は答える。

「シモンが退室したようですから、どこに行ったのかなと思ってね」

　ウォーターが、普段は表に出さない少女の声で、「そう」とつぶやく。それで高路木は確信した。

「ともかく、作戦があるなら──」

「正規の手順で。わかりましたよ。ですが本当に危なくなったら、オレの部隊を使ってください」

　そう言って、ウォーターはあっさりと通話を終えてしまう。

　決まりだ。出来過ぎの方だ。

　ウォーターの通話の相手はシモンだった。高路木に語りかけるふりをして、彼を挑発していた。理由は明白だ。

　──平穏な国に、一一番目の部隊を使わせる。

　なかなか難しい判断だが、たしかに、出し惜しみしていい状況ではない。

　──ウォーター。ようやく、お前を判断できたよ。

　この歪ゆがんだチームには似つかわしくない、冷静で優秀なプレイヤーだ。きっと、本来、彼女のような人間がリリィの隣には相応ふさわしい。
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　そのときリリィはベッドに寝転がり、ウサギのぬいぐるみの耳と耳のあいだに顎あごを載せて、アクションゲームをプレイしていた。本当はもっと物語性の強いＲＰＧなんかが好きだけど、ループのたびにデータが消えてしまうから、こつこつ進めるゲームはやる気にならない。

　ノックの音が聞こえて、慌てて携帯ゲーム機を枕の下に隠す。それから身を起こして、表情を消した。返事はする必要がないと言われている。

「失礼いたします」

　そう声が聞こえてから、ドアが開いた。現れたのはシモンだ。

　それでリリィは、安あん堵どの息を吐き出す。シモンは唯ゆい一いつ喋っても良い相手だから、少し気楽だ。

　もちろん平穏な国はリリィのためのチームだ。我わが儘ままは通る。たとえば月に二度ほど、ウォーターを呼んで話をしている。でも我儘を言うのは、少し疲れる。

　シモンは銀色の盆に、純白の布で包んだ、平べったいものを載せていた。それはリリィの端末だ。

「ご報告があって参りました」

　と彼が言った。

「なに？」

「戦闘が発生いたしました」

　いつ以来だろう？　わざわざ戦うなんて馬ば鹿かげたことが起こるのは。もう何ループも聞いていない。

　リリィは顔をしかめる。

「もしかして、誰かが亡なくなったの？」

　シモンは即座に否定した。

「いえ。今回のループでも、私たちのチームは死者を出していません」

　リリィは人を生き返らせる能力を持っている。でも平穏な国はずいぶん長いあいだ、死者を出していない。使う機会もなかったから実感しづらいけれど、持っているはずだ。とはいえ、あとで生き返るとしても、誰かが死ぬのはやっぱり嫌だ。

「どこと戦っているの？」

「ミケ帝国です」

「そう」

　名前は聞いたことがある。平穏な国に比べれば、ずっと小さなチームだったはずだ。

　シモンが表情を曇らせる。

「我がチームが敗れることは、万が一にもありません。ですが──」

「わかった。手伝ってもらう」

「はい。ありがとうございます」

　シモンが銀色の盆を差し出す。リリィはその上に載っていた白い布をつかみ、端末を取り出した。

　──どうして、わざわざ戦うのよ？

　こちらは平穏に生きているだけなのに。悪いのはミケ帝国というチームだ。どんな事情があるのかは知らないが、戦いでなにかを得ようとすることが愚かだ。

　──嫌い。なくなっちゃえ。

　リリィは能力を使用する。

　直後、ベッドの上に座っていたウサギのぬいぐるみが、ぴくんと耳を起こした。

　その頭を、リリィは乱暴に押さえつける。

「あなたはいいの。ここにいて」

　それでウサギは、自身の役割を理解したようだった。なんだか安心したように耳を垂らす。そのウサギを両腕で抱えて、リリィは壁の向こうを睨にらんでいた。

　悪い奴やつは、みんな壊れてしまえばいい。

　それで、この世界は平穏だ。
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　リャマ、という名前だったか。

　キネマ俱楽部の検索士サーチャー。悪くない腕だ。

　純粋に敵チームのデータを奪い取るだけであれば、コゲが上だろう。彼の方が速いし、情報量も多い。だが戦場に向いているのはリャマかもしれない。リャマから得られる情報は少ないが、代わりに、ちょうど欲しいものを差し出してくれる。

「敵、三〇〇メートル後方」

　とリャマが言った。

　黒猫は笑う。

　──そんなわけあるか。

　先ほどから敵に追い回されている。能力で強化されたパトカーだ。リャマはこちらの意図を理解して、あのパトカーを除いた敵の位置を報告してくる。

　珍しく、黒猫は検索士サーチャーに尋ねた。

「何秒だ？」

　他の敵が追いついてくるまでの時間だ。できるだけ、あのパトカーには一対一で対応したい。

　こちらの質問を予想していたように、間髪入れずにリャマは答える。

「最短で七秒。ですがミケの兵隊が足を止めています」

　なら、こないと考えていい。あちらの強化士ブースターより、こちらの強化士ブースターが優秀だ。

「射撃シュートは？」

「射線、通っていません」

「貫通は？」

「ふたり撃てますが、射程外。ジャミング入れます？」

「いや、いい」

　射撃シュートは強化すれば、建物を貫通して敵を撃つこともできる。だがみえない相手を撃つには、能力でその位置を知る必要がある。だから大抵、検索サーチと組む形になる。

　ジャミングはその検索サーチの目をかすませる手段だ。単純にいえば、検索士サーチャーはジャミングが使われた範囲の情報を拾えなくなる。実際にはもう少し複雑なことが起こっているらしいけれど、黒猫もよく理解していない。

　──なんにせよ、キネマにそこまで頼れない。

　ジャミングはそれなりに高いと聞く。獲得に多くのポイントを必要とし、使用回数は少ない。それを使えといえるほどの関係ではない。

「最後にひとつ教えてくれ。パトカーの窓は、防弾ガラスなのか？」

　さすがにそこまでは調べきれていなかったのだろう、リャマが言いよどむ。

「強化された車の窓は、銃弾くらい止めるでしょう」

「そんなことは聞いていない。単純に、物質として硬いのかと聞いている」

「一般的なパトカーは、通常の車のガラスと同じものだと思いますが──」

「そうか」

　ならいい。

「やる」

「はい。気になることがあれば、報告します」

　そう言い残して、リャマは沈黙した。

　他チームの検索士サーチャーと組むなんて、もちろん初めての経験だ。妙な高揚感があり、少し心地よい。

　黒猫は、民家の屋根の上を走っていた。

　パトカーは下の道路だ。五メートルほど後方。

　捻った足首は？　少し、痛む。痛み自体は無視できるレベルだが、腫はれてきたのだろうか、違和感があった。繊細な動きは難しく、反応もやはり鈍い。普段通りの走り方はできない。

　でも、そんなことよりも、自身の心境の変化に黒猫は戸惑っていた。

　──まさか、キネマに頼るなんてな。

　いや、意外でもないか。黒猫は自分が弱い人間だと知っている。ただ強く振る舞おうとしているだけだ。まるで白猫のように。あの傍若無人な女王のように。

　パトカーに向かって跳ぶ。その屋根に着地する。

　──私のは、ただのふりだから、すぐにメッキが剝はげる。

　独りきりが怖くなる。頼れるものには頼りたくなる。軽く足を捻っただけで、私は白猫ではないのだと思い知らされる。

　パトカーは黒猫を振り落とそうと、さらに加速する。黒猫は身を低くして、肘をパトカーの屋根に打ちつける。硬い。だが、わずかにへこんだ。まったく無傷というわけでもないらしい。

　──白猫なら、どうしたかな？

　きっと、もっと華麗で。圧倒的で。能力で強化されたパトカーなんてものじゃ、相手にもならないだろう。簡単にひっくり返して、装甲を切り裂いて、間もなくこんな玩具おもちゃのことなんか忘れてしまうだろう。

　一方で黒猫の戦い方は、自分でも笑えるくらいに無様だった。なんとか屋根にしがみついて、そこに繰り返し肘を打ちつける。幼い子供が泣きながら駄々をこねているようでもある。その肘がじいんと痺しびれ、感覚がなくなりつつあった。強化士ブースターであれ、痛みを感じないわけではない。

　だが、愚直に同じ行動を続ける。少しずつ屋根のくぼみが大きくなる。いつか、穴が空くだろうか？　あまり想像できない。

　やがてリャマの声が聞こえた。

「戦闘範囲外まで、五〇〇メートルを切りました」

　どうやらこのパトカーは、チーム境の外に向かって走っているらしい。ここはミケの領土だが、先にメアリー・セレストという名前の中堅チームがある。領土の外に出てしまえば、黒猫もパトカーの運転手も、共に能力を使えなくなる。

「残り三〇〇、二五〇──」

　リャマがカウントダウンする。

　黒猫はかまわず、パトカーの屋根に肘をぶつけ続ける。

「一〇〇、五〇──」

　領土外に出れば、生身の女とパトカーだ。戦いようもない。

　──と、思ったか？

　怖いよな。ずっと、屋根を叩かれているのは。もしかしたら、と思うよな。穴が空いてしまったら、身を守るものがなくなるんだから。なんとか黒猫を振り落とそうとするのが自然だ。そのために、領土の外に出て能力の効果を消すのも、自然だ。

　黒猫はミケ帝国の領土ぎりぎりで、後方に跳んだ。パトカーだけが戦闘範囲から出る。これであれは、ただの車だ。

　空中で、黒猫は拳けん銃じゅうをかまえていた。以前の戦闘でブルドッグスから奪ったものだ。続けて撃つ。一発目で後部の窓ガラスに派手な割れ目が走り、二、三発目で砕けて散る。そのまま撃ち続けた。拳銃を撃つのは初めてだったが、強化士ブースターの身体能力で、あの大きな的に当たらないということはない。

　パトカーのシートは、銃弾を防ぐのに充分な強度はなかったようだ。

　運転手が血を流しながら、前のめりに倒れるのがみえた。そのままパトカーはずいぶん走り、民家の壁にぶつかった。

　弾を撃ち尽くした銃をアスファルトに落とし、黒猫は尋ねる。

「戦況は？」

　間もなく、リャマの声が聞こえた。

「不明」

　不明？　思わず聞き返す。

「どういうことだ？」

「北側の前線が、正体のわからない攻撃を受けています。検索サーチにかからない。被害だけが出ています。死者二名──いや、三名。負傷者は把握しているだけで五名」

　なんだ、それは。どうして。

　リャマは言った。

「おそらく平穏の、第一一部隊だと思われます」
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　高レベルの検索士サーチャーは自分の視界を持っている。肉眼とは違った視点で架見崎を眺める。そのイメージは、検索士サーチャーによって様々だ。

　コゲは自身が、あまり検索士サーチャーとしてのセンスがないことを知っている。

　検索サーチを使ったときにみえる景色が、現実と大きく違いはしない。つまり頭が固いということなのだろう、検索サーチに最適化した形に情報を置き換えられていない。だがポイントだけはそれなりに持っているから、できることは多い。

　能力を使ったとき、コゲは架見崎が色彩を失ったように感じる。まっ白な空間に線画で景色が描かれているイメージに近い。人も物も。近くのものは正確にみえるが、遠くは線と線が重なり合い、黒く塗りつぶされている。線に近づいて触れると、数値の羅列が現れる。とはいえ、実際に肉体を動かすわけではない。モニタ上でポインタを重ねるように、意識だけを移動させる。ある数値は激しく変動しており、別の数値はほぼ一定を保っている。その数値を上手く読み取れば、通常では知り得ない情報を知ることができる。

　肉体はミケ帝国の学校の屋上にあるままで、コゲは意識を周囲に広げていた。本来なら変動するはずのない数値──たとえば壁や地面など──のいくつかが小刻みに揺らいでいる。別の検索士サーチャーがアクセスしているときの挙動だ。今日はその揺らぎが多い。大規模な戦闘で、多くのチームの検索士サーチャーがあれこれと調べまわっているのだろう。

　コゲが目指しているのは、リリィだ。彼女のその他能力オリジナルを解き明かさなければならない。だが、平穏な国の北部──あのチームの本拠地が置かれた、教会のある辺りはぐじゃぐじゃとランダムに引かれた線で塗りつぶされてみえる。ジャミングの一種だ。近づいてみると不規則に数値が変化している。事実から乖かい離りした、目くらましの数字だとわかる。

　本当に優れた検索士サーチャーは、ジャミング越しでも必要な情報を抜き取るらしい。そう聞いたことがある。理屈は理解できた。ジャミングの人工的な数値の変動に囚とらわれず、現実と繫つながっている数値のみを拾い上げればいい。だがコゲにはそれを見分けられない。まっとうに、このジャミングの奥に進むなら、すべての数値をひとつずつ分析して仕分けていく必要がある。これはまったく架空の数値。これは現実の数値だが値がいじられている、こちらはそのまま素直に読み取ればいい──という風に。あまりに時間がかかる方法だ。

　──より、効率的なルートはないか？

　コゲが悩んでいると、ミケ帝国の領土に明らかな異常が発生した。数値が派手に乱れていく。だがその発生原因がみえない。透明人間が透明なバットを振り回しているようだ。

　──第一一部隊が動いた。

　正体不明の、データに現れない「平穏な国第一一部隊」。もう使うのか。ずいぶん、早い。あれは平穏の切り札ではなかったのか。

　コゲはそちらに向かう。チームメイトが、ひとり死んだことがわかり、顔をしかめる。続けてもうひとり。さらにもうひとり。

　酸素が薄くなったような不快感にとらわれた。急がなくてはならない。第一一部隊の構造を読み解くことには意味があるはずだ。

　現地──ミケ帝国の北側に到達すると、多少は状況を理解できた。

　人型の物質が七体ほど動き回っている。でも、人間ではない。生き物としての数値を持っていない。なんらかの能力が使われているようだが、それもあからさまではない。

　──たとえば、ロボットのようなものか？

　人型の物質を遠隔操作して戦っている。これが、第一一部隊の正体だろうか。コゲはその人型に向かって、ジャミングを撃つ。辺りの数値がぐにゃぐにゃと変化する。なにか通信で動いているなら、これで無力化できるかもしれないと思ったのだ。

　だが。

「無駄よ」

　何者かに声をかけられた。もちろん肉声ではないが、はっきりとしたメッセージがコゲに届いた。別の検索士サーチャーだ。そのメッセージが届いたルートを逆に辿たどり、コゲは間もなく正体に行き当たる。

「パラポネラ」

　面識はないが、そういう登録名のようだとわかる。所属は平穏な国の第八部隊。おそらく女性だろう。だが、違和感のあるデータだ。改ざんの跡がある。

「へぇ。感度がいいのね」

　とパラポネラが言った。本当に感心しているようだ。

「技術はありませんが、スペックだけは高い検索サーチを持っているのでね」

「あの能力、辿れる？」

　人型を動かしている能力。それはおそらく、平穏な国の教会から伸びている。ジャミングの中でもその線を見失わなければ、目的の場所まで到達できるかもしれない。でも、向こうの検索士サーチャーも丁寧に偽装を施している。似た線を何本も絡からませている。

「やってみなければわかりません。貴女は？」

「私は、自由には動けない。シモンに気づかれたくない」

「どうして身内を探るんですか？」

「なんだっていいでしょ」

「ウォーター」

　おそらく、彼女からの指示だ。パラポネラはその名前を意識した。

　パラポネラは驚いたようだった。

「本当に感度がいいのね」

「深くは探りません。話があるんでしょう？」

　ウォーターは特別な名前だ。こちらを多少、友好的にさせる。

「私が貴方をサポートする。代わりに貴方の痕こん跡せきを、私の隠れ蓑みのにさせてもらう。一緒にリリィの元まで向かいましょう」

　とくに迷いもせず、コゲは頷うなずく。

「わかりました」

　もちろんこれが、なんらかの罠わなだという可能性もある。疑い始めればきりがない。だがミケ帝国はこんなとき、本能に従う。
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　たとえば、キキという男がいた。

　二一歳で架見崎を訪れ、ループを三〇回ほど経験している。真面目な男だ。

　彼はミケ帝国の射撃士シューターだった。白猫と黒猫の影響で強化士ブースターが主力となるミケ帝国において、射撃士シューターの立場は弱い。あくまでサポートとしての立ち振る舞いを求められる。そのことに、キキはとくに不満を抱いていなかった。

　これは生来の、彼の性格なのかもしれない。

　キキは中学、高校と野球部に所属していたが、レギュラーメンバーに選ばれていた期間は中学三年生の数か月間だけだ。あとは黙々とベンチを温めていた。率先して雑用をこなした。練習の前と後にはグラウンドを均ならし、他の部員の個人練習につき合い、暇があればボールを磨いた。そんな生活が気に入っていた。キキは口下手だったが、誰かのために働くことが好きで、だから友達は少なくなかった。プライドの高いエースが愚痴をこぼすのも、冷静なキャプテンが表情を柔らかくするのも、相手は決まってキキだった。

　キキという名前は、当時のあだ名だ。苗みょう字じの終わりと名前の頭が共に「き」だったことに加え、ささやかな仕事を自らみつけ、率先して引き受けることが由来だった。気が利きく、から転じてキキ。キキはそのあだ名が気に入っていた。

　彼の性質は、架見崎でも好意的に受け入れられた。

　命を懸けた戦いと常に隣り合わせのこの世界において、寡か黙もくに、だがにこにことすべきことをこなす彼は一定の信頼を得ていた。キキは優しい男だ、と彼を知る誰もが言った。

　でもその評価は、少し的を外れているのではないか、とキキ自身は思っていた。

　彼が架見崎で黙々とこなしているのは、人を殺す準備なのだから。

　──オレは優しいんじゃない。ただ、誰かに感謝されるのが好きなだけだ。

　それはある意味では、他の大勢よりもずっとエゴイスティックな態度なのではないか。

　キキがその自己評価を話した相手は、ひとりだけしかいない。

　架見崎で出会った、強化士ブースターの女性だった。肉体年齢はキキよりもふたつ年上だが、彼女の方があとから架見崎に来た。それで面倒をみているあいだに仲良くなった。キキは奥手だったから、告白はしなかったが、恋人のような関係ではあった。

「貴方が自分のことをどう考えているのかなんて、どうでもいいじゃない」

　と彼女は言った。

「なんにせよチームのみんながそう言うんだから、貴方は優しいってことにしておきましょうよ。自分の評価と周りの評価が嚙かみ合っていないなら、だいたい周りの評価の方が正しいものよ」

　なるほど、その通りかもしれない、とキキは思った。

　でも彼女は自身の言葉と矛盾していた。彼女は童顔で、なぜだか下半身にばかり贅ぜい肉にくがつきやすい自分の身体からだを嫌っていた。チーム内では可か愛わいいと評判だったし、キキも何度もそう伝えたけれど、でもその賛美を頑かたくなに受け入れようとしなかった。彼女は白猫や黒猫のような、すらりとした体型に憧あこがれているようだった。

　──オレにとっては、あのふたりよりも君の方が魅力的だよ。

　と、キキは伝えたかった。

　それから、きちんと告白して、本当に恋人になりたかった。

　だが、それはもう叶かなわない。

　この戦闘で、キキはミケ帝国の、北側の前線に配置されていた。平穏な国の領土近くだが、そちらに動きはなく、東のブルドッグスばかりを警戒していた。なのに敵は北側から現れた。

　人間の肉体としては硬い、硬すぎる拳こぶしがキキの頭を吹き飛ばしたことに、彼自身も気がつかなかった。

　キキという男がいた。

　平穏な国の第一一部隊による、最初の被害者が彼だった。
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　香か屋や歩あゆむは、月生の手の中にある端末を覗のぞき込んでいた。

　頭上から月生が言う。

「一一部隊が動きましたね」

　画面上では接敵しないまま、ミケ帝国の戦力が削られていく。何人かが死んだことがわかる。そのひとつひとつで胸が重くなる。

　悲しい、というのとは違う。ただ、怖い。身体が震える。

　月生は、笑っているようだった。

「貴方でも、ひとりの死者も出さずこの戦いを終わらせることはできない」

　わかっている。そんなことは。

　でも香屋は首を振る。

「できたかもしれないんです」

　本気で、それを考えていたなら。トーマと協力し合い、「誰も殺さないこと」を目標に掲げていたなら、まったく違う戦い方もあった。だがそちらは早々に切り捨てた。あまりに細い綱渡りだったから。より大勢が死ぬ可能性が高かったから。香屋自身を、安全な場所に置くことができなかったから。

　いちばん安全な道を歩いているつもりだ。

　それでも、こんなにも怖い。架見崎が嫌いだ。泣きたくなる。

「次の見通しは？」

　月生に尋ねられ、香屋は答える。

「ＰＯＲＴが動きます。ブルドッグスに被害が出るでしょう」

「でもその前に私が動けば、被害を抑えられる」

　香屋は首を振る。

　月生は強力なカードだ。切るタイミングを間違えてはいけない。

「今、貴方がＰＯＲＴを止めれば、ブルドッグスが戦場に残ります。一一部隊とミケ帝国の戦いにブルドッグスも加わり、被害がより大きくなる」

「なるほど。ブルドッグスは、戦場から逃げ出す程度に傷つかなければならない」

「はい。そうした方が、最終的な犠牲者を抑えられます」

「貴方はまるで、神さまのようですね」

　馬鹿にされているのだ、ともちろんわかった。でも反論はしなかった。

　月生は続ける。

「神さまか、あるいは怪物のようだ。人が踏み込むべきではない領域に踏み込もうとしている。人々の生き死にを、思い通りに操るつもりなのだから」

「ええ。その通りです」

　強がって、香屋は答える。

「僕のために人が死に、僕のために人が生きるんです。誰だってそうでしょう？　誰だって。そんな風にしか、生きようがないでしょう？」

　頷いて欲しいわけじゃない。

　否定もいらない。返事なんか求めていない。

　月生が、香屋の心情を正確に理解していたのかはわからない。なんにせよ彼は、肯定も否定もしなかった。ただ質問を口にしただけだ。

「そんな風に我儘に、貴方はなにを目指すのですか？」

　決まっている。初めから。

　あのカエルに会い、能力のリストをみたときから。

「安全な世界ですよ」

　平穏な国。あのチームの名前は、好きだ。香屋が作りたいのもそれだった。欺ぎ瞞まんではない、本当に平穏な国。架見崎中をそんな風に作り替えたかった。

「誰も死なない。命の危険なんかない。現実よりも、ここにくるまで僕が生活していた世界よりも安全な架見崎を、僕は作りたい」

「そのために大勢を殺して、多くの血を流して進むんですね？」

「他に道が、ないのなら」

　ないはずがないんだ、と内心で叫ぶ。

　戦いを失なくすなんて、簡単な話だ。誰もがそれを止やめればいいだけだ。なんのコストもいらない。心の持ちようだけで達成できる目標だ。きっと大勢がそれを望んでいる。なのに、未いまだに誰も実現できていない。

　ここにいるのは馬鹿ばかりだ。

　香屋自身も含めて。だって香屋も、戦いを前提とした計画を立てているのだから。

　月生はしばらくの沈黙のあとで、ふいに言った。

「いちばん簡単に、世界からすべての犯罪を失くす方法を知っていますか？」

　唐突な質問だ。

　答えというより、月生の心情を考えながら、香屋は答える。

「法律を失くせばいい」

　たとえば架見崎に、犯罪はない。なぜなら法律がないからだ。物を奪っても、人を殺しても問われる罪がない。

　笑顔のままで、月生は頷く。

「貴方の話も、同じようなことではないのですか？　気を悪くしたならすみません。でもなんだか、そんな気がしたんです。貴方が想像している、誰も死なない世界は、誰も生きてはいない世界じゃないのですか？」

「全員殺せば、もう誰も死なない、ということですか？」

「さあ。でも誰もが貴方のようなら、貴方が作った平和な世界で、どんな生活を送るんでしょうね？　死なないことにばかりこだわる貴方は、本当に生きているのでしょうか」

　そんなの。

「知ったことじゃ、ありません」

　月生はきっと、生きる意味みたいなことを話しているのだろう。だとすればそんなの、知ったことじゃない。生命の意味なんて、それこそ神さまの領域だ。

　くだらない言葉遊びに興味はなかった。

　愛するアニメから教わった、世界の真理を口にする。

「生きながら死ぬことなんて、誰にもできないんです」

　ウォーター＆ビスケットの冒険、記念すべき第一話だ。そしてそれは、作品全体を貫くテーマでもある。なにがあろうと、どんな状況だろうと、それでもまだ生きている。この単純な事実がある限り、未来は可能性で満ちている。

　月生は、懐中時計を取り出した。電車の音はやはり聞こえなかった。

「貴方が本物の怪物なら。この架見崎を終わらせるほどの怪物なら、面白い。私はしばらく、貴方をみていたくなりました」

「それはよかった」

　本心だったが、自分の声が、奇妙に熱を持たずに聞こえた。

　ずっと寒気が身体の中心に居座って、ただ臆おく病びょうな感情を震わせている。
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　ダージリンのセカンドフラッシュは、マスカットのような香りがするそうだ。

　だがユーリイには、いまいちその例えがしっくりこない。鼻が悪いのかもしれないなと思っているが、残念ながら、架見崎に耳鼻科はない。

　そもそもビスコッティに紅茶を合わせたのが間違いなのかもしれない。本来ビスコッティというのは、コーヒーに浸して食べるものなのではないか。だがユーリイはすべての飲食物において、苦味を苦手としている。紅茶でも少し苦く、コーヒーはまったく受け付けない。幼いころは「歳としを取ればこれが好きになるんだな」と漠然と考えていたが、実際にはそうはならなかった。そもそも「苦手」という言葉に苦いという字を使っているのだから、それを嫌うのは当然だろう。好きだという方がおかしい。

　けっきょく、硬いビスコッティをそのままかじりながら、ユーリイは言った。

「知っていたかい？　猫というのは、決まった時間に餌えさを与えた方がいいみたいだ。気まぐれにやっていると、こちらを飼い主だとは思ってくれないらしい」

　手元にある「はじめての猫のしつけ方」という本に、そう書いてある。

　向かいで足を組んでいるタリホーが答えた。

「では、ミケに通話を入れる時間を決めておきましょうか」

「ああ。それから、しばしばおやつをあげるのも有効みたいだよ」

　タリホーは常に、ユーリイの傍に控えている。

　仕事中は隣か背後に立ち、こんな風な、プライベートな時間は向かいにいる。ユーリイとしては、いつも彼女が向かいにいてくれてもよかった。彼女の美しい足を眺めているのが好きだ。だが彼女の中には厳密なルールがあるようで、そう言っても聞き入れてくれない。──いや、もちろん足のことは話題に出さないけれど。ユーリイは、自身が礼節をわきまえた常識人だと信じている。

　少なくともタリホーは、優秀な秘書だ。

　スケジュールにミスはないし、我儘も叶えてくれる。こうして、ティータイムのお供のために、猫の飼い方の本も見繕ってくれた。この先も期待通りに仕事をこなすだろう。

　ユーリイは時計に目を向ける。午後三時五〇分──開戦から、まだ一時間も経たっていない。

　少し早すぎる気もするが、平穏な国が動いたならこちらも腰を上げざるを得ない。

「議会に、話は通っているね？」

「はい。ホミニニは好戦的ですから、向こうから動きたがっています」

「なら彼でいい。四時からだ。ブルドッグスの戦力を半減させろ」

「半分だけですか？」

「そう。半分だけ」

「わかりました。ですが、ホミニニが言うことを聞くでしょうか」

「だめならだめで、かまわない」

　体面上は、ホミニニもユーリイに従わないわけにはいかない。議会によって、ユーリイがこのチームの長であることが決定しているのだから。

「目先のポイント欲しさに、こんなことで僕に逆らうようなら、ホミニニは潰つぶれるよ」

　でも、そうはならないだろう。彼はそれなりに聡さとい男だ。ユーリイはホミニニを、ある意味では信頼している。好敵手である、という信頼だ。

　架見崎において最大の敵は、チームの内側にいる。それがＰＯＲＴというチームなのだと、ユーリイは考えている。
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　午後四時ちょうどに、トーマはモノと合流した。

　そのときトーマは、ペットボトル入りのメロンソーダを飲んでいた。それをみてモノが顔をしかめる。

「貴女あなたは、メロンソーダをそのまま飲むんですか」

　意味がわからない。トーマは首をかしげる。

「他にどうしろっていうの？」

「メロンソーダなんか原材料みたいなもんですよ。白いアイスを浮かべて、赤いサクランボを載せて。クリームソーダになって初めて飲食物です」

「そう？」

「ビジュアルでバランスを取らなければ、その病的な緑色をした炭酸に、いったいなんの魅力が残るっていうんですか」

　いくらでもあると思うけど。トーマはモノが言う「病的な緑色」だって好きだ。

　ペットボトルに口をつけて、答える。

「けっこう美お味いしいよ。甘くて、体に悪そうで」

「私は体に良さそうなものの方が好きです」

「感性が年老いてるね」

「せめて大人びていると言ってくださいよ」

　モノの年齢は、よくわからない。ループするこの世界において、外見のイメージがそのまんま生きてきた時間になるわけでもない。

　メロンソーダをちびちびと飲みながら、トーマは尋ねる。

「キドさんは？」

「予定通りです。ミケ帝国に向かいました」

「そ。お疲れ様」

「まったくですよ」

　モノは不機嫌そうに顔をしかめている。

「ずいぶんつまらない仕事でした。今日のぶんは働いたから、あとはふらふらしています」

「まだだめ。検索サーチやってよ」

「パラポネラにやらせてください」

「彼女は極秘任務中」

　トーマは背後に停まっている軽自動車に目を向けた。パラポネラはその後部座席で、じっと目を閉じている。深く検索サーチ能力を使っているのだ。

　モノがため息をつく。

「私になにを調べろっていうんですか？」

「ＰＯＲＴだよ。そろそろ動くでしょ」

「もう動いています。部隊を指揮しているのは、おそらくホミニニですね。派手にジャミングをばらまいています」

「なんだ。ちゃんと働いてるじゃない」

「これはただの趣味ですよ」

　戦場を覗く、というのは、あまり良い趣味ではないだろう。

　モノが端末を取り出したから、トーマは横からそれを覗き込む。特徴的な形にジャミングが撒まかれているのがわかる。平穏な国とミケ帝国のあいだに仕切りを作るように、だ。

　つまりＰＯＲＴは、ブルが平穏な国に逃走するのを許さないつもりなのだろう。ジャミングがかかった地帯には、検索士サーチャーの目が届かない。情報の上では暗くら闇やみのようなものだ。誰だって、暗闇に足を踏み込むのは怖い。それが相手の思惑通りだとわかっていても、つい避けて通りたくなる。

　でも安全地帯は、その暗闇の先にある。彼らの背を押すために、トーマは言った。

「ブルにメッセージを入れておいて」

「通話ではなく？」

「うん。単純な内容だよ。──守ってやる。まっすぐ平穏な国に逃げろ」

「了解です」

　ブルドッグスが平穏な国に逃げ込めば、とりあえずあのチームを戦闘から隔離できる。今回の戦闘に参加しているのは六チーム。うち、初めから戦う気のないキネマ俱く楽ら部ぶと月生を除けば四チーム。その四つのチームすべてから戦意を奪うのが、香屋と一緒に立てた作戦だ。ブルドッグスが脱落すれば、とりあえず一チーム消せたことになる。

　──あと、三チーム。

　この先はパラポネラが重要になる。彼女は上う手まく、コゲと合流したようだ。ふたりがもしリリィまで届けば、平穏な国を止めるためのカードが手に入る。

　モノが言った。

「平穏の本部から通話です」

「そ。受けて」

　なんと言われるのかはわかっている。

　想定通りの言葉が、端末から聞こえてくる。

「ブルドッグスに、勝手な指示を出すな」

　高路木の声だ。ずいぶん苛いら立だっているようだった。

　その気持ちはわかる。とてもよくわかる。もしＰＯＲＴがブルドッグスを追い、平穏な国まで攻め入れば、状況がいよいよ悪くなる。本格的に、ＰＯＲＴ対平穏が──架見崎のナンバー１対ナンバー２の戦いがはじまる。

　トーマにも、それを避けようという意思はあった。

「責任はとります。ＰＯＲＴへの対処を任せてください」

　今回は、演技ではない。

　ＰＯＲＴの足を止めなければならない。
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　ＰＯＲＴが動いた。

　そのことをどう捉とらえればいいのか、秋穂には判断がつかなかった。

　ＰＯＲＴは平穏な国と敵対し、平穏な国はミケ帝国を狙ねらっている。なら、ミケ帝国にとっては、ＰＯＲＴが戦場に出たことは有利に働く、のだろうか。

　だが、そう安易にも考えられない。

　この戦闘では、ＰＯＲＴと平穏な国が向かい合ってテーブルに着いている。一方がコインをベットし、もう一方が吊つり上げる。放っておけばどこまでも賭け金が膨らんでいく。

　戦いが大きくなりすぎるのは危険だ。もう充分に大きい、ともいえるけれど。でも、どこかで歯止めをかけなければ、本当にどうしようもなくなる。真正面から平穏な国と戦うことになれば、ＰＯＲＴだってミケ帝国に気を回してはいられないだろう。

　──香屋は必ず、これを止める方法を用意している。

　でも、どうやって？　どうしてまだ、動かない？　それとも、目にみえないだけで、もう動いているのだろうか。彼はなにを狙い、なにを待っている？

　考え込んでいると、リャマが近づき、そっと秋穂に耳打ちした。

「キドさんが動いた」

　きた。予想はしていた。

　──貴女が模写した光はきっと、貴女と再会するでしょう。

　と、香屋のメッセージにあった。秋穂が模写した光というのは、キドの他には考えられない。

　リャマが小声で続けた。

「正確には、あの人の端末が動いただけだ。本当にキドさんなのかはわからない。でも、こっちに向かっている」

「おそらく、本物です。間もなく再会できるはずです」

　でも。という言葉を、秋穂は呑のみ込む。秋穂自身もまだ、香屋からのメッセージを正確に読み解けているわけではない。

　ふいにリャマの端末から、黒猫の声が聞こえた。

「平穏の一一部隊、学校に接近。白猫を逃がせ」

　彼女の声はよく通る。屋上にいた全員に聞こえただろう。

　空気がざわめいて、だが、はっきり聞こえたのは白猫の冷たい声だった。

「それは命令か？」

　ひと呼吸あとで、リャマが端末に向かい、白猫の言葉を繰り返す。

「それは命令か、と言っています」

　ミケ帝国は白猫のチームだ。だが、戦闘時の最高責任者は黒猫だ。

　黒猫は、なにも答えなかった。

　白猫が椅い子すから立ち上がり、リャマに近づく。身を屈めて、端末に向かって言った。

「コゲが今、平穏の能力を調べている。それがこの戦いの鍵かぎを握っている。今、あいつの集中を乱すべきではない」

　白猫を逃がすということはつまり、ミケ帝国の本部をこの学校から移動させるということだ。コゲをひとり、ここにぽつんと残していくわけにはいかない。

　端末の向こうで、黒猫が笑った。

「ずいぶんはっきり言いますね。ただの勘でしょう？」

「もちろんだ。私の勘だ」

　白猫。彼女は、ミケ帝国の象徴といわれる。

　黒猫は答えた。

「できる限り、食い止めます」

　白猫が、表情を変えずに言った。

「お前じゃ手が足りない。私も出る」

「いえ。まだ早い。貴女は、そこで」

　こちらは命令です、と言い切って、黒猫の声は聞こえなくなった。
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　平穏な国、第一一部隊。

　それは黒猫の目には、ずいぶん奇妙に映った。数は七名ほどだ。断言できないのは、検索サーチに映らない彼らは視認でしか数えられないからだった。みえない場所に潜んでいる可能性も、もちろんある。

　彼らの外見は人に似ている。というか人そのままだが、身なりがおかしい。全員がダイビング用のウェットスーツを身に纏まとっていた。加えて仮面をかぶり、肌をまったく露出させていない。

　陸を歩くウェットスーツの集団は、馬ば鹿かげてみえた。だが、もしかしたらあの衣服が検索サーチを妨害し、架見崎から彼らの姿を消しているのかもしれない。

　黒猫が彼らと対面したのは、ミケ帝国が本拠地としている学校から北に二ブロックほど離れた地点だった。これまでの動向から、一一部隊のメインが強化士ブースターであることはわかっている。どれほどのポイントなのかは不明。なんにせよ、強い。だから黒猫側も厳選した強化士ブースターだけを集めた。こちらもちょうど、黒猫を含めて七名。

「二対一で戦え」

　と、指示を出している。仲間六人が敵三人とやり合う。すると向こうの残りは四人だ。その四人を、黒猫がひとりで抑え込むつもりだった。

　先ほど仲間の補助士サポーターに会い、足首の傷は癒いえている。倒せなくても、死にはしない。おそらくは。

　──本当の最適解は、わかっている。

　そう考えて、内心で黒猫は苦笑する。白猫をここに呼ぶことだ。

　でも、未知の相手と白猫を戦わせたくはなかった。万が一にでも白猫が死ねば、ミケ帝国は終わる。ルール上の話ではない。現状、白猫はミケ帝国の象徴とされている。だが本質的には、白猫こそがミケ帝国なのだ。彼女が、うちのすべてだ。

　白猫が前線に立つのは最後でなければならない。最後の最後の最終兵器でなければならない。黒猫は自身の役割を、白猫を戦場に出さないことだと考えている。だから、白猫が戦闘に参加した時点で、黒猫の負けだ。

　──ああ。悲しいな。

　もし白猫が死んだなら。そんなことを考えなければならないのが、悲しい。彼女の神話性を、黒猫は信じていたかった。でもそういうわけにもいかない。

　一一部隊は緩慢に身体を揺らしながら、ゆっくりと歩いている。こちらを気にも留めていないようだ。

　黒猫は短く言う。

「いくぞ」

　仲間の強化士ブースター六人が、予定通りに二人組を作り、ウェットスーツに接近する。黒猫はその真ん中を走った。適当なひとりをめがけて跳び、蹴ける。

　その靴底が、あっさりと相手のみぞおちにめり込んだ。

　──軽い。

　人体程度の重みはある。だが、優れた強化士ブースターを蹴った感覚ではない。

　一一部隊のひとりは衝撃で真後ろに飛び、壁に激突する。いや、両足と片手をその壁につき、跳ね返るようにこちらに迫る。速い。回避できない。突き出されたその黒い拳を、黒猫は腕で受ける。──今度は、重い。

　息をつく暇はなかった。痛みに顔をしかめる暇も。

　脇わきから別のひとりが接近し、そちらからも拳が飛んでくる。どうにか地を蹴って回避した。だが、次にもうひとりが。さらにもうひとりが。

　──やばいな。

　素直に、震える。

　第一一部隊は、純粋に強い。
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　トーマが指揮する部隊は、速い。

　純粋な速度の話ではない。目指すべき場所をみつけるのが速い。素早く動き出し、最短距離を進む。

　とくに今回は、情報収集に気を遣った。戦場のあちこちに盗聴器を仕掛け、検索サーチのみに頼らずＰＯＲＴの動きを察知した。だからあちこちにジャミングがばらまかれた斑まだら模様の戦場でも、いち早く彼らの前に立ちふさがるポイントをみつけられた。

「カラス、撃て」

　と、トーマは、短く指示を出す。

　横一列に並んだ射撃士シューターが一斉に光線を放つ。

「距離を取れ。足を止めるな」

　トーマが好む戦い方は、ほとんどミケ帝国の正反対だ。主力を射撃士シューターに置き、強化士ブースターは前に出さない。射撃士シューターを守る盾として使う。常に移動し、距離を取って攻撃し、乱戦を好まない。

　トーマの第八部隊は一二名いるが、ポイントのばらつきが大きい。もっとも多くのポイントを持つのがトーマで、三万を超えている。次が検索士サーチャーメインのパラポネラだが、彼女のポイントは五〇〇〇に届かない。しかも今は「別件」で忙しく、目の前の戦闘にはほぼ関与していない。だからメインの検索士サーチャーは総ポイントでも一〇〇〇代半ばのモノが担当している。残りは二、三〇〇〇Ｐ程度の射撃士シューター六人と強化士ブースター三人だ。

　ここまでポイントに差があるなら、通常はトーマひとりで戦った方が強い。だがトーマの三万Ｐは、ＰＯＲＴが前線に送り込んだ部隊に勝利できる数字ではない。あちらは三〇人ほどの部隊を組んでいる。中にはトーマよりもポイントが高いプレイヤーもいる。

　──私に向いた戦闘だ。

　と、トーマは思う。

　だって平穏な国に入るまでは、それほど強くもないチームのリーダーだったのだから。格上を倒して成り上がった。だからこんなもの、日常の一部みたいなものだ。

　──なんて考えてると、歩に叱しかられちゃうな。

　殺し合いを日常にしてはいけない。

　口では素早く指示を出していた。

「ネズミ、撃て。撃て。移動準備。シカ、撃て。移動開始」

　トーマは五種類のその他能力オリジナルを持っている。うちひとつが自分自身のためのもので、あとの四つは弱い集団が、強い集団と戦うためのものだ。

　たとえば、運営により「ポインター」と名づけられた能力がある。名前の通り、端末でレーザーポインターを使えるようになるだけの能力だが、その光線は登録している仲間にしかみえない。非常に安く買えた、重要な能力だ。

　トーマは端末から赤い線を飛ばしながら指示を出す。メンバーはその線を基準に、事前に決めている型の通りに行動する。型はすべてで二〇種類少々だ。できるだけ少なくしたかったが、これ以下には絞り込めなかった。

「カラス、撃て。移動、ポインターを見落とさないで。シカ準備──やっぱりキリン、撃て」

　型の名前に動物を選んだのは、なんとなくだ。数字やアルファベットよりは覚えやすいかなという気がした。でも人殺しが妙に牧歌的になるのは問題点だなと思っている。

「ゾウ、準備──」

　言いながらトーマも、射撃シュートを使う。射撃士シューターとしては八〇〇〇ポイントほどで、とび抜けてはいないが充分な威力がある。相手がこちらの型に対応し始めたとき、それを乱すのが役割だ。

　トーマはポインターで、敵の強化士ブースターを示した。二万ポイントほど持つ、向こうの主戦力のひとりだ。同時にもうひとつ、能力を使った。

「──撃て」

　殺す、と決めて出す指示は、トーマ自身にもずいぶん冷たく聞こえる。

　トーマの、ふたつ目のその他能力オリジナル。こちらはトーマ自身が提案し、「水バケツ」という名前になっている。とはいえ本当に水をかける能力ではない。

　能力のジャンルは道具アイテム、加工タグ。平穏が好んで使うコイン型の爆弾に似ている。一種の機雷のようなもので、だが爆発はしない。代わりに範囲内の端末を五秒間操作不能にする。

　事前に仕掛けておく必要があるから、相手を上手く誘導しなければ使えない。だが、嵌はまれば戦力差を一手で覆くつがえす能力だ。

　たとえば強化ブースト能力は、三分間で効果が切れる。三分ごとに使い直さなければならない。ポイントで効果時間を延ばせるが、意外と高レベルの強化士ブースターでも初期設定のまま放置されていることが多い。三分あれば、一対一の戦いではたいてい決着がつくし、一度の時間を延ばすよりも使用回数を増やした方が通常は効率的だから。

　優れた強化士ブースターほど、この三分間を上手に使う。今回のような、目にみえて大きな戦闘では、後半は能力の使用回数が枯こ渇かつしがちだ。ぎりぎりまで強化ブーストを使い直さない。

　つまりその直前で「水バケツ」を食らうと、強化士ブースターは一瞬、ただの人に戻る。驚いて身体を硬直させる。

　何ポイントあろうが、使えない能力に意味はない。こちら側の、たかだか二〇〇〇Ｐほどの射撃シュートを回避できない。

　大きな音が鳴り、ひとり死んだ。

「適当に、向こうの偉そうな人に通話して」

　とトーマは指示を出す。

　勝ち切る必要はない。目的はあくまで、一時的に相手の足を止めることだ。
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　戦力は、拮きっ抗こうしていると言ってよいだろう。

　それが黒猫の、最初の見立てだった。

　一一部隊の過半数を黒猫が引きつけ、残りをふたりで囲ってひとりずつ落としていく。その形には上手く嵌った。黒猫はすでに五分ほど、敵の攻撃を凌しのぎ続けていた。

　ミケ帝国は強化士ブースターのチームだ。ひとりひとりが弱くはない。有効な攻撃が何発もヒットしているはずだ。なのに一一部隊は倒れない。痛みを感じている様子もなければ、呼吸が荒くなることもない。あらゆる攻撃を受け、黙々と立ち上がり、また戦闘に参加する。

　最初に欠員を出したのは、ミケ帝国側だった。

　ひとりが敵の攻撃を受け、壁まで吹き飛び、もう起き上がってこない。リャマの声によれば、死んではいないらしい。でもおそらく気を失っている。

　──絶望的だ。

　二対一で拮抗していた戦力のひとりが欠けたことで、もうひとりも間もなく落ちた。それで自由になった相手が狙ったのは黒猫だった。

　一対四の戦闘をどうにか生き延びていたのは、幸運に助けられた面もあるだろうが、相手が不思議とこちらの攻撃を回避しないことが理由だった。殴れば、吹き飛ぶ。それで距離を取れる。ほんの一瞬、息を深く吸える。

　だが五人目がその穴を埋めてしまえば、もう無理だ。

　常に最適解を選んでも、どれだけ上手に身体を動かしても、手が足りない。具体的には端末の画面に触れる一瞬を作れない。つまりいずれ強化ブーストが切れて、黒猫はただの人に戻る。それは遠い未来の話ではない。たった一分後に訪れる現実だ。

　相手の動きには、すでに慣れつつあった。

　ほとんどモーションもなく繰り出される拳を、横から叩たたく。

　──いい反応だろう？

　その拳は敵が相打ちするコースに逸それていく。

　──アイデアも悪くないだろう？

　仲間の拳で、一一部隊のひとりがバランスを崩す。

　──これだって、予定通りなんだ。

　正反対から蹴り上げられる足もみえている。

　──大丈夫、私は冷静だ。

　その足に肘ひじ打ちを落とし、反動で宙に浮かぶ。

　──少し痛いな。でも問題ない。

　ひとつも間違えていない。でも、どこにも、隙すき間まが生まれない。

　一一部隊のひとりが黒猫と同時に跳び、縦に回転する蹴りを放つ。黒猫はどうにか身を捻ひねってそれを避ける。別のひとりが、まだ宙にいる黒猫の肩をつかむ。素直に引き落とされながら、地面に両手をつく。肘を曲げて衝撃を逃がし、そのまま、逆立ちした体勢で蹴りを放つ。もう見分けもつかないが、とにかくひとりに命中する。だが黒猫の顔を狙って飛んでくるローキックがある。避けられない。

　──顔が、潰れる。

　それを覚悟した。できたのは奥歯を嚙むことだけだった。どんな衝撃にも意識を刈り取られないように。だが、そのローキックは、黒猫に到達しなかった。

　目の前をまっ白な光が薙ないで、一一部隊のひとりを吹き飛ばしていた。

「ミケさんは、射撃シュートを軽視し過ぎている」

　黒猫は地面を転がり、そちらをみた。ほんのわずかに顔を向ける、その動作ができたことが意外だった。一一部隊の攻撃に、隙間がある。

　そこに立っていたのは、引き締まった体型の男だ。よく鍛えられているのがわかる。でも、くりんとした大きな目が、攻撃的よりは知的にみえる。さらにいうなら、なんだか可愛らしい顔つきの男だ。

　黒猫は、彼の名前を知っていた。

「キド」

　キネマ俱楽部リーダー、キド。

　彼は両手に小さなシリンダーを握っている。踊るような手つきで光線を撃つ。黒猫と一一部隊たちのあいだに距離ができる。黒猫は深く息を吸い込み、端末を叩いた。これでもう三分間、強化ブーストが継続する。

　その端末から声が聞こえた。リャマの端末と繫つながっているはずだが、聞こえてきたのは女の声だった。

「キドさん。指示を」

　藤ふじ永なが。

「オレを守れ」

　と、キドは答えた。


＊



　黒猫たちと一一部隊の戦闘は、学校の屋上からもみえていた。

　藤永は屋上の端に立ち、端末を構える。

　──オレを守れ。

　と言ったときのキドは、危険だ。彼は本質的には、戦況をひとりで変えるほどのアタッカーだが、優れた強化士ブースターと組むとサポートに回る傾向がある。自身の肉体を忘れて、強化士ブースターのための戦場を作る。なら藤永の仕事は、彼がその役割に集中できるよう敵の足を止めることだ。

　藤永は、長距離の射撃シュートを得意とする。身体を動かしながら撃つのは苦手だが、屋上から戦場を見下ろしているこのロケーションには最適だった。

　──戦場に線を引くイメージだよ。

　と、以前、キドに習ったことがある。

　──戦場が一枚の絵なら、それにハサミを入れる。一対一〇を、一対一にする。場合によっては一対ゼロに。上手くやれれば、敵の数は関係なくなる。

　キドはその通りに振る舞っていた。適確に立ち位置を変え、戦場に線を引き、黒猫と敵を一対一の形に持ち込む。藤永はそのキドをさらに戦場から切り離す。彼にはひとりも近づけない。

　後ろから、白猫が言った。

「どうして今まで、撃たなかった？」

　撃とうとはした。だが、黒猫も一一部隊も速すぎる。手を出す余地がなかった。

　そう素直に答えるのも癪しゃくで、お前たちのために使う弾数はない、と言ってやろうかと思った。でも、けっきょく、まったく別の言葉を口にした。

「お前はどうして、戦場に出ない？」

　ミケ帝国の最強は白猫だ。そう聞いている。

　白猫は言った。

「私が本気を出すと、このチームを壊してしまうんだよ」

　寂しげな声だった。

　意味を尋ねたかったが、そんな余裕もない。キドの前方を撃ち抜く。一秒先の戦場を想像し、キドにとって脅威になるものすべてを排除していく。

　キドが捕らえられ、ただ待っていた何週間かとは違う。

　今はこの手で、彼を守ることができる。
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　どれほど時間が経ったのか、よくわからない。

　コゲの意識は色のない世界で、平穏な国第一一部隊と教会を繫ぐ細い線を辿たどっていた。

「違う。それはダミー」

　とパラポネラが言う。

「わかっていますよ」

　とコゲは答える。

　平穏な国リーダー、リリィの情報は病的なほどに執しつ拗ように護まもられている。数多あまたの偽にせの数値で覆おおい隠され、何重にもジャミングがかけられている。糸が重なり、絡からまり、教会全体が巨大な繭まゆに包まれているような印象だ。それを仕掛けているのはどうやら、ひとりの検索士サーチャーのようだった。

「向こうの検索士サーチャーの、癖のようなものがわかってきました」

「そっちを解析していたの？」

「まだしも、手順がシンプルそうでしたので」

　本物の情報と、偽物の情報が入り乱れている。その中で本物だけを探すのも、偽物だけを探すのも、意味は同じだ。コゲは意識を、リリィの能力の解析から、敵の検索士サーチャーの解析に切り替えていた。敵のやり口がわかれば、視界もずいぶんクリーンになる。

　たとえば、一見する限りではランダムに変化する数値のいくつかに、特定の法則があることがわかった。その法則を持つデータはすべてノイズだ。向こうの検索士サーチャーが仕掛けたダミーでしかない。どんな風に相手が情報を隠したのか、一手ずつ想像していけば、いずれこの世界の真実の姿にたどり着けるはずだ。

　そして、その作業には思わぬ発見があった。

「行きましょう。ゴールがみえました」

　コゲがそう告げると、パラポネラは驚いたようだった。

「全部、解析したの？」

「いえ」

　その必要もなかった。

「ダミーのデータに、さらに偽装が混じっています」

「どういうこと？」

「このルートはもう、別の検索士サーチャーが通っている、ということです」

　優れた検索士サーチャーは、架見崎を独自の視点から眺める。

　それは、言ってみれば、世界のすべてが情報に置き換わった視点だ。そして検索士サーチャー自身のアクションも情報として、その世界には刻まれている。

　通常、検索士サーチャーはその痕こん跡せきを放置する。すべてを隠すのがあまりに重労働だからだ。相手に「情報を奪われた」と悟られることになるが、これは仕方ない。

　それでも消せといわれたなら、自身の痕跡をいじり、データを自然なものに置き換えていくことになる。写真についた傷を絵の具で隠すようなもので、跡がわからないレベルまで加工するのは容易ではない。せいぜい、遠目ではみつからない程度だ。

　パラポネラも今、自身の痕跡を消すことに苦労している。でも、彼女の場合はまだましだ。コゲの痕跡に自身の痕跡を馴な染じませ、ひとりぶんにみせているだけだ。これならコゲにもできる。

　だが、何者か──おそらくコゲたちよりも先に、リリィのデータを抜いた何者かは、また違ったアプローチで自身の痕跡を隠している。平穏の検索士サーチャーが生み出した数多のダミーデータに溶け込むよう、自身の痕跡を偽装したのだ。

　だからその痕跡は、目の前にしっかりみえている。無数に絡まった線のうちの一本がそれだ。でも簡単には気がつかない。検索士サーチャーは自身が作ったダミーデータをじっくりと解析したりはしない。だってそれはただのダミーで、本来ならなんの意味もないのだから。

　わかってしまえば、その跡を辿ることは難しくない。

　コゲはするすると先へと進む。パラポネラも後ろをついてくる。

「罠じゃない？」

　と彼女は不安げだ。

「違うようです」

　データには検索士サーチャーの癖が出る。自分たちでも、平穏の検索士サーチャーでもない。第三者がここを通ったことは、間違いがないはずだ。

　コゲたちが辿った線は、やがて特徴的な情報の塊にたどり着く。

　──端末データ。

　リリィの端末が、そこにある。

　強化士ブースターや射撃士シューターなどの、基本的なデータであれば、解析は簡単だ。すでに形を知っているデータだから、ほとんど一瞬で終わる。だがその他能力オリジナルは厄介だ。数値のひとつひとつが持つ意味を理解しなければならない。

　リリィはその他能力オリジナルをふたつ持っているようだ。

　その一方──第一一部隊と繫がる方のデータを、コゲはコピーする。内容は時間をかけて解析しなければわからない。だが、一行目だけは読み解くのは難しくない。そこには能力名が書かれている。

　──玩具おもちゃの王国？

　それが、第一一部隊を操る能力なのか？

　さらに二行目に目を向けようとして、直後。

　コゲの目の前から、リリィの端末が消えた。
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　長い戦いだった。

　黒猫は素直に認める。

　──平穏な国は、強いな。

　メインチームと、一〇の部隊を持つ平穏な国。その、どれにも属さない、隠された第一一部隊。その一一部隊を相手にするだけで、へとへとだ。

　第一一部隊はタフ過ぎる。あらゆる攻撃で、ダメージを与えられた気配がない。

　──こいつらはたぶん、人間じゃない。

　どれだけ殴っても効かないから、関節の破壊を試してみた。肘を壊し、肩を壊し、膝ひざを壊した。たしかに壊れたはずだ。だが動きを止めない。速度が落ちることもない。

　人の形をした液体と戦っているような印象だ。だからウェットスーツなのか、と半ば本気で考えたが、そうでもない。戦闘で、彼らのスーツはぼろぼろに破れている。だがそこからはどんな液体もこぼれなかった。血の一滴さえも、だ。

　黒猫たちは、ずいぶん押し込まれていた。戦場は一〇〇メートルほど後退し、すでに学校の敷地内まで踏み込まれている。ミケ帝国の後衛や、キネマ俱楽部のメンバーはすでに学校から退避したと報告を受けた。だが白猫とコゲはまだ屋上に残っている。

　一一部隊に、勝利できるイメージはわかなかった。彼らをどうすれば壊しきれるのか、想像がつかない。だが不思議と危機感も薄い。

　キドのせいだ。

　射撃シュートが正しく機能している戦場というものを、黒猫は初めて体験した。気持ちの悪い感覚だ。自身の手足が、二本も三本も増えたように感じる。

　──ほら、今だって。

　目の前に拳こぶしが迫っている。でも黒猫は、それを無視した。拳が自身に届かないことを知っている。イメージ通りに光の筋が、その拳を吹き飛ばしていく。自身の肉体ではないものに守られている安心感と、操り人形になったような窮屈さを同時に感じる。強いていえばそれは、強化ブーストを使うときの全能感に似ている。

　気がつけば学校は、すでに半壊していた。

　多くのポイントを持つ強化士ブースターの拳も、射撃士シューターの光線も、コンクリートでは止まらない。黒猫が全力で殴ると、まず空気を硬く感じる。それがコンクリートにぶつかっても、一段抵抗が強くなるだけで、拳を引く理由にはならない。

　すでに味方のひとりは、校舎の中で戦っているようだった。派手な音が響き、コンクリートの塊が上空から降ってくる。

「これ以上、敵を白猫に近づけるな」

　と黒猫は叫ぶ。もちろん返事はない。

　正面から、一一部隊の三人が迫っていた。うちふたりをキドの光線が押し返し、最後のひとりが黒猫の目の前に迫る。拳を回避すると、それは校舎の壁を砕いた。さらにすれ違った黒猫が後頭部を蹴りつけて、一一部隊のひとりの身体からだが壁に打ちつけられ、巨大な鉄球がぶつかったようにそこが崩れる。

　──これでは、学校が持たないな。

「白猫」

　聞こえているはずだ、と信じて、黒猫は叫び声を上げる。

「タイムオーバーです。退避してください」

　今度は、返事があった。

「いや。ミッションクリアだよ」

　白猫の声だ。

　いつの間にかずいぶん低くなっていた太陽の光に照らされて、彼女のシルエットが降ってくる。腕の中にはコゲを抱いているようだった。こんなときでも彼女の姿は神こう々ごうしくみえる。

　音もなく、目の前に白猫が立つ。

　黒猫は彼女を睨にらんだ。

「戦場に、なんの用ですか？」

　普段通りのクールな声で、白猫は答えた。

「ここはもう、戦場じゃない」

「どういう意味ですか？」

「みればわかるだろ」

　白猫が顔を横に振る。その視線を追うと、一一部隊のひとりが倒れている。起き上がる気配はなかった。

　白猫の腕の中で、コゲが言った。

「リリィの端末にアクセスしました。その直後、端末が消えました」

「消えた？」

「データ的には、という意味です。リリィが端末のスイッチを切ったようです」

　いまいちよく意味がわからない。

「つまり、どういうことだ？」

　コゲはようやく自身の足でグラウンドに立つ。

「第一一部隊はリリィの能力で動いていた。でも、彼女はデータを守るため、端末のスイッチを切った。それで彼らは機能を停止した、ということだと思います」

　それでは、つまり。

「私たちは、一一部隊に勝ったのか？」

「一応、そう言っていいんじゃないでしょうか。また動き出す前に、その玩具を壊してしまいましょう」

　玩具？　と白猫が反復する。

　コゲが頷うなずいた。

「能力名がそうなっていたんですよ。玩具の王国、だそうです」

　つまり、人形を操作するような能力なのだろう。そう考えれば、まるで痛みを感じないような彼らの動きにも納得がいく。

　だが。

「これが、玩具？」

　そう言ったのは、キドだった。

　彼は一一部隊のひとりの仮面を外したようだ。

　自分たちを苦しめていた敵の素顔をようやくみつめて、黒猫は顔をしかめる。

　そこには白い、青白い、生気を感じない人間の顔があった。
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「ねぇ。本当に、よかったの？」

　とリリィが言った。端末の電源を落としたことだ。

　微笑ほほえみを取り繕って、シモンは答える。

「はい。もう、充分です。あとは私共にお任せください」

「危なくない？」

「問題ありません」

「でも──」

　彼女は顔をしかめて、わずかに視線を落とす。

「こんなこと、今までになかったから」

　その通りだ。

　向こうの検索士サーチャーはまともじゃない。第一一部隊とやり合いながら、目の前の戦場ではなく、こちらの深部ばかりを調べようとしていたのだから。

　シモンにとってそれは、忌いま々いましいことだった。せっかくの人形を七体も捨てることになってしまった。あれを作るのは、とても手間がかかるのに。

　だがその苛立ちを、どうにか呑み込む。リリィを不安にさせてはならない。

「チームを信じることも、貴女の役目です」

　シモンが微笑むと、リリィは小さな声で「そう」とつぶやく。

　──大丈夫だ。

　シモンは自身に言い聞かせた。

　──状況はまだ、最悪ではない。

　第一一部隊だけであれば、まだいい。知られたくないが、致命的ではない。問題は、もう一方だ。

　リリィが持つ、もうひとつの「その他能力オリジナル」だけは、隠し通さなければならない。
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　平穏な国の第一一部隊が、止まった。

　止まったのだろう、おそらく。検索サーチに引っ掛からない彼らの動きは、ミケ帝国側の反応から読み解くことしかできないから、少し不安だ。

　香屋は深く息を吐き出す。

　──これで、戦場は硬直する。

　ブルドッグスはすでに、平穏な国に逃げ込んでいる。平穏な国は第一一部隊を失い、他の部隊はＰＯＲＴと睨み合って動けない。ミケ帝国は、すでに充分、疲弊している。

　──ここで、終われよ。

　これ以上はなにもいらない。もうすぐ日が暮れる。これで、終戦でいい。

　だがおそらく、そうはならない。

　現状でもっとも余力を残しているのはＰＯＲＴだ。次いで、平穏な国。ＰＯＲＴに楔くさびを打ち込んでおく必要がある。

「月生さん」

　と、香屋は彼の名前を呼ぶ。

　彼は唇の前で人差し指を立てる。

「静かに」

　電車の到着予定時刻。でも、そんなもの、ここにはやってこない。

「ＰＯＲＴまで、お願いします。ユーリイとコーヒーを飲んでくるだけでいい」

「もしもそのあいだに、電車が来たら？」

「検索士サーチャーをここに、ひとり置いておきます。すぐに連絡を入れます。必死に駅のホームまで走るというのも、ドラマチックじゃないですか？」

　ふむ、と唸うなって、月生は笑う。

　彼だってきっと、電車がこないことを知っている。

「コーヒー代は、貴方あなたに請求してもかまいませんか？」

「領収書をもらっておいてください。宛名は空欄でかまいません」

「約束は、守ってくださいね？」

「もちろんです」

　月生とは、ふたつの約束をしている。

　ひとつはこの戦いを、必ず引き分けで終わらせること。

　もうひとつは、架見崎駅のホームに電車が来る時間を、運営に尋ねないこと。

　ふと、彼は、誰も待ってはいないのではないか、という気がした。ただ待ち続けていることこそが、彼の目的なのではないか。

　理由はない。なんとなくそんな風に感じただけだ。

「では、少し散歩をしてきます」

　月生が歩き出す。きびきびとした歩調だ。いかにも有能なサラリーマンといった雰囲気だ。でもやっぱり、架見崎の最強にはみえない。

　その歩調が遠ざかる。

　太陽はずいぶん高度を下げて、もうすぐ夕暮れになろうとしていた。









　　　第五話　夕陽が笑顔にみせただけ
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　トーマは軽自動車のボンネットに腰を下ろしていた。

　架か見み崎さきの中心から、やや北西に寄った街角──東側がＰＯＲＴに、南側がブルドッグスに面した、平穏な国の領土だ。この辺りは線路が近いためだろう、住宅街のあいだに商店が点在する、生活感の強い街並みが続いている。

　いや。正確には、続いていた、と過去形で語るべきなのかもしれない。先ほどの戦闘であちこちの壁が崩れ、アスファルトはめくれあがり、今はもう生活の匂においはない。うち捨てられたゴーストタウンのようだ。実際、架見崎はどこもかしこもゴーストタウンだともいえる。住民がいなくなった街で、余よ所そ者ものたちが争っている。

　トーマのすぐ隣に、パラポネラが立っている。

　彼女が手にした端末から、男の声が聞こえる。

「なあ、このオレが、花束片手に迎えに行ってやるって言ってんだよ。ご馳走ばかりのディナーに、でっかいダイヤの指輪だって買ってやる。そろそろ良い返事を聞かせてくれねぇか？」

　トーマは先ほどから、下手な口説きを受けていた。

　端末の向こうにいるのは、会ったこともない男だ。だが向こうはこちらの名前を知っていたし、トーマの方だって、もちろん彼の名前くらいは耳にしたことがある。

　ホミニニ。ＰＯＲＴのナンバー２であり、ユーリイの最大の対抗馬。

　なぜこんなことになったのか、トーマにもわからない。ＰＯＲＴにはトーマから通話を入れた。交渉、というより時間稼ぎのために、向こうの部隊の指揮者と話をしていた。

　その通話に割り込んできたのが、ホミニニだった。彼はどうやら本気でトーマを自分たちの陣営に引き込みたがっているようだ。

「別にお前は、根っからの平穏の人間ってわけじゃねぇだろ？　なにが欲しい？　言ってみろ。平穏よりずっと高く、お前を買ってやる」

　欲しいもの。それも、馬ば鹿かげた質問ではあった。

　トーマは答える。

「豊潤な人生」

　生きる、ということに、トーマは貪どん欲よくだ。より正確には貪欲であろうとしている。

「なら、うちで成り上がれよ」

　ホミニニの、上品とはいえない笑い声が聞こえる。

「うちは架見崎の覇者だよ。どうして平穏なんかでくすぶってるんだ？　豊かに生きたいなら、うちを選べ」

　違う。まったく。

　彼は根本的にずれている。

「もしもＰＯＲＴのすべてを手に入れられたとして。いや、この、ほんのちっぽけな架見崎のすべてを手に入れられたとして、それでいったいなんになるっていうんだ」

　大事なのは、そんなことじゃない。チームの大小なんて重要じゃない。

　ホミニニは言った。

「いいや、うちは豊かだ。名誉がある。富がある。繁栄がある。退廃がある。気のいい奴やつらが大勢いて、いけ好かない奴らが大勢いる。敵がいて、味方がいる。向こうからこっちに寝返ってくる奴と、こっちから向こうへ裏切っていく奴がいる。たしかにＰＯＲＴも、架見崎もちっぽけだ。でも、人生のすべてがここにはある。考えてみろよ。別に地球だって宇宙だって、それほどでっかくはないだろ？」

　へぇ、とトーマは、胸の中で息を吐き出す。

　先ほどまでの眠たい勧誘とは打って変わって、魅力的な誘い文句だ。

「地球も宇宙も大きいでしょ。わからないことだらけだ」

「だからそれが、ＰＯＲＴにはあるって言ってんだよ。隣の部屋でどんな話をしてやがるんだかわかったもんじゃねぇ。笑顔で握手を交わした相手の胸の内も読めやしねぇ。うちは充分、地球の縮図だ」

　そうかもしれない。

　でもＰＯＲＴは、トーマがもっとも欲しいものを持っていない。

「人生というのは、人間のことだ」

　と、トーマは言った。

　これも、アニメ「ウォーター＆ビスケットの冒険」からの引用だった。

「ホミニニさん。生きるだけなら、ただ食って、ただ眠っていればいい。でもその頭に人がつくのが人生だ。生きる中で、誰に出会い、どんな関係を築くのか。それが人生という言葉の意味だ」

　ホミニニは、はっ、と気楽に笑う。

「かもしれねぇ。そしてオレたちは今、こうして話をしている。さあ、これから、でっかく築き上げていこうじゃねぇか」

「残念だけど、貴方あなたじゃ足りない」

　本当に胸が躍る、豊潤な人生のために、ＰＯＲＴのナンバー２程度では足りない。

　トーマは言った。

「オレが欲しければ、まず香か屋や歩あゆむを手に入れてこい」

「香屋？　誰だ？」

「架見崎の新人だよ。そして、この世界のバグみたいなものだ」

　遥はるか過去から現代まで繫つながる生き物の歴史の中で、もしも突然変異が進化を促してきたなら。いや、過去がそうでなくても、これからそうなっていくなら。

　架見崎は、香屋歩というバグを探し続けていたのかもしれない。

「たぶん、私の生きる意味は、彼の価値を証明することなんだよ」

　口にしてからトーマは、一人称に「私」を使ってしまったことに気づいた。香屋以外には「オレ」を使うようにしていたから、なんだか気恥ずかしい。

　ホミニニはまだなにか言っていた。

　トーマは通話を切るように、パラポネラに指示を出した。
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　寂せき寞ばくとした改札前に、ひとり立っている。

　香屋歩は毎日ここに立つ月げっ生しょうの心情を想像した。でも彼の気持ちを正確に読み解けるわけもない。架見崎において最強にして、ただ無為に日々を過ごす男。

　彼の姿は香屋に、樹木をイメージさせた。まるで景色のようでありながら、でも呼吸している。人よりもはるかに長い時間を誠実に生き続ける大きな木。

　──それは、僕の理想なのだろうか？

　植物のように、静かに生きたいだろうか？

　そんな生涯も悪くない、という気がした。でも少し違う。植物の問題点は、危険から逃げ出せないことだ。たとえば一筋の稲妻が落ち、森に火事が起こったなら、ただ燃えていくしかない。香屋はその森から逃げ出したかった。映画なんかで、危険が訪れたとき、慌あわてて飛び立つ鳥の群を描写することがある。あの臆おく病びょうな鳥でいたかった。

　それから香屋は、この駅が火事になったところを想像した。

　燃え上がる炎の中で、月生はどんな風に振る舞うだろう？　なんとなく、ただここに立っているのではないか、とも思う。架見崎において最強の個人であれば、炎で燃えることもないのだろうか。それとも懐中時計をみつめ、くるはずもない電車の音に耳をすませながら、ただ燃えつきていくのだろうか。

　月生のことが、香屋にはわからない。でも。

　──少なくともトーマは、月生の事情を、ある程度は理解している。

　おそらく、そうなのだろう。「ゼロ番目のイドラは、みつかりましたか？」。あの質問の意味がやはり気になる。イドラ。人間が当然持つ先入観。そのゼロ番目。

　つらつらと考え事をしていると、足音が聞こえた。

　香屋は柱の影に身を隠す。すぐに、記憶にある声が聞こえてきた。

「おーい、香屋くん。私が来ましたよ？」

　モノだ。どうやら、彼女ひとりだけのようだった。

　香屋は柱からひょこりと顔をのぞかせる。

「待ってたよ。予定より、五分くらい遅い」

「パラポネラの手がなかなか空かなくて。そのあいだ、ウォーターのところで検索士サーチャーをやっていました」

「もし月生さんに怒られたら、君が謝ってね」

「嫌ですよ。ウォーターのせいにしましょう」

　月生がこの駅を離れたら、すぐにここに向かうようにモノには頼んでいた。もしも電車が来たなら、月生に連絡を入れなければいけない。他者の端末に連絡を入れるのは検索士サーチャーの技能だ。

「パラポネラは、上う手まくやったの？」

　と香屋は尋ねる。

　彼女はリリィの能力を調べる予定になっていた。

「おそらく。データを抜いたところで、強制的に端末の電源を落とされたそうです。でも解析が済めば、リリィの能力はわかるはずですよ」

「そ」

　手札は確実に揃そろいつつある。

　それはもちろん、喜ばしいことだ。でも笑えない。

「何人、死んだの？」

「たいした被害じゃありませんよ」

「なにと比べてだよ」

「そういえば、なんでしょうね。私がイメージする戦争、かな」

　モノは本気で考え込んだようだった。

　何人死んだの、と香屋は再び尋ねる。今度は、彼女は素直に答えてくれた。

「ブルドッグスが一一人。ミケ帝国が七人。平穏な国が五人。ＰＯＲＴが三人」

　合計、二六人。

　今は、午後六時を回ったころだ。戦闘が始まって三時間少々しか経たっていない。それだけのあいだに、二六人死んだ。しかも本質的には平穏とＰＯＲＴの小こ競ぜり合あいで、巻き込まれた方のミケ帝国とブルドッグスがより多く死んだ。

　──だいたい、命を数でカウントしても、仕方ないだろ。

　何者かに苛いら立だつ。ひとりではない、何人かの何者かに。そのうちのひとりは間違いなく香屋自身だった。死者の数を尋ねたのは香屋だ。いや、その前から。この数日間ずっと香屋は、トーマと共に、命の数をカウントしながら作戦を立ててきた。

　──何人死のうが、僕は生き延びてやる。

　その思いに噓うそはない。でも。やっぱり気持ちは重くなる。

　香屋はたまに、自分自身がわからなくなることがある。臆病で、危険が嫌いで、冒険なんてしたくなくて、生き残ることだけを目指す。そんな自分が本当は、みんな演技なんじゃないかと思うことがある。他のなによりも自分自身の命を優先できるはずだと信じているけれど、名前も知らない誰かの死を想像するだけで、こんなにも動揺している。

　強引に息を吐き出して、胸の中のわだかまりを排出した。

「さて。僕はトーマのところに戻る」

「え？　私はどうなるんですか？」

「そりゃ、ここにいるんだろ。電車が来たらどうするのさ」

「でも暇ですよ。すっごく。話し相手になってくださいよ」

　モノは奇妙な少女だ。戦闘中でも、言動が普段と変わらない。

　彼女は呑のん気きに続けた。

「この時期になると、お肌が荒れるんですよね。食べ物のせいかな？　ほら、生野菜とか残ってないし、食事がお菓子中心になっちゃうんですよ」

　知ったことではない。

「いいだろ、別に。ループのたびに、身体からだは元に戻るんだから。毎日、お菓子ばっかり食べてられるなんて、子供の夢だろ」

「私はどちらかというと、和食が好きです。冷ややっこ食べたいです」

　好みが渋い。

　モノはぽてんと柱に背中を預けて、端末を操作していた。その姿はまるでただの学生のようだった。友達付き合いのためにＳＮＳを確認しているみたいで、その端末に表示されているのが、殺し合いのデータだとは思えなかった。

「香屋くん、好きなお菓子はなんですか？」

「なんだろ。普通にルマンドかな」

「普通なんですか、それ」

「普通だろ。ブルボンは一〇〇年以上続く世界最高のお菓子メーカーだ」

「私はカルビーの方が好きですね。やっぱり王道はポテトチップスですよ」

「カルビー？　知らないな」

　なんて話に、時間を取られている場合ではない。

　見立てではこれからしばらくは、どのチームにも動きはないはずだ。少なくとも月生がユーリイに会うまでは。どのチームも、彼の動きに注目せざるを得ない。

　でも、常に想定外の事態は起こり得る。そして香屋は、ひとりきりでは大抵の事態に対応できない。やはりトーマの傍にいるのが望ましい。

「じゃあね。それから、もし戦場が動いたら、ウォーターに連絡して」

　手を振って、香屋は一方的にその場から歩き出した。

　後ろから、これまでと変わらない口調でモノが言った。

「あんまりウォーターを信用し過ぎない方がいいですよ」

　モノ。やっぱり、この子は気になる。

　香屋はなにも答えなかった。歩みを止めることもなかった。ただ、胸の中でつぶやいただけだ。

　──僕にとって、最大の敵はいつだってトーマだよ。

　ずっと、ずっとそうだ。同じアニメヒーローを、同じように信仰している。たいていのことで気が合って、なのに根本的な部分で、どうしてもわかり合えない。

　でも、モノの忠告は的外れだ。

　トーマは信用できる。最大の敵として、最大限に信頼できる。
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　架見崎の半分を占める平穏な国の領土、その北東にある山中の教会に自室を持つのは、五人だけだ。リリィ本人と、彼女の食事係、掃除係、服飾係、それから語り係。

　午後六時になるころ、高こう路ろ木ぎはシモンの部屋に入った。

　広い部屋だ。家具は古いが経年変化がむしろ味になる、良いものが揃っている。元々、この部屋に残されていたものだろう。教会というのは金を持っているのだろうか。

　明かりはまだ灯していなかった。窓からは夕暮れになりかけの、嗚お咽えつのようにか細い光が射しこんでいた。高路木は猫脚のソファーに腰を下ろし、シモンと向かい合う。

「ウォーターは、いかがですか？」

　とシモンが言った。

　高路木は微笑ほほえむ。

「良いですよ。とても良い。弱小から成り上がってきたというのもよくわかる」

「ＰＯＲＴの進行を、第八部隊だけで食い止めたようですね」

「おまけに、ホミニニに気に入られているようです。熱心に勧誘を受けていましたよ」

　シモンは丸い顎あごに手を当てる。

「では、裏切る可能性が？」

「いえ。そんな様子はありません。ＰＯＲＴにはあまり興味がないようです」

「では、うちで成り上がるつもりですか？」

「どうでしょうね」

　高路木は早い段階から、ウォーターに興味を持っていた。

　彼女が平穏な国に合流したのは六ループ前のことだ。当時、チーム内では彼女への風当たりが強かったが、彼女を無下に扱うわけにもいかなかった。平穏に入る前、ウォーターは一〇万Ｐに迫るチームのリーダーだったのだから。必死にＰＯＲＴを追う平穏にとっては、チームごとポイントを差し出すというウォーターを、高い値段で買わざるを得なかった。ウォーターは間もなく聖騎士になり、そのことでさらに大勢が彼女を嫌った。

　高路木は初めから、どちらかというとウォーター寄りだった。

　彼女が優秀なのは間違いない。それに平穏のナンバー２である高路木は、彼女に嫉しっ妬とする理由もない。少し様子をみて、使えるようなら手て駒ごまにしたい。そう考えていた。

　──問題は、どこまで使えるか、だ。

　高路木は彼女を、自身の右腕にしても良いと思っていた。これまでのナンバー３を切り捨てて、その座に彼女を置く選択も思い浮かんでいた。そうするだけの価値がウォーターにあるのか見極めたかったが、六ループかけても、推し測ることができなかった。

　端末を操作しながら、高路木は言った。

「ウォーターは、とび抜けています。今日一日でそれを証明してみせた」

　月生を動かしただけではない。戦場の彼女は頼もしい。他の戦局がどれだけ不利に動いても、ウォーターのところだけは必ず勝つ。平穏の誰もが──彼女を嫌う勢力でさえも、知らぬ間にそう信じている。

　シモンは自身の頰をなでまわしている。

「なら、相応の評価を与える必要がありますね」

「彼女にさらに、ポイントを回すつもりですか？」

「いえ。優先すべきなのはブルドッグスです。餌えさをやらなければ、飼い主の手を嚙かむかもしれない」

「では、地位を与えますか？」

「だとして、どれだけの地位でしょうね？　月生を動かし、ＰＯＲＴを止めた彼女に与えるべき地位は」

　決まっている。

　本来、月生に対応するのは第一部隊の仕事だ。戦闘において、もっとも権限を持つのも第一部隊だ。そしてこれからの戦闘は常に対ＰＯＲＴを意識することになる。

　高路木は、片方の眉まゆをぴくんと跳ね上げた。

「私を解任し、彼女を第一部隊に？」

　シモンは笑う。彼が笑うと、顔の影が濃くなる。

「あり得ません」

　当たり前だ。高路木とシモンは、いわば運命共同体だ。

　平穏な国は本来、シモンのチームだ。偶像としてリリィを掲げ、だが彼女にはなにも語らせない。リリィの言葉を作るのはシモンだ。彼の一存で、平穏な国は動いている。

　高路木は早い段階から、そのことに気づいていた。気づいても、リリィに従い続けた。つまりシモンの傀かい儡らいでいることを選んだ。ウォーターにはできない判断だろう。彼女は輝きが強すぎる。

「では」

　と、高路木は言った。

「はい」

　と、シモンは答えた。

　長い間、ウォーターの価値がわからなかった。だが、今日、彼女はそれを証明してみせた。ようやく高路木の、彼女に対する評価が定まった。

　──お前は、冷静で優秀なプレイヤーだよ。きっと、本来、お前のような人間がリリィの隣には相応ふさわしい。

　そしてこの歪ゆがんだチームには、ちっとも似つかわしくない。

　シモンは言った。

「我がチームの結束を乱すものは、誰であれ敵です」

「心得ていますよ」

　頷うなずきながら、左耳に手を当てる。そこにはイヤホンがはまっている。

　高路木はコインに、いくつかの特殊な効果を付与する能力を持っている。
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　久しぶりに、彼女が怯おびえている顔をみた。

　それで香屋は、月生の言葉を思い出した。

　──神さまか、あるいは怪物のようだ。

　香屋にとってそれは、トーマのことだった。

　ウォーター。トーマ。冬とう間ま美み咲さき。

　彼女は完かん璧ぺきではない。

　充分に頭の回転が速いが、つまらない見落としだってする。トーマは実は優しくて、感情的で、だからクールにみえても人を信用し過ぎる傾向がある。そして精神的に飛び抜けて強いわけでもない。

　それでもトーマはまるで、神さまか怪物のようだ。

　だって彼女は失敗しても、それでも欲しいものを手に入れるのだから。

　感情だけで言ってしまうなら、トーマは世界に愛されている。持って生まれたものが違う。香屋は、理屈で納得できないことが嫌いだ。でも彼女に関しては、理解できない力を認めている。過去の出来事が何度も、繰り返し彼女の特殊性を証明してきた。

　トーマにとっての成功とは笑いながら目的を達成することで、トーマにとっての失敗とは泣きながら目的を達成することだ。

　午後六時四〇分。

　香屋がトーマに再会したのは、架見崎ではありふれた、と表現するには破壊の跡が真新しい街の一角だった。薬局があり、古風なカエルの人形が置かれている。そのカエルは右目を失なくしている。

　トーマは端末を耳に当てていた。通話中のようだ。こちらから連絡を入れる場合は検索士サーチャーの端末を使うから、向こうから着信があったのだろう。ちょうど話を終えたようで、トーマはかすれた声で「はい」といい、端末をポケットにしまった。

　彼女と目が合ったのは、その直後だった。

　──タイミングの問題だ。

　と香屋は思う。

　もう何分か、トーマとの再会が遅れていたなら、彼女はそんな表情をみせなかっただろう。自分の中でなんらかの答えを出し、動揺を鎮しずめていただろう。でも今回は、たまたま、通話を終えた直後に香屋が到着した。

　トーマは弱い力で、香屋の両肩をつかんだ。

「どうしよう、歩」

　怯えた表情で、香屋の顔を見上げた。

「予定外のことが起こった。私はこんなの、考えていなかった」

　肩をつかまれたまま、香屋は彼女の顔を見返す。

「誰と話してたの？」

「シモン。リリィからの言葉だって」

「なんて？」

「ミケ帝国と、停戦の協定を結ぶように」

「へえ。なるほど」

「状況が不安定だから、ミケ帝国を取り込むのはなしにして、戦闘の終了まで互いを攻撃しないように話し合ってこいって言うんだよ」

「君がやるの？　高路木さんの方が適任だと思うけど」

「今夜中に、平穏からミケに打診がある。私は明日の朝、白しろ猫ねこさんに会ってくる」

「わざわざ会いに行く必要、ある？」

「通話だと、他のチームの傍受があるから」

「そう。いい話じゃない」

「本当に、そう思う？」

　彼女は肩においた手に力を込めて、泣き出しそうな目で香屋をみる。

「まだ、よくわからない。でも不自然なの。すごく気持ち悪い。嫌なことが起こりそうな気がする」

　トーマは頭よりもまず、感覚で物事を判断する。でも間もなく頭の方も、その違和感の理由に気づくだろう。

　停戦の話自体は別にいい。でも、そのためにトーマを動かすのは不自然だ。平穏な国とミケ帝国は互いを信頼できる関係にはないのだから。口頭でなにを約束しようが、相手を信じられるはずがない。警戒は解けない。

　そこにトーマを差し出すのは、平穏にとって、明らかにコストが重すぎる。今日、ＰＯＲＴを止めたのはトーマだ。ここにトーマの第八部隊がいるから、ＰＯＲＴとのにらみ合いが発生している。彼女を動かすとそのバランスさえ崩れかねない。

「教えて、香屋」

　と、トーマは言った。

「私は、なにを怖がってるの？」

　泣き出しそうな彼女の顔をみて、香屋は拳こぶしを硬く握る。

　これから架見崎で起こることをイメージしていた。想像できる可能性の中での最悪を探していた。香屋自身にとっての、重い命と、軽い命を線引きしていた。

　香屋は答える。

「怖いのは、白猫さんだよ」

　本当は違う。トーマが怯えているのは、もっと別のものだ。

　──ね。神さまか、怪物みたいだろ？

　トーマは戦場でなら、人を殺す指示だって出せるのに。でも彼女がこんなにも怯えている理由は、予定外に人が死ぬかもしれないからだ。

　口早に香屋は言う。

「通話を。相手は白猫さん。無理なら、ミケ帝国の誰か」

　パラポネラ、とトーマはよく通る声で、少女の名前を呼んだ。

　彼女は道端に停められた軽自動車の中にいたようだった。トーマは返事を待たず、軽自動車に向かって言う。

「白猫に通話。今すぐに」

　わかりました、と軽自動車から返事があった。

　トーマは視線を香屋に戻す。

「どういうことなの？」

「君は裏切られたのかもしれない」

　もしも平穏な国に、ミケ帝国と交渉するつもりがなかったなら。成立しないとわかっている停戦の話をトーマにやらせたがっているなら。これは対ミケ帝国でも、対ＰＯＲＴでもなくて、トーマを抑えつけるためのアクションだ。

「私はどう、裏切られたの？」

「最悪なのは」

　言葉を止めて、香屋は考える。

　本当に最悪というなら、他にもあった。香屋はもっともわかりやすいひとつを答えた。

「白猫さんが、戦場に出ること」

　軽自動車のドアが開く。

　叫び声、というほどではないが、大きな声でパラポネラは言う。

「通話、繫がりません。ジャミングの一種のようです」

　トーマが叫び返す。

「すぐに解析を」

　その目の前で、香屋は首を振った。

「いや、いい」

　時間の無駄だ。こちらの動きを気取られる方が、危険だ。

「でも、ひとつだけ頼みがある」

「なに？」

「僕を、リリィのところに連れて行って」

　すべてが香屋の想像通りだったとしても、どう転ぶかわからない。サイコロが振られ、目はまだ出ていない。

　だから判断の基準は、ひとつしかなかった。

　──必要なカードを、揃えに向かう。

　香屋は四枚のカードを欲していた。うち一枚は月生だ。そのカードはもう切った。二枚目はリリィの能力の詳細だ。そちらはパラポネラがみつけ、すでに手の中にある。三枚目は予定通りに、戦場に伏せられている。

　でも最後の一枚だけが、まだない。これから生み出さなければならない。
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　月生がそのテーブルに着いたのは、午後七時になる頃だった。

　架見崎の午後七時は夕暮れ時だ。通された高層マンションの最上階には、世界を切り取って一枚の絵画にしたがっているような大きな窓があり、夕焼け空がよくみえた。

　右手を差し出して、ユーリイが言う。

「初めまして、月生さん。ユーリイと呼んで欲しい。今はいちおう、ＰＯＲＴの代表をしている」

　短く握手に応じて、月生は答える。

「月生です。ユーリイというのは、ガガーリンから？」

　ユーリイ・ガガーリン。おそらく世界でもっとも有名な宇宙飛行士のひとりだ。

「へえ。よくわかったね」

　とユーリイは笑う。

　月生もそれに合わせて、上品にほほ笑んだ。

「ガガーリンのチームの名前がＰＯＲＴというのは、示し唆さ的ですから」

　ＰＯＲＴ──港。船のイメージが強いが、ヘリポートという言葉もある。ユーリイという名前と共に、どこか遠いところに旅立とうとする意志を感じる。

　だがユーリイは首を振った。

「ＰＯＲＴの方は、僕が名づけたわけじゃない。正直、あまり気に入っていないんだけどね。Philosopher of the Round Tableの略らしい」

「哲学者の円卓、ですか」

「うちでは、賢者と訳すようだよ。賢者の円卓。ま、自分で賢者を名乗る集団なんか、たかが知れている」

「あまりＰＯＲＴがお好きではないんですか？」

「愛着はある。それだけだ」

　つまらない話だったね、とユーリイは苦笑を浮かべる。

　彼の動きのひとつひとつ、表情のひとつひとつが、月生には演技じみてみえた。でも一体、なにを演じているのだろう。ＰＯＲＴのリーダーにふさわしい在り方？　わからないが彼は、全身で「上辺だけの話」を求めているようだった。

「さて、月生さんはどうして、僕を訪ねてくれたんだろう？　ＰＯＲＴのみんなが貴方に注目しているよ。目の前の戦闘なんか放り出してね。半分は、僕が貴方を口説き落とすことを期待している。もう半分は、僕が貴方に叩たたきのめされることを期待している」

「貴方の望みは、どちらですか？」

「どちらでもないよ。ただ、月生さんをディナーに誘いたい。なかなか美う味まいレストランがあるんだ。でも、ここの展望が気に入ったなら、料理を運ばせてもいい」

　架見崎中で、まだ機能しているレストランを持っているのはＰＯＲＴくらいだろう。あるいは平穏な国にも似たものがあるかもしれないが、それはやはり商業施設とは意味合いが違うはずだ。

　ＰＯＲＴのもっとも特徴的な点は、通貨の概念が生きていることだ。その通貨とは、つまりポイントだ。ＰＯＲＴではポイントの移動で物品の売買ができる。

　月生は答える。

「お誘いを受けましょう。食事はここで。それから、お手数ですが、私のぶんは領収書を切っていただけますか？」

「ご馳走させてはいただけないのかな？」

「できるだけ同じ立場でお話しさせていただきたいものですから」

「同じ？　貴方が？　架見崎が始まったときから特別な、あの月生が？」

　内心で、月生は少し驚く。

「ユーリイさんは、架見崎の始まりをご存知なんですか？」

「友達に優秀な検索士サーチャーがいてね。それなりには、知っているつもりだよ」

　検索士サーチャーは理論上、架見崎のすべての情報にアクセスすることができる。より厳密には、運営が秘ひ匿とくする気のないすべての情報に。

　だからずっと過去まで情報を辿たどることは可能だ。でも、普通はしない。目先の戦闘には影響しないし、難易度が高すぎる。ポイントも時間も人材も必要だ。コストにリターンが見合わない。

　ユーリイは言った。

「月生さん。貴方は、運営のひとりなのかな？」

　彼は本当に、ある程度正確に、月生の過去を理解しているようだ。その想像は間違っているが、間違い方の筋がいい。

　話を変えようという意図はなかった。

　どちらかというとつい口を滑らせて、月生は尋ね返した。

「架見崎がなぜ八月なのか、考えたことがありますか？」

　その質問は、ほんのささやかな遊び心なのだろうと思う。でもその遊び心は自殺願望にも似ていた。屋上のふちの危ない場所に立ち、スリルを楽しむようなものだ。落ちるつもりもないのに。

　ユーリイは、ほんの一瞬、表情を消した。冷たい彼の素顔が垣かい間ま見みえたような気がしたが、すぐに笑みを取り繕う。

「いや。そういえば、どうしてだろうね。月生さんは知ってるの？」

　さすがにこれ以上、スリルを楽しもうという気にはなれなかった。

「やはり夕食は、ご馳走になってもいいですか？」

「もちろん。光栄だよ」

　月生は考える。

　──ＰＯＲＴの優秀な検索士サーチャーは、どこまで私のことを知っているのだろう？

　なかなか、興味のある話だ。運営者たちがどこまで月生のデータをオープンにしているのか、月生自身だって知らないのだから。
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　午後七時。

　その夕暮れ時、ミケ帝国は本拠地を灯台に移していた。

　先ほどの戦いで学校がずいぶん壊れて居心地が悪くなったことが主な理由だが、それだけでもない。避難先に灯台を選んだのは秋あき穂ほの提案だった。

　灯台は架見崎の南端、海に面した位置にある。平穏な国からは遠く、ブルドッグスやＰＯＲＴと直線距離を結ぶとあいだに戦闘に参加していないチームが挟まる形になる。疲弊したミケ帝国の逃げる先としては最適だ。

　本日の、ミケ帝国の死亡者は七名だ。重傷を負ったのは一〇名で、回復能力の使用回数が足りず、ふたりはまだ横たわっている。

　充分に傷ついたはずだが、ミケ帝国に気落ちした様子はない。ちょうど夕食の時間で、見張りの数人以外は雑談を交わしながらカップ麵めんを啜すすっている。ほんの数時間前まで一緒に暮らしていた七人が死んで、どうしてこんなに平気でいられるのだろう？

　秋穂は灯台の片隅で、両りょう膝ひざを抱えて座っていた。手の中にはノートがある。これまで考えたあれこれが、乱雑に書きつけられたノートだ。でも今のところ、それは役に立っていない。

　──とりあえず、私が名前を知っている人は死ななかった。

　よかった、とはさすがに言えない。でも安あん堵どに似た気持ちはある。

　この灯台でもっとも話題になっているのは、戦死者のことでも負傷者のことでもなく、月生の動向だった。そのたったひとりがＰＯＲＴに立ち入ったことで、戦闘は停滞している。誰もが彼の行動の意図で悩み込んでいる。このまま、今日を終えることができるのだろうか。

　膝を抱えたまま平穏な国の方向の空を見上げていると、声が聞こえた。

「食えよ」

　顔を上げると、そこにチビとデブのふたり組──ファイブとコッチが立っていた。コッチの方が、カップ麵をこちらに差し出している。

「伸びるぞ。食うなら、美味く食え。それが食い物に対する礼儀だ」

　つい笑う。こんなときでも、役割に忠実だ。

　受け取って、とりあえず割り箸ばしを割る。匂いをかぐと空腹に気づいた。箸の先で麵をつかみ、ちゅるんと吸う。とても美お味いしい。七人死んだ日の夜なのに。

　秋穂は立ち上る湯気をみつめる。

「今日、死んだ人たちも、知り合いだったんですよね？」

　自身もカップ麵に箸を伸ばしていたファイブが、ちらりとこちらをみる。だがすぐにまた、視線を麵の方に向けた。

「当たり前だろ。同じチームの仲間だ」

　そうだ。当たり前だ。ミケ帝国は、中堅と言っても総勢で三五人程度しかいなかった。学校のひとクラスほどの人数だ。もちろん全員顔見知りで、一緒に生活を送っているのだから親密で、いってみれば家族のようなものだったのだろう。

「すみません」

「あ？　なにが？」

「当たり前のことを訊きいて」

　当たり前につらいことを、答えさせて。

　私は部外者なのだ、と秋穂は思う。部外者だから、無責任にショックを受けている。きっと今日、目の前で起こっていた戦闘も、どこか他ひ人と事ごとだった。

　──私も架見崎に馴な染じんでしまえば、彼らのようになるのだろうか？

　人の死を、少なくとも表面上はやり過ごせるようになるのだろうか？

　香屋はそれを、危険だというだろう。気持ち悪いというだろう。どんな形であれ、死に馴染むべきではない。それが彼の考え方だろう。

　私は？　わからない。慣れてしまった方が楽なのかもしれない。こんなこと考えたくもなかった。香屋の話を聞いて、無責任に頷いたり否定したりしていたかった。

「何人かは泣いてるよ」

　と、ファイブが言った。

「ざっとみただけでも三人いない。恋人を亡なくした奴もいる。でもうちは、リーダーのせいかもな、みんな猫に似てるんだ。弱ったときは、姿を隠す」

　そうですか、と秋穂は答えた。

　コッチの方が言う。

「お前はどうして、キネマ俱く楽ら部ぶの連中に混じらないんだ？」

　そんなの、決まっている。

「私はわりと、あの人たちが好きなんですよ」

　わりと、かなり。

　会ってまだ、ひと月も経っていない。特別なにがあったというわけでもない。ただ一緒に生活していただけだ。それだけで、向こうは多少なりとも、秋穂を仲間として受け入れているのがわかる。秋穂の方も彼らを仲間だと感じつつある。

「これ以上、好きになると、気持ち悪いじゃないですか」

　秋穂は笑う。どんな表情を浮かべたのか自分でもよくわからなかったけれど、たぶん笑ったのだと思う。そのすぐあとに、なんだか泣きたくなって、うつむくためにカップ麵をすすった。

　独り言のような、ファイブの声が聞こえた。

「別れがつらいから好きになりたくないってのはよ、死にたくないから生まれてこなけりゃよかった、ってのと同じだよな」

　その隣で、コッチが続けた。

「まったくだ。食い終わりたくないから、ケーキなんかいらないってのと同じだ」

　秋穂は顔をしかめる。

「同じですか？　それ」

　ふたりが口々に言う。

「同じだよ」

「つまり、ガキでも言わない馬鹿げた話ってことだ」

　そうだろうか。ま、そうかもしれない。

　──やっぱり私は、架見崎が苦手だ。

　嫌いというより、苦手だ。香屋とは違う。死ぬことなんて、意識せずに生きていたい。生きていることさえ実感しないような、なんでもない毎日を暮らしたい。

　おお、とどこかから、歓声が上がった。

「いたぞ。月生だ」

　顔を上げると、双眼鏡の前に人が群がっていた。ここからでもＰＯＲＴにいる月生の姿がみえるようだ。

「どこだよ？」

「ほら、あのビル。もっと上だよ、窓辺にいる」

「あれが月生なのか？」

「そうだろ。検索サーチのデータと一致する」

　まるで著名人をみつけたような反応だ。実際、月生は架見崎の中で、もっとも著名なプレイヤーともいえる。誰もがその挙動に注目している。

「代われ」

　と眠たげな、だがよく通る声が聞こえた。

　白猫。彼女さえ、月生には興味があるようだ。

　順番でしょ、と誰かが言う。白猫は答える。

「私なら、相手をみればどの程度の強さなのかわかる」

　本当だろうか？　疑わしい話だったが、ミケ帝国の面々はその言葉をあっさりと信じたようだった。素直に双眼鏡をゆずっている。

　白猫が身を屈かがめて、双眼鏡のレンズにその両目を当てて、直後。

　彼女の身体が、吹き飛んだ。
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　高路木は、コインにいくつかの効果を付加する能力を持っている。

　正確には、コインである必要はない。一定の範囲内のサイズ、重さのものであればなんでも加工可能だが、小さくて手に入れやすいものがコインなのでよく利用する。

　付加できる効果は三つだ。位置の特定、盗聴、そして遠隔爆弾。遠隔爆弾のみがその他能力オリジナルで、あとは一般の道具アイテムとして獲得できる。

　高路木はウォーターとの取引で、そのコインを貸し与えていた。彼女が求めたのは、盗聴器としての効果だけだった。でも高路木は、保険のようなつもりで、そのコインに位置の特定と爆弾の効果も付加していた。

　どうやらウォーターはそのコインを、海辺の灯台に仕掛けたようだった。

　──なるほど。

　あそこは見晴らしがいいと聞く。戦況によっては、白猫が灯台に上ることは充分に考えられる。実際に第一一部隊が学校を破壊して、次に白猫が向かったのは灯台だった。

　──なるほど。なるほど。

　会話の様子で、状況はよくわかった。

　灯台には、コインで動くタイプの双眼鏡があるようだ。素晴らしいじゃないか。コイン型の爆弾の隠し場所として、最適じゃないか。

　やがてそこに、白猫が近づいて。

　当然、高路木は、その爆弾を起爆させた。




　　　　　２




　生まれて初めてのことばかりだ。

　黒くろ猫ねこは笑う。

　初めて、理想の通りに身体が動いた。初めて、意識を飛び越えて、五感が手足を動かした。初めて、白猫よりも早く反応することができた。初めて、白猫のふいをつくことができた。そして、今。初めて彼女の感情的な表情を見上げている。

　架見崎を訪れる前から、黒猫は白猫に憧あこがれていた。

　同じ道場に通っていたのだ。いわゆる古流柔術の道場だった。白猫は、よく知らずにその道場に入ったようだった。護身のために柔道を習うつもりだったんだよと彼女は言う。だが古流柔術は、いくつもの点で柔道とは違う。たとえば打撃がある。試合では別だが、本質的には反則がない。殴るし投げるし締めるし関節も極きめる。武器の使い方さえ学ぶ。より原始的な、戦い方を知る場所だった。

　戦う白猫は美しかった。

　まるで生き物ではないようだった。物質でさえないようだった。彼女はひとつの自然現象みたいにみえた。風のように、雨のように、雷のように美しかった。速いだけではなくて、勘が良いだけではなくて、力強いだけではなくて。現実とは違うところで完成した、概念上の真円みたいに彼女は戦った。

　──いつか、あの人になりたいな。

　と黒猫は思っていた。

　でもそれは本心ではなかったのかもしれない。近くで白猫をみていたかっただけなのかもしれない。いや、彼女さえ本質ではなくて。ただ美しいものに、圧倒されていたかったのかもしれない。

　なぜあの爆発に反応できたのか、黒猫自身、よくわからなかった。

　双眼鏡から、ほんの小さな音が聞こえたような気もする。気がつけば白猫を突き飛ばしていた。強化ブーストを未使用の状態で、能力の反応速度を越えられたように思う。

　──ああ。やっぱり私は、人間の肉体が好きだな。

　窮屈で、愚鈍で、なのにたまにエラーのように、思いがけない反応をみせる。本当は能力に頼らず、この不便で未知なものを使いこなしたかった。最後の最後に、それが叶かなったのかもしれない。

　──いや。最後には、まだ早いか。

　白猫が叫んでいる。

「回復だ。早くしろ」

　ああ、なんて綺き麗れいなんだろう。彼女の真剣な表情は。

　でも黒猫は、もっと綺麗な彼女を知っている。

　右手を動かそうとしたが、上手くいかなかった。そういえば爆発は黒猫の右側で起こった。腕はまだ胴体にくっついているような気がするが、それもはっきりしない。ともかく左手で、窮屈な体勢で、どうにか端末をつかんだ。

　黒猫は口を開く。

　彼女の本当の名前を呼ぼうかと思って、それも違うような気がして、やはり「白猫」と声をかける。なんてつまらないことで悩んでいるんだろう。少し可お笑かしい。

「動くな。喋しゃべるな。決して死ぬな」

　動揺する白猫はまるで少女のようだ。

　彼女は黒猫の両肩をつかむ。気にせず、黒猫は言った。

「私の、負けです」

「あ？」

　不機嫌そうな口調。白猫らしくなくて、思わず笑ってしまう。

　──貴女あなたをもう、戦場に出したくはなかった。

　でも、彼女が戦う姿を、もう一度みたかった。

　どちらも叶いはしないだろう。だから黒猫の負けだ。

「白猫。ミケ帝国とは、貴女です。だから──」

　だから、なんだろう。次の言葉がみつからなかった。意識が白く霞かすみ、なにもかもが身体から抜け落ちていく。でも、最さい期ごに、指先を動かす力だけは残っていた。

　上手く端末を操作できたはずだ。そう信じて、黒猫の意識は途絶えた。
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　彼女は息を引き取る瞬間まで、目を閉じなかった。

　代わりに手の中から、からんと端末を落とした。

　──ふざけるなよ。

　そう叫びながら、白猫は何度もその細い肩をゆすった。ふざけるな。ふざけるな。お前が死んでいいわけがないだろう？　彼女の名を呼び、唇を嚙んだ。そして、本当に黒猫がもう目覚めないことを理解して、手のひらで瞼まぶたを下ろした。黒猫の口元は笑っていて、そんな馬ば鹿かなという気がした。

　天を見上げる。ただ一度、深く呼吸するために。

　そのまま、夕焼けを押しのけようとする濃紺色の天頂を見上げたまま、言った。

「命令だ」

　涙を拭ぬぐう。別に、泣いたままでもよかったけれど。

「すべて、差し出せ。欠片かけらも残さず私に預けろ。あとは好きに震えていろ」

　まず答えたのはコゲだった。

「白猫。ミケ帝国はもう、貴女だけのチームではありません」

　白猫は彼を睨にらむ。

「ああそうだ。私と黒猫のチームだ。だが黒猫は、もうみんな差し出した。ポイントも、命もだ。なら今は私だけのチームだ」

　端末にはメッセージが表示されていた。黒猫からポイントのすべてを譲渡されたというメッセージだった。彼女が最後の力を振り絞ってしたのがそれだというのは、馬鹿げているように思った。架見崎に染まり過ぎている。

　コゲが眼鏡ブリッジに中指で触れる。

「なにをするつもりですか？」

「暴れる」

「なんのために？」

「私のためだ。私が満足するためだ。それ以上の理由が必要か？」

「黒猫だけが犠牲者ではありません。彼女の前に、七人死んでいます」

「ああそうだな。それがどうした？」

　白猫は周囲を見渡した。誰もが、こちらをみていた。そのすべての視線を受けて、表情も変えずに白猫は言った。

「誰が死のうが、知ったことか。私は悲しいんだよ。暴れ出したいくらいにやるせないんだよ。不平等でなにが悪い。私の感情に従わせろ。代わりに、この馬鹿げた戦いを終わらせてやる」

「そうじゃないでしょう」

　全員の中で、もっとも尖とがった表情でコゲがこちらを睨んでいる。

「最後が違う。最後だけが違います。撤回してください。貴女の戦いに、条件なんかいらない」

　そうだ。そうだった。黒猫が三権分立なんて言い出すまでは。

　ミケ帝国とは、白猫のことだった。

「ごちゃごちゃうるさい。さっさとしろ」

　笑い声が上がった。ひとつではなかった。

　あちこちで、それぞれに、ミケ帝国の隊員たちが笑っている。顔を見合わせ、口々に言っている。──「ひどい話だ」「滅茶苦茶だ」「ちょっとは言葉を選べよ」「オレたちの気持ちを盛り上げろよ」「なんてリーダーだ」「ってか、リーダーって黒猫じゃなかったのか？」「あの人も馬鹿だよな」「どうして白猫なんか庇かばったんだよ」「どうせ死にやしないのにな」「チームにどっちが必要だか、考えてほしいぜ」。

　悪態をつきながら、彼らは次々に端末を取り出す。面倒くさそうに、でも笑みを浮かべて端末を操作する。

　代表して、というわけでもないだろうが、コゲが言った。

「ミケ帝国の本気を、存分にみせてください」

　白猫のポイントが跳ね上がる。
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　架見崎でポイントの移動が起こるのは、ふたつのパターンに限られる。

　ひとつは相手を殺した場合。その相手が持っていた総ポイントの半分が手に入る。ちなみに小数点以下は切り上げになる。

　もうひとつは、ポイントの譲渡を受けた場合。こちらは相手が差し出したポイントが、そのまま自分のものになる。

　だが戦闘中のポイントの譲渡は通常、戦力の上昇には繫つながらない。なぜなら新たな能力を獲得できるのは、ループのタイミングに限られるからだ。手に入ったポイントは、ただポイントとしてそこにあるだけで、なんの価値も生まない。

　とはいえ、例外がないわけでもない。

　その最たる例が、能力の凍結の解除だ。

　所持ポイントが獲得している能力の必要ポイントを下回った場合、一部の能力が使用できなくなる。後から獲得した能力から順に使用が制限されていく。これを架見崎では、能力の凍結と呼ぶ。

　そして凍結された能力は、ポイントを獲得すると即座に再び使用できるようになる。




　かつてミケ帝国は、たったひとりのためのチームだった。

　その眠たげな目をした女性ひとりが戦い、ひとりきりで勝利するチームだった。

　ミケ帝国リーダー、白猫。凍結されていたものを含めたとき、彼女が所持する能力の総ポイントは一〇万を超える。




　　　　　３




　秋穂には、ミケ帝国が理解できなかった。

　──黒猫さんが、死んだ。

　死んだのだろう、たぶん。彼女は白猫の足元に横たわっている。

　なのにチームが張り詰めたのは、ほんの一瞬だった。白猫のわけのわからない話で、まもなく雰囲気が一変した。

　明るくはない。悲しげではある。でも、みんな笑っている。白猫をみつめて、まったくしょうがないなという風に笑っている。

　全員の視界の中心で、白猫は言った。

「コゲ。リーダーを預かれ」

　コゲは首を振る。

「必要ありません。貴女が死ねば、ミケ帝国は終わりです」

「邪魔なんだよ。お前らの顔を思い出したくないんだ」

　すでに白猫の声は、普段通りの温度に戻っていた。表情も。その頰に涙が流れた跡がある他は、いつもと同じ冷たい白猫だった。

「私の重りを預かれ」

　今度は、コゲが頷いた。

　ミケ帝国のリーダーを譲渡しているのだろう、白猫が端末を操作する。コゲも自身の端末に触れて、「たしかに」と答えた。

　それ以上に会話はなかった。

　もう夕暮れも終わりつつある、八月の架見崎の高い空に、白猫が足を踏み出す。

　手すりを踏んで、跳んだ。──おそらく彼女のアクションはそんな、単純なものだったのだろうと思う。でも、そうはみえなかった。

　すぐ目の前で、白猫が消えた。見上げると遥はるか遠方に、夕陽の欠片が射す赤い光を受けた、彼女の白い姿が輝いている。なんだか静かだ。深海にいるみたいに。

「さあて、これでお終いだ」

　と、誰かが言った。

「オレたちの戦いは、ここまでだ」

　あちらこちらから、同じような声が聞こえてくる。半数ほどはこの灯台を下りていく。終戦を迎えたように、雰囲気が和やかだった。

　秋穂は黒猫に近づいた。

　何人かが彼女を取り囲み、手を合わせている。その中にファイブの姿もある。

　秋穂も同じように手を合わせようとして、そして、コッチがいないことに気づいた。
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　初めからすべてが、予定通りにいくとは思っていなかった。

　そもそも当初の予定にも、被害者は織り込まれていた。おそらく四、五〇人は死ぬだろう。それがトーマと香屋の見立てだった。

　──黒猫。

　トーマは彼女と、親しかったわけではない。

　やはりミケ帝国は白猫のイメージが強い。黒猫は彼女の優秀な補佐という印象だった。何度か顔をみかけたことはあるが、会話を交わした記憶もない。

　だからトーマにとって、黒猫の死と、それまでに死んだ二六人に感情的な差はなかった。当たり前に悲しく、当たり前に馬鹿馬鹿しくて、なんだか少し苛いら立だたしい。

　でも。

「ただの盗聴器だって、言ったじゃないですか」

　端末の向こうで、コッチが声を震わせる。

　彼は元々、ブルドッグスの人間だった。でもずいぶん前に、スパイとしてミケ帝国に送り込まれていた。トーマは彼を使い、コイン型の盗聴器を灯台に仕込んだ。それが爆発して黒猫を殺した。

　トーマだって、あのコインが爆発することは知らなかった。高路木には盗聴機能だけで良いと伝えて、あれを作ってもらった。

「オレに、こんなこと言う資格はないけど、でもどうして黒猫さんが死ぬんですか？」

　コッチは悪い男じゃない。ただこの不確かな架見崎において、方々に良い顔をしようとしただけだ。ミケ帝国が勝っても負けても生き延びられるように、見方によっては姑こ息そくに動いていた。トーマは彼のような人間が嫌いではなかった。スパイのくせに、黒猫の死で泣き声になる彼が。

　──間抜けなのは、私だ。

　高路木の行動を予想できなかった。

「君は守るよ。必ず」

　一方的にそう告げて、トーマは通話を切った。コッチが求めているのは、そんな言葉ではないとわかっていたのに。

　これ以上、話をできなくて、通話を切って隣の香屋に手を伸ばす。

　香屋はその手をつかんだ。小動物のように熱い手だった。でも彼は、口を開きはしなかった。

　──この戦闘において、高路木は私に従うだろう。

　それがトーマ自身の見立てで、香屋にも心配いらないと伝えていた。高路木は頭の良い男だ。対ＰＯＲＴという事態の中で、チーム内の権力争いのために身内の足を引っ張るようなことはしない。そう信じていた。

　でも、今考えてみれば。

　──そりゃ、保険くらいは用意しておくよね。

　あのコインを爆弾にして、起爆させるための権利を手放していないことくらい、予想できてよかった。白猫がそこに近づいたなら、スイッチを押すことくらい、当たり前に想像がついたはずだ。

「君は、気づいていたの？」

　そう尋ねると、香屋はわずかに顔をしかめる。

「可能性のひとつとしては。でも、そんな可能性のすべてを潰つぶす時間はなかった」

　それも、当たり前ではある。平穏とＰＯＲＴが、ミケとブルを巻き込んで戦う。この大規模な戦闘のすべてを完全に操作することなんか、できない。

　──リリィからのお言葉です。ミケ帝国と、停戦協定を結ぶように。

　シモンからのあの連絡。あれは、トーマをはめるためのものだ。

　状況だけをみれば、トーマが借り受けたアイテムで、白猫の命が狙ねらわれ、それによって黒猫が死亡した。これでミケ帝国との停戦はほとんど不可能になった。トーマが手柄を立てたくて暴走し、リリィの言葉にさえ逆らった。こんなストーリーが彼らのあいだで出来上がっているのだろう。

　コッチに申し訳なかった。

　高路木とは仲良くなれると思っていたのに、裏切られたことが悲しかった。

「少し、泣いていい？」

　と、トーマは尋ねる。

　香屋は首を振る。

「だめ。みんな終わってから」

　でもトーマはもう涙を流していた。香屋の熱い手を握り締めていた。

　──ああ。香屋。

　たまに彼が、怪物にみえることがある。

　今みたいに身を縮めて震えているときなんかに。こちらは過去への後悔で泣いているのに、隣で、必死に未来を睨みつけているときなんかに。

「助けて。香屋」

「君を？　どうやって」

「わからない。でも、こんなのは嫌だ」

「僕は僕のためにしか頑張らないよ」

　知ってる。でも。

「けっきょく君はいつも、私を助けてくれるんだ」

　香屋は首を振った。

「僕が好きにすると、なぜだか君が得をするだけだ」

　涙がにじんだ視界で、彼の横顔を盗み見る。

　優しくも、力強くもない顔だ。ただ怯えている気弱な少年の顔だ。

　でも、どうしてだろう。そこに香屋がいるだけで、未来に少し希望を持てる。
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　──僕のミスだ。

　と、香屋は考える。

　トーマは天才だ。仲間を作り、状況を思うがままに推し進める天才だ。感情通りに振る舞って、普段は自信満々で、なのにこんな風に簡単に傷ついて。そしていつも、いちばんの結果を手に入れる。でもその才能はときに眩まぶしすぎる。仲間と同時に敵を作り、嫉しっ妬とで冷静な思考を失わせる。

　──それが、トーマだ。トーマはそのままでいい。

　彼女がへんに小こ賢ざかしくなってしまえば、本来持っている、その圧倒的な才能まで失うだろうから。ときに失敗しながら、裏切られて傷つきながら、でも全体では必ず勝者になる彼女のままでいい。

　──その、失敗の種類を選ぶのが、僕の役目だろ。

　どうしようもない失敗を避けて、取り返しのつく失敗ばかりにするのが仕事だろ。

　でもやりきれなかった。恐怖心が足りなかった。よく知りもしない高路木の理性に、どこかで期待していた。

　──白猫さんの命を狙うなんて、馬鹿だ。

　なにもみえていない。

　この戦闘の本質は、ＰＯＲＴの落としどころを作ることだ。彼らが一度、振り上げた拳を、どんな形で収めさせるのか。それをみつけだすことが彼ら以外のすべてのチームの勝利条件だ。

　もし本当に、白猫が死んでいたなら。平穏な国がミケ帝国まで落としていたなら。もう本当に、致命的に、ＰＯＲＴが立ち止まる理由がなくなる。ユーリイの理屈。彼に対抗するホミニニたちの理屈。すべてが平穏な国を落とすことで一致する。

　ＰＯＲＴが絡からんだ戦いで、戦果を上げてはいけないんだ。

　彼らが妥協できる、ぎりぎりが引き分けだ。誰もが認める架見崎で最強のチームのプライドに触れるのは、まだ早すぎる。

　──白猫さんが、生きていてよかった。

　最悪でなくてよかった。でも怖ろしくもあった。だってこれは、トーマにとって最良の展開なのだから。

　香屋は、顔を歪ゆがめて涙を流すトーマをみつめる。

「これから、平穏な国を作り替えるよ」

　彼女は涙をこぼしながら、頷うなずく。

　ああ、トーマ。

　──やっぱり君は、特別だ。

　まるでトーマだけが神さまに愛されているみたいだ。彼女を中心に、世界の未来が作られているみたいだ。

　香屋は全員の引き分けで、この戦いを終わらせたかった。

　ずっとそれを狙っていたのに。

　──でも、もう叶わない。

　きっと。この馬鹿げた戦闘は、トーマのひとり勝ちで終わる。
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　風を切る音だけが、耳に聞こえる。

　それはずいぶん悲しい音だった。

　白猫は、黒猫のことを考えていた。記憶の中で彼女は、いつだって困った風に顔をしかめている。なのに命を落とす直前、彼女は笑った。

　──馬鹿だな。あいつは。

　なにに満足しているんだよ。

　黒猫には才能があった。肉体と意識の、ほんのわずかなずれみたいなものが修正されれば、間もなく白猫自身よりも強くなるだろうと思っていた。あの才能を育てたかった。白猫は特別、戦うことが好きなわけではない。でも強い人間は好きだ。黒猫に敗れる日を楽しみにしていた。

　──だから、もう少し、私が守ってやればよかった。

　なのに黒猫は、白猫を戦場から遠ざけたがった。

　一年と少し前の、ある敗戦がきっかけだ。

　ただの負けではなかった。白猫は命を落としかけた。死を覚悟したのは、後にも先にもあの時だけだった。

　ただ一度の敗北で、ミケ帝国は白猫のワンマンチームであることをやめた。ポイントを分散させ、黒猫が実質的なトップに立った。白猫は、そんなミケ帝国も悪くないと思っていた。黒猫に守られているのも、悪くない。けれど。

　──ああ。やっぱり、私はひとりの方が気楽だよ。

　隣に誰もいないのがいい。ずっとそうだ。なのに黒猫だけがついてきた。

　白猫はミケ帝国を駆け抜けて、ブルドッグスの領土に踏み込む。

　そこにも、敵はいなかった。無人の廃はい墟きょが広がっていた。

　だが平穏な国との境界に近づくと、前方から光の筋が飛んできた。射撃シュート。こんなもの無意味だ。白猫の動きを、捕え切れてはいない。

　一〇万ポイントを超えるプレイヤーが戦場に現れることは、稀まれだ。そもそもそんなプレイヤー、架見崎にもほとんど存在しない。月生を別にすれば、平穏とＰＯＲＴを合わせて数人といったところだろう。その二チームも、前線に立たせるのはせいぜいが二、三万ポイントのプレイヤーばかりだ。搦からめ手てのような方法で敗れてポイントを奪われるのを嫌がっているのだろうが、馬鹿げた話だ。

　一〇万ポイントのプレイヤーは、人の領域から逸脱する。

　加えて白猫は元々、身体能力が高い。身体からだの動かし方も熟知している。掛け算で身体能力を伸ばす強化ブーストとの相性が良い。

　白猫は明らかに速度に特化した強化士ブースターだった。通常、速度のみを伸ばした強化士ブースターは成立しないといわれる。自分自身の速度に、肉体の強度がついていけなくなるからだ。速度に一〇〇〇Ｐ割り振ったなら、強きょう靭じんさにもその半分、五〇〇Ｐ程度は割り振らなければならない。そうしないと物を殴ったとき、自身の拳こぶしの方が壊れる。全力で走るだけでも足の筋を痛める。それが常識だとされている。

　だが白猫は、ポイントの六割を速度に割り振っていた。強靭さに二割。五感を高める感覚にも二割。それでも難なく、最高速度を出せる。自壊なんて、適切な身体の動かし方を知っていれば起こらない。

　速度に六万を超えるポイントを割り振った白猫は、音速に迫る。ちゃちな拳けん銃じゅうの弾なら追い抜ける速さだ。ただ走るだけで、大抵の攻撃は無効化する。放たれた銃弾を撃ち抜ける射撃士シューターなんてまずない。

　とくに敵を倒そうという意識もなかった。ただ、走行中、手で触れられるところに立っていたふたりに軽く触れた。銃弾より白猫の拳の方が重い。肉が抉えぐれて血が弾けるが、空気が膜のようにまとわりついているからだろうか、白猫の手は汚れなかった。

　先ほどの射撃シュートから二、三秒あとで、次の射撃シュートが飛んでくる。白猫であれば一キロも移動できる時間だ。目的の教会は、もう目の前に迫っている。

　その射撃シュートは、多少なりとも白猫に効果があった。線ではない。何本もの光線が網のように白猫の前で交錯する。

　──どうでもいいな。

　当たっても、死にはしないだろう。強靭さ二万Ｐに致命傷を与える攻撃にはみえなかった。突っ切ってもよかったが、でも服が破れるのも面倒だ。軽く飛び越える。

　直後、脳天に気配を感じた。
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　高路木が教会でその報告を聞いたのは、ほんの三〇秒前のことだ。

　──ミケ帝国、白猫にポイントを集めました。

　そう間を置かず、白猫が動き出す。彼女は架見崎を大きく時計回りに移動し、まもなく平穏な国の領土に踏み込んだ。

　その三〇秒間で、高路木は三つのことをした。

　短く迎撃の指示を出し、窓を開き、能力を使用した。

　白猫のように、極端なプレイヤーに対処するために、平穏な国もひとりの最強プレイヤーを作っている。それが、高路木だ。ポイントだけをみれば、高路木はリリィをも超える。検索サーチや道具アイテム、その他オリジナルにもポイントを割り振ってはいるが、メインの強化ブーストのみで一二万Ｐ。総ポイントでは一六万と少し。

「ミケ帝国に兵を向けますか？」

　と質問を受ける。どうやら白猫は、リーダーをコゲに譲ったようだ。なら、そちらを狙う判断もあり得る。

　だが高路木は首を振る。

「いや」

　せっかく月生で動きを止めたＰＯＲＴを、今は刺激したくない。それにすでに、必要なカードは手の中にある。気まぐれに買ったガラクタがワイルドカードに化けた。

　強化ブーストを使用した高路木の目には、はっきりと白猫の姿がみえていた。速い。おそらく高路木よりも。でも負けはしない。

　高路木には確信があった。

　かつて、ただ一度だけ白猫に勝利したプレイヤーが、自分だったから。それに野良猫を殺すための手札は、すでにあのチームに紛れ込んでいる。ウォーターに能力を付加したコインを貸し与えた代わりに手にいれたカードだ。

　白猫はたしかに速いが、それだけだ。高路木が守りに徹したなら、彼女の攻撃ではまず傷つかない。それに高路木は彼女のような「ただ強い」プレイヤーに特化した能力を持っている。

　戦いはおそらく持久戦になるだろう。そしてそれは、高路木にとっては最良の展開だ。白猫の足を止め、ミケ帝国に伏せられたカードが裏返るのを待てばいいだけなのだから。

　──最高のストーリーじゃないか。

　片耳のイヤホンに触れて、高路木は笑う。

　ウォーターはリリィの指示を無視し、ミケ帝国を爆破した。でもその攻撃は失敗し、黒猫を落としただけだった。それで白猫が暴走し、リリィに迫る。その白猫を落とすのが、高路木だ。これでウォーターは失墜し、ナンバー２としての高路木の立場は盤石のものになる。

　──シモンさえ、蹴け落おとしてしまおうか。

　あの男は、ここまで巨大に膨れ上がったチームの影の支配者として充分ではない。愚かではないが優秀だとも言い難い。そろそろ排除した方がいい。

　そんなことを考えながら、高路木は窓辺から跳ぶ。網目状に撃たれた射撃シュートを飛び越えた白猫の、さらに上に。前転の要領で踵かかとを落とした。

　さすがに、白猫は反応がいい。

　左腕で高路木の踵を受け、その腕を引いて上う手まく力を逃がす。でも。

　──触れてしまえば、同じことだ。

　遅れて破裂音が鳴った。まるで物質のように硬い音だ。これが、空気が高温で熱しられた音だなんて、誰も信じはしないだろうが。

　白猫の腕が、燃え上がっている。
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　高路木が窓から跳んだころ、香屋歩はトーマと共に、ようやく教会に到着した。

　白猫の接近の混乱に乗じて、リリィの元まで潜り込むことが目的だった。

　リリィの部屋の位置は、すでにトーマから聞いている。あとは彼女が護衛の目を逸そらしてくれればいい。

「みつかると、どうなるかわからないよ？」

　とトーマが言う。

　もちろんだ。震える声で香屋は答える。

「僕にはカードがある。上手くやるよ」

　ずっと用意してきた、四枚のカードのうちの一枚。ここで使えばリターンが大きい。

「私はどうしたらいい？」

　トーマはまだ不安げだ。でも少しずつ冷静さを取り戻しつつある。

「リリィの護衛を引きつけて。あとは平穏の本部か、第八部隊に戻るか。もしＰＯＲＴが動いたとき、君がそれに対応できる場所にいてくれればいい」

　月生がＰＯＲＴを離れたら、平穏な国はほとんど詰む。白猫ひとりにかき乱されている平穏に、ＰＯＲＴにまで対応することはできない。トーマの力が必要なのはそちらだ。

「でも、もうひとつだけ」

「なに？」

「もうすぐモノから連絡があるはずだから、風船を上げるように指示を」

　彼女には、戦場が動いたらトーマに連絡を入れるように言っている。
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　秋穂が灯台から移動しなかった理由は、ふたつある。

　一方はキネマ俱楽部のメンバーがまだこの場にいたこと。

　それからもう一方は、空をみるなら、ここが最適だったこと。

　香屋からのメッセージにあった通り、秋穂はキドに再会した。残りは、最後の三行だけだ。




　そのとき、僕の思いが空に浮かんだなら、

　貴女はその中の、赤いものを受け取って

　貨幣の呪のろいだって解いてくれるでしょう




　貨幣の呪い、というものがなんなのか、秋穂にはわからない。でも、少なくとも香屋からの、なんらかのメッセージが空に上るはずだ。それを見落としてはならない。

　──黒猫さん。

　彼女のことを考える。

　もっと悲しいだろうと思っていたけれど、それほどではない。知っている誰かの死を漠然と想像していたころの方が、今よりも気持ちが沈んでいたようにさえ思う。

　もちろん、そんなものは勘違いなのだろう。まだ彼女の死に驚いていて、それで本来の感情に、上手く気づけないでいるのだろう。たぶんこれから、もう少しだけ心に余裕ができたとき、その余裕を悲しみが埋めるだろう。

　でも、今は無感情でいい。

　──私は私の役割を達成できればいい。

　だから秋穂はじっと、空を見上げていた。

　灯台の端っこでは、キドがコゲに声を掛けている。

「状況がよくわからないんだけど。貴方あなたが、現在のミケ帝国のリーダーということで、いいですか？」

　それに、コゲが答える。

「あくまで一時的なものです。ですが今は、たしかに私がリーダーの代理を」

「ミケ帝国には、ずいぶんお世話になってしまいましたね」

「こちらこそ。戦闘にご協力くださって、ありがとうございました」

「いえ。オレは余計だったようにも思います。白猫さんが戦っていれば、簡単に勝利できたでしょう？」

　はは、とコゲが、乾いた笑い声をこぼす。

「白猫が前線にでると、ご覧の通り、うちはチームではなくなります」

　ふたりの会話に意識を向けながら、目の先は空から動かさなかった。だから、その丸いシルエットを見落とすはずもなかった。

　──風船？

　間違いない。ひとつ、ふたつ。いくつも空に浮かびあがっている。

　秋穂は手すりに駆け寄った。

　これが、香屋からのメッセージなのは間違いない。でも。

　──貴女はその中の、赤いものを受け取って。

　もう夕日がほとんど沈んだその空に浮かぶ風船は、すべて黒くみえた。秋穂には色の判別がつかなかった。

　涙がにじむ。

　──なんだ、それ。

　どうして。どうして、みえないんだ？

　これくらいのこと、香屋なら想定していて当然だろう。もう少しわかりやすいメッセージに切り替えておくべきだろう。どうしてこんなことで躓つまずくんだ。どうして。黒猫が死んだのに、どうしてこんな、馬鹿みたいなことで、涙目にならないといけないんだ。

　咄とっ嗟さに、秋穂は振り返る。

　リャマに頼ろうと思った。検索士サーチャーであれば、夕暮れの空に浮かんでいる風船の色くらい、判別できるかもしれない。

　彼の名前を呼ぼうとして、でも。秋穂は、口を開けなかった。

　コゲが両手を上げている。

　その前に立ったキドが、彼に玩具おもちゃみたいなシリンダー銃を突きつけている。

「いったい、どういうことでしょう？」

　とコゲが言った。

　キドは寂しげに笑って、答える。

「状況が、出来過ぎていたんです」

「つまり、キネマ俱く楽ら部ぶがミケ帝国を落とす状況が、ということですか？」

　ゆっくりと、キドは首を振った。

「言い訳できないくらい、オレが動かなければならない状況が」

　彼は右手のシリンダー銃を動かさないまま、左手で軽く自身の腹を撫なでた。

「無理やりコインを呑のみ込まされて、ずいぶん苦しかった。ここに入ってるんですよ。盗聴器つきの遠隔爆弾らしい」

　秋穂はもう一度、空に視線を向けた。

　いくつもの風船が、終わりかけの夕暮れ空に浮かんでいる。

　そのシルエットが、なんだかずいぶん寂しげにみえた。
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　白猫の左腕が燃え上がったのは、ほんの一瞬のことだった。だが、被害は大きい。神経まで焼き切れたのだろう、患部自体の痛みはそれほどではないが、周囲がまだ燃えているように痛い。

　割れたアスファルトの上に降り立った白猫は、その男を睨む。平穏な国第一部隊リーダー、高路木。覚えている。優秀な強化士ブースターだ。

　だが白猫は、どうしてもその男に興味を持てないでいた。

　──こいつ邪魔だな。どこかにいってくれないかな。

　面倒だが、叩たたき潰すか。

　高路木は言う。

「ループで、傷が消えてしまう。それが架見崎の問題点だな」

　そういえば白猫は、以前彼に、片足を焼き切られたことがあった。そのことを言っているのだろう。

「どけ。邪魔だ」

「そちらこそ。縄張りに戻れよ、捨て猫」

「私は、捨て猫だったのか？」

　あ？　と高路木が、苛立たしげな声を上げる。

　彼の態度を気にも留めず、白猫は考えていた。

　──私は、捨てられたのかな。

　誰に？　それはもちろん、黒猫に。彼女はこちらを置いて行ってしまった。

　どこからか光線が飛んでくる。それが白猫の右肩にぶつかる。痛みを感じた。

　高路木が笑う。

「なんだ。ぼろぼろじゃないか」

「当然だろ」

　表情も変えずに、白猫は答える。

「今くらい、傷つかせろよ」

　右肩はそれほどでもないが、焼けただれた左腕が痛い。その痛みが、妙に馴な染じむような気がした。身体というより感情に。黒猫が死んだのだから、痛いのは自然だ。

　高路木は首をかしげる。

「もしかしてお前、死にたいのか？」

「どうかな。死にたくはないと思うな」

　でも、わからない。本当は死にたいのかもしれない。それで、コゲにリーダーを預けてきたような気もする。

「暴れたくて飛び出してきたけれど、私は別に、戦うのが好きなわけでもないんだよ。なにを壊したところで、気が晴れないこともわかってるんだよ」

「やっぱりお前、死にたいんだろ」

「そうかな」

「ああ、そうだよ。安心しろ。オレが殺してやる」

　なんだ。そんなに優しく声をかけられると、泣きたくなるじゃないか。

　先ほどの命中で調子に乗った射撃士シューターたちが、立て続けに攻撃する。避けても、避けなくてもよかった。ただ、なんとなく高路木に近づいて、それでたまたま回避していた。

「でも、お前は少し嫌いだな」

「どうして？」

「前に負けたことがある」

「再戦が希望か？」

「そういうわけでもないけれど」

　負けるのは嫌いじゃない。強い人が好きだから。でも、あのとき負けなければ、ミケ帝国はずっと白猫のものだったかもしれない。黒猫があんなに頑張る必要もなくて、今日彼女が、死ななかったかもしれない。

「オレに、勝てると思っているのか？」

「どうかな。でも、負けるイメージはわかないな」

　少しずつ思い出してきた。

　──あのころ、私はたぶん、苦しかったんだろうな。

　ミケ帝国が気に入っていて。チームのすべてを、ひとりで支えているような気持ちもあって。決して負けられないと思っていたような気がする。だから戦いに敗れる夢を繰り返しみた。自分よりも強いプレイヤーが、やはり怖かった。

　──ああいうの、私には向いていなかったんだろうな。

　たぶん、黒猫がうっかりついてきた白猫とは違う誰かだったのだろう。だから彼女はもう、白猫を戦場に出さないようにしたんだろう。

　──やっぱり黒猫は優しいな。私はあいつを、こんなに気に入っていたんだな。

　そして、だから、あのとき高路木に負けたんだろうな。

　今はとくに、緊張も恐怖もない。白猫は高路木に歩み寄り、目の前で足を止める。高路木の方が言った。

「オレも、負ける気がしないよ」

「そうか」

　それはよかった。結果がわからない方が面白い。

　まず動いたのは高路木だった。飛んでくる左拳を、白猫は身を捻ひねって回避する。

　──私はわりと、天才なんだ。

　白猫には、相手の次の動作がみえる。

　きっと錯覚なのだろう。過去の経験だとか、相手の微妙な筋肉や視線の動きだとかで、咄嗟にこれから起こることを想像しているのだろう。でも、白猫にも、自身の脳がどんな風に動いているのかはわからない。ただ視える。

　高路木はオーソドックスなボクサースタイルを取っていた。左、左、右。リズムよく拳が飛んでくる。左の二発は顔に。最後の右は腹に。白猫はそのすべてを回避した。高路木がさらに詰めて、左手を突き出す。同時に、前に出した方の足で白猫の右足を踏もうとする。だが当たらない。ぜんぶ知っている。

　一方で白猫は、まだ彼の殴り方をみつけられないでいた。

　高路木。平穏な国の最強プレイヤー。純粋に強化士ブースターとして莫ばく大だいなポイントを持っている。とにかく硬く、まともな攻撃では傷ひとつつかない。かつての戦闘では白猫の攻撃でもびくともしなかった。加えてひとつ、厄介な「その他オリジナル」を持っている。

　その能力の使用中、彼に触れた者は燃え上がる。コゲの話では、それは自動的に発生し回避の手段もないという。射程ゼロ、継続時間も極めて短く、代わりに守備も不可能な受動的攻撃。

　先ほどは高路木の攻撃をガードしたことで誘発した。だが、本来それは彼にとって、守備的な能力なのだろう。気楽には殴れない。相手に攻撃そのものを躊躇ためらわせる。彼自身が名付けたものなのか、運営のセンスだかは知らないが、その能力は「握手の拒絶」という名前で登録されている。

「ほうら」

　高路木は薄ら笑いを浮かべて、頰をこちらにみせる。

「どうした？　お前にできるのは殴ることくらいだろう」

　ああ。その通りだ。でも答えが出ない。

　白猫が思い悩んでいたのは、高路木でも、彼の能力でもなかった。あくまで自分の感情だった。どうにもまだ、この男を殴る理由がみつからない。

　高路木は平穏な国で最強のプレイヤーだ。

　──この戦いで、私を殺せるのはこの男くらいだろう。

　だから、殺すのが惜しい。そう考えて白猫は笑う。

　──私は本当に、死にたいのかもな。

　それで考えを改める。

　白猫自身が勝ちを求めていないなら、やっぱり負けてしまうかもしれない。
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「どきどきするねえ。意外な展開になってきた」

　とユーリイが言った。

　テーブルには料理が運ばれている。ハンバーガー、フライドポテト、チキンナゲット、コカ・コーラ。コーラの他はどれも手作りのようだ。ハンバーガーひとつとっても手間がかかっているのがわかる。小麦をこねてバンズを焼いて、良い肉を叩いて作ったひき肉をミート・パテにして。かみつくと肉汁があふれる。月生はペーパーナプキンで手をふき、巨大な壁かけテレビのモニターを眺めた。そこには架見崎の様子が映し出されている。

　白猫と高路木が接触したようだ。向かい合っていたふたりは、やがて高速で移動し始めた。一辺が五キロの架見崎という戦場。今回、戦闘の範囲になっているのはその三分の二ほどだ。共に一〇万ポイントをこえる強化士ブースターには、そのリングは少し窮屈なようだった。チェスの早指しをみているように、ふたりの位置が瞬またたく間に変化する。

　フライドポテトをつまみながら、ユーリイが言った。

「戦力でいえば、もちろん平穏な国が上。でも個人で白猫に対抗できるようなプレイヤーは、まあ高路木くらいだろう。もしも白猫が高路木を打ち破ったなら、平穏な国は落ちるかもしれないね」

　彼の表情には余裕がある。

　白猫と高路木は共に架見崎でも屈指の高レベルプレイヤーだが、喧けん嘩かが強いというだけだ。月生が知る限り、ただ強いだけの個人では、架見崎を勝ち切ることはできない。

「月生さん。平穏な国とミケ帝国、どちらが勝つと思う？」

「さあ。私には、わかりません」

「わからないなら面白い。賭かけをしよう。でもさすがにオッズには、差をつけざるを得ないかな」

　ユーリイはひとりで話を進めていく。

　フライドポテトの塩がついた指先をなめて、彼は言った。

「平穏の勝利に賭けるなら、簡単な頼みをひとつ。ミケ帝国側の勝利に賭けるなら、まあ命の危機はない程度の頼みをなんでもひとつ。当てれば相手に呑ませられる、というのはどうだろう？」

「その、頼みの内容によりますね」

「まず僕が平穏に賭けた場合。スーツのバリエーションに悩んでいてね。月生さんに、一式プレゼントして欲しい」

「かまいませんよ。では、貴方がミケ帝国に賭けた場合は？」

「貴方が欲しい。うちに入ってくれないか？」

　なるほど。

「どちらに賭けるおつもりですか？」

「もちろん、猫に」

　顎あごに手を当てて、月生は悩む。これ以上は、あの少年にサービスし過ぎだという気がした。でも少し話に乗りたい気もする。それもあの少年が原因だ。彼が本当に、架見崎を終わらせるだけの怪物なのか、やはり月生も興味がある。

「受けてもいいけれど、ひとつ条件があります。オッズの見直しをお願いしたい」

「平穏の勝利を吊つり上げたいのかい？」

「いえ。引き分けを追加して欲しいのです」

　ほう、とユーリイは唸うなる。

「その目は薄いよ。戦いというのは、始めるよりもずっと終わらせる方が難しい」

　月生は笑う。

「腕の良い予想屋がいるんです」

「へえ。興味深いね」

「ほんの幼い少年で、実力は未知数です。でもなぜだか、彼の言葉を無視する気にはなれないな」

「それは予想屋というより、詐さ欺ぎ師しに向いた才能だね」

「たしかに」

　あの少年は言った。

　──誰も死なない。命の危険なんかない。現実よりも、ここにくるまで僕が生活していた世界よりも安全な架見崎を、僕は作りたい。

　夢のような話だ。でも、彼の言葉が噓うそには聞こえなかった。夢のような話を真しん摯しに聞かせられるのは、やはり詐欺師の才能だろう。

　ユーリイが頷く。

「わかったよ。僕はミケ帝国の勝利に賭ける。貴方は引き分けに賭ける」

「はい。もし私が負ければ、ＰＯＲＴに入る」

「貴方が勝てば？」

「この戦いから、手を引いてください。みんな引き分けで終わりにしましょう」

　ユーリイはしばらく、顎に手を当てて考え込んでいた。

　だが、笑顔になってコーラ瓶を手に取る。

「わかったよ、月生さん。貴方が僕の仲間になることを願って」

　彼が差し出したコーラ瓶に、月生もコーラ瓶を軽く触れさせる。

「戦いのない、平和な架見崎を願って」

　内心では、面倒なことになったなと思っていた。

　もしユーリイに約束を破られてしまうと、抗議しないわけにもいかない。
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　教会の窓からも、射撃シュートの光がみえた。

　近くで、遠くで、なにか硬いものがぶつかり合う大きな音が聞こえている。

　リリィはベッドの上で、ウサギのぬいぐるみを抱きしめて震えていた。なにが起こっているのかわからない。いや、もちろん他チームとの戦闘が起こっているのだろう。でもその音や光がリリィまで届くことなんてなかった。ただの一度も記憶にない。

　──どうしたの？

　とリリィは尋ねる。声も出さず、相手もいないのに。

　ここは平穏な国なのに、どうして戦っているの？

　教会の内部でも、ばたばたと走り回る足音が聞こえる。でもリリィの部屋のドアを開ける者は誰もいない。また大きな音が聞こえて、リリィは肩を震わせる。

　誰かの傍に行きたかったが、勝手にこの部屋を出てはいけないと言われている。

　──ここは、私のチームなのに。

　どうしてこんなに不自由なのだろう？　どうして誰も、助けにきてくれないのだろう？　こんなに不安なのに。こんなに震えているのに。どうして、ぬいぐるみを抱きしめていることしかできないんだろう？

　──助けてよ。

　と、心の中で叫ぶ。

　──誰か、助けてよ。

　ベッドから抜け出せばいいのだとわかっていた。ドアを自分の手で押し開けて、誰かに会うことができたなら、それが誰であれ優しくしてくれることはわかっていた。

　でもリリィは、このチームの象徴だ。

　象徴には象徴としての役割がある。そう言い聞かせられて暮らした。何ループも、何十ループも。だからだろうか、リリィには一歩目を踏み出せなかった。

　また暴力的な音が聞こえる。破壊するための光が輝く。

　涙ぐみながら、胸の中で叫ぶ。

　──助けてよ。

　そのとき、ふいに、ドアノブが回った。

　リリィは反射的にそちらに顔を向ける。最初にイメージしたのは、ウォーターだった。次に、おそらくはシモンなのではないかと思った。どちらでもよかった。でもドアを開けたのは、そのどちらでもなかった。

　そこには気弱げな少年が立っていた。

　彼は小動物を連想させる動きで部屋の中に滑り込み、音を立てないように注意してドアをしめて、それから唇に人差し指を当てた顔をこちらに向ける。

　黙れ、ということなのだろうが、リリィは思わず尋ねていた。

「私を、助けてくれるの？」

　その質問に、少年は考え込んだようだった。

　眉み間けんに皺しわを寄せて、真剣な表情を浮かべてから口を開く。

「考え方によります」

　呆あっ気けにとられる。

　おそらく真ま面じ目めな答えなのだろうが、窓の向こうで殺し合いをしている状況には向いていない。面白いと感じる余裕もなかったが、リリィは気が抜けて息を吐き出す。

「貴方、だれなの？」

「ウォーターの友達です」

　あ、と口から声が漏れる。

　思い当たるのはひとりしかいなかった。

「貴方が、香屋くん」

　彼は驚いたようだった。

「知ってるんですか？」

「もちろん。彼女の恋人でしょ？」

「恋人ではないけれど、まあなんでもいいです」

　香屋の姿は、リリィのイメージとは違っていた。ウォーターは、少女としては背が高いし、手足がすらりとしていて美形だ。彼女に似合うのは同じようにスタイルの良い大人びた男性だろうと思っていた。

　残念ながら、実物の香屋は正反対の印象だ。背が低く、なんだかおどおどしている。リリィにさえ怯おびえているようでもある。でも戦闘が起こっている最中、ひとりきりこの部屋までやってきたのだから、実は勇敢なのだろうか。

「香屋くんは、私を助けにきてくれたんじゃないの？」

「どちらかというと逃げ込んできたんですよ。安全な場所に」

「ここは、安全なの？」

「いちばん危険だともいえるし、いちばん安全だともいえます。でも、その辺りにいたら運悪く死んでしまうかもしれないけれど、ここなら、努力で生き延びられるはずです」

　よくわからない。「そう」とだけ、リリィは答える。

　香屋はベッドに歩み寄って、言った。

「もしかしたら僕は、貴女あなたを助けられるかもしれません。でもその前に、まずは傷つけることになります」

　そういった彼は、臆おく病びょうに涙を流すように震えながら、ひきつった顔で笑っていた。
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　香屋歩は四枚のカードを用意するつもりだった。

　一枚目──月生はすでに切った。二枚目はパラポネラがみつけてくれた。三枚目はすでにミケ帝国にある。でも最後の一枚は、これから作らなければいけない。

　そのために、手元にある一枚を開示する。

「リリィ。貴女の能力は、『玩具の王国』という名前で登録されていますね？」

　リリィが持つ能力の詳細。この少女を操るためのカードだ。

　ベッドの上で、リリィは頷く。

「うん。そうだよ」

「貴女はこの能力で、第一一部隊を作っていた」

　彼女は眉まゆを寄せた。一一部隊？　と小さな声で反復する。どうやら彼女自身は、その名前をしらないようだ。

「その能力の、具体的な効果を教えてもらえますか？」

「人形が、私を守ってくれるの」

「どんな風に？」

「知らない。勝手に守ってくれるんだよ」

　香屋はゆっくりと首を振る。

　──無知は、怖い。

　自覚がないまま人を傷つける能力と、それを受け入れている状況が、怖い。

　パラポネラが引き抜けたデータは七割ほどだったが、その解析はすでに終わっている。能力の概要はわかる。

「物質に仮想の人格を与え、自律的に行動させる能力。行動原理は対象となる物質の過去に由来する」

「へえ。なんか、難しいのね」

「きっと、貴女を愛している人形ほど、貴女に尽くしてくれる能力です」

　本来、人形に感情なんてないだろう。でもそれを仮に演算して、物質に人格を与える。綺き麗れいなドレスを着せて、髪にブラシを入れて、抱きしめて。そんな風に愛を注がれたぶんだけリリィに尽くす人形が出来上がる。

「素敵な能力じゃない」

　と、リリィは得意げだ。

　──そう。まったく、素敵な能力だ。

　まるで子供の夢のような能力だ。でもここは平穏な国だから、悪夢のような能力だ。

　錆さびついたように固まった顔の筋肉を、香屋は強引に笑みの形にする。

「どうしてこの国の階級が、貴女への愛情で決まるかわかりますか？」

　なんて無む垢くなんだろう、リリィは本当にわからなかったようだ。え、と小さな声をこぼしただけだった。

「どうして、貴女が、死者を生き返らせる能力を持っていると噂うわさされているか、わかりますか？」

　リリィは顔をしかめる。

「だって、それは、本当に──」

　すべてを聞かず、香屋は続けた。

「あり得ないんです。貴女はポイントのほぼすべてを『玩具の王国』に使っています。前回のループでも、人形がより強くなるように、この能力を強化している。なのに貴女が自分の能力の詳細を知らないなんてこと、本来はあるはずがないんです」

　だって、あのマンションの一室で運営者たちに会ったとき、必ず能力を確認したはずだから。そうでなければ、能力の強化もできないはずだから。

　リリィが香屋を睨にらむ。

　その目にはうっすらと涙が浮かんでいる。

「なにを、言いたいの？」

　そんなの、わかり切っているじゃないか。香屋は内心で顔をしかめる。こんなこと、僕に言わせるなよ。

「貴女は自分を騙だましているんだ。本当は、人を生き返らせる能力なんてない。みんなが必死に貴女を愛するチームを作って。それで貴女を愛する死体を生み出して。死者の身体を操って、死んでもまだ戦わせているだけなんだ」

　リリィ。

　──君は、利用されているだけだ。

　でも、悪くないとは言わない。

　だってこの子には、いくらでもそれに気づく機会があったはずなのだから。
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　夕暮れの空に浮かぶ風船は、なんだかずいぶん寂しくみえた。

　遊園地の閉園みたいだった。はしゃぎまわった一日の帰り道みたいだった。

　ふいに香屋からのメッセージを理解して、秋穂栞しおりは笑う。

　──なにそれ。馬ば鹿かみたい。

　いや。あいつは馬鹿なんだ。もう何年も一緒にいるのに、私のことなんかちっともわかっていないんだ。なんかむかつく。

　でもそれは、秋穂も同じなのだろう。

　香屋はきっと、秋穂では思いつきもしない、決定的な一手を用意している。それを読み解きさえすれば、魔法のように問題のすべてが解決する。そんな風に信じていたのに、全然違う。

　灯台の端っこではまだ、キドがコゲにシリンダー銃を突きつけている。

　泣き笑いのような声でキドは言う。

「貴方を撃たなければ、キネマ俱楽部は終わる」

　きっと誰もが、状況に対応できていない。ミケ帝国だけではない、キネマ俱楽部のメンバーも。でも秋穂にとっては見え透いた状況だった。




　あの日のビスケット泥棒がしたのと同じ目的で、

　貴女が模写した光はきっと、貴女と再会するでしょう




　小学三年生のころ、缶バッジを盗んだ犯人は、そんなことおくびにも出さずにクラスメイトと行動していた。

　それをキドに当てはめたとき、なんとなく彼の行動は予想がついた。状況を考えれば、彼が平穏な国から脅迫を受けているのだろうというのも自然に思い当たる。洗脳の可能性もあったけれど、そちらではなかったようで、まだましだ。

　香屋からのメッセージにあった、貨幣の呪いというのが、腹の中の爆弾だろう。キドの話では、それは盗聴器の効果も兼ねているらしい。だいたい状況はわかった。

　コゲが答える。

「殺されてもいいけれど、もう少し待ってください」

　キドが首を傾かしげる。

「なにを待つというんですか？」

「白猫さんが戦いに勝利するのを。つまらない敗北は、あの人には似合わない」

　コゲが死ねば、ミケ帝国は消滅する。

　無所属になった白猫は、その時点ですべての能力を使えなくなる。

　キドは首を振る。

「白猫さんが高路木に勝ったあとでも、同じですよ。彼女は平穏な国の真ん中で、能力も使えない状態で取り残されることになる」

「それでかまいません」

　コゲは笑っている。

「私は、私と黒猫は、白猫が美しくあればそれでいいんです。怖いくらいに強くって、残酷なくらいに美しい。そんな風に彼女が死ぬなら、別にかまいません」

　秋穂は顔をしかめる。

　──ミケ帝国は、狂っている。

　あるいは架見崎のすべてが、だろうか。

　香屋はこれと戦っているのだ。この、わけのわからない信仰に向かって、ふざけるなと言い続けているのだ。ふざけるな、生き残れ。銃口を突きつけられ、それでも白猫を思って笑うコゲの姿を、決して肯定してはいけない。

　秋穂の手の中にはノートがあった。そのページを破る。今日は一日、考え続けていたのだ。このくらいのパターンはすでに想定している。

　茫ぼう然ぜんとした表情でキドをみつめているリャマに近づいて、一枚を渡した。

　──キドさんは、死ぬつもりだ。

　だって、ビスケット泥棒は。

　周りに従うふりをして、こっそりビスケットの缶バッジを捨てたのだから。同じように彼も、腹の中の爆弾を捨てて、自分の罪をなかったことにしてしまうつもりなんだ。

　そう考えれば、現状をすっきり理解できる。

　彼は自分だけを犠牲にしてキネマ俱楽部を守るつもりだ。ぺらぺらと爆弾のことをしゃべっているのは、コゲに事情を説明するためだ。キドが死んだあとのことを考えて、ミケ帝国とキネマ俱楽部との交渉をスムーズに進める準備をしている。

　だから灯台というロケーションは、キドには都合がよかったはずだ。彼は手すりの向こうに身を投げるだけでいい。キドがコゲを攻撃することを避け、自ら死を選んだなら、ミケ帝国はキネマ俱楽部を悪くは扱わないはずだ。

　──それくらい、私にだってわかる。

　たったひとつに絞り込めなくても、あり得る未来のパターンのひとつとして、想像がついていた。だからミケ帝国の避難先に、灯台を提案した。キドが灯台を離れなかったから秋穂もここに残った。

　──私だって、ひと通りの対処はしているんだ。

　こうなったとき、どうするべきなのか、考えはあった。でもそれを実行するつもりはなかった。香屋を信頼していたから。彼がもっと良い方法を教えてくれると思っていた。

　──なのに、あの馬鹿。

　苛いら立だちながら、秋穂はノートにペンを走らせる。乱暴な文字をリャマにみせる。




　強化士、キドさんをキャッチ、海へ。




　彼はその意味を、きちんと理解したようだった。キネマ俱楽部の強化士ブースターのひとり、大おお原はらに歩み寄る。

　──あの、馬鹿。

　秋穂は繰り返し、内心で香屋に悪態をつく。

　以前、香屋とトーマは様々なことで争っていた。ささやかなことで、つまらないことで、彼らにとっては大切なことで。秋穂は傍観者を望んでいた。でもしばしば、その争いに巻き込まれることになった。

　ふたりは決まって、秋穂を買収しようとした。物品を使う場合、ひとり三〇〇円まで。それが当時のルールだった。

　そして、ほんの幼いころ。

　香屋が最初に秋穂を買収したときに使ったのが、赤い風船だった。
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　白猫と高路木の戦いは、傍目には、ふたつの未知の飛行物体が仲良く架見崎を破壊しているようにみえた。

　ふたりは激しくその位置を入れ替えながらアスファルトに、屋根に、壁に、電柱に、信号機に、看板に着地し、そこを蹴る。高路木が足を置いた跡には巨大な亀裂が入り、白猫の方はそれほどでもない。程度の差はあるが、どちらでも架見崎が壊れていく。

　白猫はまだ迷っていた。

　──私は、勝ちたいのかな。負けないのかな。

　正直、どちらでもいい。でも身体からだはよく動く。高路木の拳こぶしが当たる気がしない。そもそも彼の攻撃からは、こちらを殺そうという気配を感じない。白猫の反撃で「握手の拒絶」が発動するのを待っているのだろうか。

　──これは、持久戦になるな。

　他ひ人と事ごとのように、白猫は考える。

　ただ、長い戦いになるのは、多少面倒ではある。

　だが白猫の予想に反して、その戦いは、呆気なく終わりを迎えることになる。

　高路木の方も、延々と続く空振りに苛立っていたのだろう。彼は白猫の目の前から飛びのくように距離を取った。白猫は後を追わなかった。次の瞬間だった。

　白猫の目には、空中で高路木の指が端末を叩いたのが、たしかにみえた。

　直後。

　白猫の足元で、爆発が起こった。
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　違う。違う、違う、違う。違う。

　リリィは繰り返し首を振る。

「貴女は自分を、騙し続けている」

　香屋の声は、妙に優しく聞こえた。

「それは、仕方のないことだとも思うんです。場合によっては、生きる上で必要なことだとも思うんです。でも、今の状況はやっぱり、間違っている」

　彼の声は優しいのに、でも悲しげだった。

　リリィは必死にウサギのぬいぐるみを抱きしめる。違う、と胸の中で繰り返しながら目を閉じる。それでも香屋の声は聞こえる。

「だって貴女は、このチームのリーダーだから」

　私は、本当に。

「貴女への信仰で、このチームは殺し合いをしているんだから」

　本当に、誰にも死んでほしくなくて。

「罪ではなくても、過ちではなくても、貴女がまだ子供でも。どんな理由があってもやっぱり、殺し合いからは、目を背けちゃいけないと思うんです」

　だから、人が戦わなくて良い能力と、人が生き返る能力を持っていて。

「リリィ。ウォーターが僕を助ける許可をくれた、優しいリリィ。本当に、誰にも死んでほしくないと思っているなら、そろそろ──」

　私は、悪くない。

「そろそろ貴女は、夢から醒さめるべきだと思うんです」

　ドアが開く音が聞こえて、リリィは目を開く。

　部屋の入口に立っていたのは、シモンだった。彼は香屋を睨む。

「誰だ？　お前は」

　香屋は怯えた様子で後ずさる。シモンの質問には答えず、一方的に言った。

「リリィ。こいつが貴女を操作したんです。貴女を思い通りに操って、チームを好き勝手に作り変えて、敵も味方も簡単に殺す」

「お前は誰だと訊きいているんだ」

　シモンが声を張り上げた。

「ここをどこだと思っている？　聖女の部屋だぞ。このチームで、この世界で、もっとも神聖な場所だ。さっさと出ていけ」

　どうでもいい。

　リリィは、シモンを睨む。

「私の端末を」

　それをみれば、はっきりするのだ。香屋の言葉が噓なのか、真実なのか。リリィが人を生き返らせる能力を持っているのか、いないのか。

　シモンは顔をしかめる。

「ですが──」

「いいから、早く」

　彼はわずかに頭を下げて、承知いたしました、と答える。

「私がここに来た理由も、それです。リリィにもう一度、能力を使っていただきたい。ミケ帝国の若干名が、平穏な国に攻め込んでいます」

　みれば、たしかに彼は銀色の盆を持っていた。そこに載っているのは、白い布に包くるまったリリィの端末だ。シモンが差し出したそれを乱暴につかみ取る。

　リリィはその他能力オリジナルをふたつ持っている。

　一方は、「玩具の王国」だ。

　そしてもう一方は、「忘却」という名前で表示されていた。


＊



　秋穂はまだ苛立っていた。

　キドの行動じゃなくて、キネマ俱楽部やミケ帝国の未来じゃなくて。

　香屋が不安視していたのは、まったく別のことなのだ、と今ならわかる。

　──あの馬鹿は、私が、キネマ俱楽部を裏切る可能性を考えていた。

　この状況を放り出して、大規模な戦闘なんかにかかわらず、どこか安全な場所に逃げ出す可能性を疑っていた。

　思い当たってみれば、それはたしかに、秋穂自身が考えそうなことではあった。架見崎の馬鹿げた戦闘から逃げ出して、ひとり身を隠している。ほとんど戦力にならない秋穂を気にする人なんかいないだろう。いちばん安全な方法だ。

　でも香屋の予定では、キドの問題を解決するのは秋穂の仕事だったのだろう。キドが裏切る可能性を示し唆さしておけば、あとはなにもしなくても秋穂ひとりですべてを解決できるはずで、問題なのは秋穂が逃げ出すことだけだったのだろう。

　だから、彼は空に風船を浮かべた。

　香屋の最後のメッセージは、ただこれだけだ。「僕の方について」。ふざけるな。最初から、そのつもりだ。

　──ずいぶん、安く見積もられたものですね。

　あんなもので、彼はこちらを買収できる気でいるのだ。ふざけている。

　秋穂が風船で歓声を上げていたのは、小学校の、しかも低学年のころの話だ。いやそのころだって喜んでいるそぶりはみせなかった。クールな小学生だったのだ、本当に。

　なのに香屋だけは、秋穂の好きなものに気づいた。

　見事に風船で、秋穂を買収してみせた。

　──そんなこと、まだ覚えていたのか。

　そんな、どうでもいいこと。あの馬鹿は。

　秋穂は乱暴にペンを走らせる。藤ふじ永ながに近づいて、メモをみせた。──キドさんがリーダーを譲渡しようとしても、絶対に引き受けないで。

　そんなことで平穏な国に、キドの裏切りがばれるかもしれない。起爆スイッチを押させてはいけない。

　リャマの方をみると、彼は右手で、小さくＯＫのサインを作った。大原の姿がみえない。灯台の下に移動したのだろう。

　キドはまだ、ぐだぐだとコゲに語り掛けていた。

「もう少し違う出会い方をしていたら、オレたちは友達になれたんじゃないのかと思うんです。ミケ帝国のことは、尊敬していました」

　秋穂はノートに大きな文字を書き、キドに向かって、掲げた。




　さっさと、とべ。




　それをみてキドが、吹き出すように笑う。

　まったく。もし上う手まくいかなかったら。

　──私を信じた、香屋のせいだ。

　ビスケットのことを考える。あの、アニメのヒロインのことを。

　彼女の気持ちがよくわかる。やっぱり好きな相手に理解されていないのは悲しいし、それに、頼られるのは嬉うれしい。


＊



　爆発は、起こらなかった。

　宙を舞ったキドは、空中で大原に受け止められ、その勢いのまま海に落ちた。

　秋穂がミケ帝国の逃亡先に灯台を選んだ理由は、みっつある。

　ひとつ目は空がよくみえること。

　ふたつ目はキドが安全な自殺の方法を選べること。

　そしてみっつ目は、目の前に広がる海がミケ帝国の領土ではない──つまり、戦闘の範囲から外れていること。

　戦闘の範囲外に出れば、能力は効果を発揮しない。

　海を漂っている限り、キドの体内でコインが爆発することはない。


＊



　白猫の足元で、爆発が起こった。

　身体が吹き飛ぶ。空中で、白猫は理解する。

　──ああ。お前か。

　黒猫を殺したのは、こいつだったのか。

　それで特別、怒りが湧わき上がるということもなかった。死は死で、殺した相手をどうしたところで覆くつがえりはしない。それでもまったく無感情だということもない。

　──私までこいつに殺されるのは、嫌だな。

　死んでもいいが、こいつは嫌だ。

　爆発は身体のやや右よりで起こったようだった。その衝撃で、右足の感覚がほぼない。痛みはまだ感じなかった。

　空中で身を捻り、白猫は、両足と片手でアスファルトに着地する。猫のように。感覚のない右足の方で踏み切った。二歩目の左足で加速した。

　高路木が、こちらを向いている。なのになにもみえていない。彼の身体が反応していない。速すぎる世界はむしろのろまにみえた。白猫のほかのすべてが止まっていた。

　──お前を殴る理由が、みつかったよ。

　殺す。と、決める。

　自身の身体がどう動いたのか、白猫にもわからない。

　だがきっと、引っ搔かいたのだと思う。彼の首から血が吹きあがっていた。速度が威力に転化され、高路木の強度を上回った。同時に白猫の右手が燃え上がる。

　彼の能力──「握手の拒絶」への対処なんて、白猫にとっては悩むまでもないことだった。一撃で命を刈り取ればいい。あとは片手を捨てる覚悟だけで事足りる。

　右手の炎はすぐに消えた。でも、人差し指と中指が真っ黒に炭化している。どうでもよいことだが、骨も折れているようで、歪いびつな形をしていた。

　──これは、ループまでは治らないな。

　そんなことを考えていると、高路木が、顔をゆっくりとこちらに向ける。

「キドは、まだか？」

　それが彼の、最さい期ごの言葉だった。

　黙れ、と告げる代わりに、白猫は彼に背を向けた。


＊



　高路木が、白猫に敗れた。

　トーマは平穏な国の本部で、その報告を聞いた。

　思わず震える。怖ろしくて笑いだしそうになる。

　純粋に白猫が強かったというのもあるだろう。でも、もうひとつ。高路木には呪のろいがかかっていた。

　──キド。

　彼は初め、高路木にとって、気まぐれに買ったクジのようなものだったはずだ。

　能力が付加されたコインを借り受ける代わりに、トーマが差し出した。きっと彼はキドに大した期待もしていなかった。わずかでもミケ帝国を混乱させられれば充分だと思っていただろう。

　だが、ほんの数時間のあいだに、キドの価値は膨れ上がった。

　彼は黒猫と共闘することで、ミケ帝国の信頼を勝ち取った。ミケ帝国のリーダーである白猫の傍に自然にいた。さらにそれから黒猫が死んだ。

　白猫はミケ帝国のポイントを集め、リーダーの座をコゲに譲り、戦場に出た。

　そうなるとあの灯台で、圧倒的に強いのはキドだ。彼がコゲを仕留めることはなにも難しくないはずだった。

　状況だけをみれば、ほとんど勝率一〇〇パーセントの戦い。そしてリーダーを譲られたコゲが落ちれば、ミケ帝国は消滅する。白猫の能力だって消える。

　高路木はきっと、そうなると信じていた。今に、今に。白猫と戦いながらも、ずっとその瞬間を待っていたはずだ。だから時間を稼いでいればいいと、高路木は考えていたのではないか。その、楽に転がってくる勝利を思い描いたまま、高路木は死んだ。

　本来、高路木の戦い方は間違っていない。彼に誤りがあったなら、それは自身の信頼できる部下をコゲの元に送らなかったことだ。高路木には呪いがかかっていた。

　──歩。

　キドも、彼が用意した四枚のカードのうちの一枚だ。

　つまりは高路木や平穏な国が期待の眼差しを向け、決定的なところまで行き、でも必ず秋穂に止められるカードを用意するのが。

　──こんなの、まともなやり口じゃない。

　トーマには思いつきもしない戦い方だ。

　香屋は見かけ上は他のどれよりも強く、だが実際には価値を持たないカードを作り出して、平穏な国の手札にそっと混ぜた。もしもそのカードがなければ、白猫と高路木の戦いの結果はまったく違うものになっていただろう。

　キドがいなければ、高路木はほとんど空っぽになったミケ帝国に自身の手下を差し向けて、今ごろもうコゲを落としていた。ＰＯＲＴを刺激することになったとしても、その選択肢が有効にみえたはずだ。

　高路木死亡の報告を受けて、平穏な国の本部は静まり返っていた。

　ここにいる誰も。きっと高路木やキドでさえ、自分たちがどんな詐欺にかかり、どんな駒こまとして使われたのか、最後まで気づかない。




　　　　　４




　リリィはその端末に並んだ短いテキストを、ゆっくりと目で追った。

　忘却。

　──使用者は、過去一二時間の記憶を失う。

　これだけ？　たったの？

　──ただ、忘れるだけで、私は自分を騙していたの？

　なんの証拠もないのに。こんなもので。

　シモンが言った。

「さあ、能力をお使いください」

　彼は寂しげに微笑ほほえんでいた。

「すべてを忘れて、穢けがれのない聖女にお戻りください。それが、貴女の仕事です。おわかりでしょう？　ループのたびにそうしてきたのだから」

　リリィは、ループのたびに記憶を失う。

　でもそれが不思議なことだとは思っていなかった。シモンから、ループとはそういうものだと聞いていたから。いつの間にか半日が経過している。正確には、いつの間にか、八月一日をまた迎えている。

「私は、これを使っていたの？」

「はい」

「どうして？」

「ループで貴女は、自身の能力を思い出すからです」

「でも。こんなの──」

　シモンは、ゆっくりと首を振る。

「架見崎は残酷な場所です。だからこそ、救いが必要なのです」

　彼の声は、これまでに聞いたどれよりも切実だった。

「私は貴女を、信仰していたいのです。貴女に正しい信仰の対象であって欲しいのです。架見崎では誰もが苦しんでいます。まやかしでも信じるものが欲しい。平穏な国が成り立っているのは、広い領土が理由でも、膨大なポイントが理由でもありません。なにも知らない、無垢な貴女がただそこにいることが、私たちの救いです」

　彼はゆっくりと、両りょう膝ひざを床についた。

　リリィよりも頭の位置を低くした、その目には涙が溜たまっている。

「リリィ。たしかに、平穏な国はまやかしでできています。私は、貴女さえも騙してきました。ですがご理解ください。戦場には信仰が必要なのです」

　彼は祈るように──いや、おそらく、比ひ喩ゆではなく祈るために両手を合わせる。

「今、ここに、白猫が迫っています。ミケ帝国の人間です。あのチームは、脅威だ。なぜならミケ帝国もまた、信仰を持つチームだからです。黒猫という女が、白猫を庇かばって死にました。すべてを白猫に差し出して。美しい最期です。感動的で、力強い最期です。それこそが愛であり、信仰が持つ力です。だから白猫はあんなにも怖おそろしく、あんなにも美しい。彼女への信仰があるから、ミケ帝国は笑っていられます。ですが白猫が一身に集めているものと同じだけの、いえ、それ以上に大きな信仰を、リリィ、貴女は作り上げてきたのです」

　顔を歪ゆがめて、シモンはリリィの顔を見上げる。

「貴女を信じて死んだ者たちは、安らかでした。他のチームの誰よりも勇敢に戦い、貴女を愛したまま、死にました。だからあの人形たちは、貴女のために戦う。なにが噓でも、どれだけ欺瞞でも、貴女が与える平穏は真実なのです。貴女への愛が、戦いの苦しみから私たちを救い、笑顔を作るのです」

　彼の言葉に応こたえることが、リリィにはできなかった。

　たしかにシモンの言う通りなのだ、という気がした。だって事実を知るのは、こんなにもつらいから。噓でも、騙されていても、安らかな方がいいから。

　それに、シモンの声が。

「リリィ。リリィ。さあ、すべてを忘れて」

　リリィの名を呼ぶその声が、あんまり悲しげで、切実で。

　なんだか初めて、彼がリリィ自身に向かって語りかけているように感じたから。

「お願いです、リリィ。私たちのために、いつもの貴女に戻ってください」

　だから、手の中のモニターに表示された、忘却という文字に触れたくなった。

　すべてを忘れて、これまでの──無知なまま、無垢なままでいられたチームの信仰に戻りたいと思った。

　でも。力強い反論が聞こえた。

「ふざけるな」

　香屋歩が、こちらを睨みつけている。


＊



　架見崎が嫌いだ。

　殺し合うことが前提になったここが、嫌いだ。

　今だけは、恐怖よりも苛立ちで震える。香屋は拳を強く握りしめる。

「ふざけるな」

　滅茶苦茶だ。シモンの話も、架見崎も、なにもかも。

「死ぬことが安らかだって？　ふざけるな。勇敢に戦うことを、まるでいいことみたいに語るな。考えてみろよ。今日、戦場で死んだ全員を想像しろよ。いったいどこに救いがある？　ふざけるな。全員が生き物としてまともなら、こんなこと起こらないんだ」

　白猫と黒猫のあいだになにがあったのか、香屋は知らない。会ったこともない。

　でもシモンが言う通り、黒猫が白猫を庇って死んだのは事実だろう。そのことが引き金になり、白猫がポイントを集め、今、決定的に平穏な国に迫っているのも。

　──それをまるで、正しいことみたいにいうなよ。

　馬鹿だ。全員が。人のために命を投げ出した黒猫も、それで暴れ出す白猫も、そんなことに美しさを見出している人たちも。

　苛立たしくて、感情が込み上げて、涙がにじんだ。

「簡単なことだろ。わかれよ」

　怒りに震える声で、香屋は叫ぶ。

「死ぬのはいつだって、最低で、最悪だろ」

　ちょっとは想像力を働かせろよ。可能性をイメージしてみろよ。

　白猫がどれほど強いのか知らない。どれほど仲間から信じられているのか知らない。平穏な国の人々がどれほどリリィに救われ、どれほどリリィを愛しているのか知らない。

　でも。戦場の笑顔なんか、みんな錯覚だ。

　光の量が足りないんだ。沈みかけの夕陽が影を作って、たまたま笑顔にみせただけだ。翌朝、まともな日の光の中で、しっかりとみてみろよ。感傷も思い込みも捨てて、自分を騙さずみてみろ。死んだ人たちも、殺した人たちも、残された人たちも、誰だって。笑ってるわけがないだろ。殺し合いで笑えるわけがない。なんでもない、刺激もない、つまらない毎日の中でふと浮かべるような綺麗な表情を、作れるわけないんだ。

「平穏な国なんて名乗ってるなら、わかれよ」

　普通に生き物として生まれてきて、生き物として生きてきたなら、わかれ。

「人が死ぬなんて醜いことを、思い込みで美化するな」

　こんなの、当たり前だ。

　架見崎が、どれだけ苦しくても。どれだけ悲しくても。

　当然のことは、当然のこととして、受け入れろよ。

「黙れ」

　シモンが叫ぶ。

　彼は殺意さえ感じる瞳ひとみをこちらに向けている。

　誰が黙るか、と、言い返してやるつもりだった。だが、その前に、リリィが動いた。

　彼女はもうベッドから立ち上がっていた。シモンを遮るように片手を真横に突き出し、香屋を睨みつけていた。

「じゃあ、私は、どうすればいいの？」

　聖女のようではなくて、大きなチームのリーダーのようではなくて。

　その声はまだ、幼い少女のものだった。

「本当のことを、打ち明けろっていうの？　人を生き返らせる能力なんかないんだって、みんなの前で頭を下げればいいの？　でも、そんなことをしたらきっと、もっと大変なことになる。私はやっぱり噓うそをつき続けるべきなのかもしれない」

　香屋は息を吐き出した。

　まったく、馬鹿馬鹿しくて。

「噓である必要なんてないでしょ」

　気分が冷めて、香屋は目元の涙をぬぐう。

　リリィがすべきことは、簡単だ。

「貴女が本当に、人を生き返らせる能力を獲得すればいい」

　噓が問題なら、噓ではなくせばいい。


＊



　白猫が教会を目指したことに、特別な理由はなかった。

　灯台で、チームのメンバーたちに、この戦闘を終わらせてやると言った気がする。なんとなくそれを思い出しただけだった。

　平穏な国を落としたら、ミケ帝国に戻ってしばらく眠ろう。学校はずいぶん荒らされてしまったけれど、その辺りの民家に潜り込めば寝床くらいはみつかるはずだ。そんなことを考えていた。

　傷は、浅くはない。左腕はどうにか動くがほとんど感覚がない。右手の人差し指と中指はまだ手のひらにくっついているのが不思議なくらいだ。右足の状態はよくわからない。それなりに動くから、骨も筋も繫つながっているのだろう。射撃シュートがぶつかった右肩は、殴られた程度のもので、とりあえず問題ない。

　怪け我がと痛みで速度はでないが、そのぶん五感が冴さえていた。人の動きも、話声もよくわかった。その中からリリィのものをみつけた。白猫はリリィの声を聞いたことがなかったが、教会にいる少女はリリィくらいだろう。

　身を丸めて、窓から彼女がいる部屋に飛び込もうとしたとき、肌が攻撃を察知した。

　──射撃シュート。

　腕がいい。身を捻ひねる。光の筋が脇腹を撫なでる。そこそこ痛い。

　見れば屋根の上に、人影があった。カウボーイハットを被かぶった、少年のような少女だ。

　ウォーター。

　白猫は窓枠に足をつき、跳ぶ。

　屋根の上に降り立って尋ねた。

「死にたいのか？」

　ウォーターは寂し気に笑って、口の前に人差し指を立てる。

「うん。でも、秘密にしてね」

　──だとしたら、死にたがり同士が殺し合うのか。

　それも馬鹿げているなと感じて、白猫は口の端だけで笑った。


＊



　強化ブーストはあまり得意ではない。

　トーマ自身が、戦うことを好まないのが理由だ。

　チームを上手く使うなら射撃シュートの方がいい。それにウォーターは元保安官のガンマンだ。だから強化ブーストを取るのは気が進まなかったけれど、それでも自衛のためにある程度は必要で、多少はポイントを割り振っている。

　白猫に向かって射撃シュートを放ったとき、少しだけ死を覚悟した。普通に戦闘能力を比べれば雲うん泥でいの差なのだ。数秒後にはぺしゃんこになっているだろう。そう思ったけれど、意外なことに、彼女はトーマに語りかけた。

「死にたいのか？」

　トーマはつい笑う。

　──私、けっこう打たれ弱いんだよ。

　香屋と秋穂くらいしか知らないだろうけど、すぐに落ち込むんだ。

　コッチに言われたことがまだ尾を引いていた。黒猫が死んだのはトーマの責任で、彼にその片棒を担かつがせた。くやしいな。かなしいな。

　トーマは唇の前に、人差し指を立てる。

「うん。でも、秘密にしてね」

　ずっと、ウォーターに憧あこがれていた。

　あの、生きろと繰り返すアニメヒーローに。

　それはたぶん、トーマ自身に、生きることへの意欲があまりなかったからだろう。楽しく生きて、いつ死んでもいいと思っていた。だからこそウォーターの言葉に惹ひかれた。ウォーターと、それから香屋の言葉に。

　──ウォーターという名前が似合うのは、私より香屋だ。

　でも、だからこそトーマにはこの名前が必要だった。馬鹿げたコスチュームで自分を偽って、一人称までオレにして、トーマは冬間美咲ではない誰かになりたかった。

　こんなこと、他の誰にも知られたくない。とくに香屋にだけは隠していたい。

　白猫はしばらく──といっても、ほんの二、三秒のあいだだが──なにかを悩んでいたようだった。彼女の中で答えが出たのだろう。トーマに歩み寄る。

「いいよ。殺してやる」

　なんて綺麗で、優しい声なんだろう。

　──でも。

　死んじゃいたいくらいにショックだったけれど、死ねない。

　だって、すぐそこに香屋がいるから。ウォーターと同じくらいに憧れている彼が、この悲惨な架見崎に現れたのだから。未来に希望が生まれた。明日、なにが起こるのか、楽しみに思っている。

　あのアニメの中で、繰り返しウォーターは「生きろ」と言う。

　──なんのために？

　と誰かが尋ねる。

　ヒーローが答える言葉は、いつだって同じだ。

　──そんなこともわからないまま、死ぬんじゃない。

　トーマにとって生きる意味は、たったひとつだ。

　明日を楽しみに思うこと。だから、いつまでも死ねやしない。

　トーマと白猫の戦闘はほんの一瞬だった。

　まるでガンマンの早撃ちみたいに。

　トーマが端末を叩たたこうとして、でもその前に、白猫の肘ひじが胸に突き刺さっていた。
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　頭上から、巨大な音が降ってくる。

　次に瓦が礫れきが。その次に人体が。

　床に転がったのがトーマだと、香屋にはひと目でわかった。彼女は口から血を流していた。最後に白猫が、あまりに静かに、絨じゅう毯たんが敷かれた床の上に降り立った。

　でも香屋の目には、彼女の姿が入らなかった。

　──トーマ。

　どくん、と胸が鳴る。

　トーマ。大丈夫なのか？　彼女が死ぬはずがない。根拠のない確信はある。でも血を流して倒れる彼女の姿があまりにショックで、理性が追いつかない。

「お前が、リリィか？」

　と白猫が言った。

　リリィは肯定も否定もしなかった。ただ震えているだけだった。少女の小さな手が、きゅっと端末を握り締める。

　──なにしてるんだよ、僕は。

　これまでずっと、積み上げてきた。何人もが死ぬ作戦を立てて。人の命に線を引いて。この戦いが引き分けで終わるように、準備を続けてきた。

　香屋が欲しかったカードは四枚あった。

　一枚目は月生だ。ＰＯＲＴを止めるためには、彼に頼るしかなかった。

　二枚目はパラポネラが暴あばいてくれた、リリィの能力だ。それは第一一部隊の足を止め、リリィを説得する武器になった。

　三枚目はキドだ。一見すると圧倒的に有利な、だが実際には価値のないそのカードで平穏な国と高路木の動きを牽けん制せいした。

　四枚目だけが、いつまでも手に入らなかった。

　白猫を止めるためのカード。平穏な国がここまで追い詰められなければ生まれない、すべての生き物にとってのワイルドカード。

　それはもう、手を伸ばせば届くところにある。香屋の理性は、今すべきことを正確に理解している。でもトーマの姿が怖くて、悲しくて、声が出ない。

　白猫が一歩、リリィに足を踏み出す。

　それでも香屋は口を開けなかった。リリィもシモンも、もちろんトーマも、ぴくりとも動きはしない。

　白猫に立ち向かったのは、ぬいぐるみだった。

　ずっとリリィがその腕に抱えていた、ウサギのぬいぐるみだけが果敢に、白猫に跳びかかった。

　──ああ。

　香屋は内心で、顔をしかめる。

　──リリィは本当に、あのぬいぐるみを大事にしていたんだな。

　玩具の王国。いい能力だ。

　ものを言わない、表情も変えないぬいぐるみから、たしかにリリィへの愛情を感じた。

　だからこそ、その姿は悲しかった。ただのぬいぐるみなのに。簡単に首を蹴けり飛ばされて、綿をまき散らす姿が悲しかった。この景色を美化しちゃいけない。感傷で感動しちゃいけない。平凡でも、リリィの腕に抱かれた姿の方が、ずっと綺き麗れいなはずだから。

　頭の中の熱が、すっと冷めるのを感じた。

　自然に口が動く。

「黒猫さんは、生き返ります」

　白猫が初めて、こちらを向く。

　彼女はたしかに綺麗な顔をしていた。近所のカフェか書店で店員をしていたなら、思わず恋に落ちそうな顔だった。そんな風に彼女と出会いたかった。

　香屋は言う。

「平穏な国の噂うわさは知っていますか？　リーダーが、死者を生き返らせる能力を持っている」

　白猫はこの話に、興味を持ったようだった。

　彼女は口の端だけで微笑む。

「なるほど。リリィを殺す理由ができたな」

　その他能力オリジナルは、架見崎にひとつしか存在できない。同一、あるいは運営によって類似していると判定された能力は獲得できないが、リリィが死者を生き返らせる能力を持っていたとしても、彼女を殺し、白猫が新たに獲得する、という方法は成り立つ。

　だが香屋は首を振った。

「いえ。ループを越えるのは、危険です」

「どういうことだ？」

「新たに能力を獲得するには、ループを待つ必要があります。でも死者はループで、肉体ごと消えてしまいます。それ以降では、蘇そ生せいの能力を持っていても意味がないかもしれません。より確実な方法を選びましょう」

　なんといっても、命の話をしているのだから。

　石橋を叩いて、叩き過ぎるということはない。

　白猫も、とりあえず納得したようだった。

「つまり黒猫を生き返らせる代わりに、リリィを見逃せといいたいのか」

「はい。ついでに、僕も見逃してください」

「かまわないよ」

　簡単に白猫は言う。

　こちらの命なんか、本当に知ったことではないのだろう。平穏な国を落とすことにさえ大したこだわりはないようだ。

　でも少しだけ、白猫の表情が変わっている。先ほどよりも柔らかく、なんだか少し眠たげに。黒猫が生き返る可能性は、彼女にとって充分に魅力的なようだ。

　香屋は、思わず安あん堵どの息を吐く。

「では、交渉成立ですね」

「ああ。ただし今、この場で黒猫を蘇生してもらう」

　この手の話があることは、わかっていた。状況は白猫に、圧倒的に有利だ。でも、もちろん受け入れるわけにはいかない。

「できません」

「あ？　できない？」

「実は噓なんです。リリィが、死者を生き返らせる能力を持っているっていうのは」

　白猫の目が丸くなる。

　だが間もなくまた細くなり、苛立たしげにこちらを睨にらむ。

「お前、私を馬ば鹿かにしているのか？」

　彼女の目には、とくに恐怖を感じなかった。

　──もう、こっちのものだ。

　白猫の意識は、黒猫を生き返らせる方に向いた。当たり前だ。悲しんで、苦しんで、暴れて、殺して回るより、親しい人との再会を想像する方が魅力的だ。

　香屋は続ける。

「リリィに人を生き返らせる能力はないけれど、でもループで死体を消さない能力なら持っています」

「気持ちの悪い能力だな」

「副次的な効果ですよ。第一一部隊と戦ったでしょ？　あれ、死体です」

　おそらく、こういう理屈だろう。

　架見崎の物質は、ループで過去の状態が再現される。壊れていても直るし、移動させても元の場所に戻っている。でも、例外もある。そのうちのひとつが、能力で加工した物資だ。こちらは架見崎からプレイヤー個人に所有権が移動するようで、ループ後に元の場所に戻ったりはしない。ポケットに入れていれば、ループ後もポケットの中にある。

　死体も能力で加工することで、扱いが変わるのだろう。通常は架見崎からはじき出されるが、能力の一部になることで留まり続けることができる。

「お前、黒猫を操り人形にするつもりか？」

「あくまで応急処置ですよ。リリィは間もなく、本当に死者を蘇生させる能力を獲得します。今はまず黒猫さんの身体を保存することを考えましょう」

　と、いうのが四枚目のカードだ。

　リリィと平穏な国に、人を生き返らせる能力の獲得を約束させる。ここまで平穏な国が追い込まれなければ成立しないが、死者の再生は香屋にとって重要な能力だった。白猫を始め、多くのプレイヤーの足を止めさせるだけの価値を持つ能力だから。それに、使いようによっては、人を殺す能力だから。

　──生き返れるから死んでもいい、なんて気持ち悪い。

　だからその能力は、管理できるところに置いておきたい。できれば香屋の手で。叶かなわないなら、せめて信頼できる人の手で。

　ふ、と白猫が短い息を吐き出す。

　彼女の顔に表情はないが、でもその息遣いだけは笑ったように感じた。

「お前が、香屋歩か？」

　ふいに名を呼ばれて、思わず香屋は身を縮こめた。怖くて強い人に名前を憶えられるのは、なんか嫌だ。

「どうして知ってるんですか？」

「なんとなくだよ。噂話と一致する」

「噂？」

　今度こそ、白猫は笑った。

「キネマ俱く楽ら部ぶの面々が、何度もお前の名前を出していた。たいていは悪口だよ。でも、それだけでもない」

　白猫は身を折り曲げて、猫が興味深いものにそうするように、鼻先を香屋に近づける。

「お前と話していると、ここが戦場ではなくなる気がするよ。どこだかは知らないが、もう少し落ち着いた場所にいる気分になる」

　それは、素直に嬉しい。思ってもない評価だ。

「僕は架見崎から、戦場をなくしたいんです」

「そうか。ならそうしろ」

　白猫は身を起こし、ふいと顔をそむける。

　彼女の視線の先にいるのは、床に倒れたままのトーマだった。

「おい」

　白猫が声をかけると、トーマは目を開く。

「おや。ばれていましたか」

　──やっぱり。

　と、理性よりは感情の方が言う。トーマが簡単に死ぬはずがない。

　それでも安心して、気が抜けて、香屋は絨毯に座り込む。

　白猫の声は冷ややかだ。

「どんな手品だ？」

　トーマはあっさりと答える。

「死ぬ前に、傷を治しただけです」

　床に座り込んで、すごく痛かった、とトーマは笑った。彼女が口元の血をぬぐうと、だいたい普段通りの綺麗な顔になる。

　白猫の指先が、ぴんと香屋を指す。

「こいつを預かる。お前が責任をもって、黒猫を生き返らせろ」

　ええ、とトーマは、明らかに嫌そうに声を上げた。

「香屋は嫌だ。他の誰かで手を打ちませんか？　そこに転がっているシモンなんか、平穏じゃそこそこの権力者ですよ」

「嫌だからいいんだろ。平穏に対してじゃない。お前に対しての人質だ」

「なるほど。ま、仕方ないか」

　勝手に話を進めないでほしい。

　とはいえ、たしかに、平穏な国を離れるのにはいいタイミングだ。

　今日一日で、トーマはチーム内の立場を大きく変えただろう。これまでよりもずっと強い権力を手に入れ、そして同時に敵も生むはずだ。このまま香屋が平穏な国に留まっていると、トーマの弱点として利用されかねない。彼女に迷惑がかかるのはかまわないが、純粋に香屋の命が危ない。

「けれど──」

　トーマは床に手をついて立ち上がる。

　白猫の正面に立って、彼女は言った。

「もし香屋になにかあれば、許しませんよ」

「どう許さない？」

「オレにも想像がつきません」

　そう言って、トーマが微笑む。

　白猫も笑った。

「あんまり、楽しそうな話をするなよ。試してみたくなる」

　それだけは試さないで欲しい。

「では」

　と、トーマが言った。

「ああ。これで、私たちのところは終戦だ」

　と、白猫は答えた。

　それから彼女は、座り込んでいた香屋を、ぞんざいな手つきで持ち上げた。
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　モニター上では、白猫を示す点が平穏な国を離れていく。

　それをみて、月生はコーラを傾ける。

「どうやら、私の勝ちのようですね」

　向かいのユーリイは肩をすくめてみせる。

「本当に、良い予想屋とお知り合いのようだ」

「どうでしょうね。私は貴方あなたに言われて、詐欺師なのではないかと思い始めてきました」

「その予想屋の名前を教えてもらえるかな？」

　月生は、ほんのわずかな時間、悩む。

　彼はこんな席で自分の名前が出ることを望まないだろう。でも、充分にサービスしたのだから、最後にひとつくらい嫌がらせをしてやろうという気にもなった。

「香屋歩」

　そう答えて、月生は席を立つ。

　ディナーも戦闘も、もうお終いだ。そろそろ日常に戻ってよいだろう。

「ご馳走様でした。それでは、また」

　丁寧に頭を下げて、歩き出す。

　月生の背中に向かって、笑い声のような口調でユーリイは言う。

「実は、近々平穏と手を組んで、貴方を攻めることになっているんだ」

　無視してもよかった。

　でもユーリイはまだなにかを話したがっている様子だったから、月生は足を止める。

「それで？」

「提案があるんだけどね。そのとき、こっそりうちと組んで、一緒に平穏を落としちゃわないかい？」

　なんだ。思いのほか、面白くない話だ。

「考えておきます」

　ドアの前でもう一度頭を下げて、月生は退室した。
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　真夏の長い夕暮れが、ようやく終わりを迎えた。

　ノートはもう閉じている。

　秋穂は膝を抱えて、他にすることもなくて空を見上げていた。

　太陽は西の街並みの向こうに姿を消し、空に赤みももうない。湿り気を帯びた深い青色の空気が架見崎を包んでいる。地上に光は少なく、空気は澄んでいる。星の明かりがいくつか輝き始めていた。滅びをイメージさせるこの世界は、でもある一面だけを取り出せば美しい。秋穂はどこか遠い宇宙の、ただの土くれみたいな惑星の、満天の星空を想像してみた。それは美しい景色ではあるのだろう。でもつまらない。

　それから、黒猫のことを考えた。

　彼女は少なくとも、良い人だった。秋穂は黒猫が嫌いではなかった。充分に強いのに、なんだか必死な感じがする、どこかが弱くみえる人だった。

　誰だってそうなのだろう、という気もする。

　戦うのは、いつだって、誰だって。あの白猫だって戦場に出るときは、ひどく疲れているように、秋穂にはみえた。か弱い人たちの傷ついた心が暴力に頼り、戦いに傾くものなのかもしれない。

　涙は流れなかった。

　マフラーマンが死んだと聞いたときには涙ぐんだのに、黒猫ではそうならないのが不思議だった。感情と涙は完全に比例するわけではないのかもしれない。あるいは秋穂も、少しずつ架見崎に馴な染じみつつあるのかもしれない。

　──いや。違うか。

　いちばんの理由は、悲しみよりも大きな感情があるからだ。後悔とか、恐怖とか、悔しさとか。そういうものだ。

　ミケ帝国の避難先に灯台を提案したのは、秋穂だ。なにも言わなくても、自然とそうなっていたかもしれない。でも責任は感じている。その責任が悲しみの邪魔をして、泣くのは違うという気にさせる。

　どちらかというと、叫びたかった。誰かに八つ当たりしたかった。そう考えるのもやっぱり攻撃的で、弱さの一部なのかもしれない。

　なんにせよ、いつまでもここで膝を抱えていても仕方がない。

　秋穂栞は立ち上がろうとした。ともかく、歩き出そうとした。あのアニメのオープニング曲に、そんな歌詞があるのだ。──疲れたら足を止め、でもやがてまた歩き出す。その足音が、ウォーター＆ビスケットのテーマ。

　一歩目を、とん、と踏み出そうとしたとき、後ろからもっと大きな音が聞こえた。

　咄嗟に振り返るとそこに、香屋がいた。彼は白猫に抱きかかえられていた。どちらかというと、しがみついていた。

　秋穂は、なんとなく白猫の方に尋ねる。

「それ、どうしたんですか？」

　彼女はあっけらかんと答える。

「人質にもらってきた。黒猫が生き返れば放り出す」

「生き返るんですか？　黒猫さん」

「さあな。生き返らなければ、こいつも死ぬ」

　白猫は適当な感じで香屋を放り出す。コンクリートの上に落下した香屋は、ぐえ、と濁ったうめき声を上げた。

　とりあえず秋穂は、彼に歩み寄り、顔を覗のぞき込む。

「生きてますか？」

「まじでやばい。死ぬかと思った」

「おや。意外と真ま面じ目めに戦ってたんですか？」

「僕はちゃんと、できるだけ安全なところで震えてたよ。でもね、秋穂。白猫さんの移動方法はめちゃくちゃだ」

　彼は涙目になっている。

　それをみて、秋穂は笑う。意外と心から笑えるものだなと思う。

「みんな命懸けで戦ってたんだから、ちょっと空から降ってくるくらい我慢してくださいよ」

「命なんて、懸ける方が悪い」

　ま、それはそうだ。とくに反論はない。

「トーマには会えましたか？」

「会えた。やっぱりあいつ、おかしいよ。けっきょく一人勝ちだ」

「へえ。どう勝ったんです？」

「手柄を独り占めして、ライバルたちは消えていった。最後に白猫さんに立ち向かって、それでも生き残ったのがダメ押しだろうね」

　なるほど。一人勝ちは、トーマの得意技だ。

　あいつは気がついたら勝っている。

「じゃあ、ずいぶん偉くなるんですね」

「間違いない。たぶん次のナンバー２になるね。シモンは失脚するだろうし、リリィはきっとトーマに反論できない。これで実質的に、平穏な国は彼女のチームだ」

「影の支配者になるわけですか。なかなかロマンがありますね」

「狙ねらってやってるなら、まだ対策の仕方もあるんだけどね。やりたいようにやってるだけで、勝手に結果がついてくるから性た質ちが悪い」

　なんにせよ、トーマに変わりがないようでよかった。

　秋穂にとって、彼女は強いて言えばライバルだが、香屋の次に親しい友人でもある。

「では、貴方は？」

「ん？」

「なにを狙ってたんだか知りませんが、目的は達成できたんですか？」

　んん、と彼は考え込む。

「だいたい、六〇点」

「ほう。内訳は？」

「感覚だよ。トーマが勝ちすぎるのはいつも通りだとしても、予定外の被害が出たから四〇点くらいマイナス。あとはだいたい、クリアできた。たぶんリリィにも名前を憶おぼえてもらえた」

「リリィ？」

　香屋が、女の子に名前を覚えてもらうためにあれこれと努力する、というのはイメージしづらい。それに、まあ、内心では腹立たしい話ではある。

「平穏のリーダーだよ。架見崎の、切り札になり得るカードだ」

　意味はわからなかった。でも秋穂はその言葉に納得した。

　ＰＯＲＴだとか、平穏な国だとかを相手に香屋が戦うとは思えない。彼が相手取るのは架見崎すべてだろう。殺し合うことが当たり前になった、この世界が纏まとう空気のすべて。

「どう使うんですか？」

「まだ使えないよ。名前を憶えてもらっただけなんだから」

「でも、使い道は決まってるんですよね？」

　香屋は頷うなずく。

「もちろん。僕が気持ちよく眠るためのカードだよ」

　ここに来てから怖くって、まともに眠れないんだと彼はぼやく。

　それで秋穂は、微笑んだ。

　──ああ。やっぱり香屋は、安心する。

　いちばん臆おく病びょうな彼が、いちばんこの世界に流されない。いつだって香屋歩のままで、常識じゃ手出しできないものをみつめている。

　香屋が安眠できる条件なんて、ひとつしかない。

　この世界が、平和になることだ。

　トーマがトーマであり続けるように、香屋も香屋であり続ける。トーマが当たり前に盤上のすべてをかっさらっていく隣で、香屋は盤外の、彼だけがみえているものに手を伸ばす。今日の戦いだってきっと、彼にとっては、ずっと先にある本当の目的のために必要な手順のひとつでしかないのだろう。

　秋穂は彼に言っておきたいことがあった。

　でもその前に、事務的な話を終わらせておくことにする。

「キドさんのことですが」

「ああ。うん」

「とりあえず応急処置として、海に放り込んでおきました。これからどうしますか？」

　彼の腹の中には、まだ爆弾があるはずだ。だから今もまだキドは海に浮かんでいる。

　香屋は簡単に答えた。

「もう大丈夫だと思うよ。能力を持っていた人が亡なくなったから」

「あ。そうなんですか」

「でも一応、もう少し浮かべとこう。トーマに検索サーチを頼んでる。もし問題があるなら、彼女がコインを取り出しにきてくれる」

「取り出せるんですか？」

「強引にね。お腹を開いて、死ぬ前に治す」

　無茶な話だ。まあ、なんにせよトーマからの連絡を待てばいいというのなら、気楽ではある。もうできるだけ、どんな責任も負いたくはなかった。

　とりあえず安心して、秋穂は本題に入る。

「ところで、重大なお知らせがあります」

　香屋は顔をしかめた。

「それは良いこと？　悪いこと？」

「非常に悪いお知らせです」

　む、と香屋はうなる。

「なに？」

「私、別に風船は好きじゃないですよ」

「ホントに？　あんなにたくさん用意したのに？」

「当たり前じゃないですか。もう高二ですよ」

「でも、去年遊園地に行ったときも喜んでたじゃない」

「あれは配ってくれてた人へのサービスです」

　なんてことだ、と香屋はぼやく。

　秋穂は真顔のまま、胸の中だけで笑った。

　──こんなの、傷の舐なめ合いみたいなものだ。

　でも、ふたり並んで歩く、その足音みたいなものだ。

　香屋をみればわかる。彼は今日も傷ついている。今回の戦闘でも、裏でこそこそ動き回っていたのだろう。それで何人もが死んだのだから、当たり前に傷ついている。

　秋穂だって同じだ。顔をみたことがある人や、名前を知っている人が死んだ。秋穂の価値観では、ほとんど意味もなく死んだ。黒猫まで。彼女が生き返るとしても、やっぱり傷ついている。とても疲れている。

　秋穂はそのことを知っていて、香屋もそのことを知っている。でも口には出さない。

　くだらない話で慰め合うだけだ。

「それから、エトランゼのケーキセットもまだ奢おごってもらっていません」

「あ」

「もしかして、忘れてました？」

「忘れてないよ。でも、どうしようかな」

　彼は胡坐あぐらをかいて、本気で考え込んだようだ。

　きっと、こんな風にじゃれ合って、傷を舐め合うのは悪いことじゃない。

　たぶん弱くも、脆もろくもない。勇敢に戦場に立つよりも、こうしている方がきっと生物として正しい。

　正しく、進化して。恐怖心とか、不安感とか、罪悪感とか。その他もろもろの重要な感情を退化させないまま、前に進んでいる。

　隣にいる彼の足音に励まされながら、次の一歩を生きていける。









　　　エピローグ






　面積でいえば架か見み崎さき全体の三分の二を、ポイントでいえばほぼ九割を巻き込んだ戦いは、だが実質的にはほんの四時間少々で終結した。

　死者はすべてのチームを合わせて三〇人。もっとも多くの死者を出したのはブルドッグス、ポイントの損害を受けたのは平穏な国だった。ひとりで一六万ものポイントを抱え込んでいた高こう路ろ木ぎが死んだことが理由だ。

　平穏な国は間もなくブルドッグスを取り込み、その損失の半分ほどを補ほ塡てんした。一方で、ミケ帝国は大きくポイントを獲得したが、実質的なリーダーのひとりだった黒くろ猫ねこを失った。ＰＯＲＴは被害を三人の死者で抑え、ブルドッグスと平穏な国からの戦果でポイントのプラスを出していた。

　そして、六日後。

　架見崎は、次のループを迎えた。


＊



　繰り返し記憶を失っていたリリィの主観では、運営者との面談は、ずいぶん久しぶりのことだった。

　そこは、広い会議室のような部屋だ。

　リリィはパイプ椅い子すに、ちょこんと座っている。奥に長机があり、向こう側に三体のマリオネットが並んでいる。右から順に、ネコ、カエル、フクロウ。

　笑みを浮かべたカエルが、片手を挙げて語りかける。

「お疲れ様でした。今回は、ずいぶん大変だったようですね」

　はい、とリリィは答える。

　本当に、たいへんだった。あの戦闘でわかったことと、そのあとの処理。

　リリィの生活は、変わらなかったといえば変わらなかったし、大きく変わったといえば変わった。

　高路木を失ったことは、やはり平穏な国にとっては痛手だったようだ。だが白しろ猫ねこに目の前まで迫られながら、みかけ上は彼女を撃退したことで、リリィへの信頼は一層厚いものになったとも聞いている。

　リリィはシモンを語り係から解任し、新たな語り係兼ナンバー２としてウォーターを指名した。ウォーターはチーム内の反発を気にしていたが、少なくとも彼女はそれに見合うだけの結果を出していた。月げっ生しょうを動かし、ＰＯＲＴの足を止め、リリィに迫る白猫に立ち向かった。あの、香か屋やという少年がしたことは公表していないから、平穏内では白猫を撃退した手柄さえウォーターのものという見方が強い。

　それでも彼女は、語り係まで兼任するのは嫌なようだった。

　──香屋にやらせてくださいよ。黒幕みたいなのは、あいつの方が向いている。

　と拗すねたように言っていた。

　リリィも別に、彼でもよかった。でも香屋はそもそも平穏な国のメンバーではないし、そのくせ今は人質としてミケ帝国にいる。思えば奇妙な立場だが、なんにせよ語り係には任命できない。とりあえずチームが落ち着くまで、暫ざん定ていという形でウォーターに兼任してもらった。

　彼女はやはり、有能だったようだ。

　あの戦いに参加した中で、もっとも被害を受けた平穏な国から、一〇万ものポイントを捻ねん出しゅつしてリリィに託してくれた。

「さて、ご希望の能力は？」

　とカエルが言った。

　決まっている。リリィは答えた。

「死んだ人を、生き返らせる能力を、ください」

　もしも、一〇万ポイントで足りなかったらどうしよう？　そんなことを考えていた。

　でもカエルの答えは、より悪いものだった。

「その能力は、獲得できません」

　リリィは思わず、パイプ椅子から立ち上がる。

「どうして？　ぜったい、いるんです」

　カエルは両手をぱたぱたとさせた。意味のある動作にはみえない。

「心苦しいのですが、仕方ありません。ルールで決まっているものですから」

「ルール？」

「はい」

　両手の動きを止めて、カエルは頷うなずく。

「類似する能力が、すでに架見崎には存在しています」

　そんな。

　──そんなの、困る。

　白猫との約束を、果たせない。

「どうにもならないんですか？」

「もちろん、どうにかはなりますよ」

　相変わらず気味の悪い笑みを浮かべたままで、カエルは言った。

「その能力の持ち主をみつけ出し、架見崎から消してしまえばいいんです」

　嫌だ。そんなの。でも。

　ウォーターからは、ポイントが余った場合の使い道を指示されている。それは、次の戦いのための指示だった。


＊



　目の前でカエルは、マリオネットのくせに、器用にため息をつく動作をしてみせた。

「貴方あなたの能力、わりと疲れるから面倒なんですよね」

　知ったことか。

　香屋の能力は、運営者によって「キュー・アンド・エー」と名づけられた。ルールテキストには、こうある。




　月に一度、能力者と管理者が対面する度に使用機会を得る。

　能力者の質問に対し、管理者たちは正しい返答を行う。

　能力者は質問ごとに管理者たちが設定するポイントを消費する。

　質問にイエス、ノーの縛りを加えることで必要ポイントが減額される。

　管理者は同じ質問に対して一度宣言したポイントを増額してはならない。また、管理者が要求するポイントは架見崎中にあるポイントの合計をこえてはならない。

　この能力の獲得者は、他の能力を新たに獲得・強化できない。




　この能力は次の手順で使用される。

一、能力者は最大で５つまで、質問候補を提示する。

二、管理者は質問候補それぞれに対し、必要ポイントを宣言する。

三、能力者は候補の中から質問を選ぶ。ポイント内であれば複数質問することが可能。

四、管理者はその質問に答え、能力者は必要ポイントを消費する。




　香屋は意外にポイントを持っている。

　端末を手放していたせいで、香屋自身も正確には把握していなかったが、現在は六九〇〇ポイントと表示されている。実はその半分以上は、以前キネマ俱く楽ら部ぶのメンバーから預かったものだ。彼らがミケ帝国に逃げ込んだとき、ポイントを調整するため、香屋に預けるよう頼んでおいた。でも返せとも言われなかったから、とりあえずまだ持っている。

　質問の候補はすでに、端末に入力を終えている。

　そのデータはカエルの手元にある、五枚のカードに転送される。カエルがそれぞれに必要ポイントをつけることになっている。

　五枚のカードを睨にらみつけ、カエルは考え込んでいるようだった。

　そのあいだに、香屋は言った。

「月生さんに会いましたよ」

「ええ。知っています」

「彼はどうして、電車を待っているんでしょう？」

「さあ。本人にお尋ねになっては？」

「架見崎に電車がきたことは、ありますか？」

「どうでしょうね。マリオネットは、電車には乗らないものですから」

「月生さんは、アポリアという会社の社員らしいんです。名刺をもらったんですけどね、不思議な名刺でした。電話番号も、メールアドレスも載っていません」

「へぇ」

「もしかして貴方も、アポリアという会社の社員なんじゃないですか？」

「知りたいなら、質問に加えればよかったのに」

　まったく会話に応じてもらえない。まあ、予想通りではある。

「決まりました」

　とカエルが言った。両側の、ネコとフクロウも頷く。運営者はカエルだけでいいんじゃないだろうかという気もする。

　フクロウが運んできたカードを受け取り、その一枚目をめくって、顔をしかめた。





　ゼロ番目のイドラとはなにか？　六九〇〇Ｐ






　ちょうど、香屋が持っているポイントのすべてだ。

　──まったく。嫌味なカエルだ。

　彼の意図はわかる。この質問の値段は、ちょうど香屋のポイント全部なのだろう。他の質問を放棄するなら、教えてもらえることなのだろう。

　香屋は深く息を吸った。

　考え抜かなければならない。この質問の意味を。香屋にとって、トーマや月生にとって、そして架見崎全体にとって、この質問がどんな価値を持つのかを。

　震えながら、残りの四枚をめくった。

　──今、欲しいのは。

　ＰＯＲＴとユーリイに対して、交渉材料になり得る情報だ。

　そこを押さえておかなければ、トーマが先に行き過ぎる。もう追いつけないほど遠いところに、きっと行ってしまうだろう。

　彼女と競争したいわけじゃない。でも、肌で感じている。

　香屋の目的にとっていちばんの障害になるのは、彼女だ。

　ウォーターではなくて。あるいは、トーマという名の友人でさえなくて。

　ただひとりの少女としての、冬とう間ま美み咲さきだ。







　　　　　　　本書は平成三十年四月ＫＡＤＯＫＡＷＡより河端ジュン一氏との共著『ウォーター＆ビスケットのテーマ２』として刊行された。

　　　　　　　新潮文庫での刊行に際し、大幅改稿の上、改題を行い、単著とした。




　　　　　　　ストーリー協力　河端ジュン一










　　カバー装画・本文イラスト　越島はぐ

　　カバー・本文デザイン　川谷康久（川谷デザイン）

　　フォーマットデザイン　川谷デザイン








　　この作品は令和元年十月新潮文庫より刊行された。

　　電子書籍化に際しては同初版第一刷を底本とし、仕様上の都合により適宜編集を加えた。
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